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■対象製品

P-242C-CB94  JP1/IT Resource Management - Manager  09-51（適用 OS：Windows Server 2008 R2）

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

Active Directoryは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
AIXは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
Brocadeは，米国またはその他の国における Brocade Communications Systems, Inc. の商標または登録商
標です。
BSAFEは，EMC Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Emulexは，米国 Emulex Corporationの登録商標です。
HP-UXは，Hewlett-Packard Development Company, L.P.のオペレーティングシステムの名称です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoftおよび Hyper-Vは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。
Oracleと Javaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標
です。
QLogicは，QLogic Corporationの登録商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標もしくは商標です。
RSAは，EMC Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
VMware, Virtual SMP, VMotionは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
VMwareおよび ESXは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。
This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).
This product includes software developed by Ben Laurie for use in the Apache-SSL HTTP server project.
This product includes software developed by IAIK of Graz University of Technology.
Portions of this software were developed at the National Center for Supercomputing Applications (NCSA) 
at the University of Illinois at Urbana-Champaign.
This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors.
This software contains code derived from the RSA Data Security Inc. MD5 Message-Digest Algorithm, 



including various modifications by Spyglass Inc., Carnegie Mellon University, and Bell Communications 
Research, Inc (Bellcore).
Regular expression support is provided by the PCRE library package, which is open source software, 
written by Philip Hazel, and copyright by the University of Cambridge, England. The original software is 
available from ftp://ftp.csx.cam.ac.uk/pub/software/programming/pcre/
This product includes cryptographic software written by Eric Young(eay@cryptsoft.com)
This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. (http:/
/www.openssl.org/)
This product includes software developed by Ralf S. Engelschall <rse@engelschall.com> for use in the 
mod_ssl project (http://www.modssl.org/).

本製品は，EMC Corporationの RSA(R) BSAFETMソフトウェアを搭載しています。

■マイクロソフト製品の表記について

このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

表記 製品名

Hyper-V Microsoft(R) Hyper-V(TM)

IE Microsoft(R) Internet Explorer(R)

Windows(R) Internet Explorer(R)

MSCS Microsoft(R) Cluster Service

SCVMM Microsoft(R) System Center Virtual Machine 
Manager 2008

Windows 
Server※ 1

Windows 
Server 2003

Windows Server 
2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition



Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard Edition

Windows Server 
2003(x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Windows Server 
2003 R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

Windows Server 
2003 R2(x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Datacenter without Hyper-V

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise without Hyper-V

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
without Hyper-V

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Datacenter※ 2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Datacenter without Hyper-V※ 2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise※ 2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise without Hyper-V※ 2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Standard※ 2

表記 製品名



注※ 1
Windows ServerおよびWindows Vistaを総称してWindowsと表記することがあります。

注※ 2
これらの製品を総称してWindows Server 2008 R2と表記することがあります。

■発行

2012年 2月 3020-3-S41-30

■著作権

All Rights Reserved. Copyright (C) 2010, 2012, Hitachi, Ltd.

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Standard without Hyper-V※ 2

Windows Vista※ 1 Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Home Premium

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

WSFC Windows Server(R) Failover Cluster

表記 製品名



変更内容

変更内容（3020-3-S41-30）JP1/IT Resource Management - Manager 09-51

追加・変更内容 変更個所

管理対象に設定できる OSに AIXを追加した。 1.4.1，2.13.2，6.2.1，
6.2.4(2)，7.5.2(3)，付
録 C.2，付録 C.4，付録
E.1(1)，付録 E.1(2)，付
録 E.1(3)，付録 E.1(4)，
付録 G.1，付録 G.2

ITリソースを初めて発見し管理対象に変更したとき，空白となることを追加
した。

2.2.3

vCenterの分散仮想スイッチに接続している仮想ホストを管理できるように
なった。

2.4.2(3)，2.7.2(3)，
2.7.3(1)，2.7.4(1)，
2.7.4(2)

管理対象となる ITリソースの注意事項を追加した。 2.4.6

管理状態と監視状態の遷移図を追加した。 2.5

Hyper-Vのダイナミックメモリが有効になっている仮想ホストを管理できる
ようになった。

2.6.2(2)，2.6.2(4)，
2.7.4(1)，2.7.4(2)，
2.7.5，2.8.8，6.5.4(1)

［スケジュール］タブ上での期間の種別の色分けを変更した。また，期間に
カーソルを合わせると，CPUとメモリのスペックが表示されるようになっ
た。

2.6.2(5)

管理対象に設定できる仮想化ソフトウェアに VMware ESXi 5.0を追加した。
また，管理対象に設定できる仮想化環境管理ソフトウェアに vCenter 5.0を
追加した。

2.7.2(3)，2.7.4(1)，
6.5.3，付録 E.2，付録
E.3

VMwareの DRSクラスタで仮想ホストをデプロイする場合の注意事項を追
加した。

2.7.3(1)

仮想ホストのスペックを，「設定変更」タスクで変更できるようになった。 2.8.3(2)，2.9.1，2.9.3，
付録 F.5

仮想ホスト，およびリソースプールの種別「プール /vApp」を検索対象とす
る場合の注意事項を追加した。

2.8.3(5)

仮想ホストを予約したときに，割り当て期間に予約スペックを設定できるよ
うになった。

2.8.6(2)，2.8.6(4)

予約内容がチェックされるタイミングを変更した。 2.8.7

仮想マルチコア CPUの扱いについて説明を追加した。 2.8.8(1)(a)，2.8.8(2)(a)，
6.5.3

タスクを登録するときに，CPUクロック数，CPUコア数およびメモリを指
定できるようになった。

2.9.2

性能履歴を 1時間ごとに出力できるようになった（リソース使用量（時間推
移）レポート）。

2.12.1，2.12.1(7)

API機能を追加した。 5.3.1，付録 C.1，付録
C.2，付録 C.3，付録
H.3(3)(a)



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

ルートパスワードを使った一般ユーザーを認証情報に指定している場合，パ
スワードを入力しないで suコマンドの実行を許可する設定はないことを追
加した。

6.2.4(2)(i)

ネットワーク設定を特定の NICに固定する指定を無効にする手順を追加し
た。

6.2.4(2)(k)

VMwareを管理対象にするための設定に次に示す設定を追加した。
• VMware ESXiのロックダウンモードの設定
• VMware ESXのメンテナンスモードの設定
• VMware ESXとの HTTPS接続の設定
• 仮想マルチコア CPU構成の設定

6.2.5(2)，6.2.5(3)，
6.2.5(4)，6.2.5(5)

管理対象に設定できるストレージに Hitachi VSPを追加した。 6.2.7(1)(a)，6.2.7(1)(d)，
6.2.9(2)(a)，6.2.9(2)(c)，
6.2.9(2)(d)，7.5.2(3)

Brocade FCスイッチを管理する場合の手順を追加した。 6.2.10(2)(b)

仮想イメージテンプレートを作成するための事前の設定に，仮想ホストのド
ライブに nodefaultdriveletter属性が設定されていないことを確認する
手順を追加した。

6.5

構築時のトラブルシューティングを追加した。 6.10(12)，6.10(13)，
6.10(14)，6.10(15)

HAクラスタグループの設定手順を追加した。 7.9

物理ホスト環境からクラスタ環境に移行する場合の手順を詳細にした。 8.4

Link&Launch機能を利用した他製品との連携に必要な設定手順を追加した。 9.1

ファイアウォールの通過方向に動的ポートの説明を追加した。 付録 C.2

管理対象に設定できる OSに Linux 6を追加した。 付録 E.1(1)，付録
E.1(2)，付録 E.1(4)

用語解説に次に示す用語を追加した。
• APIクライアント
• HDLM
• HDT
• Hitachi VSP
• VMware ESX
• WPAR
• 予約スペック

付録 K

追加・変更内容 変更個所





はじめに

このマニュアルは，JP1/IT Resource Management - Managerの概要，機能，設計および構築に
ついて説明したものです。なお，このマニュアルでは，JP1/IT Resource Management - 
Managerを JP1/ITRMと表記します。

■対象読者
JP1/ITRMを使用して，データセンター内などで動作する ITリソース（サーバ，ストレージ，
ネットワークデバイスなどの IT機器）を管理，運用する方を対象としています。具体的には次
の方を対象とします。
• JP1/ITRMを使用して ITリソースを管理するシステムの設計および運用をしたい方
• JP1/ITRMを使用して ITリソースを管理するシステムを構築したい方

また，このマニュアルは次の知識を持つ方にお読みいただくことを前提に説明しています。
• Windows，サーバ，ストレージ，データベース，ネットワーク，仮想化の基礎知識
• JP1/IM - Manager，および JP1/NETM/Auditの基礎知識

さらに，使用する機能によって次の基礎知識を持っていることを前提とします。

HVM（Hitachi Virtualization Manager）を使用して仮想ホストを管理する場合
BladeSymphonyおよび JP1/SC/DPMの基礎知識

APIを使用する場合
HTTPおよび XMLの基礎知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。

第 1編　概要編
JP1/ITRMを使用する目的や特長など，JP1/ITRMの概要について説明しています。

第 2編　機能編
JP1/ITRMの機能について説明しています。また，JP1/ITRMと他製品が連携して実現できるこ
とについても説明しています。

第 3編　設計編
システムを導入，設計するときの作業の流れや主な検討項目など，JP1/ITRMの導入，設計につ
いて説明しています。

第 4編　構築編
JP1/ITRMのインストールとセットアップや環境構築など，JP1/ITRMの構築について説明して
います。
I



はじめに
■読書手順
JP1/ITRMには，このマニュアルを含め次に示す 4冊のマニュアルがあります。
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager 設計・構築ガイド（3020-3-S41）
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager 運用ガイド（3020-3-S42）
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス（3020-3-S43）
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager メッセージ（3020-3-S44）

次の表に示すように，目的に合わせて必要な個所をお読みください。

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

項
番

目的 参照個所

1 JP1/ITRMを理
解する

概要を知る 第 1編　概要編

機能を知る 第 2編　機能編

2 JP1/ITRMのシ
ステムを設計す
る

設計個所を確認し，システム
を設計する

第 3編　設計編

3 JP1/ITRMのシ
ステムを構築す
る

構築手順を確認し，構築する 第 4編　構築編

4 JP1/ITRMのシ
ステムを運用す
る

運用方法を知る マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager 運用ガイド」
クイックリファレンス編，運用編

トラブルが発生したときにト
ラブルの回避方法を知る

マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager 運用ガイド」
トラブルシューティング編

5 JP1/ITRMのシ
ステムの見直し
をする

システムを再設計・再構築す
る

マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager 運用ガイド」
メンテナンス編

6 リファレンス情
報を参照する

コマンド，定義ファイルの詳
細パラメーターを確認し，設
定値を決める

マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」

トラブルが発生したときに
メッセージの内容を確認し，
トラブルの回避方法を知る

マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager メッセージ」

記号 意味

［　］ メニュー項目，画面名，ボタン名，およびキーボードのキーなどを示す。
（例）
メニュー項目：［アクション］
画面名：［ログイン］画面
ボタン名：［OK］ボタン
キーボードのキー：［Ctrl］キー
II



はじめに
■数式で使用する記号
このマニュアルの数式中で使用する記号を，次のように定義します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

［　］－［　］ 画面のメニューから項目を選択する操作を示す。
（例）
［アクション］－［イベント選択］を選択する。
上記の例では，メニューバーの［アクション］を選んで，プルダウンメニューの［イ
ベント選択］を選択することを示す。

［　］＋［　］ キーを同時に押すことを示す。
（例）
［Ctrl］＋［C］キー
上記の例では，［Ctrl］キーと［C］キーを同時に押すことを示す。

|
(ストローク )

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示す。
（例）
「A|B|C」は，「A，Bまたは C」を示す。

太字 重要な用語または任意に指定する項目を示します。

記号 意味

＋ 加算記号を示す。

－ 減算記号を示す。

× 乗算記号を示す。

÷ 除算記号を示す。

記号 意味
III



はじめに
■インストール先フォルダの表記
このマニュアルでは，JP1/ITRM，およびWindows版 JP1/IMのインストール先フォルダを次
のように表記しています。

製品名 インストール先
フォルダの表記

デフォルトインストール先フォルダ※

JP1/ITRM ITRMパス システムドライブ :¥Program Files (x86)¥Hitachi

JP1/IM - 
Manager

IM-Managerパ
ス

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Cons

JP1/IM - 
View

IM-Viewパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1CoView
IV



はじめに
注※
各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。

Windows Server 2008の場合，「システムドライブ :¥Program Files」と表記している部分は，
インストール時の OS環境変数によって決定されるため，環境によって異なる場合があります。

■このマニュアルで使用する「Administrators権限」について
このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカル PCに対する
Administrators権限です。ローカル PCに対して Administrators権限を持つユーザーであれ
ば，ローカルユーザー，ドメインユーザーおよび Active Directory環境で動作に違いはありませ
ん。
V





目次目次目次目次
第 1編　概要編

1 JP1/ITRMの概要 1

1.1　JP1/ITRMの目的 2

1.2　JP1/ITRMの特長 4

1.2.1　自動検出による ITリソースの現状把握 4

1.2.2　スケジュール管理による ITリソースの割り当て 5

1.2.3　さまざまな角度からのレポート表示による ITリソースの使用量の確認，最適化 8

1.3　JP1/ITRMの構成 11

1.3.1　JP1/ITRMのシステム構成 11

1.3.2　JP1/ITRMの前提 OSおよび前提プログラム 12

1.4　JP1/ITRMの画面 13

1.4.1　ホーム画面 13

1.4.2　リソース管理画面 14

1.4.3　スケジュール画面 16

1.4.4　タスク画面 16

1.4.5　イベント画面 17

1.4.6　レポート画面 18

1.4.7　設定画面 20

第 2編　機能編

2 JP1/ITRMの機能 21

2.1　機能一覧 22

2.2　ITリソースの探索 25

2.2.1　ITリソースの探索条件の設定 25

2.2.2　ITリソースの探索の実行 27

2.2.3　発見された ITリソースの表示と設定 27

2.3　ITリソースのグループ管理 31

2.3.1　リソースグループと業務グループの管理 33

2.3.2　仮想構成の管理 39
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目次
2.3.3　デバイスの管理 41

2.3.4　ネットワークの管理 42

2.3.5　検索による絞り込み表示 42

2.4　管理対象となる ITリソースの設定 44

2.4.1　管理対象の設定 44

2.4.2　管理対象の構成情報の収集・更新 46

2.4.3　管理対象の削除 48

2.4.4　管理対象外に設定した ITリソースの管理対象への設定 48

2.4.5　ITリソースの滅却 48

2.4.6　管理対象となる ITリソースの注意事項 48

2.5　ITリソースの状態管理 50

2.6　ITリソースの情報の表示・出力 53

2.6.1　ITリソースの一覧表示 54

2.6.2　ITリソースの詳細情報の表示 58

2.6.3　ITリソースの構成情報一覧の出力 65

2.7　ホストのメンテナンス 66

2.7.1　ホストの起動，停止，リブート 67

2.7.2　マイグレーション 68

2.7.3　仮想ホストの構成変更 72

2.7.4　仮想ホストの退避・復元 78

2.7.5　仮想イメージテンプレートの管理 82

2.8　ITリソースの割り当て予約 87

2.8.1　割り当て期間と予約期間 87
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第 1編　概要編

1　 JP1/ITRMの概要
JP1/ITRMは，多様化・複雑化する ITリソースの構成情報を
一元管理して，ITリソースの効率的な運用を支援する製品で
す。ITリソースとは，サーバ，ストレージ，ネットワークデバ
イスなどの IT機器のことです。仮想化によるサーバの統合や
システム構成の変更など，環境の変化に柔軟に対応して ITリ
ソースを最適化する方法を提供します。
この章では，JP1/ITRMの目的，特長，システム構成，および
代表的な画面について説明します。

1.1　JP1/ITRMの目的

1.2　JP1/ITRMの特長

1.3　JP1/ITRMの構成

1.4　JP1/ITRMの画面
1



1.　JP1/ITRMの概要
1.1　JP1/ITRMの目的

ここでは，ITリソースの情報を一元管理することで実現できる JP1/ITRMの目的につい
て説明します。

● ITリソース運用のライフサイクルに合った ITリソースの有効活用を支援します

企業が所有するサーバやストレージなどの数や種類は年々増加していて，さらにサーバ
の仮想化に伴って ITリソースの管理業務が煩雑化し，管理の負担が大きくなってきてい
ます。また，個々の ITリソースの使用状況を把握して最適化するにも膨大な手間と時間
が掛かります。

JP1/ITRMは，さまざまな種類の ITリソースについて現状把握，割り当て実行，使用量
の確認と最適化などの ITリソース運用のライフサイクルに合った管理方法を提供し，IT
リソースの有効活用を支援します。

図 1-1　ITリソース運用のライフサイクルに合った管理方法の提供
2



1.　JP1/ITRMの概要
● ITリソースの一元管理によって，管理業務の効率を向上し，管理コストを削減しま
す

JP1/ITRMは，業務で使用するさまざまな種類の ITリソースの情報をデータベースで一
元化し，一括して管理できます。これによって，ITリソースごとに情報を管理する必要
がなくなり，ITリソースの管理業務の効率向上および管理コストの削減を実現できます。

● 異なる種類の ITリソースが混在している環境でも，管理・運用を同一操作で実現し
ます

JP1/ITRMでは，複数の OSや異なる種類のストレージなどが混在した環境でも統一し
た操作で管理できます。また，異なる種類の仮想化ソフトウェアが混在した環境でも，
Webブラウザーから表示する JP1/ITRMの操作画面を使用して，同一操作で仮想ホスト
の管理・運用ができます。
3



1.　JP1/ITRMの概要
1.2　JP1/ITRMの特長

ここでは，JP1/ITRMの特長について説明します。

1.2.1　自動検出による ITリソースの現状把握
JP1/ITRMでは，エージェントレスで ITリソースを自動検出し，現状の ITリソースの
構成情報を把握できます。ITリソースの構成情報は，定期的に自動で収集したり，最新
の構成情報が必要なときに手動で収集したりできます。ITリソースの検出条件となる検
出範囲や接続のための認証情報などは，ウィザード形式で設定できます。

図 1-2　ITリソースの現状を把握する流れ

ITリソースのネットワーク構成は，JP1/ITRMの画面上でトポロジー表示できます。こ
の表示によって，サーバ，ストレージ，ネットワークデバイスなどの接続関係や，仮想
化ソフトウェアとその上で稼働する仮想ホストとの関連を把握できます。

仮想ホストに異常が発生した場合には，トポロジー表示を利用してどの仮想化ソフト
ウェア上の仮想ホストかを特定できます。また，個々の ITリソースについては，割り当
てのスケジュールや ITリソースの使用量などの情報も把握できます。
4



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-3　トポロジー表示

1.2.2　スケジュール管理による ITリソースの割り当て
JP1/ITRMでは，必要な ITリソースを必要な期間だけ使用できるように，ITリソース
の割り当て予約，配備，およびグルーピングを分けて実施します。

● ITリソースの割り当て予約
ITリソースをスケジュール管理することで，所有する ITリソースを，いつまで，ど
れくらい使うかを管理できます。

● ITリソースの配備
スケジュールされた ITリソースの使用期間に合わせて，ITリソースを自動で配備で
きます。

●グルーピングによる ITリソースの割り当て
グルーピングされた ITリソースと，業務単位や組織単位などの業務視点でまとめたグ
ループを関連づけることで，業務単位で割り当てられている ITリソースがどれくらい
か，わかりやすく管理できます。

（1） ITリソースの割り当て予約

ITリソースをスペックや利用期間などの要件で検索し，検索結果から利用したい ITリ
ソースを予約できます。

ITリソースの割り当てをスケジュール管理することによって，ITリソースを必要な期間
だけ割り当てられるので，所有している ITリソース全体を有効活用できます。
5



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-4　ITリソースの検索と割り当て予約

ITリソース利用者から割り当て依頼を受けると，ITリソース管理者は所有する ITリ
ソースの中から依頼内容と合うものを検索し，予約します。

なお，ITリソースの割り当て予約のスケジュールは，次の画面で確認できます。

図 1-5　割り当て予約のスケジュール表示
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1.　JP1/ITRMの概要
（2） ITリソースの配備

割り当て予約に従って，ITリソースを自動で配備できます。ネットワーク経由で仮想化
ソフトウェア上に仮想ホストを構築し，適切な場所に必要なソフトウェアやデータを配
備します。仮想化ソフトウェア上に仮想ホストを構築する操作のことをデプロイと呼び
ます。

デプロイ時には，ホスト名，IPアドレス，ネットワーク関連，認証情報などが設定でき
ます。デプロイの実行履歴を確認したり，デプロイの完了を ITリソース管理者に自動通
知したりできます。

予約期間の前に ITリソースを自動で配備するよう設定できるので，配備の作業負荷の軽
減や，配備漏れといった人的ミスの防止に効果的です。

図 1-6　ITリソースの配備

予約した空き ITリソースに，予約した使用期間に合わせて仮想ホストを自動でデプロイ
します。

（3） グルーピングによる ITリソースの割り当て

ITリソースを管理しやすくするために，複数の ITリソースをまとめてグループとして
登録します。このグループのことをリソースグループと呼びます。登録したリソースグ
ループごとに，割り当てる ITリソースを制限したり，アクセスを制限したりできます。
7



1.　JP1/ITRMの概要
リソースグループは，業務単位や組織単位などの業務視点で関連づけて登録できます。
業務視点でまとめたグループのことを業務グループと呼びます。業務グループを作成す
ると，業務単位や組織単位に割り当てる ITリソースや，すでに割り当てられている IT
リソースがわかりやすく管理できます。

リソース視点と業務視点の両面から管理することで，ITリソースの管理と割り当てが効
率良く実現できます。

図 1-7　ITリソースのグルーピング

業務グループとリソースグループを関連づけて，業務グループごとに使用するリソース
グループを管理します。

1.2.3　さまざまな角度からのレポート表示による ITリソース
の使用量の確認，最適化

ITリソースを配備したあと，ITリソースの使用量やその推移を確認したり，使用状況を
レポート表示したりして，ITリソースの最適化を計画できます。
8



1.　JP1/ITRMの概要
（1） ITリソースの最適化

物理ホストや仮想ホストなどが混在した環境で，ITリソースから使用量の観点で情報を
収集できます。収集した使用状況の推移を把握することで，ITリソースの割り当てを見
直せます。例えば，仮想化ソフトウェアに余裕がない場合に，仮想化環境管理ソフト
ウェアと連携して別の仮想化ソフトウェアに仮想ホストを移動して，ITリソースを最適
化できます。なお，仮想ホスト上のシステムやデータ資産を別の仮想化ソフトウェアや
VMクラスタなどのリソースプールに移行する操作のことをマイグレーションと呼びま
す。

図 1-8　ITリソースの最適化

（2） イベントによる状況把握とレポート機能

ITリソースの使用状況を監視するために設定したしきい値を超えた場合，JP1/ITRMか
らイベントが発行され，ITリソースの使用状況の変化を把握できます。なお，JP1/
ITRMでは，しきい値を設定したテンプレートを提供しています。

また，ITリソースの状態，イベント発生状況，ホストの割り当て実績などをレポート表
示できます。

イベントの発行やレポートは，ITリソースの使用状況の把握や，ITリソースの最適化を
図るための検討材料として役立ちます。
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1.　JP1/ITRMの概要
図 1-9　レポート表示（物理ホスト割り当て実績の例）
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1.　JP1/ITRMの概要
1.3　JP1/ITRMの構成

ここでは，JP1/ITRMのシステム構成，前提 OS，および前提プログラムについて説明し
ます。

1.3.1　JP1/ITRMのシステム構成
JP1/ITRMのシステムは，ITリソース管理サーバ，Webコンソール，および ITリソー
ス群で構成されます。

図 1-10　基本的なシステム構成例

ITリソース管理サーバ
JP1/ITRMを導入したサーバです。ITリソースを管理する機能を提供します。

Webコンソール
Webブラウザーから JP1/ITRMにログインし，ITリソースを監視したり操作した
りするためのコンソールです。Webブラウザーには，IEを使用してください。

ITリソース群
物理ホスト，仮想ホスト，ネットワークデバイス，ストレージなどの ITリソースを
指します。個々の ITリソースについて，JP1/ITRMの管理対象にするかどうか設定
できます。

そのほかの構成要素を次に示します。

● HVMを管理対象にする場合

• デプロイ時に LUを作成するストレージ装置を管理するために，Hitachi Device 
Managerが必要です。

• HVM上の LPARにインストールする OSを管理するために，JP1/SC/DPMが必要で
す。
11



1.　JP1/ITRMの概要
• HVM上の仮想ホストと管理サーバ for DPMは，同一のサブネットに設置してくださ
い。
HVMを管理対象にするシステムの構成例については，「4.2.2(2)　HVMを管理対象に
する場合のシステム構成例」を参照してください。HVMを管理対象にするための設
定については，「6.2.7　HVMを管理対象にするための設定」を参照してください。

● JP1イベントを発行する場合
JP1/ITRM上で発生した事象を JP1イベントとして発行する場合は，ITリソース管
理サーバに JP1/Baseが必要です。

●クラスタシステムで運用する場合
クラスタシステムで運用する場合は，実行系および待機系用の ITリソース管理サーバ
および共有ディスクが必要です。
詳細については，「4.2.2(3)　クラスタシステムでの構成例」を参照してください。

●他製品と連携する場合
JP1/IM - Managerなどの他製品と連携する場合のシステム構成例については，「3.　
他製品との連携」を参照してください。

1.3.2　JP1/ITRMの前提 OSおよび前提プログラム
JP1/ITRMの前提 OSおよび前提プログラムのバージョンや種類については，リリース
ノートを参照してください。
12



1.　JP1/ITRMの概要
1.4　JP1/ITRMの画面

ここでは，JP1/ITRMの代表的な画面について説明します。

それぞれの画面は，各タブの をクリックすると更新されます。

なお，JP1/ITRMの画面の遷移については，「付録 F　画面遷移」を参照してください。

1.4.1　ホーム画面
JP1/ITRMにログインすると，ホーム画面が表示されます。この画面では，ITリソース
の使用状況の概要を確認できます。表示される情報は，設定した間隔で自動更新されま
す。ホーム画面の例を次の図に示します。

図 1-11　ホーム画面

ホーム画面に表示される内容を説明します。

探索ウィザードへの案内文エリア
管理対象の ITリソースがない場合は，探索ウィザードで ITリソースを探索するよ
う説明文が表示されます。ここから，ITリソースを探索するための条件を設定する
探索ウィザードを表示できます。探索ウィザードの概要については，「2.2.1　ITリ
ソースの探索条件の設定」を参照してください。

［割り当て状況］エリア
物理ホストおよびリソースプールの割り当て状況が表示されます。
物理ホストには，管理対象の物理ホストのうち，割り当てられている物理ホストの
台数の割合が OSごとに表示されます。
リソースプールには，管理対象のリソースプールのうち，仮想ホストに割り当てら
れている CPUおよびメモリの割合が表示されます。
割り当て状況には，割り当て種別に共有または占有を設定したリソースグループに
13



1.　JP1/ITRMの概要
属するリソースの状況が表示されます。

［構成情報］エリア
新しく発見した ITリソースの件数や構成変更イベントの数が表示されます。また，
構成変更イベントのうち未受諾となった構成変更イベントの数も表示されます。未
処理の ITリソースがある場合は，［発見したリソース一覧］エリアを表示して，管
理対象または管理対象外に設定できます。

［使用率グラフ］エリア
物理ホストとリソースプールの CPU使用率およびメモリ使用率が表示されます。
使用率グラフには，割り当て種別に共有を設定したリソースグループに属するリ
ソースの状況が表示されます。

［タスクサマリ］エリア
デプロイやリブートなど，ITリソースに設定したタスクの件数が，タスクの実行時
期別に表示されます。

［エラーイベント一覧］エリア
発生した未受諾のエラーイベントのうち，最新のものから 50件表示されます。

また，［ホーム］タブにある をクリックすると，画面の自動更新の設定ができます。

！！！！ 注意事項
 

ホーム画面，リソース管理画面，レポート画面，jirmreportコマンドによって，割り当て

の対象となる ITリソースの条件や割り当てられているとして扱う ITリソースの条件は，異
なります。割り当てできる ITリソースの条件および割り当てられているとして扱う ITリ
ソースの条件については，「付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てら
れているとして扱う ITリソースの条件」を参照してください。
それぞれの画面については，次の個所を参照してください。
• リソース管理画面（1.4.2　リソース管理画面）
• レポート画面（1.4.6　レポート画面）
• jirmreportコマンド（マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」）

1.4.2　リソース管理画面
［リソース管理］タブをクリックすると表示されます。リソース管理画面には，管理して
いるすべての ITリソースが表示されます。リソース管理画面の例を次の図に示します。
14



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-12　リソース管理画面

［リソース管理メニュー］で選択した範囲の ITリソースが，リソース一覧エリアに表示
されます。ネットワークアドレス，OSなどを確認できる ITリソースの基本的な情報の
一覧表示，異常，警告などを確認できる ITリソースの状態の一覧表示，ITリソース同
士の接続関係を確認できるトポロジー表示と，ITリソースに関するさまざまな情報を確
認できます。また，ホストの停止やリブートなどの操作もできます。

詳細情報を確認したい場合は，リソース一覧エリアで ITリソースを選択すると，詳細情
報エリアにイベントやディスクの使用量，スケジュールなどの情報が表示されます。

！！！！ 注意事項
 

ホーム画面，リソース管理画面，レポート画面，jirmreportコマンドによって，割り当て

の対象となる ITリソースの条件や割り当てられているとして扱う ITリソースの条件は，異
なります。割り当てできる ITリソースの条件および割り当てられているとして扱う ITリ
ソースの条件については，「付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てら
れているとして扱う ITリソースの条件」を参照してください。
それぞれの画面については，次の個所を参照してください。
• ホーム画面（1.4.1　ホーム画面）
• レポート画面（1.4.6　レポート画面）
• jirmreportコマンド（マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」）
15



1.　JP1/ITRMの概要
1.4.3　スケジュール画面
［スケジュール］タブをクリックすると表示されます。スケジュール画面には，ITリソー
スの予約状況が表示されます。スケジュール画面の例を次の図に示します。

図 1-13　スケジュール画面

［スケジュールメニュー］で選択した範囲の ITリソースの予約状況が，予約一覧エリア
に表示されます。予約一覧エリアでは，予約の追加，編集，削除ができます。

タスクの内容やスケジュールの詳細は，予約一覧エリアで予約を選択すると，予約詳細
エリアに表示されます。

タスクの内容を表示する［タスク］タブ，およびスケジュールの詳細を表示する［スケ
ジュール］タブについては，「2.6.2　ITリソースの詳細情報の表示」を参照してくださ
い。

1.4.4　タスク画面
［タスク］タブをクリックすると表示されます。タスク画面には，デプロイやホストの停
止など，ITリソースの操作や進行状況が一覧表示されます。タスク画面の例を次の図に
示します。
16



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-14　タスク画面

［タスクメニュー］で選択した範囲の ITリソースに設定されているタスクが，タスク一
覧エリアに表示されます。ここで，タスクの実行結果を確認したり，実行に失敗したタ
スクを再実行したりできます。

1.4.5　イベント画面
［イベント］タブをクリックすると表示されます。イベント画面には，JP1/ITRMが発行
したイベントが表示されます。イベント画面の例を次の図に示します。
17



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-15　イベント画面

ここでイベントのメッセージを選択すると，イベントの詳細情報が表示されます。また，
確認したイベントの状態を受諾から未受諾，または未受諾から受諾に変更できます。

1.4.6　レポート画面
［レポート］タブをクリックすると表示されます。レポート画面には，ITリソースの稼働
状況や性能情報などのレポートが表示されます。レポート画面の例を次の図に示します。
18



1.　JP1/ITRMの概要
図 1-16　レポート画面

［レポートメニュー］で選択した範囲の ITリソースのレポートが，レポート表示エリア
に表示されます。どのようなレポートを表示するかは，［カテゴリ名］で選択します。エ
ラーイベントの多いホストをランキング表示したり，物理ホストや仮想ホストの割り当
て状況をグラフ表示したりできるため，ITリソースの利用状況を把握し，長期的な利用
計画に役立てることができます。

！！！！ 注意事項
 

ホーム画面，リソース管理画面，レポート画面，jirmreportコマンドによって，割り当て

の対象となる ITリソースの条件や割り当てられているとして扱う ITリソースの条件は，異
なります。割り当てできる ITリソースの条件および割り当てられているとして扱う ITリ
ソースの条件については，「付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てら
れているとして扱う ITリソースの条件」を参照してください。
それぞれの画面については，次の個所を参照してください。
• ホーム画面（1.4.1　ホーム画面）
• リソース管理画面（1.4.2　リソース管理画面）
• jirmreportコマンド（マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」）
19
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1.4.7　設定画面
［設定］タブをクリックすると表示されます。設定画面では，ユーザー管理や ITリソー
スの探索に関する設定など，JP1/ITRMのさまざまな設定ができます。設定画面の例を
次の図に示します。

図 1-17　設定画面

［設定メニュー］で選択した情報の設定画面が［設定項目一覧］エリアに表示されます。

［リソースの探索］で，［発見したリソース一覧］，［管理リソース一覧］，［管理対象外リ
ソース一覧］，または［削除待ちリソース一覧］を選択すると，それぞれの ITリソース
の一覧が表示されます。また，JP1/ITRMで管理対象にしている物理ホストおよび仮想
化ソフトウェアの数を確認できます。
20



第 2編　機能編

2　 JP1/ITRMの機能
この章では，JP1/ITRMの機能について説明します。

2.1　機能一覧

2.2　ITリソースの探索

2.3　ITリソースのグループ管理

2.4　管理対象となる ITリソースの設定

2.5　ITリソースの状態管理

2.6　ITリソースの情報の表示・出力

2.7　ホストのメンテナンス

2.8　ITリソースの割り当て予約

2.9　タスク管理

2.10　稼働状態の監視

2.11　性能情報の管理

2.12　レポート出力

2.13　ユーザーへの通知

2.14　ユーザーとロールの管理

2.15　ITリソース管理サーバの運用管理
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2.　JP1/ITRMの機能
2.1　機能一覧
JP1/ITRMの機能を次の表に示します。

各機能の詳細については，それぞれの説明個所を参照してください。

表 2-1　JP1/ITRMの機能一覧

機能 概要 説明個所

ITリソースの探索 ITリソースの探索条
件の設定

JP1/ITRMが管理する対象の ITリ
ソースを探索する条件を設定します。

2.2.1

ITリソースの探索の
実行

ITリソースの探索を，3つのタイミ
ングで実行します。

2.2.2

発見された ITリソー
スの表示と設定

探索結果を確認して，JP1/ITRMの
管理対象に設定します。

2.2.3

ITリソースのグループ
管理

リソースグループと業
務グループの管理

ITリソースをグループで管理しま
す。また，組織や業務を任意の定義
で業務グループとして管理します。

2.3.1

仮想構成の管理 仮想化環境管理ソフトウェアで定義
している仮想ホストをグループ化し
て管理します。

2.3.2

デバイスの管理 ITリソースをデバイスの種別ごとに
グループ化して管理します。

2.3.3

ネットワークの管理 ITリソースを接続しているネット
ワークごとにグループ化して管理し
ます。

2.3.4

検索による絞り込み表
示

ITリソースを検索して絞り込んで表
示します。

2.3.5

管理対象となる ITリ
ソースの設定

管理対象の設定 ITリソースを JP1/ITRMの管理対象
として設定します。

2.4.1

管理対象の構成情報の
収集・更新

ITリソースの構成情報が変更になっ
た場合に，変更後の構成情報を収集
して，更新します。

2.4.2

管理対象の削除 ITリソースを JP1/ITRMの管理対象
から削除します。

2.4.3

管理対象外に設定した
ITリソースの管理対
象への設定

管理対象外に設定した ITリソースを
管理対象に設定します。

2.4.4

ITリソースの滅却 ITリソースをネットワークから外し
て，滅却します。

2.4.5

ITリソースの状態管理 ITリソースの状態を管理します。 2.5

ITリソースの情報の表
示・出力

ITリソースの一覧表
示

ITリソースの基本的な情報，状態，
および ITリソース同士の接続関係を
一覧で確認します。

2.6.1
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ITリソースの詳細情
報の表示

ITリソースの詳細情報を確認しま
す。

2.6.2

ITリソースの構成情
報一覧の出力

ITリソースの構成情報の一覧をファ
イルに出力します。

2.6.3

ホストのメンテナンス ホストの起動，停止，
リブート

管理対象のホストを起動，停止，お
よびリブートします。

2.7.1

マイグレーション 仮想ホストを別のリソースプールに
移動します。

2.7.2

仮想ホストの構成変更 • 仮想ホストをデプロイします。
• デプロイ済みの仮想ホストについ
て，保持している情報（CPU，メ
モリなど）を変更します。

• 仮想ホストを削除します。

2.7.3

仮想ホストの退避・復
元

仮想ホストを退避したり，復元した
りします。

2.7.4

仮想イメージテンプ
レートの管理

仮想ホストのデプロイに使用する仮
想ホストのイメージを仮想イメージ
テンプレートとして保持します。

2.7.5

ITリソースの割り当て予約 ITリソース利用者から ITリソース
の確保の依頼があった場合，要件に
合った ITリソースを検索して予約し
ます。

2.8

タスク管理 タスクの登録 タスクを登録します。 2.9.2

登録されているタスク
の確認

タスクを確認します。 2.9.3

タスクの状態管理 タスクの状態を管理します。 2.9.4

タスクに対して実行で
きる操作

登録，即時実行，再実行などのタス
クに対する操作を実行します。

2.9.5

稼働状態の監視 ITリソースの稼働状況を監視し，画
面に表示します。

2.10

性能情報の管理 性能情報の収集 ITリソースの性能情報を収集し，画
面に表示します。

2.11.1

性能情報のしきい値監
視

性能情報が設定したしきい値を超え
た場合にイベントを通知します。

2.11.2

レポート出力 ITリソースのイベントや性能情報の
統計をレポートに出力します。

2.12

ユーザーへの通知 イベントでの通知 JP1/ITRMが検知した事象をイベン
トとしてユーザーに通知します。

2.13.1

メールでの通知 JP1/ITRMが発行したイベントを
メールで通知します。そのほか，イ
ベントの統計レポートや ITリソース
の発見についても通知します。

2.13.2

JP1イベントでの通知 JP1/ITRMで発生した事象を JP1イ
ベントとして発行できます。

2.13.3

機能 概要 説明個所
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ユーザーとロールの管
理

ユーザー管理 JP1/ITRMで ITリソースを管理する
ユーザーを設定します。

2.14.1

ロール管理 管理するユーザーを作業内容に合わ
せてグルーピングします。

2.14.2

ITリソース管理サーバ
の運用管理

データのバックアップ
とリストア

データをバックアップ，リストアし
ます。

2.15.1

データの移行 設定情報やデータベース情報をエク
スポート，インポートします。

2.15.2

データベースの再編成 データベースを再編成します。 2.15.3

機能 概要 説明個所
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2.　JP1/ITRMの機能
2.2　ITリソースの探索

ここでは，ITリソースの探索について説明します。

JP1/ITRMでは，ネットワーク上の ITリソースを自動または手動で探索して，発見され
た ITリソースを管理対象として設定できます。探索によって発見された ITリソースは
［発見したリソース一覧］エリアから一覧で確認できます。さらに，その画面から JP1/
ITRMの管理対象に設定するかどうかを判断して，必要に応じて設定できます。

また，探索する IPアドレスの範囲や探索の実行間隔など，条件を任意に設定できるた
め，システムの構成や運用に合わせて探索できます。

探索できる範囲は，JP1/ITRMで管理できる ITリソースです。ただし，ITリソース管
理サーバは探索範囲に含まないようにしてください。JP1/ITRMが管理する ITリソース
の詳細については，「付録 E　管理対象の ITリソース一覧」を参照してください。

2.2.1　ITリソースの探索条件の設定
ITリソースの探索は，あらかじめ次の条件を設定して実行できます。

• 探索対象にする IPアドレスの範囲
指定した IPアドレスの範囲は，デプロイを設定する場合の管理 IPアドレスにも使用
されます。

注意事項
ITリソース管理サーバは探索対象に含まないようにしてください。

• 探索対象の ITリソースを発見して管理するための，サーバアクセスプロトコルおよび
ユーザー認証情報

• 探索が自動実行される時間や間隔
• 探索の結果を通知するメールが送信されるユーザー

これらの条件を設定するには，2種類の方法があります。なお，どちらの方法で設定した
場合も，設定できる項目は同じです。

• ホーム画面の［実行］メニューから探索ウィザードを開始して一括で設定する
ウィザード形式で設定内容の説明を確認しながら，探索の条件を一括で設定できます。
25



2.　JP1/ITRMの機能
図 2-1　探索ウィザード

• 設定画面を使用して設定項目ごとに個別に設定する
設定画面の［探索条件設定］エリアから，探索の条件ごとに個別に設定できます。

図 2-2　設定画面の［探索条件設定］エリア
26



2.　JP1/ITRMの機能
2.2.2　ITリソースの探索の実行
ITリソースの探索は，次のタイミングで実行できます。

• 定期的に探索を実行する
あらかじめ指定しておいた，探索する IPアドレスの範囲や探索の実行間隔などの条件
に基づいて，定期的に自動で探索が実行されます。

• 手動で探索を実行する
手動によって即時で探索を実行します。

• デプロイ完了時に探索を実行する
仮想ホストをデプロイした場合に，自動で探索が実行されます。デプロイについては，
「2.7.3(1)　デプロイ」を参照してください。

2.2.3　発見された ITリソースの表示と設定
探索の結果，発見された ITリソースは，［発見したリソース一覧］エリアに表示されま
す。このエリアで新しく発見された ITリソースを確認して，JP1/ITRMの管理対象に設
定するかどうかを指定します。

図 2-3　［発見したリソース一覧］エリア

探索によって発見されたときの ITリソースの状態は，［発見したリソース一覧］エリア
で確認できます。また，［設定メニュー］－［リソースの探索］で項目名をクリックした
ときに表示される各エリアの［状態］でも確認できます。

［状態］には，ITリソースの管理状態および探索結果によって，次の表のとおり表示され
27



2.　JP1/ITRMの機能
ます。

表 2-2　ITリソースの管理状態および探索結果から［状態］に表示される文字列

（凡例）
－：何も表示されない。

注
リソース管理画面の［システム］タブに表示される ITリソースの［状態］とは，異なる文字列
が表示されます。

注※
ITリソースを初めて発見し管理対象に変更したとき，空白となります。
再度，手動で探索するか，探索スケジュールで探索が自動実行されると，状態が「正常」とな
ります。

発見済みの ITリソースと新しく発見された ITリソースのホスト名が重複した場合，［重
複ホスト名解決］タブに，重複した ITリソースが表示されます。ホスト名が重複した場
合の原因と対処は次のとおりです。

1つのホストが複数の IPアドレスを使用している場合
ITリソースは IPアドレス単位で探索されます。そのため，1つのホストが複数の
NICを持っていて，複数の IPアドレスを使用している場合，同じホストが複数回探
索されて，［重複ホスト名解決］タブに表示されます。［統合］ボタンをクリックし
て 1つのホストとして管理してください。

ホストが論理 IPアドレスを使用している場合
ITリソースは IPアドレス単位で探索されます。そのため，1つのホストが論理 IP
アドレスを割り振ったインターフェースを持っていて，複数の IPアドレスを使用し
ている場合，同じホストが複数回探索されます。
ただし，論理 IPアドレスを JP1/ITRMから監視した場合，ホストの状況を正しく
監視することができません。そのため，論理 IPアドレスで発見したサーバは［管理

ITリソースの管理
状態

探索結果

認証に成功した
場合

Pingに応答がある
が，認証方法が特
定できない場合

認証に失敗した場
合

応答がない場合

発見，未処理 ［正常］または
空白※

［警告］ ［エラー］ ［応答なし］

管理対
象

監視対
象

［エラー］ ［エラー］

監視停
止

－ － － －

管理対象外

削除待ち
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2.　JP1/ITRMの機能
対象外］ボタンをクリックして，管理対象外に設定してください。
例：クラスタ構成で複数のサーバで共有する IPアドレスとして論理 IPアドレスが
使用されていて，該当する IPアドレスを JP1/ITRMで監視した場合，予備系の障
害を検知することができません。
なお，MSCSおよびWSFCの論理 IPアドレスを探索した場合，探索に失敗します。

発見済みのホストの IPアドレスを変更した場合
ITリソースは IPアドレス単位で探索されます。そのため，発見済みのホストの IP
アドレスの設定を変更した場合，異なるホストとして再度探索されて，［重複ホスト
名解決］タブに表示されます。［更新］ボタンをクリックして JP1/ITRMが管理する
IPアドレスの情報を更新してください。

発見したホストが新規ホストの場合
新規で登録されたホストと発見済みのホストのホスト名が重複している場合，［重複
ホスト名解決］タブに表示されます。［新規登録］ボタンをクリックして別のホスト
として新規登録してください。

複数のホストが 1つのホスト名を使用している場合
ITリソースは，IPアドレス単位で探索されます。複数のホストが 1つのホスト名を
使用している場合，同じホストが複数回探索されて，［重複ホスト名解決］タブに表
示されます。［更新］または［統合］ボタンをクリックして，1つのホストとして管
理してください。
なお，JP1/IM - Managerと連携している場合，ホスト名の重複を解決しないと，探
索を実行するたびに「探索した結果，新規にノードが発見されました。」という JP1
イベントが発行されます。

仮想化ソフトウェアおよび仮想化環境管理ソフトウェアは，発見済みの ITリソースを再
度発見したとき，ホスト名が変更されていると探索エラーとなります。仮想化ソフト
ウェアまたは仮想化環境管理ソフトウェアが探索エラーとなった場合，次の対処をして
ください。

予約などの情報を引き継ぐ必要があるとき
ホスト名を元に戻してください。

予約などの情報を引き継ぐ必要がないとき
発見済みホストを削除し，再度探索を実施して新規ノードとして発見してください。

なお，この画面から，管理対象にしない ITリソースを管理対象外に設定することもでき
ます。
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参考
 

管理対象の物理ホスト数および仮想化ソフトウェア数の合計を，［管理リソース一覧］エリ
アの［物理装置数］で確認できます。
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2.3　ITリソースのグループ管理

ここでは，グループによる ITリソースの管理について説明します。

JP1/ITRMで管理される ITリソースは，デバイスの種別やネットワークの種別に基づい
て自動的にグループ化されます。さらに，複数の ITリソースを任意の定義でグループ化
するリソースグループを，組織の業務を任意の定義でグループ化する業務グループに関
連づけることで，各業務に割り当てる ITリソースを効率良く管理できます。

それぞれのグループは，［リソース管理］タブを選択して表示されるリソース管理画面の
［リソース管理メニュー］で確認できます。［リソース管理メニュー］には，グループが
ツリー形式で表示されます。

［リソース管理メニュー］の例を次の図に示します。

図 2-4　［リソース管理メニュー］

［リソース管理メニュー］に表示されるグループの概要を次の表に示します。グループの
詳細については，それぞれの説明個所を参照してください。
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表 2-3　ITリソースを管理するグループの種類

（凡例）
－：なし。

注※
探索して発見されてから，インターフェースのタイプの情報を取得するまでの間，［不明なイン
ターフェース］と表示されます。インターフェース取得後，タイプが表示されます。
ベンダ名には，ストレージから取得した文字列が大文字および小文字で区別されて表示されま
す。

［リソース管理メニュー］では，表示されるフォルダ名，およびグループ名を対象に，任
意のキーワードで検索して，絞り込んで表示できます。

検索による絞り込み表示については，「2.3.5　検索による絞り込み表示」を参照してくだ
さい。［リソース管理メニュー］で選択した項目の ITリソースは，リソース一覧エリア
に表示されます。このエリアに表示される ITリソースが膨大な場合は，表示に時間が掛

グループの種類 概要 説明個所

リソース管
理概要

リソース管
理概要

物理ホスト，およびリソースプールの割り当て状況
が表示されます。

－

すべてのリ
ソース

管理対象のすべての ITリソースが表示されます。 －

業務グループ 組織や業務が任意の定義でグループ化されたもので
す。業務グループは，ユーザーが作成します。
リソースグループを業務グループに関連づけること
で，使用できる ITリソースを業務グループごとに
設定できます。

2.3.1

リソースグループ 複数の ITリソースが任意の定義でグループ化され
たものです。リソースグループは，ユーザーが作成
します。

2.3.1

仮想構成 仮想化環境管理ソフトウェアが管理しているグルー
プです。
仮想化環境管理ソフトウェアを管理対象に設定した
場合，構成情報を取得して，管理する仮想ホストが
仮想化環境管理ソフトウェアごとにグループ化され
て表示されます。

2.3.2

デバイス ITリソースが次の内容で自動的にグループ化され
たものです。
• サーバ
• ストレージ※
• ネットワークデバイス

さらにこれらのグループは，デバイスのタイプやベ
ンダなどによって下の階層でグループ化されます。

2.3.3

ネットワーク ITリソースのネットワークが次の内容で自動的に
分類されてグループ化されたものです。
• バックボーン
• LAN
• SAN

2.3.4
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かることがあります。表示される ITリソース数が 100未満になるように，業務グループ
やリソースグループ，またはフォルダに ITリソースを分散させてください。

2.3.1　リソースグループと業務グループの管理
JP1/ITRMでは，ITリソースをグループに分類して管理できます。

（1） リソースグループの管理

JP1/ITRMで管理対象とする ITリソースは，ユーザーが作成する任意のグループで管理
します。それぞれの ITリソースはどれかのリソースグループに所属している必要があり
ます。ただし，1つの ITリソースが所属できるリソースグループは，1つだけです。

デフォルトでは，［_Default］というリソースグループが作成されています。管理対象に
設定した ITリソースは，自動的に［_Default］リソースグループに追加されます。

また，リソースグループは，任意で作成するリソースグループフォルダを使用して管理
できます。リソースグループフォルダは，10階層まで作成できます。

運用に合わせて［リソースグループ選択］画面，またはドラッグ&ドロップで
［_Default］リソースグループから任意のリソースグループに ITリソースを移動してく
ださい。ただし，ITリソースが仮想ホストの場合は，その仮想ホストが動作しているリ
ソースプールも，同じリソースグループに所属させてください。同じリソースグループ
に所属していない場合，割り当て管理などで情報が正しく表示されない場合があります。

移動できる ITリソースの種類を次の表に示します。

表 2-4　任意のリソースグループに移動できる ITリソースの種類

（2） 業務グループの管理

業務グループとは，組織や業務を任意の定義でグループ化したものです。業務グループ
は，ユーザーが作成して，リソースグループを関連づけて使用します。リソースグルー
プを業務グループに関連づけると，業務グループごとに予約できるホストを決めたり，
業務グループごとに稼働情報を収集したりできます。

業務グループとリソースグループの関連づけについては，「2.3.1(3)　リソースグループ

リソースの分類 項目

ホストリソース 物理ホスト

仮想ホスト

リソースプール 仮想化ソフトウェア

VMクラスタ

プール

vApp
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と業務グループの関連づけとその種別」を参照してください。

また，業務グループは，任意で作成する業務グループフォルダを使用して管理できます。
業務グループフォルダは，10階層まで作成できます。

（3） リソースグループと業務グループの関連づけとその種別

JP1/ITRMでは，リソースグループを業務グループに関連づけて，業務グループごとに
予約できるホストを決めたり，業務グループごとに稼働情報を収集したりできます。

リソースグループと業務グループの関連づけは，次のような場合に有効です。

• ホストの数が多いため，管理しやすいように業務グループごとに使用できるホストを
決めておきたい場合。

• 1つの業務グループにホストを占有して関連づける，複数の業務グループでホストを
共有する，またはホストをどの業務グループにも使用させないなどの運用を想定して
いる場合。

リソースグループを複数の業務グループへ関連づけられるかどうかは，［リソースグルー
プ設定］画面の割り当て種別によって設定できます。リソースグループに設定する割り
当て種別を次の表に示します。

表 2-5　リソースグループの割り当て種別

リソースグループと業務グループの関連づけは，［リソースグループ関連付け］画面から
実行できます。

割り当て種別 説明

共有 リソースグループを複数の業務グループに関連づけられます。

占有 1つのリソースグループは，単一の業務グループだけに関連づけられま
す。
占有を設定したリソースグループに所属する ITリソースは，そのリソー
スグループに所属している間，常に割り当て予約が設定された ITリソー
スとして扱われます。このため，割り当て予約の検索の対象には含まれ
ません。

割り当て不可 リソースグループを業務グループに関連づけられません。
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図 2-5　リソースグループと業務グループの関連づけの例

なお，［_Default］リソースグループの割り当て属性には共有が設定されています。
［_Default］リソースグループの割り当て属性は変更できません。

リソースグループの割り当て種別は，設定したあとに変更できます。ただし，次の場合
は変更できません。

• 予約が設定されている ITリソースが所属するリソースグループの割り当て種別は変更
できません。

• 複数の業務グループが設定されているリソースグループの割り当て種別は占有に変更
できません。

また，業務グループとの関連づけも，設定したあとに変更できます。ただし，次の場合
は変更できません。

• 業務グループから予約されているリソースグループは関連づけを解除できません。
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図 2-6　関連づけの解除の可否

（4） HAクラスタグループの管理

HAクラスタグループを構成する物理ホストおよび仮想ホストは，通常の物理ホストおよ
び仮想ホストと同じように，ホスト単位で探索されます。

HAクラスタグループを作成する場合は，リソース管理画面から HAクラスタグループ
として扱うホストを 2台以上選択し，［アクション］メニューからHAクラスタグループ
を設定します。HAクラスタグループの変更，削除は設定画面の［HAクラスタグループ
設定］エリアで実行します。

HAクラスタグループを構成するホストの条件を次に示します。
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• HAクラスタグループに登録できるホストは物理ホストおよび仮想ホストだけです。
仮想化ソフトウェアは登録できません。

• HAクラスタグループを構成するすべてのホストが，同一のリソースグループに所属
している必要があります。

• 割り当て種別が共有の場合，割り当て予約が設定されているホストはHAクラスタグ
ループに設定できません。

• 同じホストは，複数のHAクラスタグループに設定できません。
• HAクラスタグループに登録できるホストは 5台までです。

（5） ほかのリソースグループへの ITリソースの移動

リソースグループに所属する ITリソースは，ほかのリソースグループに移動できます。
ただし，次の場合は所属先を移動できません。

• ITリソースが予約されている場合，その ITリソースはほかのリソースグループに移
動できません。

• HAクラスタグループに設定されている ITリソースは，単体では移動できません。
HAクラスタグループに設定されている ITリソースすべてをほかのリソースグループ
に移動させることはできます。

図 2-7　ほかのリソースグループへの ITリソースの移動
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なお，占有を設定したリソースグループに所属する ITリソースは，そのリソースグルー
プに所属している間，常に割り当て予約が設定された ITリソースとして扱われますが，
ほかのリソースグループに移動した時点で割り当て予約が設定されていない ITリソース
として扱われます。

（6） リソースグループ・業務グループ・フォルダの削除

リソースグループ，業務グループ，リソースグループフォルダ，および業務グループ
フォルダを削除します。

それぞれを削除できるかどうかは，割り当て種別，および割り当て予約の状況によって，
次の表のとおり異なります。

表 2-6　リソースグループ・リソースグループフォルダの削除の可否

表 2-7　業務グループ・業務グループフォルダの削除の可否

リソースグループを削除すると，所属している ITリソースは［_Default］リソースグ
ループに移動します。

また，リソースグループフォルダ，および業務グループフォルダを削除すると，それぞ
れのフォルダに格納されているフォルダやリソースグループ，業務グループも削除され
ます。

なお，［_Default］リソースグループは削除できません。

（7） リソースグループ・業務グループ・フォルダの命名規則

リソースグループ，業務グループ，リソースグループフォルダ，および業務グループ
フォルダの命名規則を次に示します。

• 同一フォルダ内で重複した名称は使用できません。
• 名称にスラッシュ（/）は使用できません。

割り当て種別 割り当て予約 削除の可否

占有 あり 削除できます。

なし

共有 あり 削除できません。

なし 削除できます。

関連づけられているリソースグ
ループの割り当て種別

関連づけられているリソース
の割り当て予約

削除の可否

占有 あり 削除できます。

なし

共有 あり 削除できません。

なし 削除できます。
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• 名称の先頭にアンダーバー (_)は使用できません。※

• リソースグループ，または業務グループがフォルダによって階層化されている場合，
画面へ表示するリソースグループ，または業務グループ名は，スラッシュ（/）を区切
り文字としてパスの形式で表示されます。

注※
リソースグループの場合に限ります。

2.3.2　仮想構成の管理
仮想化環境管理ソフトウェアと連携している場合，仮想化環境管理ソフトウェアで定義
している仮想ホストをグループとして JP1/ITRMからも管理できます。

JP1/ITRMで管理する仮想ホストは，［リソース管理メニュー］に，階層化された形式で
表示されます。［リソース管理メニュー］での仮想構成の表示例を次の図に示します。

図 2-8　［リソース管理メニュー］での仮想構成の表示例

［リソース管理メニュー］に表示される仮想構成のアイコンの意味を次に示します。

• 仮想化環境管理ソフトウェア
vCenterまたは SCVMMを示します。なお，仮想化環境管理ソフトウェアがインス
トール済みのホストの種類によって，表示されるアイコンは次のとおり異なります。
• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みの物理ホスト，または仮想化ソフ
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トウェア（ ）

• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みの仮想ホスト（ ）

• フォルダ（ ）

仮想化ソフトウェアに定義したフォルダを示します。
• Datacenter（ ）

Datacenterを示します。
• プール※ 1（ ）

vCenterに定義した VMwareのリソースプールを示します。
• vApp（ ）

vCenterに定義した vAppを示します。
• クラスタ（ ）

仮想化ソフトウェアに定義したクラスタを示します。

• 仮想化ソフトウェア※ 2（ ）

仮想化ソフトウェアを示します。

• 仮想ホスト※ 3（ ）

仮想化ソフトウェアで管理される仮想ホストを示します。

注※ 1
vCenterを使用しない環境でも，VMware ESXの機能でリソースプールを作成でき
ますが，JP1/ITRMでは，vCenterを管理対象とする場合だけプールを管理対象に
できます。

注※ 2
vCenter，SCVMMから仮想化ソフトウェアまでのパスは，区切り文字として使用
しているスラッシュ（/）を含めて最大で 1,024バイトです。また，階層は，最大で
32階層です。上限を超えた場合，情報の取得に失敗してイベントが発行されます。

注※ 3
仮想化ソフトウェアから仮想ホストまでのパスは，区切り文字として使用している
スラッシュ（/）を含めて最大で 1,024バイトです。また，階層は，最大で 32階層
です。上限を超えた場合，情報の取得に失敗してイベントが発行されます。

なお，仮想化ソフトウェアが階層化されて表示される際に，各階層を構成する要素の名
称に「/」，「¥」，「%」が設定されている場合，これらの文字は別の文字に変換されて表示
されます。また，「/」，「¥」，「%」は，管理対象とする仮想化ソフトウェアによって使用
できるかどうかが異なります。
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表 2-8　「/」，「¥」，「%」の使用可否と JP1/ITRMでの表示

（凡例）
－：該当する仮想化ソフトウェアでは使用できない。

注※
先頭 8文字までに %を連続して使用した文字列は設定できません。

また，Hyper-Vおよび HVMの場合，管理対象の仮想ホストの名称を仮想化ソフトウェ
ア上で変更すると，JP1/ITRM - Manager上から認識できなくなり，仮想ホストの操作
や情報取得ができない状態となります。この状態を回復するには，Hyper-Vの場合は，
SCVMMの画面上に変更後の仮想ホストの名称が反映されてから，JP1/ITRM - 
Managerから Hyper-Vおよび SCVMMのリソースの再収集をしてください。HVMの
場合は，JP1/ITRM - Managerから HVMのリソースの再収集をしてください。

仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされているホストへの割り当て予約および
操作は，実行できません。ただし，仮想化ソフトウェアに仮想化環境管理ソフトウェア
がインストールされている場合，仮想化ソフトウェアのリソースプールに対する操作は，
実行できます。また，仮想化ソフトウェア本体に対しては，デプロイおよび復元だけが
実行できます。

仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされているホスト，およびこのホストで管
理されている ITリソースに対して，割り当てを実行する場合，これらすべてのリソース
を同じリソースグループに所属させて，割り当て種別を占有に設定してください。

なお，仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされているホストは，割り当てでき
る ITリソースとして扱われるため，割り当て種別が共有の場合，ホーム画面やリソース
管理画面で空きリソースを正しく把握できません。該当ホストについては，用途によっ
て割り当て種別が，占有または割り当て不可のリソースグループのどちらかに所属させ
る運用を推奨します。

2.3.3　デバイスの管理
ITリソースは，デバイスの種別ごとに自動でグループに分類されます。デバイスは，デ
バイスの種類，ベンダ，OSごとに分類されてグループ化されます。分類されたデバイス
のグループは変更できません。

仮想化ソフト
ウェアでの設定

JP1/ITRMでの表示

Hyper-Vの場合 VMwareの場合 HVMの場合

/ － %2f －

¥ － %5c －

% %25 %25 %25※
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2.3.4　ネットワークの管理
ITリソースは，接続しているネットワークごとに自動でグループに分類されます。ネッ
トワークは，バックボーン，LAN，SANごとに分類されてグループ化されます。

2.3.5　検索による絞り込み表示
［リソース管理メニュー］では，管理対象の ITリソースのフォルダ名，およびグループ
名に関する文字列をキーワードに指定して，ITリソースを検索できます。

ITリソースを検索するには，［リソース管理メニュー］上部のテキストボックスにキー

ワードを入力してから， をクリックします。

図 2-9　ITリソースの検索

検索結果は，［リソース管理メニュー］内に表示されます。［リソース管理メニュー］の

表示を元に戻す場合は， をクリックします。

ITリソースは，指定したキーワードの部分一致で検索されます。また，キーワードは 5
つまで指定できます。キーワードを複数指定する場合は，それぞれのキーワードを半角
スペースで区切ってください。キーワードを複数指定した場合，すべてのキーワードに
合致する ITリソースが検索されます。

検索の対象となるグループは次のとおりです。
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• 業務グループ
• リソースグループ
• 仮想構成
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2.4　管理対象となる ITリソースの設定

ここでは，ITリソースの構成管理について説明します。

JP1/ITRMでは，探索によって発見された ITリソースを随時管理対象として設定した
り，管理対象から削除したりして，管理する ITリソースを設定画面で状況に応じて変更
できます。

管理する ITリソースの設定，変更，削除に関する操作を次の表に示します。操作の詳細
については，それぞれの説明個所を参照してください。

表 2-9　管理する ITリソースの設定，変更，削除に関する操作

2.4.1　管理対象の設定
JP1/ITRMでは，次に示す方法で ITリソースを管理対象に設定できます。

表 2-10　ITリソースの設定方法と対象となる ITリソース

操作 説明 説明個所

管理対象の設定 探索で発見された ITリソースを管理対象に設定します。 2.4.1

管理対象の構成情
報の収集・変更

管理対象として設定されている ITリソースの構成情報を収
集して変更します。

2.4.2

管理対象の削除 管理対象の ITリソースを管理対象一覧から削除します。削
除された ITリソースは，［削除待ちリソース一覧］エリアに
追加されます。

2.4.3

管理対象外に設定
した ITリソース
の管理対象への設
定

一度，管理対象外に設定した ITリソースを，管理対象に設
定し直します。

2.4.4

ITリソースの滅
却

あらかじめ設定した滅却日を過ぎた ITリソースを滅却しま
す。

2.4.5

設定方法 設定の対象となる ITリソース

探索によって発見された ITリソースを設定
します。

ITリソース管理者は，探索の結果，発見された ITリ
ソースを管理対象に設定できます。
稼働中のすべての ITリソースが対象になります。

導入前の ITリソースを設定します。 ITリソース管理者は，導入予定の ITリソースを事前に
管理対象に設定できます。
物理ホスト，および仮想ホストが対象になります。

仮想ホストをデプロイしたときに自動で設定
します。

デプロイ時に仮想ホストが自動で設定されます。
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（1） 探索によって発見された ITリソースの設定

自動または手動による探索の結果，発見された ITリソースは，設定画面の［発見したリ
ソース一覧］エリアに表示されます。このエリアで新しく発見された ITリソースを確認
して，JP1/ITRMの管理対象に設定できます。［発見したリソース一覧］エリアについて
は，「2.2.3　発見された ITリソースの表示と設定」を参照してください。

また，この画面から，管理対象にしない ITリソースを管理対象外に設定することもでき
ます。管理対象外に設定した ITリソースは，次回の探索から発見されなくなります。

管理対象に設定した ITリソースは［管理リソース一覧］エリアに，管理対象外に設定し
た ITリソースは，［管理対象外リソース一覧］エリアに追加されます。

認証情報の誤りなどによって情報が取得できなかった ITリソースは，［発見したリソー
ス一覧］エリアの［説明］に［不明］と表示されます。また，［状態］には［警告］と表
示されます。この状態の ITリソースは，管理対象に設定できません。

Hitachi Device Managerで管理されているストレージは，Hitachi Storageおよび
SMI-S WBEMの 2つのプロトコルで発見されることがあります。HVMを管理対象にす
る場合は，SMI-S WBEMで発見されたストレージを管理対象にしてください。それ以外
の場合は，Hitachi Storageで発見されたストレージだけを管理対象にしてください。

また，ITリソース管理サーバが発見された場合は，管理対象外に設定してください。

（2） 導入前の ITリソースの設定

導入予定の ITリソースを事前に管理対象に設定しておくことで，導入前の ITリソース
に対して割り当て予約をしたり構成を管理したりできます。この方法で管理対象に設定
した導入予定の ITリソースを，手動追加リソースと呼びます。対象となるのは，物理ホ
ストおよび仮想ホストです。

手動追加リソースは，設定画面の［管理リソース一覧］エリアから表示される［手動追
加リソース設定］画面で設定できます。導入予定日時，ホスト名などを指定して実行で
きます。

手動追加リソースは，運用が開始されると，ホスト名および管理 IPアドレスに指定した
IPアドレスによって探索の対象になります。管理対象となる手動追加リソースが発見さ
れた場合，発見された ITリソースに置き換わり，手動追加リソースの予約情報を引き継
ぎます。

また，手動追加リソースが発見されたときに，［手動追加リソース設定］画面で設定した
情報および発見された ITリソースの情報に差異がないか，次の表の項目によってチェッ
クされます。
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表 2-11　手動追加リソースに設定した情報と発見された ITリソースの情報のチェック項
目

チェックの結果，次の場合は警告イベントが発行されて，発見された ITリソースの情報
に更新されてから管理対象になります。

• OSが異なる場合
• 発見された ITリソースの CPU，メモリ，ディスクのスペックが，［手動追加リソース
設定］画面で設定した CPU，メモリ，ディスクより低い場合

なお，導入予定の ITリソースを探索したとき，導入予定日時を過ぎていても発見できな
かった場合は，導入予定日時超過のイベントが発行されます。

（3） 仮想ホストのデプロイ時の自動設定

デプロイした仮想ホストは，自動で管理対象として設定されます。登録されるリソース
グループは，デプロイ先の仮想化ソフトウェアと同じです。

2.4.2　管理対象の構成情報の収集・更新
JP1/ITRMでは，ITリソースに関する OS，CPU，メモリなどの構成情報が変更になっ
た場合に，変更後の構成情報を収集して更新できます。構成情報の収集，更新は，自動
で検知する方法と手動で実行する方法があります。

なお，ITリソースの構成情報は，jirminfocollectコマンドでも収集できます。
jirminfocollectコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

（1） 構成情報の変更の自動検知・自動更新

あらかじめ指定しておいた実行間隔に基づいて，定期的に自動で構成情報を収集して，
変更を検知します。構成情報の変更の自動検知では，あらかじめ設定画面の［監視間隔
設定］エリアで，開始時刻と間隔を設定して実行します。

検知された変更内容は，自動的に JP1/ITRMが管理する情報に反映されます。

情報 チェック項目

OS OSが一致しているかどうかがチェックされます。

CPU 発見された ITリソースの CPUのスペックが，手動で指定した ITリソースの
CPUのスペックよりも高いかどうかがチェックされます。コア数，およびコアご
との周波数がそれぞれチェックされます。

メモリ 発見された ITリソースのメモリ容量が，手動で指定した ITリソースのメモリ容
量よりも大きいかどうかがチェックされます。

ディスク 発見された ITリソースのディスク容量が，手動で指定した ITリソースのディス
ク容量よりも大きいかどうかがチェックされます。
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（2） 構成情報の手動収集・自動更新

構成情報を手動で収集するには，次の 2つの方法があります。

任意の ITリソースの構成情報を収集する
設定画面の［管理リソース一覧］エリアで，任意の ITリソースを選択して，［再収
集］ボタンをクリックして実行します。

すべての ITリソースの構成情報を収集する
設定画面の［設定項目一覧］エリアで［監視間隔設定］をクリックすると表示され
る［監視間隔設定］エリアで，［すべてを再収集］ボタンをクリックして実行しま
す。

構成情報の手動収集を実行すると，選択した任意の ITリソース，またはすべての ITリ
ソースについて，次の情報が収集，および更新されます。

• リソース情報※

• ネットワーク情報
• ドライブ情報
• リソース状態
• パフォーマンス情報

注※
仮想ホストの場合，リソース情報のうち次の項目は，仮想ホストが動作している仮
想化ソフトウェアに対して再収集したときに情報が更新されます。
• 仮想化ソフトウェア
• 仮想化ソフトウェアから収集した仮想ホストの CPU
• CPU占有種別
• 仮想化ソフトウェアから収集した仮想ホストのメモリ
• NICポート数

また［リソースプール］は，仮想化環境管理ソフトウェアに対して再収集したとき
に情報が更新されます。

構成情報が更新されたことは，リソース管理画面で確認できます。リソース管理画面に
ついては，「1.4.2　リソース管理画面」を参照してください。

（3） 構成情報の収集・更新の注意事項

収集対象の ITリソースが次の表に示す構成の場合，一部の構成情報を取得できません。

項番 収集対象 構成

1 VMwareまたは
vCenter

標準仮想スイッチと同名の分散仮想スイッチが存在する構成。

2 標準仮想スイッチポートグループと同名の分散仮想スイッチポートグ
ループが存在する構成。
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2.4.3　管理対象の削除
一度管理対象に設定した ITリソースは，設定画面の［管理リソース一覧］エリアで「削
除待ち」に設定することで，［削除待ちリソース一覧］エリアに追加されます。［削除待
ちリソース一覧］エリアに追加された ITリソースは，30日後に自動的に削除されます。

削除された ITリソースは，次に探索されるときに，新規の ITリソースとして発見され
ます。［削除待ちリソース一覧］エリアに追加された ITリソースを再度管理対象にする
場合は，改めて［管理リソース一覧］エリアに追加してください。

2.4.4　管理対象外に設定した ITリソースの管理対象への設定
管理対象外に設定した ITリソースは，［管理対象外リソース一覧］エリアから管理対象
に設定し直せます。管理対象に設定し直した ITリソースは，［管理対象リソース一覧］
エリアに追加されます。

なお，認証情報の誤りなどによって情報が取得できなかった ITリソースは，［管理対象
外リソース一覧］エリアの［説明］に［不明］と表示されます。また，［状態］には［警
告］と表示されます。この状態の ITリソースは，管理対象への設定および編集ができま
せん。

2.4.5　ITリソースの滅却
JP1/ITRMでは，すべての ITリソースに対して滅却日を設定できます。滅却日を過ぎた
場合はイベントが発行されるので，手動で ITリソースをネットワークから外して，滅却
してください。

2.4.6　管理対象となる ITリソースの注意事項
ここでは，管理対象となる ITリソースの注意事項について説明します。

• 管理対象の仮想ホストが VMwareの DRS（Distributed Resource Scheduler）クラス
タ環境で構築されていると，DRSクラスタの自動最適化機能によって，仮想ホストの
電源が入るタイミングで仮想ホストが動作する仮想化ソフトウェアが変更されている
場合があります。変更されていた場合，構成情報を再収集するまで JP1/ITRMが管理
している構成と実際の構成で差異が生じることがあります。
差異が生じている状態ではタスクが正常に動作しないことがあるため，同一クラスタ
内の仮想ホストと仮想化ソフトウェア，仮想化環境管理ソフトウェアの構成情報を手
動で再収集してください。

3 vCenter 分散仮想スイッチに VLANトランクポートが存在する構成。

項番 収集対象 構成
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• VMware管理クライアントなど JP1/ITRM以外の製品を使用した操作で，仮想化環境
管理ソフトウェアの構成の変更や，仮想ホストの削除を伴うバックアップやリストア
をした場合，JP1/ITRMが把握している管理対象の情報と差異が生じることがありま
す。
差異が生じている状態ではタスクが正常に動作しないことがあるため，変更した仮想
ホスト，仮想化ソフトウェア，および仮想化環境管理ソフトウェアの構成情報を手動
で再収集してください。
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2.5　ITリソースの状態管理

ここでは，ITリソースの状態管理について説明します。JP1/ITRMでは，ITリソースを
次の 2つの状態で管理しています。

管理状態
ITリソースが JP1/ITRMによって管理されているかどうかを示す状態です。

監視状態
管理されている ITリソースが監視されているかどうかを示す状態です。

管理状態の分類を次の表に示します。

表 2-12　管理状態の分類

なお，管理対象を削除待ちに変更した場合には，「監視対象から除外されました。」とい
うイベントが発行されます。

管理状態の分類 説明

初期状態 JP1/ITRMで発見されていない状態です。

発見 探索によって発見された状態です。JP1/ITRMの管理対象ではないため，リソー
ス管理画面には表示されず，割り当て予約もできません。発見された ITリソー
スは，管理対象または管理対象外にして，JP1/ITRMで管理するかどうかを指定
してください。

未処理 発見の状態から管理対象，または管理対象外への登録がされない状態で次回の探
索がされると，状態が発見から未処理へ遷移します。
JP1/ITRMの管理対象ではないため，リソース管理画面には表示されず，割り当
て予約もできません。発見された ITリソースは，管理対象または管理対象外に
して，JP1/ITRMで管理するかどうかを指定してください。

管理対象 JP1/ITRMの管理対象になっている状態です。ITリソースを管理対象にすること
で，予約，監視など，JP1/ITRMの操作の対象になります。
手動追加

手動で管理対象に設定された状態です。割り当て予約はできますが，監視の
対象にはなりません。探索の結果，発見されると，管理対象の状態に遷移し
ます。

デプロイ
デプロイが実行されている状態です。監視の対象にはなりません。このため，
割り当て予約もできません。探索の結果，発見されると，管理対象の状態に
遷移します。

管理対象外 JP1/ITRMの管理対象外になっている状態です。特定の ITリソースだけを管理
したい場合に，管理対象外に手動で設定してください。例えば，コンピュータだ
けを管理したい場合に，発見された IP機器（IP電話など）は「管理対象外」に
してください。管理対象外の ITリソースは，次回以降の探索で発見されません。

削除待ち 削除待ちの ITリソースとして追加された状態です。
削除待ちの ITリソースは，30日後に自動的に削除され，初期状態に遷移します。
仮想ホスト削除タスクによって削除待ちに遷移した ITリソースは，管理対象に
設定することはできません。
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監視状態の分類を次の表に示します。

表 2-13　監視状態の分類

なお，監視から監視停止に変更した場合には，「監視が停止されました。」というイベン
トが発行されます。

管理状態と監視状態の遷移を次の図に示します。

図 2-10　管理状態と監視状態の遷移

監視状態の分類 説明

監視 JP1/ITRMの管理対象で，情報収集や監視の対象になっている状態です。
監視状態の ITリソースからは，次の情報を収集します。
• 情報収集（接続状態，認証状態）
• 障害監視（コンポーネント）
• 性能監視（ディスクの空き容量，性能）

監視停止 管理対象で，割り当て予約や ITリソースに対する操作はできますが，メンテナ
ンスのために，一時的に次の情報収集や監視の対象になっていない状態です。
• 情報収集
• 障害監視
• 性能監視
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それぞれの状態ごとに，割り当て予約および監視を実行できるかどうかが異なります。
状態ごとの割り当て予約，および監視の実行可否を次の表に示します。

表 2-14　状態ごとの割り当て予約および監視の実行可否

（凡例）
○：実行できる。
×：実行できない。

注※
監視状態としては監視に分類されますが，デプロイ処理が完了するまでの間は監視することは
できません。

割り当て予約の詳細については，「2.8　ITリソースの割り当て予約」を参照してくださ
い。

なお，管理状態および監視状態は，jirmstatuschangeコマンドでも変更できます。

jirmstatuschangeコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

状態 割り当て予約 監視

初期状態 × ×

発見，未処理 × ×

管理対象 監視 発見されたリソース ○ ○

デプロイ※ × ×

監視停止 発見されたリソース ○ ×

手動追加 ○ ×

管理対象外 × ×

削除待ち × ×
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2.6　ITリソースの情報の表示・出力

ここでは，ITリソースの情報の表示と出力について説明します。

JP1/ITRMでは，ITリソースの情報を確認するには，リソース管理画面で確認する方法
と，jirminfolistコマンドを使用して確認する方法があります。

リソース管理画面で ITリソースの情報を確認する
リソース管理画面で，次の情報を確認できます。
• ITリソースの一覧
リソース管理画面の［リソース管理メニュー］で選択したリソースグループに所
属する ITリソースの一覧を，リソース一覧エリアで確認できます。

• ITリソースの詳細情報
リソース一覧エリアで選択した ITリソースの詳細情報を，詳細情報エリアで確認
できます。

図 2-11　リソース管理画面の表示例

jirminfolistコマンドで ITリソースの構成情報の一覧を確認する
jirminfolistコマンドを使用して出力したファイルで，ITリソースの構成情報の
一覧を確認できます。
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2.6.1　ITリソースの一覧表示
JP1/ITRMでは，ITリソースの名称やネットワークアドレスなどの ITリソースの基本
的な情報，および ITリソースのディスクの空き容量や性能情報などのリソースの状態を
グループごとにリソース一覧エリアで表示できます。

リソース一覧エリアでは，ITリソースを次の項目でフィルタリングして表示できます。

• リソース名
• 状態
• OS
• 割り当て
• コメント

ITリソースを物理ホストでフィルタリングした画面の例を次の図に示します。

図 2-12　ITリソースをフィルタリングした画面

また，ITリソースの状態やデバイスは次のように分類され，アイコンで表示されます。

ITリソースの状態
ITリソースの状態は，次の情報を基に判定されます。
• 情報収集（接続状態，認証状態）
• 障害監視（コンポーネント）
• 性能監視（ディスクの空き容量，性能）

ITリソースの状態ごとの件数が，ITリソース状態のアイコンの右側に表示されま
す。
• 正常（ ）

ITリソースが正常である状態を示します。
• 警告（ ）

ITリソースに異常状態につながるおそれがある事象が発生している状態を示しま
す。

• 異常（ ）

ITリソースに障害が発生していたり，認証に失敗したりしている状態を示します。
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• 不明（ ）

ITリソースが不明である状態を示します。
• 応答なし（ ）

ITリソースに接続できない状態を示します。該当する ITリソースは，最新の状
態が反映されていません。

• 監視停止（ ）

ITリソースの監視を停止している状態を示します。

ディスクの空き容量，性能の状態については，「2.6.2(2)　システムに関する情報の
表示」を参照してください。

デバイス
• 物理ホスト（ ）

• 滅却日時を超過した物理ホスト（ ）

• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みの物理ホスト（ ）

• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みで滅却日時を超過した物理ホス
ト（ ）

• 仮想ホスト（ ）

• 滅却日時を超過した仮想ホスト（ ）

• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みの仮想ホスト（ ）

• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストール済みで滅却日時を超過した仮想ホス
ト（ ）

• 仮想化ソフトウェア（ ）

• 滅却日時を超過した仮想化ソフトウェア（ ）

• ネットワークデバイス（ ）

• ストレージ（ ）

• プール（ ）

• VMクラスタ（ ）

• vApp（ ）

• 手動追加した物理ホスト（ ）

• 滅却日時を超過した手動追加の物理ホスト（ ）

• 手動追加（またはデプロイを予約した）の仮想ホスト（ ）

• 滅却日時を超過した手動追加（またはデプロイを予約した）の仮想ホスト（ ）

• デプロイ中の仮想ホスト（ ）

• 滅却日時を超過したデプロイ中の仮想ホスト（ ）

（1） ITリソースの基本的な情報の一覧表示

ネットワークアドレス，デバイス種別，OSなどの ITリソースの基本的な情報は，
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をクリックして表示される，テーブルビューエリアで確認できます。

図 2-13　テーブルビューエリア

ITリソースの状態については，「2.6.1　ITリソースの一覧表示」を参照してください。

（2） ITリソースの状態の一覧表示

応答不能，異常，警告などの ITリソースの状態は， をクリックして表示される，

リソース状態一覧エリアで確認できます。

図 2-14　リソース状態一覧エリア

リソース状態一覧エリアでは ITリソース，認証状態，ディスクの空き容量，性能の状態
が表示されます。
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ITリソースの状態については，「2.6.1　ITリソースの一覧表示」を参照してください。

認証状態は次のように分類され，アイコンで表示されます。

• 正常（ ）

ITリソースの認証が正常である状態を示します。
• 異常（ ）

ITリソースの認証に失敗している状態を示します。
• 不明（ ）

ITリソースの状態が「応答なし」の場合に表示します。

ディスクの空き容量，性能の状態については，「2.6.2(2)　システムに関する情報の表示」
を参照してください。

（3） ITリソース同士の接続関係の表示

ITリソース同士の接続関係は， をクリックして表示される，トポロジービューエリ

アで確認できます。

図 2-15　トポロジービューエリア

トポロジービューエリアには，IPおよび FCインターフェースで構成されたネットワー
クの接続関係が表示されます。また，物理ホストや仮想ホストのマップ情報などを確認
できます。トポロジービューエリアに表示されている ITリソースにカーソルを合わせる
と，ITリソースとほかの ITリソースとの関連を示す線が青色で表示されます。仮想化
ソフトウェア上で稼働している複数の仮想ホストは，次の例のように 1つにまとめて表
示されます。
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図 2-16　仮想ホストのトポロジー表示

仮想化ソフトウェアや仮想ホストとして認識した ITリソースには，仮想化領域名，仮想
化ソフトウェア，および仮想ホスト名が表示されます。また，仮想化ソフトウェアと仮
想ホストの合計台数が，仮想化領域名の右に表示されます。

ITリソースの状態については，「2.6.1　ITリソースの一覧表示」を参照してください。

2.6.2　ITリソースの詳細情報の表示
リソース一覧エリアに表示されている ITリソースの詳細情報は，詳細情報エリアで確認
できます。リソース一覧エリアに表示されている ITリソースをクリックすると，イベン
ト，システム，スケジュールなどに分類された情報が，詳細情報エリアに表示されます。
詳細情報エリアは複数のタブで構成されます。

図 2-17　ITリソースの詳細情報表示
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（1） イベント情報の表示

イベントの件数，および ITリソースの状態などのイベント情報が，［イベント］タブで
確認できます。

図 2-18　［イベント］タブ

［イベント］タブでは，対処状況に合わせてイベントの状態を変更したり，表示するイベ
ントの運用に合わせてフィルタリングしたりできます。

重要度ごとのイベント件数が，アイコンの右側に表示されます。重要度については，
「2.10　稼働状態の監視」を参照してください。

（2） システムに関する情報の表示

ITリソースの状態，名称などのシステムに関する情報が，［システム］タブで確認できま
す。

図 2-19　［システム］タブ

ITリソースの状態，ドライブ情報，およびパフォーマンス情報は，アイコンで表示され
ます。

ITリソースの状態
ITリソースの状態については，「2.6.1　ITリソースの一覧表示」を参照してくださ
い。

ドライブ情報，およびパフォーマンスの状態
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［ドライブ］タブまたは［パフォーマンス］タブへのリンクを表示します。
状態の詳細については，各タブの説明を参照してください。
ドライブ情報とパフォーマンスの状態の件数は，アイコンで表示されるドライブ情
報またはパフォーマンスの状態の右側に表示されます。

ITリソースの種別は，物理，仮想，VMクラスタなどがあります。

仮想ホストの場合，仮想ホストを管理する仮想化ソフトウェアを管理対象にしたあと，
種別が「仮想」と表示されます。「仮想」と表示されると，管理対象から外されるまで
「仮想」と表示されます。

VMクラスタ，プール，および vAppの場合，仮想化環境管理ソフトウェアを管理対象と
することで，仮想化環境管理ソフトウェアが管理する VMクラスタ，プール，vAppも管
理対象となります。

また，ホスト名・OS変更および仮想ホストを再作成する場合は，古い情報を持ったホス
トを削除して新たに探索する必要があります。古いホストを削除して再収集するまで，
新しいホストは物理ホストとして扱われます。

JP1/ITRMを使用しないで仮想ホストを物理ホストに変更した場合，変更したホストを
いったん削除してから探索し直してください。

注意事項
管理対象がダイナミックメモリを有効にした仮想ホストの場合，リソース管理画面
の［システム］タブのメモリには，仮想ホストのゲスト OSが認識するメモリサイ
ズが表示されます。この値は，SCVMM管理コンソールに表示される「割り当てら
れているメモリ」や，Hyper-V管理コンソールに表示される「メモリの割り当て」
の値とは一致しません。

（3） ドライブ情報の表示

ドライブ数，ドライブの空き容量などのドライブ情報が，［ドライブ］タブで確認できま
す。

図 2-20　［ドライブ］タブ

ネットワークデバイス，VMクラスタ，プール，および vAppの選択時は「このリソース
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からはデータを取得しません。」を表示します。

ドライブの空き容量の状態は，アイコンで表示されます。

• 正常（ ）

ITリソースが正常である状態を示します。
• 警告（ ）

ITリソースに異常状態につながるおそれがある事象が発生している状態を示します。
性能情報が監視テンプレートに設定された，警告のしきい値を超えた場合に表示され
ます。

• 異常（ ）

ITリソースに障害が発生している，または認証に失敗した状態を示します。性能情報
が監視テンプレートに設定された，異常のしきい値を超えた場合に表示されます。

• 不明（ ）

ITリソースが不明である状態を示します。ITリソースが監視対象に設定されたあと，
性能情報が収集されていない場合に表示されます。また，ディスクの総容量が警告の
しきい値よりも小さい場合にも表示されます。

• 監視停止（ ）

ITリソースの監視を停止している状態を示します。
• 収集しない（ ）

監視テンプレートの設定でリソースの情報を「収集しない」に設定した状態を示しま
す。

ドライブの件数は，アイコンで表示されるドライブの状態の右側に表示されます。

ドライブ情報は，項目ごとにソートしたり，ドラッグ&ドロップして項目の位置を入れ
替えたりできます。

（4） パフォーマンス情報の表示

CPU使用率，メモリ使用率などのパフォーマンス情報が，［パフォーマンス］タブで確
認できます。

図 2-21　［パフォーマンス］タブ
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ストレージおよびネットワークデバイスの選択時は「このリソースからはデータを取得
しません。」を表示します。

パフォーマンスの状態は，アイコンで表示されます。

• 正常（ ）

ITリソースが正常である状態を示します。
• 警告（ ）

ITリソースにエラーにつながるおそれがあるイベントが発生している状態を示しま
す。性能情報が監視テンプレートに設定された警告のしきい値を超えた場合に表示さ
れます。

• 異常（ ）

ITリソースに障害が発生している，または認証に失敗した状態を示します。性能情報
が監視テンプレートに設定された異常のしきい値を超えた場合に表示されます。

• 不明（ ）

ITリソースが不明である状態を示します。
ITリソースが監視対象に設定されたあと，性能情報が収集されていない場合に表示さ
れます。また，ディスクの総容量が警告のしきい値よりも小さい場合にも表示されま
す。

• 監視停止（ ）

ITリソースの監視を停止している状態を示します。
• 収集しない（ ）

監視テンプレートの設定でリソースの情報を「収集しない」に設定した状態を示しま
す。

パフォーマンスの件数は，アイコンで表示されるパフォーマンスの状態の右側に表示さ
れます。

選択したパフォーマンス情報は，表示期間を変更できます。

表示期間ごとに集約されたパフォーマンス情報は，折れ線グラフで次に示すように色分
けして表示されます。

オレンジ
選択したパフォーマンス情報の集約期間中の最大値を表示します。
ただし，パフォーマンス情報がディスク空き容量の場合，最小値を表示します。

グレー
集約期間のパフォーマンス情報の平均値を表示します。

集約期間は，次の表に示すとおり表示期間ごとに異なります。

表 2-15　表示期間と集約期間の関係

表示期間 集約期間

1時間 性能情報の収集間隔
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注意事項
管理対象がダイナミックメモリを有効にした仮想ホストの場合，リソース管理画面
の［パフォーマンス］タブの搭載メモリには，仮想ホストのゲスト OSが認識する
メモリサイズが表示されます。この値は，SCVMM管理コンソールに表示される
「割り当てられているメモリ」や，Hyper-V管理コンソールに表示される「メモリの
割り当て」の値とは一致しません。

（5） スケジュール情報の表示

ITリソースの割り当ての日程，予定などが，［スケジュール］タブで確認できます。

図 2-22　［スケジュール］タブ

ストレージおよびネットワークデバイスの選択時は「このリソースからはデータを取得
しません。」を表示します。

［スケジュール］タブでは，次の項目を変更できます。

• 表示する日付の基点
• 表示する期間の単位

ITリソースのスケジュールは，期間の種別に合わせて次に示すように色分けして表示さ
れます。

青

12時間

24時間

7日間 1時間

14日間

30日間 1日

60日間

表示期間 集約期間
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利用，占有

オレンジ
保守

グレー
導入予定日，滅却予定日

期間の種別が，利用，占有または保守の場合，期間にカーソルを合わせると，CPUとメ
モリのスペックが次のように表示されます。

図 2-23　表示方法

ホストの種別は，アイコンで表示されます。

• 仮想化ソフトウェア（ ）

• 物理ホスト（ ）

• 仮想ホスト（ ）

• VMクラスタ（ ）

• プール（ ）

（6） タスクの一覧表示

タスク件数，タスク IDなどのタスク一覧が，［タスク］タブで確認できます。

図 2-24　［タスク］タブ

ストレージ，ネットワークデバイス，VMクラスタ，プール，および vAppの選択時は
「このリソースからはデータを取得しません。」を表示します。

タスク一覧には，ITリソースに登録された未完了または完了の状態のタスクが表示され
ます。未完了または完了の状態は，表示切り替えボタンで切り替えられます。
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「未完了」を選択すると，状態が完了以外のタスクが表示されます。「完了」を選択する
と，状態が完了のタスクが表示されます。

タスク一覧は，項目ごとにソートしたり，ドラッグ&ドロップして項目の位置を入れ替
えたりできます。また，［アクション］メニューからタスクの実行，削除などを操作でき
ます。

2.6.3　ITリソースの構成情報一覧の出力
jirminfolistコマンドを実行すると，ITリソースの構成情報の一覧を CSVファイル
に出力できます。

すべての ITリソースを対象にしたり，特定のリソースグループ，業務グループに範囲を
絞ったりできるため，目的に応じた構成情報の一覧を出力できます。

jirminfolistコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。
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2.7　ホストのメンテナンス
ここでは，ホストのメンテナンスについて説明します。

JP1/ITRMでは，ホストをメンテナンスするための，JP1/ITRMで管理しているホスト
の起動・停止や，仮想ホストの利用状況を最適化するためのマイグレーションなどの操
作を実行できます。ただし，仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされている仮
想化ソフトウェア以外のホストに対しては，各種操作を実行できません。仮想化ソフト
ウェアに仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされている場合，この仮想化ソフ
トウェアのリソースプールに対する操作は実行できます。また，仮想化ソフトウェア本
体に対してはデプロイおよび復元だけが実行できます。

ホストのメンテナンスに関して実行できる操作は，操作の対象にするホストの種別に
よって異なります。操作の対象にするホストと実行できる操作の対応を次の表に示しま
す。操作の詳細については，それぞれの説明個所を参照してください。

表 2-16　操作の対象にするホストと実行できる操作の対応

（凡例）
○：実行できる。

操作 操作の対象 説明個所

物理ホスト 仮想ホスト※ 1

VMwareま
たは

Hyper-V

HVM

ホストの起動，
停止，リブート

起動 × ○ ○ 2.7.1

停止 × ○ ○

リブート ○ ○ ○

強制停止 × ○ ○

強制リブート × ○ ○

マイグレーショ
ン

コールドマイグレー
ション

－ ○ × 2.7.2

ホットマイグレー
ション

－ ○ ×

仮想ホストの構
成変更

デプロイ － ○ ○※ 2 2.7.3

仮想ホストの設定変
更

－ ○ ○

仮想ホストの削除 － ○ ○

仮想ホストの退避・復元 － ○ × 2.7.4

仮想イメージテンプレートの管理 － ○ ○ 2.7.5
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×：実行できない。
－：該当しない。

注※ 1
仮想化ソフトウェア上に構築されている仮想ホストが対象になります。また，VMwareまたは
Hyper-Vの場合は，対象の仮想ホストが動作する仮想化ソフトウェアが起動していて，仮想化
環境管理ソフトウェアで管理されていることが必要です。HVMの場合は，対象の仮想ホストが
動作する仮想化ソフトウェアが起動していることが必要です。

注※ 2
HVM上に仮想ホストをデプロイする操作を JP1/ITRMから実行すると，LUの作成，LPARの
作成，OSのインストールまでが一括で実行されます。

参考
 

停止と強制停止，リブートと強制リブートの違いは次のとおりです。
• 停止

JP1/ITRMから仮想ホストの OSをシャットダウンする操作です。
• 強制停止
仮想ホストの OSが制御できなくなった場合に，仮想化ソフトウェアから仮想ホストを強
制的に停止する操作です。
仮想ホストの OSが稼働していても，強制的に停止するので注意してください。

• リブート
JP1/ITRMから物理ホスト，または仮想ホストの OSをリブートする操作です。

• 強制リブート
仮想ホストの OSが制御できなくなった場合に，仮想化ソフトウェアから仮想ホストを強
制的にリブートする操作です。
仮想ホストの OSが稼働していても，強制的にリブートするので注意してください。

2.7.1　ホストの起動，停止，リブート
ホストの起動，停止などの操作は，リソース管理画面の［アクション］メニューで実行
できます。

リソース管理画面からホストをリブートする例を次に示します。

図 2-25　リソース管理画面からホストをリブートする例
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各ホストに実行できる操作を次の表に示します。

表 2-17　ホストに実行できる操作

（凡例）
○：操作できる。
×：操作できない。

注※
これらの操作は，タスクの実行に失敗します。

なお，ホストの起動，停止，リブートなどの操作は，jirmnodeoperationコマンドで

も実行できます。jirmnodeoperationコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/
IT Resource Management - Manager リファレンス」を参照してください。

2.7.2　マイグレーション
仮想ホストの割り当てを見直して最適化を図るためのマイグレーションを JP1/ITRMで
実行できます。JP1/ITRMには，管理する仮想ホストの状態に分けてコールドマイグ
レーション，およびホットマイグレーションの二種類のマイグレーションがあります。

各マイグレーションは，リソース管理画面の［アクション］メニューから操作したり，
仮想ホストをリソースプールにドラッグ＆ドロップしたりして実行できます。

項
番

ホスト 状態 起動 停止 強制
停止

リブー
ト

強制リ
ブート

1 探索で発見した物理ホスト 起動 × × × ○ ×

2 停止 × × × ×※ ×

3 手動で追加した物理ホスト 起動 /
停止

× × × × ×

4 探索で発見した VMware上の仮
想ホスト

起動 ○ ○ ○ ○ ○

5 停止 ○ ○ ×※ ○ ×※

6 探索で発見した Hyper-V上の仮
想ホスト

起動 ○ ○ ○ ○ ○

7 停止 ○ ○ ×※ ○ ×※

8 探索で発見した HVM上の仮想
ホスト

起動 ○ ○ ○ ○ ○

9 停止 ○ ○ ×※ ×※ ×※

10 手動で追加した仮想ホスト 起動 /
停止

× × × × ×
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図 2-26　マイグレーションの操作

ただし，複数の仮想ホストをマイグレーションする場合は，同一のリソースプール内に
だけ移動できます。また，リソースプールを構成する仮想化ソフトウェアの種別は，マ
イグレーションの前後で切り替えられません。

なお，マイグレーションは，jirmvmmigrateコマンドでも実行できます。

jirmvmmigrateコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

（1） コールドマイグレーション

停止中の仮想ホストを異なるリソースプールに移動します。

コールドマイグレーションが完了したあと，仮想ホストの電源が入ります。

コールドマイグレーションで移動の対象とする仮想ホストと，移動先に指定できるリ
ソースプールの対応を次の表に示します。
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表 2-18　コールドマイグレーションで移動の対象とする仮想ホストと移動先に指定でき
るリソースプールの対応

（2） ホットマイグレーション

稼働中の仮想ホストを異なるリソースプールに移動します。

ホットマイグレーションが完了したあとも，仮想ホストは稼働中のままです。

ホットマイグレーションで移動の対象とする仮想ホストと，移動先に指定できるリソー
スプールの対応を次の表に示します。

表 2-19　ホットマイグレーションで移動の対象とする仮想ホストと移動先に指定できる
リソースプールの対応

（3） マイグレーションの注意事項
• 操作の対象が Hyper-Vの場合，ゲストクラスタのノードは JP1/ITRMから退避・復
元・マイグレーションをした場合，その仮想ホストおよびゲストクラスタの他ノード
のクラスタとしての動作は保障されません。

• 操作の対象が VMware ESX 4.1以降の仮想ホストの場合，USBデバイスを構成して
いると，コールドマイグレーションが失敗します。コールドマイグレーションの前に
USBデバイスの設定を解除してください。

• 操作の対象が Hyper-Vの場合，コールドマイグレーションを実施すると仮想ホストに
チェックポイントが作成されます。このチェックポイントは移動先の仮想ホストに引

移動の対象とする仮想
ホスト

移動先に指定できるリソースプール

リソースプールを構成する仮想
化ソフトウェア

リソースプールの種類

VMware上の仮想ホス
ト

VMware • 仮想化ソフトウェア
• VMwareのリソースプール
• vApp
• VMクラスタ

Hyper-V上の仮想ホス
ト

Hyper-V • 仮想化ソフトウェア
• VMクラスタ

移動の対象とする仮想
ホスト

移動先に指定できるリソースプール

リソースプールを構成する仮想
化ソフトウェア

リソースプールの種類

VMware上の仮想ホス
ト

VMware • 仮想化ソフトウェア
• VMwareのリソースプール
• vApp
• VMクラスタ

Hyper-V上の仮想ホス
ト

Hyper-V • 仮想化ソフトウェア
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き継がれます。
また，チェックポイントが作成されるため，仮想ホストのサイズが退避実行前よりも
大きくなります。どの程度大きくなるかは，仮想ホストの使用状況によって変わりま
す。
チェックポイントが不要な場合，SCVMM上から手作業で削除する必要があります。
退避前に作成されたチェックポイントを用いて仮想ホストを以前の状態に戻すと，
ネットワークアダプタが接続されていない状態になります。この場合，SCVMMの管
理コンソールを用いて，仮想ホストのネットワークアダプタを設定し，ゲスト OS上
でネットワークの設定をする必要があります。

• ISOイメージをマウントした仮想ホストをコールドマイグレーションした場合，復元
時に仮想ホストは復元されますが ISOイメージは復元されません。
このため，移動先で ISOイメージを使用する場合は，SCVMMの画面でライブラリ共
有にある ISOイメージを復元後の仮想ホストにマウントする必要があります。なお，
退避元と復元先の SCVMMが異なる場合は，マウント前に退避元の SCVMMのライ
ブラリ共有から退避先の SCVMMのライブラリ共有に ISOイメージを複製して登録
しておく必要があります。
また，バーチャルフロッピーディスクを使用したままコールドマイグレーションする
と，エラーとなり操作が失敗します。この場合，SCVMMの管理コンソールから，対
象の仮想ホストのフロッピーディスクドライブを「メディアなし」にしてからコール
ドマイグレーションしてください。

• パススルーディスクを持つ仮想ホストをマイグレーションした場合，エラーとなり操
作が失敗します。

• コールドマイグレーションを実施するときは，退避イメージ格納フォルダに十分な空
き容量が必要になります。

• 次に示す条件でコールドマイグレーションを実施した場合，コールドマイグレーショ
ンの復元でエラーとなります。
• 仮想ホストの仮想 NICに設定されているポートグループの VLANIDが 4095で，
移動先の仮想スイッチが分散仮想スイッチである。

• 仮想ホストの仮想 NICに設定されているポートグループの VLANIDと同じ値のセ
カンダリ VLANIDが，移動先のプライベート VLAN設定に存在する。かつ，その
値のセカンダリ VLANIDを持つプライベート VLANポートグループが存在しない。

コールドマイグレーションの復元でエラーとなった場合，退避は成功しているため仮
想ホストは VMware上から削除されています。仮想ホストを元の状態に戻すには，マ
ニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager 運用ガイド」のタスク実行中の
サービス停止・エラー発生後の回復処理の失敗によるタスク失敗時の対処方法につい
ての説明を参照して，対処してください。

• 次に示す状態の仮想ホストをマイグレーションした場合，移動元および移動先の
Hyper-Vおよび SCVMMがダイナミックメモリに対応していないと，エラーとなり
操作が失敗します。
• Hyper-Vのダイナミックメモリが有効になっている仮想ホスト。
• ダイナミックメモリが有効になった状態で作成したチェックポイントを持つ仮想ホ
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スト。

2.7.3　仮想ホストの構成変更
JP1/ITRMでは，仮想ホストのデプロイ，デプロイされた仮想ホストの削除，仮想ホス
トの設定変更など，仮想ホストの構成変更の操作をリソース管理画面の［アクション］
メニューから実行できます。なお，停止状態で仮想ホストの設定を変更した場合，設定
変更後は電源が入った状態になります。

ここでは，仮想ホストの構成変更について説明します。

（1） デプロイ

仮想ホスト名，リソースプール名など，デプロイに必要な項目を［デプロイ設定］画面
で設定します。

デプロイには，仮想化環境管理ソフトウェアで作成した仮想イメージテンプレートを使
用できます。仮想イメージテンプレートを使用すると，OSの種類，CPU周波数などの
項目が自動的に設定されます。仮想イメージテンプレートの管理については，「2.7.5　仮
想イメージテンプレートの管理」を参照してください。

デプロイされた仮想ホストは，自動的に電源が入ります。

図 2-27　［デプロイ設定］画面
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なお，デプロイは，jirmvmdeployコマンドでも実行できます。jirmvmdeployコマ

ンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファ
レンス」を参照してください。

VMwareの場合，1ギガバイトを 1,024メガバイトに変換して，メモリの設定をデプロ
イします。その際，1メガバイトに満たない小数点以下を切り捨てます。また，メガバイ
ト単位に変換したあとの 1の位は，4の倍数で補正されます。

Hyper-Vの場合，1ギガバイトを 1,024メガバイトに変換して，メモリの設定をデプロ
イします。その際，1メガバイトに満たない小数点以下を切り捨てます。また，メガバイ
ト単位に変換したあとの 1の位は，2の倍数に切り下げられます。

HVMの場合，0.25ギガバイト単位でメモリを設定してください。

選択した仮想イメージテンプレートの OSが Linuxの場合，rootユーザーのパスワード
を変更できません。

ネットワーク定義内で各NICに設定する DNSサフィックスに指定する名称は，OSに反
映されません。

分散仮想スイッチを設定している場合のデプロイ後の接続先について
VMwareの仮想ホストの仮想スイッチが分散仮想スイッチの場合，デプロイ後の接
続先ポートグループに，ユーザーが指定した VLANIDが存在するかどうかで，仮想
スイッチの接続先が変わります。分散仮想スイッチを設定している場合のデプロイ
後の接続先について次の表に示します。

表 2-20　分散仮想スイッチを設定している場合のデプロイ後の接続先

構成情報が正しく取得できていない場合の注意事項

項番 接続先ポートグループの条件 デプロイ後の接続先

1 ユーザーが指定した VLANID（0～ 4094）が，通常
ポートグループおよびプライベート VLAN設定のセ
カンダリに存在しない。

通常ポートグループを新規に作成し
て，そのポートグループに接続しま
す。

2 ユーザーが指定した VLANID（0～ 4094）が，通常
ポートグループに存在する。

既存の通常ポートグループに接続し
ます。

3 ユーザーが指定した VLANID（0～ 4094）が，プラ
イベート VLAN設定のセカンダリに存在する。か
つ，そのセカンダリを持つポートグループが存在し
ない。

エラーとなりデプロイが失敗します。

4 ユーザーが指定した VLANID（0～ 4094）が，プラ
イベート VLAN設定のセカンダリに存在する。か
つ，そのセカンダリを持つポートグループが存在す
る。

既存のプライベート VLANポートに
接続します。

5 ユーザーが VLANIDに 4095を指定した。 エラーとなりデプロイが失敗します。
分散仮想スイッチの場合，VLANID
に 4095を指定できません。
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タスクの状態が完了となっても構成情報が正しく取得できていない場合は，トポロ
ジ表示が不完全だったり，後続のタスクが失敗したりすることがあります。
タスク完了後，リソース管理画面のテーブルビューでタイプが仮想となっているこ
とを確認してください。仮想以外の場合には，構成情報が正しく取得できていない
ため，次の対処をしてください。
• リソース管理画面のテーブルビューでタイプが空白になっている場合
対象の仮想ホストに対して探索し，タイプが仮想となることを確認してください。

• リソース管理画面のテーブルビューでタイプが物理になっている場合
対象の仮想ホスト，仮想化ソフトウェアおよび仮想化環境管理ソフトウェアに対
して再収集し，タイプが仮想となることを確認してください。

HVMに仮想ホストをデプロイする場合の注意事項

SMI-Sプロバイダの注意事項
• JP1/ITRMと Hitachi Device Managerで，取得しているストレージの構成情
報が一致している必要があります。

• ストレージ上の DPプール使用率のしきい値と仮想化超過率のしきい値は，
Hitachi Device Managerから管理してください。JP1/ITRMからは管理でき
ません。

• 仮想ホストのデプロイを実行する場合，リソース管理画面およびコマンドで
指定した DPプールに，新規に作成された LUが使用されます。作成済みの
LUは使用できません。

• ホストグループはデプロイ時に新規に作成されます。ストレージ上に作成済
みのホストグループは使用できません。
なお，作成されたホストグループの情報は，メッセージ（KNAR54280-I）に
出力されます。メッセージに出力される内容については，マニュアル「JP1/
IT Resource Management - Manager メッセージ」を参照してください。

• ホストグループ名は指定できません。ストレージのホストグループ名は
「HCMDxxxx」が自動で設定されます（xxxxは 16進数の英数字）。
• JP1/ITRMから作成したホストグループには，ホストモードは設定されませ
ん。ホストモードを設定する必要がある場合は，デプロイ完了後に手動で設
定してください。

• LUの番号は指定できません。LUの番号には，使用されていない最小の番号
が自動で設定されます。また，ホストグループに LUを追加する場合，LUN
には「0」が設定されます。
なお，作成された LUの情報は，メッセージ（KNAR54278-I）に出力されま
す。メッセージに出力される内容については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager メッセージ」を参照してください。

JP1/SC/DPMの注意事項
• JP1/SC/DPMの更新モード中の場合，JP1/ITRMからデプロイを実行できま
せん。デプロイするときは，JP1/SC/DPMを更新モードに設定しないでくだ
さい。
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• JP1/SC/DPMでは，最大で同時に 1,000台の仮想ホストを運用できます。た
だし，同時にデプロイする仮想ホストが多いと，ネットワークの負荷が大き
くなることが予想されるため，実際にシステムが動作する環境でテストして
から運用する仮想ホストの数を決定してください。

• 仮想ホストの OSがWindows Server 2008の場合，仮想イメージテンプレー
トの元になったホストが参加していたワークグループが設定されます。［デプ
ロイ設定］画面の［Windowsドメイン名 /ワークグループ名］の設定は無視
されます。

• JP1/SC/DPMで作成するグループ名に「jp1itrm_group」は使用しないで
ください。

• JP1/SC/DPMに作成されるグループ名のうち，「jp1itrm」は，JP1/ITRM
終了後も残りますが削除しないでください。

• ITリソース管理サーバから，JP1/ITRMと異なるユーザーおよびパスワード
で，エクスプローラを使用して管理サーバ for DPMの複製用情報ファイル格
納フォルダにアクセスすると，以後のデプロイ時にアクセスエラーが発生し
てデプロイに失敗します。この場合，ITリソース管理サーバを再起動する
か，次の手順を実行してください。
1.　コマンドプロンプトで「net use」を実行して，管理サーバ for DPMの
複製用情報ファイル格納フォルダに接続されているかどうかを確認する。
2.　複製用情報ファイル格納フォルダに接続されていた場合，すべてのエク
スプローラを閉じたあと，次のコマンドを実行して接続を切断する。
net use ¥¥管理サーバ for DPMの IPアドレス¥複製用情報ファイル格納フォ

ルダ名 /delete

• 仮想 NICの設定は 4つまで有効になります。5つ以上の仮想NICが設定され
た場合，有効になる仮想 NICの優先順位は次のとおりです。
1.　管理用仮想 NIC > 業務用仮想 NIC
2.　仮想 NIC番号の昇順

• 仮想イメージテンプレートの OSがWindowsの場合，OSのパスワードの文
字数は，14文字以下で指定してください。15文字以上のパスワードを指定す
ると，デプロイに失敗します。

• OSがWindowsの仮想イメージテンプレートをデプロイすると，ITリソース
管理サーバ上のイメージビルダー（リモートコンソール）に設定されている
管理サーバ for DPMの IPアドレスがクリアされます。ユーザーがイメージ
ビルダー（リモートコンソール）を直接操作する際は，管理サーバ for DPM
の IPアドレスを再設定してください。

VMwareの DRSクラスタで仮想ホストをデプロイする場合の注意事項

DRSクラスタの注意事項
• デプロイ実行後，DRSクラスタなどの自動最適化機能によって，仮想ホスト
が動作する仮想化ソフトウェアが変更されている場合があります。変更され
ていた場合，デプロイ完了後の仮想ホストのタイプが「物理」となっている
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ことがあります。その場合，同一クラスタ内の仮想ホストと仮想化ソフト
ウェアの構成情報を再収集して，仮想ホストのタイプが「仮想」となってい
ることを確認してください。

（2） デプロイ後の仮想ホストの設定変更

デプロイ後の仮想ホストは，必要に応じて CPU周波数，CPUコア数，およびメモリの
設定を変更できます。そのほかの項目は，仮想イメージテンプレートを作成したときの
設定内容が表示されます。

デプロイ後の設定変更は，［サーバの設定変更］画面から実行できます。なお，手動追加
リソースの場合は，［手動追加リソース設定］画面から項目を変更できます。

図 2-28　仮想ホストの設定変更

仮想ホストの起動中は，仮想化ソフトウェアが VMware，または HVMの場合だけ CPU
周波数が変更できます。仮想化ソフトウェアが Hyper-Vの場合は，仮想ホストの起動中
に設定を変更できません。

また，仮想ホストの CPUとメモリを仮想化ソフトウェアの空きリソース以上に設定変更
をした結果，仮想化ソフトウェアの CPUとメモリのリソースが不足し，仮想ホストの起
動に失敗して，タスクが失敗することがあります。この場合，設定変更のタスクは失敗
していますが，設定変更の内容は仮想ホストに反映されます。最新の設定を JP1/ITRM
に反映させるために，仮想ホストが存在する仮想化ソフトウェアの構成情報を再収集し，
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次のどちらかの対処をしてください。

• 対象の仮想ホストの CPUとメモリが仮想化ソフトウェアの空きリソース内に収まる
ように設定変更をする。

• 不要な仮想ホストを停止するなどして仮想化ソフトウェアの空きリソースを増やした
あと，対象の仮想ホストを起動する。

なお，デプロイ後の仮想ホストの設定変更は，jirmvmconfigコマンドでも実行できま

す。jirmvmconfigコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

（3） 仮想ホストの削除

デプロイ後の仮想ホストは，必要に応じて削除できます。デプロイ後の仮想ホストの削
除は，［アクション］メニューの［削除］から実行できます。

削除した仮想ホストは，管理対象から外れて，一時的に［削除待ちリソース一覧］エリ
アへ遷移します。［削除待ちリソース一覧］エリアに遷移した仮想ホストの情報は，次の
ように扱われます。

• IPアドレス情報およびMACアドレス情報は，削除されます。
• 削除待ちにある ITリソースを自動的に削除する機能によって，30日後に ITRM上か
ら完全に削除されます。

• 再度，管理対象に移動することはできません。
• 削除した仮想ホストと同一のホスト名および管理 IPアドレスで，新たに仮想ホストを
導入した場合でも，重複ホスト名解決の対象になりません。

• 仮想ホストの削除によって，［削除待ちリソース一覧］エリアに遷移した仮想ホスト
は，［削除待ちリソース一覧］エリアの IPアドレス欄が空欄になります。

［削除待ちリソース一覧］エリアで ITリソースを選択し，［削除］ボタンをクリックする
ことによって，手動で ITRM上から完全に削除できます。ただし，削除した仮想ホスト
の性能情報が，過去 1日分集計されない場合があります。

図 2-29　仮想ホストの削除

仮想ホストの削除は，jirmvmdelコマンドでも実行できます。jirmvmdelコマンドの
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詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」
を参照してください。

HVMの仮想ホストを削除する場合の前提条件および注意事項を次に示します。

HVMの仮想ホストを削除する場合の前提条件
• DPプールから作成された LU，または RAIDグループから作成された LUどちらかで
動作する仮想ホストである必要があります。

• JP1/ITRMと Hitachi Device Managerで，取得しているストレージの構成情報が一
致している必要があります。

• 削除できる仮想ホストとストレージの構成は次のとおりです。
• 仮想ホストに対して，WWPN，ホストグループ，ブート LUが 1対 1で関連づいて
いる。

• 仮想ホストと関連づいているWWPN，ホストグループ，ブート LUは，ほかの仮
想ホストと関連づいていない。

なお，仮想ホストの構成がデプロイ時から変更されていない場合は，削除できます。

HVMの仮想ホストを削除する場合の注意事項
• デプロイ後の仮想ホストに対して，Hitachi Device Managerからストレージの構成を
変更した場合，削除前にストレージの構成を前提条件に示した削除できるストレージ
の構成にしてから，構成情報を再収集しておいてください。

• 仮想ホストが，前提条件に示した削除できる仮想ホストとストレージの構成に該当し
ない場合，仮想ホストは削除されません。

• JP1/ITRMは，デプロイ時に作成されたホストグループ，ブートディスクと手動で作
成したホストグループ，ブートディスクを区別できません。そのため，仮想ホストの
削除時には，手動で作成したホストグループ，ブートディスクも削除されます。
なお，削除された LUやホストグループの情報は，メッセージ（KNAR54282-I，
KNAR54284-I）に出力されます。メッセージに出力される内容については，マニュア
ル「JP1/IT Resource Management - Manager メッセージ」を参照してください。

2.7.4　仮想ホストの退避・復元
JP1/ITRMでは，リソース管理画面の［アクション］メニューから仮想化ソフトウェア
上にある運用中の仮想ホストを一時的に退避イメージとして退避したり，退避イメージ
を任意の仮想化ソフトウェア上に復元したりできます。なお，リソースプールを構成す
る仮想化ソフトウェアの種別は，退避・復元の前後で切り替えられません。

（1） 仮想ホストの退避

CPU，メモリ，IPアドレスなど，仮想ホストの構成情報を仮想化ソフトウェア上から退
避して，退避イメージとして一時的にライブラリに保存できます。退避した仮想ホスト
は，削除した仮想ホストと同じように扱われます。削除した仮想ホストの扱いについて
は，「2.7.3(3)　仮想ホストの削除」を参照してください。
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仮想ホストは，［退避設定］画面で退避できます。

図 2-30　仮想ホストの退避

注意事項
• 操作の対象が Hyper-Vの場合，ゲストクラスタのノードは JP1/ITRMから退避・
復元・マイグレーションをした場合，その仮想ホストおよびゲストクラスタの他
ノードのクラスタとしての動作は保障されません。

• 操作の対象が VMware ESX 4.1以降の仮想ホストの場合，USBデバイスを構成し
ていると，退避が失敗します。退避の前に USBデバイスの設定を解除してくださ
い。

• 操作の対象が Hyper-Vの仮想ホストの場合，仮想ホストの退避，またはコールド
マイグレーションの操作によって仮想ホストにチェックポイントが作成されます。
このチェックポイントは復元先，または移動先の仮想ホストに引き継がれます。
また，チェックポイントが作成されるため，仮想ホストのサイズが退避，または
コールドマイグレーション実行前よりも大きくなります。どの程度大きくなるか
は，仮想ホストの使用状況によって変わります。
チェックポイントが不要な場合，SCVMM上から手動で削除する必要があります。
退避，またはコールドマイグレーション実行前に作成されたチェックポイントを
用いて仮想ホストを以前の状態に戻すと，ネットワークアダプタが接続されてい
ない状態になります。この場合，SCVMMの管理コンソールを用いて，仮想ホス
トのネットワークアダプタを設定し，ゲスト OS上でネットワークの設定をする
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必要があります。
• ISOイメージをマウントした仮想ホストを退避した場合，復元時に仮想ホストは
復元されますが ISOイメージは復元されません。
このため，移動先で ISOイメージを使用する場合は，SCVMMの画面でライブラ
リ共有にある ISOイメージを復元後の仮想ホストにマウントする必要があります。
なお，退避元と復元先の SCVMMが異なる場合は，マウント前に退避元の
SCVMMのライブラリ共有から退避先の SCVMMのライブラリ共有に ISOイ
メージを複製して登録しておく必要があります。
また，バーチャルフロッピーディスクを使用したまま退避しようとすると，エ
ラーとなり操作が失敗します。この場合，SCVMMの管理コンソールを使用して，
対象の仮想ホストのフロッピーディスクドライブを「メディアなし」にしてから
退避してください。

• パススルーディスクを持つ仮想ホストをマイグレーションした場合，エラーとな
り操作が失敗します。

• 次に示す状態の仮想ホストを退避をした場合，SCVMMがダイナミックメモリに
対応していないと，退避に失敗します。
・Hyper-Vのダイナミックメモリが有効になっている仮想ホスト。
・ダイナミックメモリが有効になった状態で作成したチェックポイントを持つ仮想
ホスト。

• 対象が VMwareの仮想ホストを退避した場合，退避前の仮想ホストのポートグ
ループ種別（通常のポートグループまたはプライベート VLANポートグループ）
の情報は保持しません。そのため，復元時に退避前の仮想ホストとは異なるポー
トグループ種別に接続されるおそれがあります。

• 分散仮想スイッチに接続されている VMwareの仮想ホストを退避した場合，退避
前に接続していた分散仮想スイッチと同名の標準仮想スイッチがあると，復元後
の仮想ホストは退避前の分散仮想スイッチには接続されません。同名の標準仮想
スイッチに接続されます。

（2） 仮想ホストの復元

あらかじめ退避しておいた退避イメージを互換性のある仮想化ソフトウェア上に復元し
ます。

デプロイと異なり，退避イメージに含まれる CPU，メモリ，IPアドレスなど，仮想ホス
トの構成情報も含めて復元します。なお，仮想ホストの復元直後は，電源が入っている
状態になっています。

仮想ホストは，［退避イメージ選択］画面から復元できます。
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図 2-31　仮想ホストの復元

注意事項
タスクの状態が完了となっても構成情報が正しく取得できていない場合は，トポロ
ジ表示が不完全だったり，後続のタスクが失敗したりすることがあります。
タスク完了後，リソース管理画面のテーブルビューでタイプが仮想となっているこ
とを確認してください。仮想以外の場合には，構成情報が正しく取得できていない
ため，次の対処をしてください。

リソース管理画面のテーブルビューでタイプが空白になっている場合
対象の仮想ホストに対して探索し，タイプが仮想となることを確認してくださ
い。

リソース管理画面のテーブルビューでタイプが物理になっている場合
対象の仮想ホスト，仮想化ソフトウェアおよび仮想化環境管理ソフトウェアに
対して再収集し，タイプが仮想となることを確認してください。

復元する退避イメージの仮想化ソフトウェアがHyper-Vの場合，次に示す状態の退
避イメージを復元するには，復元先の SCVMMと Hyper-Vがダイナミックメモリ
に対応している必要があります。ダイナミックメモリに対応していないと，復元に
失敗します。
• 退避時に仮想ホストのダイナミックメモリが有効になっていた退避イメージ。
• 仮想ホストのダイナミックメモリが有効な状態で作成したチェックポイントを持
つ退避イメージ。

復元後の仮想スイッチの接続先について
復元先の仮想スイッチの状態によって，復元後の仮想スイッチの接続先が変わりま
す。
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表 2-21　復元先の仮想スイッチの状態ごとの復元後の接続先

注
復元元の VLANIDが 4095で，復元先の仮想スイッチに分散仮想スイッチを指定した場合，復
元に失敗します。分散仮想スイッチには，VLANIDに 4095は指定できないため，標準仮想ス
イッチを指定してください。

2.7.5　仮想イメージテンプレートの管理
利用者に提供する複数の仮想ホストをデプロイする場合，仮想イメージテンプレートを
使用することをお勧めします。よく利用する項目をあらかじめ仮想イメージテンプレー
トに設定しておくことで，同じ項目を何度も入力することなく，仮想ホストをデプロイ
できます。仮想イメージテンプレートは，設定画面の［仮想イメージテンプレート管理］
エリアで追加，編集，削除して管理できます。

注意事項

項
番

復元先の仮想スイッチの状態 復元後の接続先

仮想スイッチ
の種別

ポートグループ

1 標準仮想ス
イッチまたは
分散仮想ス
イッチ

復元元の VLANID（0～ 4094）と同じ通
常ポートグループが存在する。

既存の通常ポートグループに接
続します。

2 標準仮想ス
イッチ

VLANIDが 4095の通常ポートグループが
存在する。

3 復元元の VLANID（0～ 4094）と同じ通
常ポートグループが存在しない。

新規に通常ポートグループを作
成して，そのポートグループに
接続します。

4 VLANIDが 4095の通常ポートグループが
存在しない。

5 分散仮想ス
イッチ

復元元の VLANID（0～ 4094）と同じ通
常ポートグループが存在しない。かつ，復
元元の VLANID（0～ 4094）と同じポー
トグループが，プライベート VLAN設定
のセカンダリにも存在しない。

6 復元元の VLANID（0～ 4094）をセカン
ダリとするプライベート VLAN設定が存
在する。かつ，そのセカンダリを持つポー
トグループが存在しない。

エラーとなり，復元が失敗しま
す。退避イメージは復元前の状
態と変わりません。
復元先仮想スイッチの変更，ま
たは指定した仮想スイッチの設
定の変更が必要です。

7 復元元の VLANID（0～ 4094）をセカン
ダリとするプライベート VLAN設定が存
在する。かつ，そのセカンダリを持つポー
トグループが存在する。

既存のプライベート VLANポー
トに接続します。
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• SCVMMが管理する仮想ホストを仮想イメージテンプレート化する際に，対象と
する仮想ホストのディスクにチェックポイントが設定されている場合，
jirmimageimportコマンドを実行するとエラーになります。

• デプロイ後，Hyper-V上の仮想ホストのダイナミックメモリを有効にする場合は，
テンプレート化する際に，対象とする仮想ホストのダイナミックメモリを有効に
しておく必要があります。

• バージョンが 09-50以前の JP1/ITRMで作成した仮想イメージテンプレートを使
用してデプロイする場合，対象の仮想ホストのダイナミックメモリが有効だった
としても，無効の状態でデプロイされます。

（1） 仮想イメージテンプレートの追加

テンプレート名，CPU，ユーザースクリプトなどの項目を設定して，仮想イメージテン
プレートを作成します。仮想イメージテンプレートは，［仮想イメージテンプレート追
加］画面でライブラリに追加できます。

図 2-32　仮想イメージテンプレートの追加
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仮想ホストの構築時に実行するユーザースクリプトは，仮想イメージテンプレートに含
まれるミドルウェアを初期設定するためのものです。ユーザースクリプトは，仮想ホス
ト上で実行されます。ユーザースクリプトを使用する場合は，動作を十分に確認してか
ら実行してください。

JP1/ITRMでは，ユーザースクリプトの実行中の状態や，実行後の結果を表示できませ
ん。実行結果を確認したい場合は，ユーザーがプログラムから確認してください。

ユーザースクリプトを指定する場合は，次の点に注意してください。

• ユーザーの応答待ち状態とならないようにする。
応答待ちとなった場合は，デプロイ済みの仮想ホストにログインし，プロセスを終了
させてください。プロセスを終了させる場合は，実行中のプロセスのファイル名およ
びユーザー名が，指定したユーザースクリプトおよびデプロイ時に指定したユーザー
名と同じかどうか確認してください。

• ユーザースクリプトのファイルに実行権限を付ける。
• ユーザースクリプトのファイルは，絶対パスで指定する。

なお，ユーザースクリプトのファイルとして指定できるファイルは OSによって異なり
ます。

Windowsの場合
• exeファイル

• cmdファイル

• batファイル

関連づけられたファイルを実行したい場合，関連づけられたファイルだけをユー
ザースクリプトの項目に入力しても実行できません。指定できるファイルと合わせ
てユーザースクリプトの項目に入力してください。なお，ファイルのパスには，環
境変数を含めた文字列，およびパーセント (%)を含むファイル名やフォルダ名は指
定できません。

入力例
C:¥windows¥system32¥cscript.exe C:¥tasks¥task01.vbs

Linuxの場合
• シェルスクリプト
• 実行ファイル

OSがWindowsの場合，Windowsのコマンドをユーザースクリプトとして指定するとき
は，cmdコマンドを使用してコマンドを指定してください。

OSが Linuxの場合，Linuxの nohupコマンドを使用してユーザースクリプトを指定し

てください。このコマンドを使用すると，仮想ホストの接続を切断してもユーザースク
リプトが実行されます。ユーザースクリプトの実行結果を確認する必要はないので，仮
想ホストの接続を切断しても問題ありません。

nohupコマンドの仕様では，リダイレクトしない場合，標準出力および標準エラー出力
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にログファイル（nohup.out）を出力します。しかし，JP1/ITRMでのユーザースクリ
プトでは，内部でリダイレクトしているためログファイルを出力しません。ログファイ
ルを出力したい場合は，ユーザースクリプトにリダイレクトを付けて実行するか，ログ
ファイルを出力するユーザースクリプトを実行してください。

ユーザースクリプト実行時に標準エラー出力にメッセージが出力されると，JP1/ITRM
でメッセージを解析します。その結果，ユーザースクリプトが実行失敗と判定されても，
処理を中断しないでユーザースクリプトが実行されます。ユーザースクリプトが実行失
敗と判定されるのを避けるため，ユーザースクリプトでは，標準エラー出力を出力しな
いようにしてください。標準エラー出力が出力される場合は，リダイレクトしてくださ
い。

入力例
/usr/bin/script.sh > /home/user/output.log

OSが Linuxの場合で，ユーザースクリプトを指定するときは，ASCIIコードの制御文
字以外の 0x20～ 0x7eの範囲で文字を使用してください。

ユーザースクリプトは，OSユーザーのシェル環境を使用して実行されます。そのため，
「?」や「*」のようにシェル環境が特別な意味と解釈する文字は，スクリプトファイルの
パスに指定できません。

指定できない例を次に示します。

• /usr/bin/script*.sh（スクリプトの連続実行）

• 引数※

• 次のような引数は指定できません。指定すると，ユーザースクリプトが実行失敗と判
定される場合があります。
• /usr/bin/script.sh &（バックグラウンド実行）
• /usr/bin/script1.sh; /usr/bin/script2.sh（異なるスクリプトの連続実
行）

• /usr/bin/script.sh | grep "error"（スクリプトに対するパイプ処理）

注※
次の引数を除きます。
• シェルスクリプトおよび実行ファイル内で使う引数
• リダイレクト

HVMで管理する仮想イメージテンプレートを追加する場合の注意事項
JP1/SC/DPMの更新モード中の場合，JP1/ITRMから仮想イメージテンプレートを
追加できません。更新モード以外のモードのときに追加してください。JP1/SC/
DPMの更新モードの注意事項の詳細については，マニュアル「JP1/
ServerConductor/Deployment Manager」を参照してください。
85



2.　JP1/ITRMの機能
（2） 仮想イメージテンプレートの編集

CPUのデフォルト値，CPU占有種別など，作成した仮想イメージテンプレートの情報
を［仮想イメージテンプレート詳細］画面で編集します。

図 2-33　仮想イメージテンプレートの編集

（3） 仮想イメージテンプレートの削除

仮想イメージテンプレートは，必要に応じて削除できます。仮想イメージテンプレート
を削除すると，データベースに保存されている仮想イメージテンプレートの情報が削除
されます。
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2.8　ITリソースの割り当て予約

ここでは，ITリソースの割り当て予約について説明します。

JP1/ITRMでは，ITリソース利用者から ITリソースの確保の依頼があった場合，ITリ
ソース管理者が要件に合った ITリソースを検索して，検索結果から利用したい ITリ
ソースを予約できます。これを，割り当て予約といいます。

割り当て予約の対象になるのは，次の ITリソースです。

• 物理ホスト
• 仮想ホスト
• HAクラスタグループ
• リソースプール

なお，割り当て予約に関する操作には，操作の対象となる割り当て予約に含まれるすべ
ての ITリソースに対して，次の表に示す権限が必要です。各操作の詳細については，そ
れぞれの説明個所を参照してください。

ITリソースに対する権限は，ロールによって，リソースグループ単位で設定できます。
ロールによる権限の設定については，「2.14.2　ロール管理」を参照してください。

表 2-22　割り当て予約に関する操作に必要な権限

2.8.1　割り当て期間と予約期間
ITリソースの割り当て予約を設定する場合，割り当て期間を指定する必要があります。
割り当て期間とは，ITリソースを確保する期間を指します。一度の割り当て予約で，複
数の ITリソースに対して複数の割り当て期間を設定できます。また，期間が重複しなけ
れば，同じ ITリソースに複数の割り当て期間を設定できます。

割り当て期間には，目的に応じて次の 2種類があります。

利用期間
ホストを利用する期間です。
ITリソース利用者が要望した期間に従って，ITリソース管理者が，物理ホストまた
は仮想ホストに対して利用期間を割り当てます。

保守期間

操作 操作権限 参照権限 説明個所

割り当て予約の設定 必要 必要 2.8.4

割り当て予約の確認 不要 必要 2.8.5

割り当て予約の変更 必要 必要 2.8.6

割り当て予約の実行確認 不要 必要 2.8.7
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ホストを保守する期間です。
ITリソース管理者が，物理ホストまたは仮想ホストに対して保守に必要な期間を保
守期間として割り当てます。保守期間では，ホストに対して実行する操作をタスク
として登録します。登録したタスクは，指定した日時に自動的に実行されます。
タスクは，同じ保守期間に複数登録できます。また，登録したタスクは，タスクリ
ストに登録されます。タスク管理の詳細については，「2.9　タスク管理」を参照し
てください。

割り当て予約の情報は，予約期間という単位で予約 IDによって管理されます。予約 ID
は，予約時にシステム内で自動的に割り振られます。必ずしも 1から連続して割り振ら
れるとは限りません。

一度の割り当て予約で，複数の ITリソースに割り当て期間を設定した場合，すべての
ITリソースに対する割り当て期間の合計が予約期間となり，1つの予約 IDで管理されま
す。

一度の割り当て予約で，ホスト 1，ホスト 2，ホスト 3に割り当て予約（予約 ID：1）を
設定した場合の予約期間の例を次の図に示します。

図 2-34　予約期間の例

2.8.2　割り当て予約の対象となる ITリソースの検索
ITリソース利用者から ITリソースの確保の依頼があった場合，ITリソース管理者が要
件に合った ITリソースを検索して，検索結果から利用したい ITリソースを予約します。

要件に合う ITリソースを検索するためには，スケジュール画面から表示される予約画面
からホスト検索画面を表示して，利用期間やホストの種類，必要なスペックなどの検索
条件を指定します。

ホスト検索画面で指定する検索条件を次の表に示します。

表 2-23　ホスト検索画面で指定する検索条件

指定する検索条件 説明

予約期間 ITリソースの予約を開始する日時と終了する日時を指定します。
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注※
スペックは，小数点第 3位で四捨五入された数値で表示されますが，JP1/ITRMは小数点第 3
位以下の情報を内部で所持しています。そのため，小数点第 3位で切り上げた数値で検索した
場合，表示されているスペックを所持しているホストが検索結果に表示されないことがありま
す。

リソースプールを指定して仮想ホストをデプロイしたい場合は，テンプレートを指定，
退避イメージを指定，またはリソースプールを指定のどれかを選択します。それぞれの
内容を次に示します。

テンプレートを指定
デプロイ時に使用する仮想イメージテンプレートを指定します。指定した仮想イ
メージテンプレートを使用して仮想ホストを構築できるリソースプールを検索しま
す。
［台数］テキストボックスには，リソースプール 1つ当たりに構築する仮想ホストの
数を指定します。

退避イメージを指定
一時的に退避した運用中の仮想ホストを復元するときに使用する退避イメージを指
定します。指定した退避イメージを使用して仮想ホストを構築できるリソースプー
ルを検索します。

リソースプールを指定
指定された種別のリソースプールを検索します。指定できるリソースプールの種別
を次に示します。
• Hyper-V
• VMware
• HVM
• VMクラスタ
• プール /vApp

リソースプールの検索では，業務グループに関連づけられているリソースプールが
検索対象になります。また，VMwareまたは VMクラスタを検索対象にする場合
は，VMwareまたは VMクラスタを構成する仮想化ソフトウェアも業務グループに
関連づけられている必要があります。

リソース ホストリソース（物理ホスト，仮想ホスト，HAクラスタグループ，未構築の仮想
ホスト）を対象にするかリソースプールを対象にするか，対象にする物理ホストの
OS，仮想ホストを予約する場合のデプロイに使用する仮想イメージテンプレート
などを指定します。

スペック※ 検索対象にする ITリソースに必要なスペックとして，CPU（クロック数およびコ
ア数），およびメモリを指定します。

指定する検索条件 説明
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2.8.3　割り当て予約の対象となる ITリソースの検索条件
割り当て予約の対象となる ITリソースは，物理ホスト，仮想ホスト，HAクラスタグ
ループおよびリソースプールです。

（1） 物理ホスト

次の条件を満たす物理ホストが割り当て予約の対象となります。

• リソースグループの割り当て種別に共有が設定されている。
• 指定されたスペック（CPU，メモリ，NICポート数）を満たしている。
• ほかの予約 IDで割り当て予約が設定されていない。

ただし，次の物理ホストは検索対象になりません。

• HAクラスタグループに所属している。
• ホスト上で仮想化環境管理ソフトウェアが動作している。

（2） 仮想ホスト

次の条件を満たす仮想ホストが割り当て予約の対象となります。

• リソースグループの割り当て種別に共有が設定されている。
• 指定されたスペック（CPU，メモリ）を満たす空きリソース量を持っている。
• 指定された NICポート数を満たしている。

ただし，次の仮想ホストは検索対象になりません。

• HAクラスタグループに所属している。
• ホスト上で仮想化環境管理ソフトウェアが動作している。

空きリソース量は次の計算式で計算されます。

空きリソース量＝リソースプールの総リソース量※ 1－リソースプールで動作している仮

想ホストの使用リソース量の合計※ 2－リソースプール配下にあるプールおよび vAppの
下限値の合計

注※ 1
リソースプールの総リソース量は，リソースプールから取得した性能情報（CPUお
よびメモリ容量）を基に，次のように定義します。

CPU
CPUのクロック数×コア数

メモリ
搭載されている物理メモリ容量

仮想ホストの検索では，予約する期間に空きがあるかどうかを検索しています。検
索時点では，仮想ホストに設定されている CPUやメモリを考慮しません。仮想ホス
トのスペックを変更したい場合は，「設定変更」タスクでスペックを変更してくださ
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い。

注※ 2
仮想ホストの使用リソース量の合計は，次のように定義します。
• 共有リソースグループに属していて，かつ予約されているリソースの合計
• 占有リソースグループに属しているリソースの合計

ただし，vCenterを JP1/ITRMの管理対象にしていない場合，プールおよび vAppの使
用量は 0として扱われます。そのため，検索結果として出力された仮想化ソフトウェア
に仮想ホストをデプロイしても，リソース不足でデプロイに失敗することがあります。
vCenterを JP1/ITRMの管理対象としないでプールおよび vAppを使用している場合は，
検索結果の CPU評価値およびメモリ評価値を参考にして，空きリソースに余裕があるリ
ソースプールを使用してください。

なお，手動追加リソースは，物理ホストと同様に検索されます。リソースプールに空き
があるかどうかは，仮想ホストをデプロイするときにチェックされます。

また，仮想化ソフトウェアがHVMの場合，仮想ホストの占有 NICは ITリソースとし
てカウントされません。そのため，検索条件として指定するNICは LPARに設定した仮
想 NICのポート数を指定してください。

仮想ホストの検索は仮想ホストの現在の性能値に関係なく，リソースプールの空きリ
ソースに対して，指定されたスペックで割り当て予約をします。このため，指定された
スペックと，仮想ホストの現在のスペックが異なる場合は，指定された期間の前に別途，
手動でスペックを変更する必要があります。手動でスペックを変更する方法については，
「7.6.7　仮想ホストのスペックの変更」を参照してください。

（3） HAクラスタグループ

HAクラスタグループは，HAクラスタグループ中のホスト単位ではなく，HAクラスタ
グループ単位で割り当て予約を設定する必要があります。次のすべての条件を満たすHA
クラスタグループが割り当て予約の対象になります。

• リソースグループの割り当て種別に共有が設定されている。
• HAクラスタグループ中のすべてのホストが，指定された業務グループに関連づけら
れていること。

• 検索期間中に割り当て予約が設定されていないこと。
• HAクラスタグループに物理ホストが含まれる場合，すべての物理ホストのうち，最
小のスペックが検索条件として指定された CPUおよびメモリ容量を満たすこと。

• HAクラスタグループに仮想ホストが含まれる場合，すべての仮想ホストが，検索期
間中に指定された CPUおよびメモリ容量のリソースを確保できること。※

• HAクラスタグループに含まれるすべてのホストが，検索条件として指定された NIC
ポート数を満たすこと。

• HAクラスタグループに含まれるすべてのホスト上で，仮想化環境管理ソフトウェア
が動作していないこと。
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注※
リソースを確保できるかどうかは，仮想ホストの空きリソースの検索と同様の方法
で計算されて判断されます。

（4） リソースプール

新規に仮想ホストをデプロイするための，次の条件を満たすリソースプールが割り当て
予約の対象になります。

• 指定されたスペック（CPU，メモリ）の仮想ホストを構築する空きリソース量を持っ
ている

空きリソース量は仮想ホストの空きリソースの検索と同様の方法で計算されます。

指定されたスペックに対して，リソースプールに構築できる台数分の仮想ホストが検索
結果として表示されます。タスクとして，デプロイまたは復元を登録して予約すること
で，タスクの実行時に仮想ホストがデプロイされます。

（5） 仮想ホスト，およびリソースプールの種別「プール /vApp」を検索対象と
する場合の注意事項

仮想ホスト，およびリソースプールの種別「プール /vApp」を検索対象とする場合の注
意事項を次に示します。なお，ここでは vCenterに定義したプールおよび vAppをまと
めてプールと表記します。

vCenterのリソース割り当て設定で「予約」として割り当てられた値が，プールの総リ
ソース量として扱われます。そのため，リソースの「予約」が 0の場合，「拡張可能な予
約」が有効となっているかどうかに関係なく，JP1/ITRMでは，使用できるリソース量
が 0となります。したがって，そのプールと配下の仮想ホストは，ホスト検索で検索さ
れません。

なお，vCenterを使用してプールを作成した場合，デフォルトではリソースの「予約」
は 0，「拡張可能な予約」が有効となるため，JP1/ITRMのホスト検索で検索されませ
ん。vCenterのリソース割り当て設定で「予約」として割り当てられた値を見直してく
ださい。

ホスト検索で検索されないプールの構成例を次に示します。
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図 2-35　ホスト検索で検索されないプールの構成例

例えば，図 2-35の構成時に，ホスト検索画面で CPU：1GHz，コア数：1，メモリ：
1GBを指定します。検索対象 ITリソースとして仮想ホストを指定した場合，Host1は
検索結果に表示されません。また，検索対象 ITリソースとしてリソースプールを指定し
た場合，Pool1は検索結果に表示されません。Pool1および配下の Host1を検索対象とし
たい場合は，vCenterのリソース割り当て設定で Pool1の「予約」として，必要なリ
ソース量を割り当ててください。

2.8.4　割り当て予約の設定
割り当て対象の検索結果は，ホスト検索画面に検索条件に一致した ITリソースの状態と
評価値が一覧で表示されます。一覧から割り当て予約を設定する ITリソースを選択する
と，選択した ITリソースの詳細が予約画面の［ホスト詳細］タブに表示されます。予約
画面で予約名およびコメントを設定してください。また，予約画面の［期間とタスク設
定］画面から，割り当て期間，実行するタスクなどを指定して割り当て予約を設定して
ください。

割り当て予約の手順については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager 運用ガイド」の予約についての説明を参照してください。

ホストの状態を次に示します。

• 正常
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ITリソースに問題のない状態を示します。
• 異常

ITリソースまたは関連する ITリソースに深刻な問題が生じている状態を示します。
• 警告

ITリソースに重要な問題が生じている状態を示します。
• 応答なし

ITリソースに Pingの応答がない状態を示します。
• 不明

ITリソースの状態取得を一度も実施していない，または状態取得を成功したことがな
い状態を示します。

図 2-36　予約画面

割り当て予約を実行すると，次の内容が予約されます。

表 2-24　割り当て予約で予約されるスペック

注※ 1
指定されたスペックと実際の仮想ホストのスペックが異なる場合は，指定された期間の前に，

予約対象 予約されるスペック

物理ホスト 割り当て予約時のホスト自身のスペック

仮想ホスト ホスト検索時の検索条件のスペック※ 1

HAクラスタ 構成要素の各ホストで予約されたスペックのうち最小のスペック※ 2

リソースプール ホスト検索時の検索条件のスペック
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手動でスペックを変更する必要があります。

注※ 2
CPUクロック数，CPUコア数，メモリはそれぞれ別々に最小値を求めます。また，構成要素
の各ホストに対して予約されるスペックは，物理ホスト，および仮想ホストの仕様に従います。

［期間とタスク設定］画面の［タスク］列で復元を設定した場合に，復元するタスクの管
理 IPアドレスおよびホスト名と，予約画面で設定した管理 IPアドレスおよびホスト名
が異なるとき，予約画面で設定した管理 IPアドレスおよびホスト名に上書きされます。

仮想ホストまたはリソースプールに割り当て予約を設定する場合，ホスト検索画面に表
示される［CPUの評価値］および［メモリの評価値］が 1以上のものを選択してくださ
い。1未満の仮想ホストまたはリソースプールを選択した場合，割り当て予約の実行確認
でエラーになることがあります。割り当て予約の実行確認については，「2.8.7　割り当て
予約の実行確認」を参照してください。

［CPUの評価値］および［メモリの評価値］は次の式で計算されます。

［CPUの評価値］
実際の空き CPUクロック数÷検索条件で指定した CPUクロック数

［メモリの評価値］
実際の空きメモリ容量÷（検索条件で指定したメモリ容量×オーバーヘッド定数）

2.8.5　割り当て予約の確認
割り当て予約の状況は，スケジュール画面で確認できます。スケジュール画面で業務グ
ループを選択すると，選択した業務グループの予約状況の一覧が表示されます。条件を
指定して，予約を絞り込むこともできます。

図 2-37　ITリソースの割り当て予約の状況の一覧表示

また，予約一覧エリアで予約を選択すると，予約詳細エリアに選択した予約の詳細が表
示されます。予約詳細エリアでは，予約した ITリソースの状態や設定したタスク情報が
確認できます。
95



2.　JP1/ITRMの機能
2.8.6　割り当て予約の変更
設定した割り当て予約の情報を変更します。変更できる内容を次に示します。

（1） 割り当て予約対象の ITリソースの追加・削除

スケジュール画面から表示される予約画面から，予約期間中の割り当て予約を設定する
ITリソースを追加したり，割り当て予約を設定した ITリソースを削除したりできます。

ITリソースの追加は，予約期間の開始前の場合に実行できます。ITリソースの削除は，
予約期間の開始後であっても，対象の ITリソースに対して最初に設定されている割り当
て期間の開始前であれば実行できます。

図 2-38　割り当て予約対象の ITリソースの追加・削除

（2） 割り当て期間の追加・削除・変更

スケジュール画面から表示される予約画面から，予約期間内の割り当て予約を追加およ
び削除できます。また，予約期間の開始日時や終了日時を変更できます。

割り当て期間の追加，削除および変更は，現時点以降に開始する割り当て期間に対して
実行できます。

また，割り当て期間の追加は，割り当て期間が設定されていない時間に実行できます。
ただし，前後両方に同じ予約 IDで割り当て期間が設定されている場合は，これらと同じ
予約 IDで割り当て期間を追加する必要があります。この期間に，別の予約 IDで割り当
て期間を設定したい場合は，前後の割り当て期間を別々の予約 IDで設定してください。

例えば，次の図の「A」の期間は，「1」以外の予約 IDでも割り当て期間を設定できま
す。しかし，「A」の期間に「1」以外の予約 IDで割り当て期間が設定された場合は，そ
れを挟んで「1」の予約 IDで割り当て期間を追加できません。

「B」の期間は，前後に「1」の予約 IDで割り当て期間が設定されているため，「1」以外
の予約 IDでは割り当て期間を追加できません。しかし，これによって，ホスト 3の環境
を保持できます。「B」の期間をほかの予約 IDで使用したい場合は，前後の割り当て期
間のどちらかを「1」以外の予約 IDで設定してください。
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図 2-39　割り当て期間の追加・削除・変更

なお，割り当て期間には，予約スペックを設定できます。予約スペックの設定について
は，「2.8.6(4)　予約スペックの設定・変更」を参照してください。

（3） タスクの追加・変更・削除

保守期間にタスクを追加できます。また，保守期間に設定したタスクを変更および削除
できます。

詳細については，「2.9.4　タスクの状態管理」を参照してください。

（4） 予約スペックの設定・変更

仮想ホストを予約したときに，割り当て期間に予約スペックを設定できます。物理ホス
ト，HAクラスタ，HAクラスタグループに所属している仮想ホストは，予約スペックの
設定・変更の対象となりません。

変更できる予約スペックは，仮想ホストのメモリ容量，仮想ホスト 1コア当たりの CPU
クロック数，および仮想ホストのコア数です。

予約スペックの設定・変更では，仮想ホストのスペックは変更されません。仮想ホスト
のスペックを変更したい場合は，「設定変更」タスクでスペックを変更してください。

予約したホストに対して複数の割り当て期間を設定しているため，割り当て期間と割り
当て期間の間に割り当てられない期間がある場合，直前の割り当て期間に設定された予
約スペックで予約されたと見なして割り当て実績レポートに計上されます。

例えば，次の図の割り当て期間 1に，メモリ：2GB，CPU：2GHz，コア数：2コアを設
定していたとします。また，割り当て期間 2にメモリを 1GB，CPUを 1GHz，コア数を
2コア設定していたとします。

図 2-40　予約スペックの設定・変更

割り当てられていない期間は，直前の割り当て期間に設定された予約スペックとなるた
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め，割り当て期間 1と同じ予約スペック（メモリ：2GB，CPU：2GHz，コア数：2コ
ア）となって，割り当て実績レポートに計上されます。

（5） 割り当て予約のキャンセル

スケジュール画面の予約一覧エリアから，1つの予約期間に設定した割り当て予約を一括
でキャンセルできます。

割り当て予約のキャンセルは，現時点以降に開始する予約期間に対して実行できます。

2.8.7　割り当て予約の実行確認
JP1/ITRMでは，ITリソースに割り当てられた予約スペックを基に ITリソースの空き
状況を把握し，割り当て予約や ITリソースの利用状況を管理しています。実行予定の割
り当て予約が確実に実行できるかどうかをさまざまなタイミングで確認し，ITリソース
の確実な利用環境を保証します。

チェックするタイミングやチェック内容については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager 運用ガイド」の提供可能な物理ホストまたは仮想ホストを予約
する手順について説明している個所を参照してください。

2.8.8　JP1/ITRMと仮想化ソフトウェアでのスペック値の計
算方法

ここでは，JP1/ITRMおよび仮想化ソフトウェアがそれぞれ管理する仮想ホストの CPU
およびメモリの性能を，相互にどのように計算して扱うかについて説明します。構築す
る仮想ホストの性能を事前に計算する場合などの参考にしてください。

（1） 仮想化ソフトウェアが管理するスペック値の扱い

JP1/ITRMで構築した仮想ホストについて，仮想化ソフトウェアが管理するスペック値
について説明します。

（a）CPUの性能

表 2-25　仮想化ソフトウェアが管理する仮想ホストの CPUの性能

仮想化ソフト
ウェア

JP1/ITRMで設定
した割り当て種別

仮想化ソフトウェアへ設定する仮想ホストの CPUの性能

設定項目 設定値および計算方法

VMware 占有 シェア 仮想 CPU数※ 1×仮想 CPUのクロック数※ 2

予約 仮想 CPU数※ 1×仮想 CPUのクロック数※ 2

制限（上限） 仮想 CPU数※ 1×仮想 CPUのクロック数※ 2
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（凡例）
－：該当しない。

注※ 1
JP1/ITRMで設定した仮想ホストの CPU数を示します。

注※ 2
JP1/ITRMで設定した仮想ホストの CPUのクロック数（メガヘルツ）を示します。

注※ 3
JP1/ITRMで仮想ホストの CPUの割り当て種別を共有に設定すると，CPUの性能上限値には，
上限なしまたは最大値が設定されます。上限値の設定を変更する場合は，JP1/ITRMで仮想ホ
ストの設定を変更したあと，仮想化ソフトウェアでも仮想ホストの設定を変更してください。

仮想マルチコア CPUの扱い
JP1/ITRMから仮想 CPU数を設定した場合，仮想ホストに割り当てられる仮想ソ

共有 シェア 仮想 CPU数※ 1×仮想 CPUのクロック数※ 2

÷ 1コア当たりの物理 CPUのクロック数×
2,000

予約 0

制限（上限） 制限なし※ 3

Hyper-V 占有 重み 仮想 CPUのクロック数※ 2÷ 1コア当たりの物
理 CPUのクロック数× 100

予約 仮想 CPUのクロック数※ 2÷ 1コア当たりの物
理 CPUのクロック数× 100

限度（上限） 仮想 CPUのクロック数※ 2÷ 1コア当たりの物
理 CPUのクロック数× 100

共有 重み 仮想 CPUのクロック数※ 2÷ 1コア当たりの物
理 CPUのクロック数× 200

予約 0

限度（上限） 100※ 3

HVM 占有 サービス率 －

プロセッサ
キャッピン
グ（上限）

－

共有 サービス率 仮想 CPUのクロック数※ 2÷ 1コア当たりの物
理 CPUのクロック数× 200

プロセッサ
キャッピン
グ（上限）

No※ 3

仮想化ソフト
ウェア

JP1/ITRMで設定
した割り当て種別

仮想化ソフトウェアへ設定する仮想ホストの CPUの性能

設定項目 設定値および計算方法
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ケット数とソケット当たりのコア数は，仮想化ソフトウェアごとに異なります。仮
想ホストに割り当てられる CPUの仮想ソケット数とソケット当たりのコア数を次に
示します。

表 2-26　仮想ホストに割り当てられる CPUの仮想ソケット数とソケット当たりのコア
数

（b）メモリの性能

表 2-27　仮想化ソフトウェアが管理する仮想ホストのメモリの性能

（凡例）
－：指定できない。

表 2-28　Hyper-Vが管理する仮想ホストのメモリ性能

仮想化ソフトウェア 仮想ソケット数 ソケット当たりのコア数

VMware 指定した仮想 CPU数 1

Hyper-V 1 指定した仮想 CPU数

HVM

仮想化ソフトウェ
ア

仮想化ソフトウェアへ設定する仮想ホストのメモリの性能

VMware メモリサイズ JP1/ITRMで設定したメモリサイズが適用されます。

予約 0

制限（上限） 制限なし

Hyper-V ダイナミックメモリの有効・無効および操作（デプロイまたは設定変更）によっ
て，Hyper-Vが管理するメモリ性能が異なります。
Hyper-Vが管理するメモリ性能については，表 2-28を参照してください。

HVM メモリサイズ JP1/ITRMで設定したメモリサイズが適用されます。

前提条件 ダイナミッ
クメモリの
有効・無効

Hyper-Vが管理する仮想ホストのメモリの性
能

ダイナミッ
クメモリの
対応状況

仮想ホスト
のダイナ
ミックメモ
リの設定※ 1

操作 （メモリサイズ，スタートアップ RAM※ 2，

最大 RAM※ 3，メモリ優先度，メモリバッ
ファ）

SCVMMま
たは
Hyper-Vが
非対応

無効 • デプ
ロイ

• 設定
変更

無効 メモリサイズ
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ（予
約，上限は設定できない）

スタートアップ RAM，最大 RAM，メモリ
優先度，メモリバッファ

該当しない
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注※ 1
デプロイの場合は，仮想イメージテンプレートにする仮想ホストのダイナミックメモリの設定
になります。

注※ 2
JP1/IITRMでは，VMwareのメモリサイズおよび予約に対応づけます。

注※ 3
JP1/IITRMでは，VMwareの限度（上限）に対応づけます。

注※ 4
メモリサイズの項目には，起動できる最低限のメモリサイズではなく，仮想ホスト内で動作す

有効 デプロ
イ

メモリサイズ
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ

スタートアップ RAM，最大 RAM，メモリ
優先度，メモリバッファ

該当しない

設定変
更

有効 メモリサイズ
該当しない

スタートアップ RAM，最大 RAM
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ※ 4

メモリ優先度，メモリバッファ
変更しない

SCVMMお
よび
Hyper-Vが
対応

無効 • デプ
ロイ

• 設定
変更

無効 メモリサイズ
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ（予
約，上限は設定できない）

スタートアップ RAM，最大 RAM，メモリ
優先度，メモリバッファ

該当しない

有効 デプロ
イ

有効 メモリサイズ
該当しない

スタートアップ RAM
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ※ 4

最大 RAM※ 5，メモリ優先度，メモリバッ
ファ

テンプレートの設定値

設定変
更

メモリサイズ
該当しない

スタートアップ RAM
JP1/ITRMで設定したメモリサイズ※ 4

最大 RAM※ 5，メモリ優先度，メモリバッ
ファ

変更しない※ 6

前提条件 ダイナミッ
クメモリの
有効・無効

Hyper-Vが管理する仮想ホストのメモリの性
能

ダイナミッ
クメモリの
対応状況

仮想ホスト
のダイナ
ミックメモ

リの設定※ 1

操作 （メモリサイズ，スタートアップ RAM※ 2，

最大 RAM※ 3，メモリ優先度，メモリバッ
ファ）
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るアプリケーションも含めて，システムを運用するのに十分なメモリ容量を指定してください。

注※ 5
JP1/ITRMで設定したメモリサイズが最大 RAM以上の値だった場合，最大 RAMをスタート
アップ RAMと同じ値に変更します。また，AdapterMessage.logにメッセージ KNAR55498-I
を出力します。なお，JP1/ITRMの画面上からは，最大 RAMを変更できません。最大 RAM
の設定を元に戻したい場合は，SCVMMの管理コンソールから設定してください。Hyper-Vか
らは設定を変更しないでください。

注※ 6
JP1/ITRM以外の操作で最大 RAM，メモリ優先度，またはメモリバッファを設定していた場
合，JP1/ITRMから仮想ホストの設定変更でメモリサイズを変更してもこれらの値は変更され
ません。

（2） JP1/ITRMが管理するスペック値の扱い

すでに仮想化ソフトウェアで構築されている仮想ホストについて，JP1/ITRMが管理す
るスペック値について説明します。

（a）CPUの性能

表 2-29　JP1/ITRMが管理する仮想ホストの CPUの性能

仮想化ソフト
ウェア

仮想化ソフトウェアで設定さ
れた仮想ホストの CPUの性

能

JP1/ITRMが管理する仮想ホストの CPUの性能の扱
い

割り当て種
別

仮想ホストの CPU当たりのクロック
数（メガヘルツ）

VMware 予約＝ 0以外 占有 予約（メガヘルツ）÷仮想 CPU数

予約＝ 0
制限＝「制限なし」を指定し
ない

共有 制限（メガヘルツ）÷仮想 CPU数

予約＝ 0
制限＝「制限なし」を指定す
る

共有 min（シェア÷（2,000×仮想 CPU
数），1）× 1コア当たりの物理 CPU
のクロック数

Hyper-V 予約＝ 0以外 占有 予約× 1コア当たりの物理 CPUのク
ロック数÷ 100

予約＝ 0
限度＝ 100以外

共有 限度× 1コア当たりの物理 CPUのク
ロック数÷ 100

予約＝ 0
限度＝ 100

共有 min（重み÷ 200，1）× 1コア当た
りの物理 CPUのクロック数

HVM 占有 占有 1コア当たりの物理 CPUのクロック
数と同じ

共有
プロセッサキャッピング＝
Yesまたは No

共有 min（サービス率÷ 200，1）× 1コ
ア当たりの物理 CPUのクロック数
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仮想マルチコア CPUの扱い
JP1/ITRMから仮想ホストを参照した場合の CPU数は，該当の仮想ホスト全体のコ
ア数になります。仮想ホスト全体のコア数は，次のように求めます。
仮想ホスト全体のコア数＝仮想ソケット数×ソケット当たりのコア数
仮想ソケット数およびソケット当たりのコア数は，仮想化ソフトウェアごとに，次
のように割り当てられます。

表 2-30　仮想化ソフトウェアごとの仮想ソケット数およびソケット当たりのコア数の割
り当て

（b）メモリの性能

表 2-31　JP1/ITRMが管理するメモリの性能

（凡例）
－：該当しない。

2.8.9　割り当て予約の注意事項
ここでは，割り当て予約の注意事項について説明します。

• 割り当て予約を設定する場合は，あらかじめリソースグループを業務グループに関連
づけておく必要があります。

仮想化ソフトウェア 仮想ソケット数 ソケット当たりのコア数

VMware（バージョン 4.0以前） 仮想プロセッサ数 1

VMware（バージョン 4.1以降） 仮想ソケット数 ソケット当たりのコア数

Hyper-V 1 CPU数

HVM

仮想化ソフト
ウェア

仮想化ソフトウェアで設定された
仮想ホストのメモリの性能

JP1/ITRMで仮想化ソフトウェアから取得するメ
モリ量（メガバイト）

VMware 予約＝ 0以外 仮想ホストのメモリサイズ

予約＝ 0
制限＝「制限なし」を指定しない

仮想ホストのメモリサイズ

予約＝ 0
制限＝「制限なし」を指定する

仮想ホストのメモリサイズ

Hyper-V 仮想ホストのダイナミックメモリ
が無効になっている場合

仮想ホストのメモリサイズ

仮想ホストのダイナミックメモリ
が有効になっている場合

仮想ホストのスタートアップ RAM

HVM － LPARのメモリサイズ
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• すでに設定されている別の予約期間と重複した期間に，新規の割り当て予約を設定す
ることはできません。

• 新規で割り当て予約を設定する予約期間同士を重複して設定することはできません。
• 仮想ホストをデプロイする場合は，利用期間の前に必ず保守期間を設けてください。
• 利用期間や保守期間を割り当てる場合は，開始日時に現在の時刻より先の時刻を指定
してください。
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2.9　タスク管理
ここでは，タスク管理について説明します。

割り当て予約として保守期間を設定するときに，保守期間に実行するデプロイやリブー
トなどの操作をタスクとして登録します。登録したタスクは，実行時間を制御したり，
実行済みのタスクを基に同様のタスクを再実行したりするなどして，一元管理できます。
管理されているタスクは，タスク画面のタスク一覧エリアから確認できます。

2.9.1　タスクとして実行できる操作と実行方法
保守期間にタスクとして登録できる操作は，操作の対象にするホストが物理ホストか仮
想ホストかによって異なります。それぞれのホストごとにタスクとして実行できる操作
を次の表に示します。

表 2-32　タスクとして実行できる操作

（凡例）
○：実行できる。
×：実行できない。

注※
デプロイおよび復元をタスクとして実行した場合，対象の仮想ホストが手動追加ホストとして
追加されます。この手動追加ホストは，タスクが実行されて仮想ホストがデプロイおよび復元

操作 対象となるホスト

物理ホスト 仮想ホスト

VMwareまたは Hyper-V HVM

デプロイ※ × ○ ○

起動 × ○ ○

停止 × ○ ○

リブート ○ ○ ○

退避 × ○ ×

復元※ × ○ ×

削除 × ○ ○

コマンド実行 ○ ○ ○

監視開始 ○ ○ ○

監視停止 ○ ○ ○

強制リブート × ○ ○

強制停止 × ○ ○

設定変更 × ○ ○
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されたときに置き換えられます。
追加された手動追加ホストには，ホスト名と管理 IPアドレスを設定する必要があります。
デプロイタスクの場合は，スケジュール画面から表示される予約画面の［ホスト詳細］タブか
ら，対象の手動追加ホストに対してホスト名と管理 IPアドレスを設定してください。ホスト
名，または管理 IPアドレスが未設定の手動追加ホストがある場合，予約を確定できません。
復元タスクの場合は，復元したい退避イメージが持つホスト名および管理 IPアドレスが，手動
追加ホストのホスト名および管理 IPアドレスに自動で反映されます。復元タスクを設定後，ホ
スト名および管理 IPアドレスは変更できません。変更したい場合は，復元タスクを削除したあ
と，再度設定してください。
なお，予約をキャンセルした場合，手動追加ホストも削除されます。

ポイント
 

タスクとして実行する任意のコマンドの実行について

• コマンドを起動した時点でタスク完了となり，終了日時が設定されます。コマンドが終了
するまで待機したりコマンド実行結果を格納したりすることはありません。

• コマンドの実行ユーザーは JP1/ITRM Serviceの実行ユーザーとなります。
• コマンドの作業フォルダは，ユーザー設定プロパティファイルで変更できます。指定キー
名は，SE.commandWorkPathです。デフォルト値は，ITRMパス ¥JP1ITRM¥userで

す。
• コマンドは絶対パスで指定してください。
• コマンドはタイムアウトされません。
• コマンドの実行時にコマンドプロンプトは表示されません。
• ユーザーが入力を必要とする画面が表示されるコマンドは使用できません。

JP1/ITRMが停止している間に実行予定だったタスクについて
JP1/ITRMが停止している間に実行時間が過ぎてしまったタスクは，JP1/ITRMの起動
時に実行されます。JP1/ITRMの起動時に実行されるのは，実行待ちまたは待機中で，
かつ起動した時間の 30分以内前に実行予定だったタスクです。

同時に複数のタスクを実行したときの実行順序について

同時に複数のタスクを実行したときの実行順序については，タスク IDの番号順にタス
クが実行されるわけではありません。

タスクに登録する操作は，自動で実行するか，手動で実行するかをタスクの登録時に選
択できます。

• 自動で実行する
割り当て予約の設定時に指定した保守期間内の実行予定日時に，タスクが自動で実行
されます。

• 手動で実行する
割り当て予約の設定時に指定した保守期間内の任意のタイミングでタスクを実行しま
す。

タスクを自動で実行するか，手動で実行するかは，予約画面の［期間とタスク設定］画
面で変更できます。変更できるタスクの条件を次の表に示します。
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表 2-33　タスクを自動で実行するか手動で実行するかを変更できる条件

（凡例）
－：条件は特になし。

注※
タスクの状態については，「2.9.4　タスクの状態管理」を参照してください。

2.9.2　タスクの登録
タスクは，割り当て予約の設定時に，予約画面の［期間とタスク設定］画面で登録しま
す。

［期間とタスク設定］画面では，タスクを自動で実行するか手動で実行するか，およびタ
スクの種類，実行予定時間を指定します。また，状態にはタスクの状態が表示されます。
タスクの状態については，「2.9.4　タスクの状態管理」を参照してください。

図 2-41　タスクの登録

割り当て予約の設定については，「2.8　ITリソースの割り当て予約」を参照してくださ
い。

変更する内容 タスクの条件

自動から手動に変更 次の状態※のタスクの場合に変更できます。
• 未設定
• 実行待ち
• 実行不可

手動から自動に変更 －
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なお，タスクの登録中に，VMware ESXが JP1/ServerConductorの機能である N+1／
N+Mコールドスタンバイが実行されて予備のサーバへ切り替わった場合，仮想化環境管
理ソフトウェアと仮想化ソフトウェアの構成情報を必ず収集し直してください。構成情
報を収集し直さないと，その VMware ESXに対して予約されているタスクの実行に失敗
することがあります。

また，仮想化ソフトウェアの名前が変更されている場合，タスクの処理を中断します。

2.9.3　登録されているタスクの確認
［タスク］タブを選択して表示されるタスク画面のタスク一覧エリアで，タスクの進行状
況，タスクの状態，タスクをグループ化するときの識別子であるタスクグループ IDな
ど，タスクの詳細情報を確認できます。

図 2-42　タスク一覧エリア

タスク一覧エリアは 6つのタブで構成されています。選択するタブによってタスク一覧
エリアに表示されるタスクが，次のとおり異なります。

•［すべて］タブ
すべてのタスクが表示されます。

•［未完了］タブ
実行待ちのタスクやキャンセルされたタスクなど，未完了のタスクが表示されます。

•［完了］タブ
完了したタスクが表示されます。

•［期限切れ］タブ
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保守期間内に終了しなかったタスクが表示されます。
•［本日］タブ
予定日時が当日のタスクが表示されます。

•［期間中］タブ
現在，保守期間中のタスクが表示されます。

［アクション］メニューから，タスク一覧エリアで選択したタスクの詳細情報も表示でき
ます。ただし，詳細情報を表示できるのは，次の操作が登録されているタスクだけです。

• デプロイ
• 退避
• 復元
• 任意のコマンドの実行
• 設定変更

また，［アクション］メニューからタスク一覧エリアで選択したタスクの予約情報が表示
できます。ただし，予約情報を表示できるのは，タスクの作業種別が即時以外の場合で
す。

完了してから 5年が経過したタスクは，履歴から自動で削除されます。削除は，毎日 3
時 30分に実行されます。

2.9.4　タスクの状態管理
タスクは，実行状況によって状態が遷移します。それぞれの状態によって，タスクに対
して実行できる操作が異なります。タスクの状態，およびそれぞれの状態で実行できる
タスクを次の表に示します。

表 2-34　タスクの状態

状態 説明

未設定※ 1 必要な設定がされていません。必要な情報を設定してください。

実行待ち 設定はされていますが，実行されていません。

待機中 タスクが実行できるようになるまで，待機しています。

実行中 タスクを実行中です。

完了 実行が完了しました。

失敗 実行に失敗しました。失敗した原因を調査および解決してください。そのあと，
操作対象の状態をタスク実行前の状態へ回復させてから，タスク管理画面でタス
クを再実行してください。

キャンセル中 キャンセル中です。キャンセルに成功した場合は「キャンセル完了」へ，キャン
セルに失敗した場合は「失敗」へ，それぞれ状態が遷移します。
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注※ 1
タスクの登録または変更をした場合に，タスクに関連する構成情報，およびユーザーが指定し
た内容が正しくないときは，タスクの状態が自動的に未設定となります。ただし，作業種別が
手動のタスクを変更するときは，タスクに関連する構成情報，およびユーザーが指定した内容
に関係なく，任意の状態に設定できます。

注※ 2
vCenterが管理する仮想ホストの場合，次のタスクに対するキャンセルのときだけ，仮想ホス
トの状態をタスク実行前の状態に戻します。
・デプロイ
・仮想ホストの退避
・仮想ホストの復元
・コールドマイグレーション

また，コールドマイグレーションや退避をキャンセルした場合，次の現象が発生するこ
とがあります。

• ポートグループ名が変更されてタスク実行前の状態に戻せない。ただし，ユーザーが
生成したポートグループ名は変更されない。

• 同じ VLANIDを持つ異なるポートグループへ接続されていた仮想アダプタが，1つの
ポートグループにまとめて接続される。

これらの現象を回避するために，次の作業を実施しておいてください。

• あらかじめ，使用する VLANIDに対応したポートグループを作成しておく。
• VLANIDごとにポートグループを 1つ作成する。

なお，仮想ホストのネットワーク通信への影響はありません。

実行できるタスクの種類を次の表に示します。

実行不可 予約に関連づいていて，直前のタスクが失敗したことによって，実行できません。
例えば，同一保守期間内に，「デプロイ」，「コマンド実行」の順番でタスクが登録
されている場合，「デプロイ」に失敗したときは，「デプロイ」タスクは「失敗」
となり，「コマンド実行」タスクは「実行不可」となります。失敗したタスクの原
因を調査および解決して再実行してください。そのあと，タスクの実行予定日を
変更してタスクが実行されるのを待ってください。

キャンセル完了 タスクのキャンセルに成功しました。操作対象となる仮想ホストの状態をタスク
実行前の状態に戻します。※ 2

ただし，SCVMMが管理する仮想ホストの場合，仮想ホストの退避に対するキャ
ンセルには時間が掛かります。

失敗（期限超過） 保守期間内に，タスクが実行されませんでした。失敗したタスクの原因を調査お
よび解決して再実行してください。

状態 説明
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表 2-35　実行できるタスクの種類

（凡例）
○：実行できる。
×：実行できない。

注※
タスクの変更および削除は，タスクの作業種別が手動の場合，状態が完了以外で，かつ未受諾
のときに実行できます。

タスクの実行に失敗した場合，タスクの失敗の要因を［タスクの失敗要因］ダイアログ
ボックスで確認できます。

2.9.5　タスクに対して実行できる操作
登録したタスクに対して実行できる操作について説明します。ここで説明する操作は，
タスク画面の［アクション］メニューから実行できます。

（1） タスクの手動実行

実際の作業を手動で実行したい場合に，手動のタスクとして保守予約に設定しておくと，
実行予定のタスクとして一覧で管理できます。作業状況，作業の開始時刻などを登録し
ておくことで，作業の進ちょく状況を確認できます。

手動で実行するよう設定したタスクは，保守期間内の任意のタイミングで実行します。

なお，手動のタスクを［アクション］メニューから実行した場合，予定日時が現在時刻，
作業種別が自動のタスクに変更されます。このタスクが実際に実行されるまでに最大で 1
分の待機時間が生じます。

また，タスクで自動で実行するよう設定した操作をすぐに実行したい場合は，予約画面

状態 即時実行 変更※ 削除※ 自動削
除

キャンセル 再実行 受諾管
理

未設定 × ○ ○ × × × ×

実行待ち ○ ○ ○ × × × ×

待機中 × × × × ○ × ×

実行中 × × × × ○ × ×

完了 × × × ○ × × ×

失敗 × × × × × ○ ○

キャンセル
中

× × × × × × ×

実行不可 × ○ ○ × × × ○

キャンセル
完了

× × × × × ○ ○

失敗（期限
超過）

× × × × × ○ ○
111



2.　JP1/ITRMの機能
の［期間とタスク設定］画面で手動で実行するよう設定し直してから実行してください。

図 2-43　タスクの実行

（2） タスクの再実行

状態がキャンセル完了，失敗，または失敗（期限超過）の場合に，実行済みのタスクを
複製して，新規のタスクとして再実行します。

タスクを再実行した場合，再実行元のタスクと新規のタスクのタスクグループ IDに，再
実行元のタスク IDが設定されます。再実行元のタスクにタスクグループ IDが設定され
ている場合，新規のタスクのタスクグループ IDに再実行元のタスクグループ IDが設定
されます。

図 2-44　タスクの再実行
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（3） タスクのキャンセル

状態が待機中，実行中の場合に，実行中のタスクをキャンセルして処理を止めます。タ
スクのキャンセルは，キャンセルの対象となる ITリソースや操作によって，実行できる
かどうかが異なります。タスクのキャンセルの可否を次の表に示します。

表 2-36　タスクのキャンセルの可否

操作対象 キャンセルの対象となる操作 仮想化ソフトウェ
ア

キャンセルの可否

物理ホスト リブート － ×

仮想ホスト リブート VMware ×

Hyper-V

HVM

起動 VMware ×

Hyper-V

HVM

停止 VMware ×

Hyper-V

HVM

デプロイ VMware ○

Hyper-V

HVM

仮想ホストの削除 VMware ×

Hyper-V

HVM

仮想ホストの退避 VMware ○

Hyper-V ×

HVM

仮想ホストの復元 VMware ○

Hyper-V

HVM ×

コールドマイグレーション VMware ○

Hyper-V ×

HVM

ホットマイグレーション VMware ×

Hyper-V

HVM

仮想ホストの設定変更 VMware ×
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（凡例）
○：キャンセルできる。
×：キャンセルできない。
－：該当しない。

注意事項
仮想化ソフトウェアが Hyper-Vの場合，実行中の仮想ホストの退避およびコールド
マイグレーションをキャンセルしても，操作は実行されません。また，タスク一覧
エリアの状態も変更されません。

図 2-45　タスクのキャンセル

（4） タスクの追加

タスクは次の操作を実行すると追加されます。

• 割り当て予約のタスクとして，［期間とタスク設定］画面から追加する。
詳細については，「2.9.2　タスクの登録」を参照してください。

• ホストに対してメンテナンス操作を実行する。
詳細については，「2.7　ホストのメンテナンス」を参照してください。

• キャンセルや失敗したタスクを再実行する。
詳細については，「2.9.5(2)　タスクの再実行」を参照してください。

（5） タスクの変更

まだ実行されていない，または実行できない，自動実行のタスクの内容は［タスク設定］

Hyper-V

HVM

操作対象 キャンセルの対象となる操作 仮想化ソフトウェ
ア

キャンセルの可否
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ダイアログから変更します。タスクの状態が手動の場合は，タスクの状態を変更できま
す。

変更できるタスクの状態を次に示します。

• 未設定
• 完了
• 失敗
• 実行中
• 実行待ち
• キャンセル完了

タスクの状態については，「2.9.4　タスクの状態管理」を参照してください。

実行予定時間を変更する場合は，現時点以降の時間を指定してください。また，手動実
行のタスクは，未受諾の場合に変更できます。タスクの受諾については，「2.9.5(7)　タ
スクの受諾管理」を参照してください。

（6） タスクの削除

次の場合に，まだ実行されていないタスクを割り当て予約から削除します。

• タスクの作業種別が自動で，タスクの状態が未設定，実行待ち，または実行不可の場
合

• タスクの作業種別が手動で，タスクが受諾されていない場合

図 2-46　タスクの削除

（7） タスクの受諾管理

受諾または未受諾という状態を設定して管理します。

例えば，タスクを実行する人が管理者と異なる場合，管理者が，タスクの実行結果を確
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認したときは受諾を設定する，確認していないときは未受諾を設定するなどの設定がで
きます。

タスクの実行結果がエラーとなった場合も，タスクを手動で実行するなどしたあと，受
諾または未受諾を設定できます。
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2.10　稼働状態の監視
ここでは，ITリソースの稼働状態の監視について説明します。

JP1/ITRMは，ホスト，ネットワークデバイスなど，ITリソースの稼働状態を監視でき
ます。また，SNMPトラップを使用して，IPスイッチの接続状態を監視できます。

イベント，統計レポート，未受諾レポートは，メールで送信して管理者に通知できるた
め，早急に対応できます。また，JP1/IM - Managerと連携すると，JP1/ITRMで発生し
た事象を JP1イベントとして JP1/IM - Managerに通知できます。

メールや JP1イベントの通知については，「2.13　ユーザーへの通知」を参照してくださ
い。

発行されたイベントは，イベント画面，またはリソース管理画面で確認できます。

イベント画面には，［エラー］タブ，［警告］タブなどがあり，イベントの種類を絞り込
んで確認できます。また，［イベント詳細］ダイアログボックスで，発生元，登録日時な
どの詳細情報を 1件ごとに確認できます。

リソース管理画面のトポロジービューエリアでは，ITリソースの状態がアイコンで表示
されるだけではなく，ITリソースの接続関係も確認できます。

イベント画面の［エラー］タブが選択されたときの画面例を次の図に示します。

図 2-47　エラーが発生した場合の画面例

イベントの重要度は，アイコンで表示されます。
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• 情報（ ）

ITリソースが正常状態に遷移したことを通知するイベントを示します。
• 警告（ ）

ITリソースに異常状態につながるおそれがある事象が発生していることを通知するイ
ベントを示します。

• エラー（ ）

ITリソースに障害が発生していたり，認証に失敗したりしていることを通知するイベ
ントを示します。

イベント画面については，「1.4.5　イベント画面」を参照してください。また，［イベン
ト］タブについては，「2.6.2(1)　イベント情報の表示」を参照してください。
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2.11　性能情報の管理
ここでは，ITリソースの性能情報の管理について説明します。

JP1/ITRMは，ITリソースの CPU使用率やディスクの空き容量などの情報を収集し，
リソース管理画面に表示します。それぞれの性能情報にはしきい値を設定し，超えた場
合にはイベントを発行して通知するため，障害が発生する前に対策できます。

2.11.1　性能情報の収集
性能情報の収集は，任意のタイミングで実行したり，設定した間隔で自動実行したりで
きます。

現在の情報を数値で表示したり，指定した期間の情報をグラフで表示して性能情報の推
移を確認したりできるので，現状の ITリソースの性能の把握や分析に役立てられます。

CPU使用率を表示した例を次の図に示します。

図 2-48　性能情報の表示例（CPU使用率）

JP1/ITRMが収集する性能情報および性能情報の計算式については，「付録 G.1　収集す
る性能情報と計算式」を参照してください。

2.11.2　性能情報のしきい値監視
収集した性能情報の値がしきい値を超えた場合にイベントを発行して，管理者に通知し
ます。

しきい値は，ITリソースごとに監視テンプレートで設定します。

監視テンプレートには，性能情報ごとに，警告およびエラーのしきい値を設定できます。
監視テンプレートの例を次の図に示します。
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図 2-49　監視テンプレート

監視テンプレートは，デフォルトを JP1/ITRMが提供しています。監視テンプレートは，
設定画面の［監視テンプレート管理］エリアで確認できます。必要に応じてしきい値を
［監視テンプレートの編集］画面でカスタマイズしてください。

デフォルトの監視テンプレートに設定されているしきい値については，「付録 G.2　監視
テンプレート」を参照してください。
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2.12　レポート出力
ここでは，JP1/ITRMのレポートについて説明します。

JP1/ITRMは，発行したイベントや収集した性能情報などの一覧や統計を，レポート画
面に出力できます。

レポートを表示することで，エラーイベントの発生傾向を分析したり，性能障害が多発
している ITリソースを確認したりできます。

また，jirmreportコマンドを使用して，割り当て予約の状況や割り当て実績を CSV
ファイルに出力することもできます。収集する期間や対象にする ITリソースなどをオプ
ションで指定できるため，目的に応じたレポートを出力できます。jirmreportコマン

ドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」を参照してください。

なお，JP1/ITRMが発行したイベント，収集した性能情報，受諾されていないイベント
などのレポートを，ITリソース管理者にメールで送信することもできます。メールでの
レポートの送信については，「2.13.2　メールでの通知」を参照してください。

2.12.1　レポートの種類
JP1/ITRMでは，指定したリソースグループや業務グループ単位でレポートを出力でき
ます。レポートの種類は，レポート画面に出力する場合と jirmreportコマンドで出力

する場合で異なります。レポート画面と jirmreportコマンドで出力できるレポートの

内容を次の表に示します。

表 2-37　レポート画面と jirmreportコマンドで出力できるレポートの内容

（凡例）
○：出力できる。
△：一部の情報を出力できる。

レポートの種類 出力の可否

レポート画面 jirmreportコマンド

リソース状態レポート ○ －

イベントレポート ○ －

性能レポート ○ －

割り当てレポート ○ △

予約状況・予約実績一覧レポート － ○

リソース使用量レポート － ○

リソース使用量（時間推移）レ
ポート

－ ○
121



2.　JP1/ITRMの機能
－：出力できない。

次に，それぞれのレポートについて説明します。

！！！！ 注意事項
 

ホーム画面，リソース管理画面，レポート画面，jirmreportコマンドによって，割り当て

の対象となる ITリソースの条件や割り当てられているとして扱う ITリソースの条件は，異
なります。割り当てできる ITリソースの条件および割り当てられているとして扱う ITリ
ソースの条件については，「付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てら
れているとして扱う ITリソースの条件」を参照してください。
それぞれの画面については，次の個所を参照してください。
• ホーム画面（1.4.1　ホーム画面）
• リソース管理画面（1.4.2　リソース管理画面）
• レポート画面（1.4.6　レポート画面）
• jirmreportコマンド（マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」）

（1） リソース状態レポート

ITリソースごとに，稼働状況や性能情報に基づいたリソースの状態を表示できます。

現在のリソース状態，期間中のリソース状態，およびリソース状態ランキングが，レ
ポート画面のレポート表示エリアに表示されます。

現在のリソース状態
不明，警告など ITリソースの状態に分類して，ITリソースの件数を表示できます。
リソース状態レポートは，認証状態，性能などリソースの状態種別で分類されます。
分類レポートは，サーバ，ストレージなどのデバイス種別や，HITACHI，
VMware,Inc.などのベンダで分類されます。

図 2-50　レポート表示エリア－現在のリソース状態
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期間中のリソース状態
指定した期間内で，ITリソースを利用できた期間，異常，警告などの割合が表示で
きます。
サーバ，ストレージなどのデバイスの種別や，HITACHI，VMware,Inc.などのベン
ダで分類されます。

図 2-51　レポート表示エリア－期間中のリソース状態

リソース状態ランキング
指定した期間内で，リソースの状態の割合が多いホストを順に表示できます。リ
ソースの状態は，異常，警告，または正常から選択できます。

図 2-52　レポート表示エリア－リソース状態ランキング

（2） イベントレポート

イベントの件数や，エラーイベントが多いホストを表示できます。

イベント発生状況，およびイベント発生ランキングが，レポート画面のレポート表示エ
リアに表示されます。

イベント発生状況
指定した期間内に発生したイベントの件数が，エラー，警告，および正常の状態ご
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とに表示できます。
サーバ，ストレージなどのデバイスの種別や，HITACHI，VMware,Inc.などのベン
ダで分類されます。

図 2-53　レポート表示エリア－イベント発生状況

イベント発生ランキング
指定した期間内で，イベント重要度の件数が多いホストを順に表示できます。イベ
ント重要度は，エラー，重要，またはすべてから選択できます。

図 2-54　レポート表示エリア－イベント発生ランキング

（3） 性能レポート

収集した性能情報を表示できます。

現在の性能状態，期間中の性能状態，および性能ランキングが，レポート画面のレポー
ト表示エリアに表示されます。

現在の性能状態
不明，異常など ITリソースの状態ごとに ITリソースの件数が表示できます。
デバイスの種別や，HITACHI，VMware,Inc.などのベンダで分類されます。
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図 2-55　レポート表示エリア－現在の性能状態

期間中の性能状態
指定した期間内の性能状態が，異常，警告，および正常の ITリソースの件数を表示
できます。
デバイスの種別や，HITACHI，VMware,Inc.などのベンダで分類されます。

図 2-56　レポート表示エリア－期間中の性能状態

性能ランキング
指定した期間内で，性能情報の値が高いホストを順に表示できます。
性能情報は，CPU使用率，メモリ使用率，ディスク I/O性能，FCインターフェー
ス使用率，IPインターフェース使用率から選択できます。
なお，ITリソースの種類によって，累計値を取得できるものと瞬間値しか取得でき
ないものがあります。このため，瞬間的に負荷が高い ITリソースが，ランキングの
上位に表示されることがあります。
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図 2-57　レポート表示エリア－性能ランキング

（4） 割り当てレポート

割り当てレポートでは，物理ホストおよび仮想ホストが割り当てられた実績および予定
を表示できます。割り当てレポートの表示例を次の図に示します。

物理ホスト割り当て実績，物理ホスト割り当て予定などが，レポート画面のレポート表
示エリアに表示されます。

物理ホスト割り当て実績※ 1

指定した期間内で，総ホスト数，割り当て済みホスト数，CPU使用率，およびメモ
リ使用率の実績を，物理ホストの対象 OSごとに表示できます。
CPU使用率およびメモリ使用率は，割り当て済みホストの使用率の平均値です。
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図 2-58　レポート表示エリア－物理ホスト割り当て実績

物理ホスト割り当て予定※ 1

指定した期間内で，総ホスト数，および割り当て済みホスト数の予定を，物理ホス
トの対象 OSごとに表示できます。
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図 2-59　レポート表示エリア－物理ホスト割り当て予定

仮想化ソフトウェア割り当て実績※ 1，※ 2

指定した期間内で，業務グループまたはリソースグループに属する仮想化ソフト
ウェアのリソースを，予約されている，または占有リソースグループに属する仮想
ホストがどれくらい使用したか表示できます。総性能，割り当て性能，および使用
率の実績を表示できます。
グラフに表示する性能情報は，CPUまたはメモリです。
総性能とは，業務グループに関連づけられたリソースグループに登録されている仮
想化ソフトウェアのリソース量の合計です。
割り当て性能とは，総性能の対象となる仮想化ソフトウェア上で動作するすべての
仮想ホストのリソース量のうち，予約されている，または占有リソースグループに
属する仮想ホストの予約スペックの合計です。総性能の対象ではない仮想化ソフト
ウェア上で動作する仮想ホストは対象外です。
使用率とは，割り当て済み性能を 1とした場合の仮想化ソフトウェアの使用率です。
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図 2-60　レポート表示エリア－仮想化ソフトウェア割り当て実績

仮想化ソフトウェア割り当て予定※ 1，※ 2

指定した期間内で，業務グループまたはリソースグループに属する仮想化ソフト
ウェアのリソースを，予約されている，または占有リソースグループに属する仮想
ホストがどれくらい使用するか表示できます。総性能，および割り当て性能の量の
予定を表示できます。
グラフに表示する性能情報は，CPUまたはメモリです。
総性能とは，業務グループに関連づけられたリソースグループに登録されている仮
想化ソフトウェアのリソース量の合計です。
割り当て性能とは，総性能の対象となる仮想化ソフトウェア上で動作するすべての
仮想ホストのリソース量のうち，予約されている，または占有リソースグループに
属する仮想ホストの予約スペックの合計です。総性能の対象ではない仮想化ソフト
ウェア上で動作する仮想ホストは対象外です。
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図 2-61　レポート表示エリア－仮想化ソフトウェア割り当て予定

物理ホスト CPU使用率ランキング※ 3

指定した期間内で，物理ホストの CPU使用率の平均値を物理ホストの OSごとに表
示できます。
CPU使用率の平均値は，上位または下位の順で表示できます。

図 2-62　レポート表示エリア－物理ホスト CPU使用率ランキング

物理ホストメモリ使用率ランキング※ 3

指定した期間内で，物理ホストのメモリ使用率の平均値を物理ホストの OSごとに
表示できます。
メモリ使用率の平均値は，上位または下位の順で表示できます。
130



2.　JP1/ITRMの機能
図 2-63　レポート表示エリア－物理ホストメモリ使用率ランキング

仮想化ソフトウェア CPU使用率ランキング※ 3

指定した期間内で，仮想化ソフトウェアの CPU使用率の平均値を表示できます。
仮想化ソフトウェアの CPU使用率の平均値は，上位または下位の順で表示できま
す。

図 2-64　レポート表示エリア－仮想化ソフトウェア CPU使用率ランキング

仮想化ソフトウェアメモリ使用率ランキング※ 3

指定した期間内で，仮想化ソフトウェアのメモリ使用率の平均値を表示できます。
仮想化ソフトウェアのメモリ使用率の平均値は，上位または下位の順で表示できま
す。
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図 2-65　レポート表示エリア－仮想化ソフトウェアメモリ使用率ランキング

注※ 1
これらのレポートは，割り当て可否に関係なく，JP1/ITRMの管理対象となるすべ
ての ITリソースが対象となります。ホーム画面およびリソース管理画面では，その
時点で割り当てできる ITリソースだけを対象に情報が表示されるため，これらのレ
ポートの割り当ては，ホーム画面およびリソース管理画面とは扱いが異なります。

注※ 2
手動で仮想ホストを管理対象に設定した場合，どの仮想化ソフトウェア上で動作す
るかわからないため，JP1/ITRMが発見するまではレポートの対象外です。

注※ 3
リソースグループに登録され，さらにそのリソースグループが業務グループに関連
づけられている物理ホストまたは仮想化ソフトウェアだけです。
リソースグループに登録されていない物理ホストまたは仮想化ソフトウェアはレ
ポートに表示されません。また，リソースグループに登録されていても，業務グ
ループに関連づけられていない物理ホストまたは仮想化ソフトウェアは，業務グ
ループ単位でレポートを表示した場合に表示されません。ただし，現在関連づけを
解除していても，指定したレポート表示期間中に業務グループと関連づけられてい
た場合はレポートに表示されます。

なお，割り当てレポートのうち，次のレポートは jirmreportコマンドでも出力できま

す。

• 物理ホスト割り当て実績
• 物理ホスト割り当て予定
• 仮想化ソフトウェア割り当て実績
• 仮想化ソフトウェア割り当て予定

詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」
の jirmreportコマンドの説明を参照してください。
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（5） 予約状況・予約実績一覧レポート

指定した期間より前に完了している予約や，指定した期間内に実行予定の予約などの情
報が出力できます。予約 IDごとに，開始日時，終了日時，状態，予約しているすべての
ITリソースのスペックなどを確認できます。

予約状況・予約実績一覧レポートは，jirmreportコマンドで出力できます。詳細につ

いては，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を参照
してください。

（6） リソース使用量レポート

ITリソースの使用量の履歴が出力できます。管理対象となっているすべての ITリソー
スが対象になります。ITリソースごとに，状態，CPU使用率，メモリ使用率，ディスク
空き容量などを確認できます。

リソース使用量レポートは，jirmreportコマンドで出力できます。詳細については，

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を参照してくだ
さい。

（7） リソース使用量（時間推移）レポート

管理状態である仮想化ソフトウェアおよび仮想ホストの性能履歴の一覧を，1時間ごとに
過去 31日間分出力できます。CPU使用率，メモリ使用率などを確認できます。

リソース使用量（時間推移）レポートは，jirmreportコマンドで出力できます。詳細

については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を
参照してください。

2.12.2　レポートの印刷
レポートの内容は，［印刷］ボタンをクリックすると，HTML形式で別の画面に表示さ
れます。その画面から，レポートを印刷したり，レポートのデータをコピーしたりでき
ます。
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2.13　ユーザーへの通知
ここでは，JP1/ITRMが検知した事象の通知について説明します。

JP1/ITRMは，新しい ITリソースを発見したり，監視している性能情報がしきい値を超
えたりした場合にイベントを発行します。イベントは，イベント画面で確認できますが，
メールや JP1イベントでユーザーに通知することもできます。そのほか，イベントの統
計レポートなどもメールで通知できます。

メールや JP1イベントで通知できる内容を次の表に示します。

表 2-38　メールや JP1イベントで通知する項目

（凡例）
○：通知できる。
×：通知できない。

注※
発行される JP1イベントの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager リファレンス」を参照してください。

2.13.1　イベントでの通知
JP1/ITRMは，システムを運用する上で発生するさまざまな事象を，イベントとして通
知します。イベントは，イベント画面に一覧で表示したり，［イベント詳細］ダイアログ
ボックスで 1件ごとに詳細表示したりできます。

2.13.2　メールでの通知
JP1/ITRMでイベントが発生したり，探索が完了したりするたびに，ITリソース管理者
にメールで通知します。

メールの通知は，通信元アドレス，メールサーバ名などを設定画面の［メールサーバ設
定］エリアで設定してください。

項目 説明 メール
通知

JP1イベン
ト※

イベントの通知 JP1/ITRMが発行するイベントをメールで通知しま
す。また，JP1/ITRMで発生した事象が JP1イベ
ントとして発行されます。

○ ○

未受諾レポートの通
知

イベント画面で受諾されていないイベントを一覧に
して通知します。

○ ×

統計レポートの通知 JP1/ITRMが発行したイベントや，収集した性能情
報を一覧にして通知します。

○ ×

ITリソース探索完了
の通知

ITリソースの探索完了（正常終了 /異常終了 /キャ
ンセル）を通知します。

○ ×
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メールで通知できる内容を，次に示します。

• JP1/ITRMが発行したイベント
イベントが発行されるたびに通知します。通知するイベントは，次の組み合わせで指
定できます。
• エラーイベント
• エラーイベントおよび警告イベント
• すべてのイベント

• 未受諾レポート
受諾されていないイベント（未受諾イベント）を設定した時間に通知します。

• 統計レポート
JP1/ITRMが発行したイベントや，収集した性能情報を設定した時間に通知します。

• ITリソースの探索完了
ITリソースの探索が完了したことを通知します。異常終了，キャンセルなど，正常に
終了しなかった場合も，メールで通知します。

送信されるメールはHTML形式であるため，電子メールクライアントの表示形式は
HTML形式としてください。

なお，メールの文字コードには，UTF-8が使用されます。

メールに出力される項目は，日次レポート，週次レポート，月次レポートによって，次
の表のとおり異なります。

表 2-39　メールに出力される項目

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考

リソース状態レポート - 現
在のリソース状態 (応答な
し : 件数 ,異常 : 件数 ,警告 : 
件数 ,正常 : 件数 )

○ × × －

リソース状態レポート - 期
間中のリソース状態

○ ○ ○ －

リソース状態レポート - リ
ソース状態ランキング (異
常 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［リソース状態］：異常
［ランキング］：上位 10

リソース状態レポート - リ
ソース状態ランキング (警
告 )

× ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［リソース状態］：警告
［ランキング］：上位 10

イベントレポート - イベン
ト発生状況 (エラー : 件数 ,
警告 : 件数 ,正常 : 件数 )

× ○ ○ －
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イベントレポート - イベン
ト発生ランキング (エラー )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［イベント重要度］：エラー
［ランキング］：上位 10

イベントレポート - イベン
ト発生ランキング (重要 )

× ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［イベント重要度］：重要
［ランキング］：上位 10

イベントレポート - イベン
ト発生ランキング (すべて )

× ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［イベント重要度］：すべて
［ランキング］：上位 10

性能レポート - 現在の性能
状態 (不明 : 件数 ,異常 : 件
数 ,警告 : 件数 ,正常 : 件数 )

○ ○ ○ －

性能レポート - 期間中の性
能状態 (異常 : 件数 ,警告 : 
件数 ,正常 : 件数 )

○ ○ ○ －

性能レポート - 性能ランキ
ング (CPU使用率 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：CPU使用率
［ランキング］：上位 10
［メトリック］：未選択

性能レポート - 性能ランキ
ング (メモリ使用率 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：メモリ使用率
［ランキング］：上位 10
［メトリック］：未選択

性能レポート - 性能ランキ
ング (ディスク I/O性能 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：ディスク I/O性能
［ランキング］：上位 10
［メトリック］：未選択

性能レポート - 性能ランキ
ング (FCインターフェース
使用率 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：FCインターフェース使
用率
［ランキング］：上位 10
［メトリック］：未選択

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考
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性能レポート - 性能ランキ
ング (IPインターフェース
使用率 )

○ ○ ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：IPインターフェース使
用率
［ランキング］：上位 10
［メトリック］：未選択

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て予定
(Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て予定 (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て予定 (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て予定 (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て実績
(Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て実績 (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て実績 (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX

割り当てレポート - 物理ホ
スト割り当て実績 (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア割り当て予定
(CPU)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：CPU

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア割り当て予定 (
メモリ )

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：メモリ

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考
137



2.　JP1/ITRMの機能
割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア割り当て実績
(CPU)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：CPU

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア割り当て実績 (
メモリ )

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［性能情報］：メモリ

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率上位ラン
キング (Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率上位ラン
キング (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率上位ラン
キング (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率上位ラン
キング (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率上位ラン
キング (Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率上位ラン
キング (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率上位ラン
キング (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX
［ランキング］：上位 10

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考
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割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率上位ラン
キング (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率下位ラン
キング (Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率下位ラン
キング (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率下位ラン
キング (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
スト CPU使用率下位ラン
キング (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率下位ラン
キング (Windows)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Windows
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率下位ラン
キング (Linux)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：Linux
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率下位ラン
キング (HP-UX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：HP-UX
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 物理ホ
ストメモリ使用率下位ラン
キング (AIX)

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［対象 OS］：AIX
［ランキング］：下位 10

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考
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2.　JP1/ITRMの機能
（凡例）
○：出力される。
×：出力されない。
－：特になし。

2.13.3　JP1イベントでの通知
JP1/ITRMで発生した事象を JP1イベントとして発行できます。JP1/IM - Managerと
連携する場合の設定方法については，「9.2　JP1/IM - Managerとの連携に必要な設定」
を参照してください。発行される JP1イベントの種類については，マニュアル「JP1/IT 
Resource Management - Manager リファレンス」を参照してください。

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア CPU使用率
上位ランキング

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェア CPU使用率
下位ランキング

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［ランキング］：下位 10

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェアメモリ使用率
上位ランキング

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［ランキング］：上位 10

割り当てレポート - 仮想化
ソフトウェアメモリ使用率
下位ランキング

× × ○ レポート画面のレポート表示エリア
で次の項目を選択したときと同じ情
報を出力します。
［ランキング］：下位 10

項目 日次レ
ポート

週次レ
ポート

月次レ
ポート

備考
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2.　JP1/ITRMの機能
2.14　ユーザーとロールの管理
ここでは，ユーザーとロールの管理について説明します。

JP1/ITRMでは，ITリソースおよびシステムを安全に運用するために，ユーザー認証を
します。また，ロールを作成して，ITリソースへのアクセス制御ができます。

なお，ユーザーの追加，アカウントロックの解除およびロールの割り当ては，
jirmusermgrコマンドでも実行できます。jirmusermgrコマンドの詳細については，

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を参照してくだ
さい。

2.14.1　ユーザー管理
設定画面の［ユーザー管理］エリアで，ITリソース管理者を追加，編集，または削除で
きます。

図 2-66　［ユーザー管理］エリア

jp1adminは，管理者としてデフォルトで登録されています。この jp1adminは，ユー
ザーを管理するための権限である管理者ロールにほかのユーザーが登録されている場合
だけ削除できます。管理者ロールについては，「2.14.2　ロール管理」を参照してくださ
い。

ユーザーを追加するには，IDやパスワードなどのユーザー情報を設定します。ユーザー
を追加するときに指定するユーザー IDには，登録済みのユーザー IDを指定できませ
ん。

なお，JP1/ITRMへのログイン時にパスワードを 3回誤ると，ユーザーアカウントが
ロックされ，ログインできなくなります。また，ロックされたユーザーアカウントは，
［ユーザー管理］エリアの状態に「無効」と表示されます。

ロックの解除は，次の方法で実行できます。

• 特定のユーザーのロックを解除する
設定画面からロックを解除したいユーザーの［ユーザー設定］画面を表示させてロッ
クを解除します。

• すべてのユーザーのロックを解除する
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2.　JP1/ITRMの機能
JP1/ITRM Serviceおよび JP1/ITRM Web Serviceを再起動します。すべてのユー
ザーのロックが解除されるので注意してください。

2.14.2　ロール管理
設定画面の［ロール管理］エリアで，JP1/ITRMを管理するユーザーを作業分担に合わ
せてグループ化できます。このグループをロールといいます。ロールを作成し，権限を
設定することで，ロール単位で ITリソースへのアクセス制御を設定できます。ユーザー
は，複数のロールに所属できます。

ユーザーをロールに所属させない場合，そのユーザーは ITリソースを管理できません。
また，ユーザー本人の情報は編集できますが，ほかのユーザーを管理することはできま
せん。

ロールには，JP1/ITRMがデフォルトで提供している管理者ロール，リソース管理ロー
ルがあります。また，ITリソースの管理分担や役割に応じてユーザー作成ロールを作成
できます。

管理者ロール（ロール ID：_jp1admin）
このロールに所属するユーザーは，［ユーザー管理］エリアでユーザーを追加した
り，［ロール管理］エリアでロールを作成したりできます。

リソース管理ロール（ロール ID：_jp1resource）
このロールに所属するユーザーは，ITリソースの探索や通知など，ユーザー管理以
外を設定したり，リソースグループに対して，操作，参照したりできます。ITリ
ソースの情報を参照する権限を参照権限，操作する権限を操作権限といいます。

ユーザー作成ロール（ロール ID：アンダーバー（_）以外で始まる任意の文字列）
ユーザーが作成するロールです。ユーザー作成ロールには，次の情報を設定できま
す。
• 管理対象にするリソースグループ
• 操作権限および参照権限の両方を与えるか，またはどちらかだけを与えるか

なお，ユーザー作成ロールを追加するときに指定するロール IDには，登録済みの
ロール IDを指定できません。

管理者ロールおよびリソース管理ロールは削除できません。

デフォルトでは，管理者ロールとリソース管理ロールの両方に jp1adminが所属してい
ます。管理者ロールにほかのユーザーが所属していない場合，jp1adminを管理者ロール
から削除できません。また，管理者ロールに所属するすべてのユーザーを削除できませ
ん。

ロールによる ITリソースへのアクセス制御の概念を，次の図に示します。
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図 2-67　ロールによる ITリソースへのアクセス制御

この図では，ユーザー IDが jp1adminであるユーザーは，すべての ITリソースを操作
できるよう設定されています。ユーザー IDが admin_Bであるユーザーは，部署 B用の
ITリソース管理者として設定するため，resourceBというロールを作成しました。
resourceBに所属しているユーザー admin_Bは，部署 B用のリソースグループに所属し
ている ITリソースを参照，操作でき，部署 A用のリソースグループに所属している IT
リソースは参照だけできます。
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2.　JP1/ITRMの機能
2.15　ITリソース管理サーバの運用管理

ここでは，ITリソース管理サーバの運用管理について説明します。主に，ITリソース管
理サーバのメンテナンスについて説明します。

手順については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager 運用ガイド」
の JP1/ITRMのメンテナンスについて説明している章を参照してください。

コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リ
ファレンス」を参照してください。

2.15.1　データのバックアップとリストア
JP1/ITRMのデータをバックアップ，リストアできます。バックアップには
jirmbackupコマンド，リストアには jirmrestoreコマンドを使用します。

JP1/ITRMの jirmbackupコマンドを，Windowsのスケジュール実行機能または JP1/
AJS3に登録して，毎日自動でバックアップを取得することをお勧めします。

2.15.2　データの移行
JP1/ITRMの設定情報やデータベース情報をエクスポート，インポートできます。デー
タのエクスポートやインポートは，ITリソース管理サーバをリプレースする場合に，シ
ステム環境を移行するために利用できます。

エクスポートには jirmexportコマンド，インポートには jirmimportコマンドを使

用します。

2.15.3　データベースの再編成
ホストの追加や削除などを繰り返すと，JP1/ITRMのデータベースに断片化された空き
領域が発生し，データのアクセス効率および格納効率が低下することがあります。この
現象を回避するために，定期的にデータベースを再編成してください。

データベースの再編成は，1年に 1回程度定期的に実行するほか，バックアップ取得な
どのために JP1/ITRMを停止した場合にも実行することをお勧めします。

データベースを再編成するには，jirmdbreorgコマンドを使用します。

なお，データベースを再編成する場合は，あらかじめデータベースのバックアップを取
得してください。
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3　 他製品との連携
この章では，JP1/ITRMと他製品との連携について説明しま
す。

3.1　Link&Launch機能

3.2　JP1/IM - Managerとの連携

3.3　JP1/NETM/Auditとの連携
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3.1　Link&Launch機能

Link&Launch機能は，リソース管理画面で選択された ITリソースに対して，あらかじ
め登録した URLを呼び出す機能です。外部ツールの URLを登録しておけば，ITリソー
スの管理に必要なツールをすぐに呼び出して作業できます。

Link&Launch機能を使用してURLを呼び出す例を次の図に示します。

図 3-1　 Link&Launch機能を使用して URLを呼び出す例

呼び出した URLは別の画面で表示されます。

呼び出す URLは，設定画面で登録します。ITリソースごとに複数のURLを登録できま
す。また，URLには，対象の ITリソースの IPアドレスを変数として指定できます。
146



3.　他製品との連携
3.2　JP1/IM - Managerとの連携

JP1/IM - Managerは，システム全体の一元的な監視と操作を実現することで，システム
を統合管理する製品です。JP1/ITRMは，JP1/IM - Managerと連携することで，JP1/
IM - Managerから JP1イベントを一元的に監視できます。

JP1/IM - Managerの機能および操作の詳細については，JP1/IM - Managerのマニュア
ルを参照してください。

3.2.1　連携機能の種類
JP1/IM - Managerと連携できる機能について説明します。

（1） JP1イベント連携

JP1イベントは，JP1/Base経由で JP1/IM - Managerに転送されます。これによって，
JP1/IM - Viewの［イベントコンソール］画面から，JP1イベントを一元的に監視できま
す。

（2） モニター起動連携

JP1/IM - Viewに呼び出す画面を定義しておくことで，JP1イベントから関連する JP1/
ITRMの画面を表示できます。例えば，デプロイが失敗したという JP1イベントから，
デプロイ結果を示す画面を表示できます。これによって，発生した事象の原因調査や対
策を迅速に進めることができます。

（3） 統合機能メニュー連携

JP1/IM - Viewの統合機能メニューに登録することで，JP1/IM - Viewから JP1/ITRMに
接続できます。

3.2.2　JP1イベントの属性
JP1イベントを発行するときに設定する属性について説明します。JP1イベントの属性
は，基本属性と拡張属性の構成で定義します。

表 3-1　JP1イベントの属性の概要

JP1イベントの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 

属性種別 概要

基本属性 イベント IDおよび JP1イベントメッセージの属性種別です。

拡張属性 共通情報 JP1/IMで規定されている属性項目です。

固有情報 JP1/ITRM独自の属性項目を追加する種別です。
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Manager リファレンス」を参照してください。
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3.3　JP1/NETM/Auditとの連携

JP1/NETM/Auditは，「だれが」，「いつ」，「どのような操作を実行したか」を示した監査
ログを収集・管理して，システム全体の内部統制の評価と監査を支援するプログラムで
す。JP1/NETM/Auditと連携することで，JP1/ITRMで出力した監査ログを JP1/
NETM/Auditで収集・一元管理できます。

JP1/NETM/Auditの機能および操作の詳細については，JP1/NETM/Auditのマニュアル
を参照してください。

JP1/ITRMの監査ログについては，「付録 H　監査ログの出力」を参照してください。
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第 3編　設計編

4　 JP1/ITRMの導入設計
この章では，JP1/ITRMを使った ITリソース管理システムの
設計時に検討しておく項目について説明します。

4.1　導入設計の概要

4.2　システムの設計

4.3　運用の設計

4.4　他製品との連携の検討
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4.　JP1/ITRMの導入設計
4.1　導入設計の概要
JP1/ITRM導入時の設計には，JP1/ITRMを使ったシステムを構築するための設計と，
JP1/ITRMを使ってシステムを運用するための設計があります。

• システム構築のための設計
JP1/ITRMを使用するために必要なシステム性能やシステム構成について検討するこ
とです。

• システム運用のための設計
JP1/ITRMを運用するに当たって，ユーザーを管理したり，イベントを管理したりす
る方法について検討することです。

4.1.1　導入の流れ
JP1/ITRMを導入する流れを，次の図に示します。

図 4-1　JP1/ITRMを導入する流れ

JP1/IM - Managerなどの他製品と連携する場合には，この節で説明する項目以外にも検
討しておく項目があります。他製品と連携する場合については，「4.4　他製品との連携
の検討」も参照してください。

4.1.2　導入のための検討項目
JP1/ITRM導入時の検討項目と，このマニュアルでの説明個所を次の表に示します。詳
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4.　JP1/ITRMの導入設計
細については，それぞれの説明個所を参照してください。

表 4-1　JP1/ITRM導入時の検討項目

導入時の検討項目 説明個所

システム設計 システム構成に関する項目 4.2.1　動作環境の確認

4.2.2　システム構成の検討

4.2.3　ネットワーク構成の検討

4.2.4　インストールとセットアップ（環境設定
項目）の検討

見積もりに関する項目 4.2.5　メモリ所要量およびディスク占有量の見
積もり

4.2.6　データベース領域の見積もり

障害対策に関する項目 4.2.7　障害対策の検討

4.2.8　メンテナンスの検討

運用設計 ITリソースの探索に関する項目 4.3.1　管理対象の ITリソースの検討

4.3.2　ITリソースの探索と収集のタイミング
の検討

ITリソースの管理に関する項目 4.3.3　ITリソースのグループの検討

4.3.4　予約の運用方法の検討

ITリソースの監視に関する項目 4.3.5　監視テンプレートの検討

4.3.6　イベント管理の検討

ユーザー管理に関する項目 4.3.7　ユーザー管理の検討

監査ログに関する項目 4.3.8　監査ログの検討
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4.2　システムの設計
この節では，システムを構築する前に検討しておく項目について説明します。

4.2.1　動作環境の確認
JP1/ITRMの動作環境を確認してください。JP1/ITRMの前提 OSおよび前提プログラ
ムのバージョンや種類については，リリースノートを参照してください。

4.2.2　システム構成の検討
ITリソース管理システムのシステム構成例について説明します。

（1） 基本的なシステム構成例

JP1/ITRMを使った基本的なシステム構成の例を次の図に示します。JP1/ITRMはエー
ジェントレスで ITリソース管理を実現するため，ITリソース管理サーバおよび ITリ
ソース管理者が操作するWebコンソールで構成されます。

図 4-2　基本的なシステム構成例

（2） HVMを管理対象にする場合のシステム構成例

HVMを管理対象にする場合のシステム構成例を次の図に示します。HVMを管理対象に
する場合，基本的なシステム構成に加えて，OSの配布を管理する JP1/SC/DPM，およ
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び LUを作成するストレージを管理するHitachi Device Managerが必要です。

図 4-3　HVMを管理対象にする場合のシステム構成例

なお，HVM上の仮想ホストと JP1/SC/DPMは，同一のサブネットに属している必要が
あります。

（3） クラスタシステムでの構成例

JP1/ITRMはクラスタシステムに対応しています。JP1/ITRMをクラスタ運用している
場合は，実行系に障害が起きると，待機系にフェールオーバーして，ITリソースの管理
を継続します。

クラスタシステムでの構成例を次の図に示します。
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図 4-4　システム構成例（クラスタ運用の場合）

4.2.3　ネットワーク構成の検討
JP1/ITRMは，パケットフィルタリング型，NAT（スタティックモード）型のファイア
ウォールに対応しています。システム内にファイアウォールを設定する場合，JP1/ITRM
の通信をファイアウォールが許可するように設定してください。

JP1/ITRMが使用するポート番号は変更できます。変更した場合は，変更後のポート番
号を使った通信をファイアウォールが許可するように設定してください。

JP1/ITRMがデフォルトで使用するポート番号およびファイアウォールの通過方向につ
いては，「付録 C　ポート番号一覧」を参照してください。

4.2.4　インストールとセットアップ（環境設定項目）の検討
次に示す項目は，JP1/ITRMのインストール時に必要な情報です。運用環境に応じて決
めておいてください。

• ユーザー情報
• インストール先フォルダ
デフォルトは，システムドライブ :¥Program Files (x86)¥Hitachiです。
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• 仮想イメージテンプレート格納フォルダ
仮想イメージテンプレートを格納するフォルダを指定します。デフォルトは，ITRM
パス ¥JP1ITRM¥templateです。

• 退避イメージ格納フォルダ
退避イメージを格納するフォルダを指定します。デフォルトは，ITRMパス
¥JP1ITRM¥imageStoreです。

• サーバアクセス情報
JP1/ITRMで使用するポート番号と，メールを送信する場合の識別名を指定します。

• DCOMの設定
• ネットワーク環境の設定
• スタートメニューに表示するプログラムフォルダ名
デフォルトは，「JP1_IT Resource Management - Manager」です。

4.2.5　メモリ所要量およびディスク占有量の見積もり
JP1/ITRMを実行するために必要なメモリ所要量およびディスク占有量を見積もってく
ださい。

（1） メモリ所要量

JP1/ITRMで必要なメモリ所要量については，JP1/ITRMのリリースノートを参照して
ください。

（2） ディスク占有量

JP1/ITRMで必要なディスク占有量については，「4.2.6　データベース領域の見積もり」
および JP1/ITRMのリリースノートを参照してください。

4.2.6　データベース領域の見積もり
JP1/ITRMでは，jirmsetupコマンドを実行する際，作成するデータベースの規模を引
数で指定します。データベースの規模は，管理対象にする物理ホストおよび仮想ホスト
の数と関係します。データベースの規模ごとに管理できるホスト数の目安を表 4-2に示
します。管理対象にするホスト数を見積もり，データベースの規模を決めておいてくだ
さい。

jirmsetupコマンドを実行するときに指定するデータベースの規模の種類，データベー

スの規模ごとに管理できるホスト数，および必要なディスク容量について，次の表に示
します。なお，jirmsetupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。
157
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表 4-2　セットアップ時に指定するデータベースの規模および必要なディスク容量

注※
管理対象のホストの構成の違いによって，実際に管理できるホスト数は増減します。

クラスタ環境を使って JP1/ITRMを運用する場合に，必要な共有ディスクとローカル
ディスクのディスク容量について，次の表に示します。

表 4-3　クラスタ環境で運用する場合に必要なディスク容量

注意事項
実際に運用する場合は，表 4-2または表 4-3のデータベースの最大容量（ギガバイ
ト）に記載されているディスク容量を，必ず確保してください。
JP1/ITRMでは，データベース領域が不足した場合に，データベース自動増分機能
によって，データベース領域をデータベースの最大容量まで自動で拡張します。
データベース領域のディスク容量が不足すると，次に示す警告メッセージがログ
ファイルに出力されます。

このメッセージが出力された場合，データベース領域のディスク空き容量を必ず増
やしてください。データベース領域の拡張時にディスク容量が不足していると，
データの書き込みでエラーが発生して，データベースが不正な状態になるおそれが

データベースの
規模を指定する

引数

管理できるホスト数（台）※ セットアップ時に必要な
ディスク容量（ギガバイ

ト）

データベースの最大
容量（ギガバイト）

N30 30 8.0 29.0

N400 400 36.0 179.0

N700 700 136.0 287.0

N1000 1,000 225.0 395.0

N1500 1,500 349.0 599.0

データ
ベース
の規模
を指定
する引
数

セットアップ時に必要なディスク容量（ギガ
バイト）

データベースの最大容量（ギガバイト）

共有ディスク ローカルディスク 共有ディスク ローカルディスク

N30 7.3 0.7 28.3 0.7

N400 27.0 9.0 170.0 9.0

N700 121.0 15.0 272.0 15.0

N1000 204.0 21.0 374.0 21.0

N1500 319.0 30.0 569.0 30.0

KNAR20614-W データベースを自動増分させるための，ディスク空き容量が少なくなっていま
す。
158



4.　JP1/ITRMの導入設計
あります。データベースが不正な状態になったあと，ディスクの空き容量を確保し
てもデータベースは回復しません。

4.2.7　障害対策の検討
JP1/ITRMで障害が発生した場合，資料採取ツールで情報を採取できます。資料採取
ツールで採取した資料はサイズが非常に大きくなるため，ツールの実行前にサイズを見
積もり，ディスク容量を確認してください。資料採取ツールで採取する資料のサイズの
見積もり方法については，リリースノートを参照してください。資料採取ツールの実行
方法などについては，「5.5.2　JP1/ITRMの障害に備えた設定」を参照して，必要な対策
を検討してください。

4.2.8　メンテナンスの検討
JP1/ITRMの導入後は，定期的に運用環境をメンテナンスするよう計画を立ててくださ
い。JP1/ITRMで検討する主なメンテナンスの作業を次に示します。

• バックアップ
障害発生や誤操作に備えて，定期的にデータのバックアップを取得してください。
バックアップの手順については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager 運用ガイド」を参照してください。

• データベースの再編成
管理対象の追加や削除を繰り返すと，データベースに断片化された空き容量が発生し，
処理速度が遅くなることがあります。コマンドを実行し，定期的にデータベースを再
編成してください。データベースの再編成の手順については，マニュアル「JP1/IT 
Resource Management - Manager 運用ガイド」を参照してください。
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4.3　運用の設計
この節では，ITリソース管理システムを運用するに当たって，検討しておく項目につい
て説明します。

4.3.1　管理対象の ITリソースの検討
JP1/ITRMで管理する ITリソースを決めます。JP1/ITRMでは ITリソースを探索し，
発見された ITリソースを管理できるようになります。探索条件には，探索する IPアド
レスの範囲および ITリソースに接続するための認証情報を設定します。これらの情報を
把握しておいてください。

また，管理対象にされる ITリソースについて，JP1/ITRMがサポートしているかどうか
確認してください。サポートしている ITリソースについては，「付録 E　管理対象の IT
リソース一覧」を参照してください。

管理対象にする ITリソースが決定したら，JP1/ITRMが情報を取得できるように，IT
リソースで設定が必要です。設定手順については，「6.2　ITリソースを管理対象にする
ために必要な設定」を参照してください。

4.3.2　ITリソースの探索と収集のタイミングの検討
JP1/ITRMの導入後も，ホストの追加，削除などで ITリソースの構成情報は日々変更さ
れます。定期的に ITリソースを探索し，最新の構成情報を管理するように，スケジュー
ルを検討してください。

4.3.3　ITリソースのグループの検討
JP1/ITRMでは，ITリソースをリソースグループに登録して管理します。さらに，ITリ
ソースを利用する組織や業務を業務グループとして登録し，利用できるリソースグルー
プを関連づけておきます。こうすることで，膨大な ITリソースを所有していても，業務
グループの利用目的に合わせた物理ホストや仮想ホストを効率的に検索し，提供できる
ようになります。

また，リソースグループごとにロールを作成すると，リソースグループを操作・参照で
きる ITリソース管理者を定義することもできます。ITリソースの管理方法を検討し，
適切なリソースグループおよび業務グループを作成するようにしてください。

4.3.4　予約の運用方法の検討
JP1/ITRMでは，物理ホストおよび仮想ホストを予約できます。予約には，利用期間の
予約と保守期間の予約の 2つがあります。適切にスケジュールを立てることで，ITリ
ソースを効率的に使用できるようになります。
160



4.　JP1/ITRMの導入設計
それぞれの予約について検討する項目を説明します。

• 利用期間
ITリソース利用者がホストを使用する期間です。ホストの利用依頼があった場合に，
要件で検索して予約します。スペックや期間など，予約に必要な情報を利用依頼時に
提出してもらえる運用方法を検討してください。

• 保守期間
デプロイやリブートなど，保守作業を実行する期間です。各ホストで必要な保守作業
とそれぞれの作業時間を見積もり，保守計画を立ててください。

4.3.5　監視テンプレートの検討
JP1/ITRMでは，ITリソースを監視して，CPU使用率やディスクの空き容量などの性能
情報を収集できます。監視する項目には，それぞれしきい値を設定できます。性能情報
がしきい値を超えた場合には，イベントを発行したり，ITリソース管理者にメールで通
知したりできます。

監視する項目とそれぞれのしきい値は，監視テンプレートとして提供しています。環境
に応じて，監視テンプレートをカスタマイズしてください。監視テンプレートの詳細に
ついては，「付録 G.2　監視テンプレート」を参照してください。

4.3.6　イベント管理の検討
JP1/ITRMは，定期的に ITリソースを監視し，イベントを発行します。イベントは，
JP1/ITRMの画面で確認できますが，メールで ITリソース管理者に通知することもでき
ます。また，発行されたイベントをまとめたレポートを発行することもできます。

イベントには，エラーなど，早期に対処が必要な情報が含まれているため，イベント管
理は JP1/ITRMを運用する上で重要な作業です。メールの通知先やエラーイベントが通
知された場合の対処方法などを検討してください。

4.3.7　ユーザー管理の検討
ITリソース管理者には，次の作業があります。ユーザーの作業分担によって，適切な
ロールに所属させるように検討してください。

• ユーザーの管理
ユーザーの追加，削除のほか，ユーザーをロールに所属させたり，任意にロールを作
成したりできます。これらの作業を実行できるのは，管理者ロールに所属している
ユーザーです。

• ITリソースの管理
ITリソースの探索やすべてのリソースグループに対する操作ができます。これらの作
業を実行できるのは，リソース管理ロールに所属しているユーザーです。
ユーザーごとに，操作・参照できるリソースグループを定義したい場合は，リソース
グループ単位でロールを作成することもできます。
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4.3.8　監査ログの検討
JP1/ITRMでは，いつ，だれが，どのような操作をしたかを監査ログとして出力できま
す。

監査ログのファイルサイズや面数は，ユーザー設定プロパティファイル
（jp1itrm.properties）で指定します。

監査ログに出力される内容や出力形式については，「付録H　監査ログの出力」を参照し
てください。
162



4.　JP1/ITRMの導入設計
4.4　他製品との連携の検討
この節では，次に示す製品との連携について説明します。

• JP1/IM - Manager
• JP1/NETM/Audit

4.4.1　JP1/IM - Managerとの連携
JP1/IM - Managerと連携する場合に検討しておく項目について説明します。

（1） システム構成の確認

JP1/IM - Managerと連携する場合は，次の条件を満たしていることを確認してくださ
い。

• ITリソース管理サーバに，バージョン 09-00以降の JP1/Baseがインストールされて
いて，JP1/IM - Managerの管理対象として構成されていること。

• JP1/IM - View，JP1/IM - Manager，および ITリソース管理システム内の JP1/Base
のバージョンが 09-00以降であること。

JP1/IM - Managerと連携する場合のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 4-5　JP1/IM - Managerと連携する場合のシステム構成例

4.4.2　JP1/NETM/Auditとの連携の検討
JP1/NETM/Auditは，プログラムが出力する監査ログを一元管理できるプログラムです。
JP1/ITRMが出力する監査ログも JP1/NETM/Auditで管理できます。
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第 4編　構築編

5　 インストールとセットアッ
プ
この章では，JP1/ITRMのインストールとセットアップの方法
について説明します。また，アンセットアップとアンインス
トールの方法についても説明します。

5.1　インストールとセットアップの流れ

5.2　インストールする前に必要な作業

5.3　JP1/ITRMのインストール

5.4　バックアップデータの取得

5.5　JP1/ITRMのセットアップ

5.6　HTMLマニュアルの組み込み手順

5.7　アンセットアップとアンインストール
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5.1　インストールとセットアップの流れ
ここでは，JP1/ITRMをインストールする前に必要な作業から HTMLマニュアルを
JP1/ITRMに組み込むまでの作業について説明します。

インストールとセットアップの作業は，新規でインストールする場合と，バージョン
アップする場合で手順が異なります。それぞれの場合の作業の流れを，次の図に示しま
す。

図 5-1　作業の流れ（新規でインストールする場合）

図 5-2　作業の流れ（バージョンアップする場合）

なお，インストールおよびセットアップするユーザーは，Administrators権限が必要で
す。

クラスタ環境のセットアップについては，「8.2　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設
定」を参照してください。クラスタ環境のバージョンアップについては，「8.7　クラス
タ運用でのバージョンアップ」を参照してください。
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5.2　インストールする前に必要な作業
ここでは，JP1/ITRMをインストールする前に必要な作業について説明します。

5.2.1　OS環境の構築
インストール作業に入る前に，JP1/ITRMのセットアップ内容について検討して，設定
する内容をまとめておいてください。セットアップ内容の設計方法については，「4.　
JP1/ITRMの導入設計」を参照してください。

また，JP1/ITRMをインストールする前に，次の条件を満たす OSの環境を構築してく
ださい。

• JP1/ITRMの前提バージョンの OSであること
• JP1/ITRMの前提とするサービスパックやパッチが適用されていること

JP1/ITRMが前提とするサービスパックやパッチについては，JP1/ITRMのリリース
ノートを参照してください。

5.2.2　バージョンアップ前のデータのエクスポート
JP1/ITRMをバージョンアップする場合は，バージョンアップ時の失敗に備えて，
jirmexportコマンドを実行してユーザー設定プロパティファイルや JP1/ITRMの使用
ポート番号の情報およびデータベースに格納されているデータをエクスポートしておい
てください。データをエクスポートしておかないと，データベースのバージョンアップ
の失敗時にデータを復旧できないことがあります。

jirmexportコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager リファレンス」を参照してください。
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5.3　JP1/ITRMのインストール

ここでは，JP1/ITRMをインストールする手順について説明します。

インストールには，次の 2つの手順があります。

• 提供媒体を使ったインストール
• JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール

5.3.1　提供媒体を使ったインストール
提供媒体を使って JP1/ITRMをインストールする手順を次に示します。なお，JP1/
NETM/DMを使ったリモートインストールの方法については，マニュアル「JP1/
NETM/DM 運用ガイド 1 (Windows(R)用 )」を参照してください。

1. 提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，インストールする。
自動的に起動するインストーラーの指示に従ってインストールします。次の項目を入
力します。
なお，これらの項目は，新規でインストールする場合にだけ指定できます。バージョ
ンアップする場合は変更できません。

ユーザー情報
ユーザー情報を指定します。

インストール先フォルダ
インストール先のフォルダを指定します。指定したフォルダの下に JP1ITRM

フォルダが作成され，製品がインストールされます。インストール先フォルダの
デフォルトは，システムドライブ :¥Program Files (x86)¥Hitachiです。

JP1/ITRMのインストール先フォルダに指定できる場所は，固定ディスクだけで
す。リムーバブルディスク，ネットワークディスクなどにはインストールできま
せん。

仮想イメージテンプレートおよび退避イメージ格納フォルダ
JP1/ITRMで使用する仮想イメージテンプレートおよび退避イメージ格納フォル
ダを指定します。

サーバアクセス情報
サーバアクセス情報として，［HTTPポート番号］，［メール送信元識別名］など
を指定します。指定したメール送信元識別名は，ユーザー設定プロパティファイ
ルの CO.IDNameに設定されます。サーバアクセス情報の詳細を次の表に示しま
す。
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表 5-1　インストーラーで指定するサーバアクセス情報

注※
ほかのアプリケーションなどで使用されていないポート番号を設定してください。

DCOMの設定の選択
DCOMの設定を選択します。
DCOMの設定画面は，Windowsの DCOMの設定が無効状態の場合だけ表示さ
れます。
Windowsの DCOMの設定が無効状態の場合は，有効にする必要があります。

ネットワーク環境の選択
ネットワーク環境の最小帯域を選択します。
「100Mbps以下」を選択した場合は，JP1/ITRMで管理対象機器との通信量を制
御します。
「1Gbps以上」を選択した場合は，JP1/ITRMで管理対象機器との通信量を制御
しません。

プログラムフォルダ名
スタートメニューに表示されるプログラムフォルダ名を指定します。デフォルト
は，JP1_IT Resource Management - Managerです。

JP1/ITRMのインストールが完了すると，スタートメニューの［すべてのプログラ
ム］の［JP1_IT Resource Management - Manager］に次のメニューが登録されま
す。
• JP1_ITRMログイン画面
• JP1_ITRM コマンドプロンプト

設定項目 説明 インストール時のデフォルト値

［HTTPポート番号］※ HTTPポート番号を指定しま
す。

23500

［メール送信元識別名］ インストーラーを実行してい
るコンピュータ名を指定しま
す。

インストーラーを実行しているコ
ンピュータ名

［Webサーバ通信ポート番号］※ Webサーバ通信のポート番号
を指定します。

23501

［通信終了ポート番号］※ 通信を終了するポート番号を
指定します。

23502

［DBポート番号］※ データベースのポート番号を
指定します。

23503

［RMIポート番号］※ RMIのポート番号を指定し
ます。

23504

［APIポート番号］のチェック
ボックス

API機能を有効にします。 OFF

［APIポート番号］※ APIのポート番号を指定しま
す。

23505（API機能を有効にした場
合）
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2. Windowsをリブートする。
JP1/ITRMをインストールした場合には，必ずWindowsをリブートしてください。

なお，インストーラーの内容を記録するため，JP1/ITRMのインストール時に，次のロ
グファイルが作成されます。これは，インストールが異常終了した場合に必要な保守資
料となります。

Windowsのインストール先フォルダ

:¥Temp¥HITACHI_JP1_INST_LOG¥jp1itrm_inst{1|2|3|4|5}.log※

Windowsのインストール先フォルダ
:¥Temp¥HITACHI_JP1_INST_LOG¥jp1_itrm_mergemodule_inst{1|2|3|4|5}.l

og※

注※
ログファイルは 5つ作成され，それぞれ 1～ 5の数値が付いています。

5.3.2　インストール時の注意事項
JP1/ITRMをインストールする際は，次の内容について注意してください。

• JP1/ITRMをインストールする場合に，統合トレース機能（HNTRLib2）がインス
トールされていないときは，同時にインストールされます。このとき，Windowsのシ
ステム環境変数 Pathに HNTRLib2のパス（システムドライブ :¥Program Files 

(x86)¥Common Files¥Hitachi）が追加されます。

• インストールのパスを変更する場合，先に JP1/ITRMをアンインストールしてから，
再度インストールしてください。なお，JP1/ITRMのインストールパスを変更する場
合，バックアップから定義をリカバリーできません。再インストール後，定義を個別
に設定し直してください。

• JP1/ITRMのアンインストールでは，インストール後に作成した定義ファイル，ログ
ファイル，およびユーザーが修正することがあるファイルなどは削除しません。した
がって，JP1/ITRMを再インストールする前に，以前にインストールしたフォルダを
削除してください。ファイルが残っている状態で再インストールすると，プログラム
が正常に動作しなくなるおそれがあります。

• インストールする前に，すべてのプログラムが終了していることを確認してください。
• 指定するポート番号には，ほかのアプリケーションなどによって使用されるポート番
号と重複しないポート番号を指定してください。

• テンプレート格納先パスと退避イメージ格納先パスには異なるパスを指定してくださ
い。クラスタ環境のセットアップ時には，セットアップコマンドのオプションを使用
し，テンプレート格納先パスと退避イメージ格納先パスを共有ディスクのパスに指定
する必要があります。

• Windowsの DCOMの設定が無効の場合，DCOMの設定画面が表示されます。
Windowsの DCOMの設定を有効にしてください。
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5.4　バックアップデータの取得
JP1/ITRMをバージョンアップする場合，jirmexportコマンドを実行してデータをエ
クスポートしていないときは，バージョンアップ時の失敗に備えて，セットアップ前に
jirmbackupコマンドを実行してバックアップデータを取得しておいてください。イン

ストール前に取得したバックアップデータでは，上書きインストール後の JP1/ITRMと
バージョンが異なるため，リストアできません。必ず，上書きインストール後に
jirmbackupコマンドを実行してください。

また，ここで取得したバックアップデータを使用して jirmrestoreコマンドでリスト

アした場合，バージョンアップ前のデータにリカバリーされるため，リストア後に必ず
jirmsetupコマンドを -rオプションを指定して実行してください。

jirmbackupコマンド，jirmrestoreコマンド，および jirmsetupコマンドの詳細

については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を
参照してください。
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5.5　JP1/ITRMのセットアップ

ここでは，JP1/ITRMをセットアップする手順について説明します。

5.5.1　セットアップの手順
JP1/ITRMをインストールしたあとのセットアップについて説明します。JP1/ITRMの
セットアップでは，jirmsetupコマンドを実行します。

バージョンアップした場合は，-rオプションを指定した jirmsetupコマンドを実行し

てください。

セットアップの手順を次に示します。

1. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択する。
［ユーザー アカウント制御］ダイアログボックスが表示された場合，［はい］ボタンを
クリックしてください。

2. jirmsetupコマンドを実行する。

jirmsetupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

3. 新規インストールをする場合，ITリソースを管理対象に設定する。
ITリソースを管理対象に設定する方法については，「6.2　ITリソースを管理対象に
するために必要な設定」を参照してください。

4. バージョンアップする場合，ITリソースを管理対象にする設定がすべて完了している
か，「6.2　ITリソースを管理対象にするために必要な設定」を参照して再度確認す
る。

5. 次のどちらかの方法で ITリソースの情報を再収集する。
• 設定画面の［監視間隔設定］エリアで，［すべてを再収集］ボタンをクリックする。
• jirminfocollectコマンドを -allオプションと -dオプションを指定して実行

する。

jirminfocollectコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

注意事項
• jirmsetupコマンド実行時に，作成するデータベースのサイズを -dbscaleオ

プションで指定します。管理する物理ホストおよび仮想ホストの数に応じた引数
を指定してください。管理するホストの台数に対して作成したデータベースのサ
イズが小さいと運用中にエラーが発生するおそれがあります。
データベース領域の見積もりについては，「4.2.6　データベース領域の見積もり」
を参照してください。
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また，Windowsの DCOMの設定が無効の状態で JP1/ITRMをインストールし，
インストーラーで DCOMの設定を有効に変更しなかった場合，JP1/ITRMをセッ
トアップするときに DCOMの設定を有効に変更してください。

• バージョンアップの場合，jirmsetupコマンドを -rオプションを指定して実行

する前に JP1/ITRMのサービスを起動すると，サービスの起動に失敗します。ま
た，jirmsetupコマンドの実行前は jirmsetupコマンドと jirmrestoreコマ

ンド以外のコマンドは失敗する場合があります。
• バージョンアップのインストールに失敗した場合，エクスポートデータかバック
アップデータを使用してデータを復旧してください。データを復旧した後に
jirmsetupコマンドを -rオプションを指定して実行してください。

参考
 

画面右上の［ヘルプ］ボタンから HTMLマニュアルを表示させたい場合は，JP1/ITRMに
HTMLマニュアルを組み込む必要があります。HTMLマニュアルを組み込む手順について
は，「5.6　HTMLマニュアルの組み込み手順」を参照してください。

5.5.2　JP1/ITRMの障害に備えた設定
ここでは，JP1/ITRMの障害に備えた設定について説明します。バージョンアップした
場合はここでの設定は不要です。

（1） 障害解決に必要な調査資料の一括採取

JP1/ITRMでは障害発生時に資料を採取するための jirmgetlogsコマンドを提供して

います。このコマンドを実行すると，障害の解決に必要な調査資料となる情報を一括し
て採取できます。jirmgetlogsコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT 
Resource Management - Manager リファレンス」を参照してください。

また，障害が発生した場合にユーザモードプロセスダンプが必要となることがあります。
トラブル発生時にユーザモードプロセスダンプを取得するためには，あらかじめユーザ
モードプロセスダンプが出力されるように，レジストリを設定する必要があります。レ
ジストリの設定はシステム全体に対して影響を与えるため，設定にあたっては十分注意
してください。

（2） プロセス異常終了時にリブートするための設定

プロセスが異常終了した場合に JP1/ITRMをリブートするために，Microsoftへのエ
ラー報告を抑止するよう事前に設定してください。設定完了後にプロセスが異常終了し
た場合，JP1/ITRMは自動でリブートされます。

JP1/ITRMのプロセスが異常終了した場合，プロセスの起動が 10回リトライされます。
プロセスが起動しない場合，JP1/ITRMサービスが停止します。
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5.　インストールとセットアップ
クラスタ構成の場合は，異常終了したプロセスをリブートしないで，JP1/ITRMサービ
スが停止します。

参考
 

JP1/ITRMでは，Windowsのサービスで提供している回復機能は利用しません。そのため，
回復機能を使用したサービスは再起動しません。

（a）Windowsエラー報告の無効設定

JP1/ITRMはプロセスの異常終了時に再起動するように設定されています。

なお，プロセスが異常終了した場合，Windowsへのエラー報告のダイアログボックスが
表示されます。

このダイアログボックスが表示されると入力待ちとなって再起動ができないため，次の
設定方法で画面表示によるエラーの通知を抑止する必要があります。

1. スタートメニューから［管理ツール］－［サーバーマネージャー］を選択する。

2. サーバーマネージャーのホームページで，［リソースとサポート］領域を開いていな
い場合は展開する。

3.［Windowsエラー報告の構成］をクリックする。
すでにエラー報告を無効にしている場合は，［Windowsエラー報告をオンにする］と
表示されています。

4.［Windowsエラー報告の構成］ダイアログボックスで，［レポートを送信せず、この確
認画面も今後表示しません］を選択し，［OK］をクリックする。
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5.6　HTMLマニュアルの組み込み手順

所定のフォルダにHTMLマニュアルをコピーすることで，画面左上の［ヘルプ］ボタン
から HTMLマニュアルを参照できます。バージョンアップした場合も，同じ手順で
HTMLマニュアルを最新のバージョンに更新する必要があります。

HTMLマニュアルの組み込み手順を次に示します。

1. プログラムプロダクトに標準添付されているマニュアル CD-ROMを用意する。

2. ITリソース管理サーバに，マニュアルのコピー先のフォルダを作成する。

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager 設計・構築ガイド」の場合
ITRMパス
¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥ja¥ITSK¥HT

ML

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager 運用ガイド」の場合
ITRMパス
¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥ja¥ITUN¥HT

ML

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」の場合
ITRMパス
¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥ja¥ITRF¥HT

ML

マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager メッセージ」の場合
ITRMパス
¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥ja¥ITME¥HT

ML

3. 手順 2で作成したフォルダ配下に，マニュアル CD-ROMから次のファイルおよび
フォルダをコピーする。
• 対象

CSSファイルとすべての HTMファイルおよび FIGUREフォルダ
• 格納先ディレクトリ

CD-ROMドライブ ¥MAN¥3020¥0（先頭 4桁以降の資料番号 6桁※）D

注※
6桁に満たない場合は後ろに 00を追加します。

バージョンアップした場合は，ファイルおよびフォルダを上書きしてください。

4. コピー元のファイルをコピー先のファイルに上書きする。

コピー元
ITRMパス
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¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥INDEX.HTM

コピー先
ITRMパス
¥JP1ITRM¥system¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itrm¥help¥ja¥INDEX.H

TM
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5.7　アンセットアップとアンインストール
JP1/ITRMをアンインストールする場合は，先に JP1/ITRMをアンセットアップする必
要があります。

ここでは，JP1/ITRMをアンセットアップおよびアンインストールする手順について説
明します。

図 5-3　アンセットアップおよびアンインストールの流れ

5.7.1　JP1/ITRMのアンセットアップ
JP1/ITRMのアンセットアップ手順を次に示します。

1. JP1/ITRMのサービスが起動している場合は，JP1/ITRMのサービスを停止する。
次に示す順番でサービスを停止してください。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Service

2. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択する。
［ユーザー アカウント制御］ダイアログボックスが表示された場合，［はい］ボタンを
クリックしてください。

3. jirmunsetupコマンドを実行する。

データベースが削除されて，JP1/ITRMの設定が解除されます。jirmunsetupコマ
ンドについては，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレン
ス」を参照してください。

注意事項
jirmunsetupコマンドを実行しないでアンインストールすると，データベースが

削除されません。その場合，データベース格納フォルダを手動で削除してください。
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5.7.2　JP1/ITRMのアンインストール
JP1/ITRMのアンインストール手順を次に示します。

1. Windowsのサービスのダイアログボックスが表示されている場合は，Windowsの
サービスのダイアログボックスを閉じる。

2.［コントロールパネル］画面を表示して，［プログラムのアンインストール］をクリッ
クする。
［プログラムと機能］ダイアログボックスが表示されます。

3. 一覧から「JP1/IT Resource Management - Manager」を選択して，［アンインストー
ル］ボタンをクリックする。
指示に従ってアンインストールを進めると，プログラムがアンインストールされま
す。

4. リブートを要求された場合は，Windowsをリブートする。

5. ユーザーファイルを削除する。
インストール後に作成された定義ファイル，ログファイル，およびユーザーが修正す
ることがあるファイルは削除されません。これらのファイルを削除する場合，JP1/
ITRMをインストールしていたフォルダを，エクスプローラで削除してください。

参考
 

JP1/ITRMをアンインストールする場合，他製品が統合トレース機能（HNTRLib2）を使用
していないときは，統合トレース機能（HNTRLib2）も削除されます。

注意事項
アンインストールする前に，すべてのプログラムが終了していることを確認してく
ださい。
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この章では，JP1/ITRMの環境構築について説明します。

6.1　JP1/ITRMの環境構築の流れ

6.2　ITリソースを管理対象にするために必要な設定

6.3　デフォルトユーザーのパスワード変更

6.4　システムを構築するためのユーザーの追加

6.5　仮想イメージテンプレートを使用するための設定

6.6　管理対象とする ITリソースの探索と設定

6.7　リソースグループの作成と ITリソースの追加

6.8　リソースグループの業務グループへの関連づけ

6.9　ユーザー作成ロールの作成とユーザーの登録

6.10　構築時のトラブルシューティング
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6.1　JP1/ITRMの環境構築の流れ

JP1/ITRMの環境構築の概要を次の表に示します。

設定内容の詳細については，それぞれの説明個所を参照してください。

表 6-1　JP1/ITRMの環境構築で実施する設定の概要

（凡例）
○：必ず設定する。
△：必要に応じて設定する。

JP1/ITRMの構築時にトラブルが発生した場合の対処方法については，「6.10　構築時の
トラブルシューティング」を参照してください。

設定 設定内容 説明個
所

設定の
要否

ITリソースを管理対象にす
るために必要な設定

管理対象のホスト，ネットワークデバイス，およ
びストレージ装置に対して，JP1/ITRMを使用し
て情報を取得できるように設定します。

6.2 ○

デフォルトユーザーのパス
ワード変更

環境構築で使用するデフォルトユーザーのパス
ワードを変更します。

6.3 ○

システムを構築するための
ユーザーの追加

システムを構築するためのユーザーを追加します。
また，必要に応じてデフォルトユーザーを削除し
ます。

6.4 △

仮想イメージテンプレート
を使用するための設定

デプロイ時に仮想イメージテンプレートを使用で
きるように設定します。

6.5 ○

管理対象とする ITリソース
の探索と設定

ネットワーク上にある ITリソースを発見して，管
理対象として設定します。

6.6 ○

リソースグループの作成と
ITリソースの追加

ITリソースをリソースグループごとに分類しま
す。

6.7 ○

リソースグループの業務グ
ループへの関連づけ

ITリソースをリソースグループ単位で業務グルー
プに関連づけます。

6.8 ○

ユーザー作成ロールの作成
とユーザーの登録

ユーザーごとに，参照できるリソースグループや，
実行できる操作などを設定します。

6.9 △
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6.2　ITリソースを管理対象にするために必要
な設定

JP1/ITRMで ITリソースを管理対象とするためには，それぞれの ITリソースに対して，
事前に設定が必要です。

ここでは，管理対象となる ITリソースの設定について説明します。

6.2.1　管理対象となる ITリソースの種類
JP1/ITRMで管理対象とする ITリソースの種類を次の表に示します。

表 6-2　管理対象となる ITリソースの種類

注※
JP1/ITRM - Managerが管理する SCVMMでは，仮想化ソフトウェアとして

ITリソースの種類 ITリソースの詳細 説明個所

物理ホスト Windows Server 6.2.4

Linux

HP-UX

AIX

仮想ホスト VMware，Hyper-V，または HVM上で
構築された仮想ホスト

6.2.4
また，仮想化ソフトウェアの種
類に応じて，次の個所を参照し
てください。
VMwareの場合

6.2.5
Hyper-Vの場合

6.2.6
HVMの場合

6.2.7

仮想化ソフトウェア VMware 6.2.5

Hyper-V 6.2.6

HVM 6.2.7

仮想化環境管理ソフト
ウェア

vCenter 6.2.8

SCVMM※

ストレージ Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズ 6.2.9

SMI-Sストレージ

ネットワークデバイス IPスイッチ 6.2.10

FCスイッチ
181



6.　JP1/ITRMの環境構築
Hyper-Vだけをサポートします。

管理対象となる ITリソースの前提条件（ドライバのバージョンなど）を満たしていない
場合，重大な問題を引き起こしてしまうおそれがあります。そのため，ITリソースを初
めて JP1/ITRMの管理対象にするときは，業務稼働中は避け，本番前などに十分な評価
を実施する必要があります。評価する項目を次に示します。

• 管理対象となる ITリソースの探索
• 管理対象となる ITリソースを監視対象に追加
• 管理対象となる ITリソースの情報取得（情報の再収集）
• 管理対象となる ITリソースの性能および容量の監視

なお，管理対象となる ITリソースの機種，型番，ソフトウェアのバージョンなどについ
ては，「付録 E　管理対象の ITリソース一覧」を参照してください。

6.2.2　JP1/ITRMの環境を構築するネットワークの条件
ここでは，環境を構築するための条件について説明します。次の内容を確認して，必要
に応じて設定を見直してください。

• IPアドレス
管理対象とする LAN内で重複しないこと。

• 仮想ホストのネットワーク設定
管理対象とする LANに接続されていること。
単一の Hyper-Vサーバ内で，複数の仮想ネットワーク名として同じ文字列を設定して
いないこと。

• LPARのネットワーク設定
管理対象とする LANに接続されている共有 NICがあり，各 LPARに接続されている
こと。

• 管理 LAN
JP1/ITRM - Managerが管理する SCVMMとライブラリサーバ，Hyper-Vの名前解決
（FQDNから IPアドレス，および IPアドレスから FQDNへの変換）が正しくできる
こと。

6.2.3　管理対象となる ITリソースのホスト名の条件
JP1/ITRMで管理対象とする ITリソースで，ホスト名に使用できる文字の種類および文
字数を次に示します。条件を満たさない場合，収集した情報が正しく表示されないこと
があります。

表 6-3　ホスト名に使用できる文字の種類および文字数

文字の種類 文字数（バイト）

ASCIIコードの 0x20～ 0x7e（制御文字以外） 1～ 256
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なお，SCVMMが管理する複数のHyper-Vにそれぞれ仮想ホストがある場合，仮想ホス
トの名称が重複してもかまいませんが，単一のHyper-Vで仮想ホストの名称を重複させ
ることはできません。

6.2.4　管理対象となるホストの設定
ここでは，JP1/ITRMで管理対象となる物理ホストまたは仮想ホストの設定について説
明します。仮想ホストを設定する場合は，併せて次の個所を参照してください。

• VMwareの場合
6.2.5　VMwareを管理対象にするための設定

• Hyper-Vの場合
6.2.6　Hyper-Vを管理対象にするための設定

• HVMの場合
6.2.7　HVMを管理対象にするための設定

（1） Windows Serverの設定

Windows Serverがインストールされているホストを管理対象とする場合の設定方法につ
いて説明します。

（a）Windows Serverの設定の概要

Windows Server 2003がインストールされている管理対象のホストに FCの SANディス
ク装置が接続されている場合，そのディスク装置に関する構成情報を取得するためには，
Microsoftの fcinfoをインストールしてください。

fcinfoをインストールすると，Windows上で FCを使用するためのユーティリティコマ
ンド，HBA API（CインターフェースとWMIクラスの dll）を使用できるようになりま
す。また，FCのWMIクラスを使用して，WMIで構成情報を取得できるようになりま
す。

fcinfoは，Microsoftのホームページからダウンロードしてください。

なお，Windows Server 2008の場合，この設定は不要です。

（b）OSのセキュリティの設定

Windows Serverと連携する管理対象のホストの場合，Windows ファイアウォールと
DCOMを次のとおり設定してください。

● Windows ファイアウォールの設定

次の条件に当てはまる管理対象のホストで，Windowsのファイアウォールが有効になっ
ている場合，リモート管理の例外を許可する設定が必要です。

• Windows Server 2008の場合
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• Windows Server 2003で，かつサービスパックが適用されている場合

なお，Windowsのファイアウォールが有効かどうかは，［コントロールパネル］の
［Windowsファイアウォール］ダイアログで確認してください。

　

リモート管理の例外を許可する手順を次に示します。

1. スタートメニューから［ファイル名を指定して実行］を選択する。

2.［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「gpedit.msc」と入力して，
［OK］ボタンをクリックする。

［グループポリシーオブジェクトエディタ］ダイアログが表示されます。

1.［コンピュータの構成］－［管理用テンプレート］－［ネットワーク］－［ネット
ワーク接続］－［Windowsファイアウォール］の順番でツリーを展開して，［標準プ

ロファイル］をクリック※ 1する。

2. 右ペインの［Windowsファイアウォール : リモート管理の例外を許可する］を右ク

リック※ 2して，メニューから［プロパティ］を選択する。

3.［設定］タブをクリックして，［有効］をチェックする。

4.［OK］ボタンをクリックします。

注※ 1
管理対象となるホストがドメイン環境の場合，［ドメインプロファイル］をクリック
してください。

注※ 2
Windows Server 2008の場合，［Windows ファイアウォール : 着信リモート管理の例
外を許可する］を右クリックしてください。

● DCOMの設定

JP1/ITRMではWMIを使用するため，ITリソース管理サーバおよび管理対象となるホ
ストで DCOMを有効にする必要があります。

Windows Serverのインストール時に DCOMの設定を変更していない場合，DCOMは
有効に設定されています。DCOMの設定を無効に変更している場合，次の手順で有効に
してください。

1. スタートメニューから［ファイル名を指定して実行］を選択する。

2.［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「dcomcnfg.exe」と入力して，
［OK］ボタンをクリックする。
［コンポーネント サービス］画面が表示されます。

3.［コンポーネント サービス］－［コンピュータ］の順番でツリーを展開する。
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4.［マイ コンピュータ］を右クリックして，メニューから［プロパティ］を選択する。

5.［既定のプロパティ］タブをクリックして，［このコンピュータ上で分散 COMを有効
にする］にチェックする。

6.［OK］ボタンをクリックする。

7. システムを再起動する。

（c）ドメインの設定

管理対象とするホストにWindows Serverがある場合，管理対象への DCOM接続と
WMI名前空間への接続のため，管理対象となるホスト側でWindows認証が行われる必
要があります。認証にはユーザー IDとパスワードが必要です。また，管理対象のホスト
に接続するユーザーのドメインによっては，ドメイン名（ホスト名）が必要な場合もあ
ります。

ドメイン名（ホスト名）の指定の要否を次の表に示します。

表 6-4　ドメイン名（ホスト名）の指定の要否

（凡例）
×：ドメイン名（ホスト名）の指定が不要である。
○：ドメイン名（ホスト名）の指定が必要である。

（d）UACを使用したWMIリモート接続の設定

Windows Server 2008を使用している場合，UACの機能によって，管理者権限を持つ
ローカルユーザー（OSのインストール後に作成される Administratorユーザーは除く）
に対して権限が制限されます。そのため，Windows Server 2008の管理対象サーバの
WMIリモート接続を，管理者権限を持つローカルユーザーで実行すると，管理者権限で
はなく，一般ユーザーの権限で接続されてしまい，アクセス拒否が発生しエラー終了す
る場合があります。これを回避するためには，UACを有効にしている場合，次のどちら
かの設定を実施してください。

• 認証に使用するユーザーに OSのインストール後に作成される Administratorユー
ザーを使用する。

• 次のコマンドを管理者権限で実行して，UACのリモート接続を許可するよう，レジス
トリの値を更新する。

許可したUACのリモート接続を解除する場合は，次のコマンドを実行してください。

ITリソース管理サーバログオン 管理対象のホスト接続 ドメイン名指定

ローカル権限 ローカル権限 ×

ローカル権限 ネットワークドメイン権限 ○

reg add HKLM¥SOFTWARE¥Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Policies¥System /v 
LocalAccountTokenFilterPolicy /t REG_DWORD /d 1 /f
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なお，UACを無効にしている場合は，認証に使用するユーザーに Administratorsグ
ループのメンバーを使用してください。

（2） Linux，HP-UX，AIXの設定

Linux，HP-UX，または AIXがインストールされているホストを管理対象とする場合の
設定方法について説明します。

（a）ログイン shellの設定

JP1/ITRM接続用アカウントのログイン shellを次のとおり設定します。

Linuxの場合
bashまたは tcshに変更します。

HP-UXの場合
/sbin/shに変更します。

AIXの場合
/usr/bin/kshに変更します。

ログイン shellがすでにこのとおりに設定されている場合は，この手順は不要です。

ログイン shellを変更する方法の例を次に示します。

Linuxの場合
• 既存のアカウントを使用する場合
usermod -sコマンドを実行してログイン shellを /bin/bashまたは /bin/

tcshに変更してください。

• 新規アカウントを作成する場合
useraddコマンドの実行時に，ログイン shellを -sオプションで /bin/bashま

たは /bin/tcshに指定してください。

HP-UXの場合
• 既存のアカウントを使用する場合
usermod -sコマンドを実行してログイン shellを /sbin/shに変更してくださ

い。
• 新規アカウントを作成する場合
useraddコマンドの実行時に，ログイン shellを -sオプションで /sbin/shに

指定してください。

AIXの場合
• 既存のアカウントを使用する場合

reg　delete HKLM¥SOFTWARE¥Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Policies¥System /v 
LocalAccountTokenFilterPolicy /f
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usermod -sコマンドを実行してログイン shellを /usr/bin/kshに変更してく

ださい。
• 新規アカウントを作成する場合
useraddコマンドの実行時に，ログイン shellを -sオプションで /usr/bin/

kshに指定してください。

（b）初期化スクリプトの設定

通常，ログイン時にシェル初期化スクリプトが実行され，エイリアスや環境変数が自動
で設定されます。シェル初期化スクリプトはアカウントごとに設定できて，ホームディ
レクトリに格納されます。アカウントごとのシェル初期化スクリプトがない場合，シス
テム標準のシェル初期化スクリプトが実行されます。システム標準のシェル初期化スク
リプトでエイリアスなどが設定されると動作に支障をきたすために，JP1/ITRM接続用
アカウントに空の初期化スクリプトを設定する必要があります。

初期化スクリプトにはログイン Shellが起動したときにだけ起動するログイン用と，そ
のあと Shellからほかの Shellを起動したときにも起動する Shell起動用の 2種類があり
ます。また，bashと tcshではファイル名が異なります。システム標準とアカウント個
別，ログイン用と Shell起動用の組み合わせに応じたファイル名を次の表に示します。

表 6-5　初期化スクリプトのファイル名（Linuxの場合）

（凡例）
－：該当しない。

表 6-6　初期化スクリプトのファイル名（HP-UXの場合）

（凡例）

初期化スクリプトの種類 初期化スクリプトのファイル名

bash tcsh

標準 ログイン用 /etc/profile /etc/csh.login

Shell起動用 － /etc/csh.cshrc

個別 ログイン用 ~/.bash_profile ~/.login

Shell起動用 ~/.bashrc ~/.cshrc

初期化スクリプトの種類 初期化スクリプトのファイル名

/sbin/sh

標準 ログイン用 /etc/profile

Shell起動用 －

個別 ログイン用 ~/.profile

Shell起動用 －
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－：該当しない。

表 6-7　初期化スクリプトのファイル名（AIXの場合）

（凡例）
－：該当しない。

（c） IP接続許可の設定

IP接続を許可するかどうかは，/etc/hosts.allowファイルおよび /etc/

hosts.denyファイルで設定します。

デフォルトでは，すべての IPアドレスからの接続が許可されています。/etc/
hosts.denyファイルでの設定内容に応じて，/etc/hosts.allowファイルでの設定

内容が変わります。必要に応じて，/etc/hosts.allowファイルを編集してください。

/etc/hosts.denyファイルによって，SSHプロトコルが拒否されている場合
状況に応じて，次のとおり /etc/hosts.allowファイルを編集してください。

/etc/hosts.allowファイルに，すでに SSHプロトコルの定義がある場合
次のとおり内容を編集してください。
in.sshd:他 IPアドレス ,ITRMサーバの IPアドレス

/etc/hosts.allowファイルに，SSHプロトコルの定義がない場合
次のとおり内容を追加してください。
in.sshd:ITRMサーバの IPアドレス

/etc/hosts.denyファイルによって，SSHプロトコルが拒否されていない場合
状況に応じて，次のとおり /etc/hosts.allowファイルを編集してください。

/etc/hosts.allowファイルに，すでに SSHプロトコルの定義がある場合
次のとおり内容を編集してください。
in.sshd:他 IPアドレス ,ITRMサーバの IPアドレス

/etc/hosts.allowファイルに，SSHプロトコルの定義がない場合
SSHプロトコルに対して，すべての IPアドレスが許可されているため，ファ
イルの編集は不要です。

初期化スクリプトの種類 初期化スクリプトのファイル名

/usr/bin/ksh

標準 ログイン用 /etc/profile

Shell起動用 －

個別 ログイン用 ~/.profile

Shell起動用 －
188



6.　JP1/ITRMの環境構築
（d）SSH接続をするためのソフトウェアのインストール（AIXの場合）

AIXの場合，OSを新規インストールした環境では，SSH接続をするためのソフトウェ
アがインストールされていません。そのため，OSに付属する媒体内に収録されているソ
フトウェア（OpenSSH）をインストールする必要があります。

OpenSSHをインストールする手順を次に示します。

1. OpenSSHの前提である OpenSSLのインストールに必要なファイルを準備する。
インストールに必要なファイルを次に示します。
• openssl.base

• openssl.license

• openssl.man.en_US

2. root権限で次のコマンドを実行して OpenSSLをインストールする。
# smit install_latest

格納したファイルの絶対パスやライセンスに関する同意など，必要事項を入力して，
インストールを実行します。

3. OpenSSHのインストールに必要なファイルを準備する。
インストールに必要なファイルを次に示します。
• openssh.base

• openssh.man.en_US

• openssh.msg.EN_US

• openssh.msg.JA_JP

4. root権限で次のコマンドを実行して，OpenSSHをインストールする。
# smit install_latest

格納したファイルの絶対パスやライセンスに関する同意など，必要事項を入力して，
インストールを実行します。

（e）SSHの設定

SSHの設定手順を次に示します。この手順は root権限で実行してください。

1. ほかのユーザーが SSH接続を使用していないことを確認する。

2. viなどのテキストエディタで，設定ファイルを編集する。
設定ファイルは次のファイルを使用します。

Linuxの場合
/etc/ssh/sshd_config

HP-UXの場合
/opt/ssh/etc/sshd_config

AIXの場合
/etc/ssh/sshd_config
189



6.　JP1/ITRMの環境構築
設定内容を次の表に示します。

表 6-8　SSHの設定内容

注※
"2,1"は，バージョン 1および 2のどちらかを使用する場合に設定します。また，"2"はバー
ジョン 2だけを使用する場合に設定します。JP1/ITRMでは，バージョン 2を使用するので，2
を含めた値を設定してください。

3. 次のコマンドを実行して SSHデーモンを再起動する。

Linuxの場合
/etc/rc.d/init.d/sshd restart

HP-UXの場合
/sbin/init.d/secsh stop
/sbin/init.d/secsh start

AIXの場合
/usr/bin/stopsrc -g ssh
/usr/bin/startsrc -g ssh

（f） 必要なコマンドの登録（Linuxの場合）

sudoで，root権限で実行が必要なコマンドを登録する手順の例について説明します。こ
の手順は root権限で実行してください。

なお，次のアカウントだけで SSH接続を使用する場合，この設定は不要です。

• rootユーザー
• rootパスワードを使った一般ユーザー

1. visudoコマンドを起動する。

2. sudoの設定に次の内容を追加する。

また，/opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgrコマンド，または /sbin/

設定項目 設定値 設定内容

PermitRootLogin Yes root接続を許可するよう設定します。
デフォルトは Yesです。

PasswordAuthentication Yes パスワード認証を許可するよう設定します。
デフォルトは Yesです。

Protocol "2,1"または "2"※ 使用する SSHバージョンを設定します。デフォル
トは "2,1"です。

JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /sbin/fdisk -l
JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /usr/sbin/dmidecode
JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /usr/sbin/smartctl
JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /sbin/multipath
JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /sbin/shutdown
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dlmcfgmgrコマンドがサーバ上にある場合は，さらに次の内容を追加します。

3. 設定内容を保存する。
記述に誤りがあると保存できません。その場合は，再度編集して保存し直してくださ
い。

（g）必要なコマンドの登録（HP-UXの場合）

RBACで必要なコマンドを登録する手順について説明します。この手順は root権限で実
行してください。

なお，次のアカウントだけで SSH接続を使用する場合，この設定は不要です。

• rootユーザー
• rootパスワードを使った一般ユーザー

1. 次のコマンドを実行して，JP1/ITRM接続用アカウントに Administratorロールを登録
する。

コマンド実行後，JP1/ITRM接続用アカウントに Administratorロールが登録された
ことを確認してください。

2. 次のコマンドを実行して，Administratorロールが実行できる操作を確認する。

「(hpux.*, *)」が表示されることを確認してください。

3. 次のコマンドを実行して，JP1/ITRM接続用アカウントが実行できるコマンドを
RBACデータベースに追加する。

コマンドに指定する「ruid（実ユーザー ID）」および「euid（実行ユーザー ID）」に
は，スーパーユーザー（root）の IDである 0を指定してください。

4. /usr/sbin/nwmgrコマンド，または /opt/hpvm/bin/hpvminfoコマンドが管理

対象のホストにある場合は，さらに次の内容を追加する。

JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr
JP1/ITRM接続用アカウント ホスト名 =NOPASSWD: /sbin/dlmcfgmgr

# roleadm assign JP1/ITRM接続用アカウント Administrator
# cat /etc/rbac/user_role
root:   Administrator
JP1/ITRM接続用アカウント: Administrator

# authadm list
Administrator: (hpux.*, *)

# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/diskinfo" ruid=0 euid=0 op=hpux.device.read
# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/exportfs" ruid=0 euid=0 op=hpux.fs.getinfo
# cmdprivadm add cmd="/opt/fcms/bin/fcmsutil" ruid=0 euid=0 op=hpux.device.read
# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/share" ruid=0 euid=0 op=hpux.network.nfs.export
# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/shutdown" ruid=0 euid=0 op=hpux.admin.reboot
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HP-UX 11i v2(IPF)の場合

HP-UX 11i v3(IPF)の場合

/usr/sbin/nwmgrコマンド，または /opt/hpvm/bin/hpvminfoコマンドがサー

バ上にない場合，次に示すエラーが表示されます。この場合，手順 4の設定は不要な
ので，次の手順に進んでください。

5. /etc/rbac/cmd_privファイルの末尾に，次の内容が追加されていることを確認す

る。

（h）必要なコマンドの登録（AIXの場合）

RBACで必要なコマンドを登録する手順について説明します。この手順は root権限で実
行してください。

なお，次のアカウントだけで SSH接続を使用する場合，この設定は不要です。

• rootユーザー
• rootパスワードを使った一般ユーザー

1. 必要なコマンドを特権コマンドデータベースに登録する。
JP1/ITRMで必要な AIXの特権コマンドを次の表に示します。

表 6-9　JP1/ITRMで必要な AIXの特権コマンド

# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/nwmgr" ruid=0 euid=0 op=hpux.network.config

# cmdprivadm add cmd="/usr/sbin/nwmgr" ruid=0 euid=0 op=hpux.network.config
# cmdprivadm add cmd="/opt/hpvm/bin/hpvminfo" ruid=0 euid=0 
op=hpux.admin.kernel.config

# cmdprivadm add cmd="/opt/hpvm/bin/hpvminfo" ruid=0 euid=0 
op=hpux.admin.kernel.config
cmdprivadm: warning: /opt/hpvm/bin/hpvminfo is not a valid command. Please 
double check to make sure this is a intended command to add into the database 
file.
/opt/hpvm/bin/hpvminfo::(hpux.admin.kernel.config,*):0/0/-1/-1::::
cmdprivadm added the entry to /etc/rbac/cmd_priv

/usr/sbin/diskinfo:dflt:(hpux.device.read,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/usr/sbin/exportfs:dflt:(hpux.fs.getinfo,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/opt/fcms/bin/fcmsutil:dflt:(hpux.device.read,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/usr/sbin/share:dflt:(hpux.network.nfs.export,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/sbin/shutdown:dflt:(hpux.admin.reboot,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/usr/sbin/nwmgr:dflt:(hpux.network.config,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:
/opt/hpvm/bin/hpvminfo:dflt:(hpux.admin.kernel.config,*):0/0//:dflt:dflt:dflt:

特権コマンド 必要な権限

/usr/sbin/smtctl aix.system.config.dlpar

/usr/sbin/sar aix.system.stat
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注※
/usr/sbin/acct/fwtmpおよび /usr/bin/dfコマンドは，特権コマンドデータベースにデ

フォルトで定義がないため，次の手順で定義を追加してください。
1. 次のコマンドを実行する。
　# smit setsecattr_cmdadd

2. Command Name，Access Authorizations，Innate Privileges，Security Flags

に次の表に示す値を設定する。

表 6-10　/usr/sbin/acct/fwtmpコマンドの設定

表 6-11　/usr/bin/dfコマンドの設定

ロケールが異なる場合，項目名の表示が異なることがあります。

2. ITRM用のロールを追加する。
次のコマンドを実行して，ITRMで必要な特権コマンドの実行権限を持つ ITRM用の
ロールを追加します。
# smit mkrole

Role NAME，AUTHORIZATIONSに次の表で示す値を設定してください。

/usr/sbin/shutdown aix.system.boot.shutdown

/usr/sbin/acct/fwtmp※ aix.system.config.acct

/usr/bin/df※ aix.fs.manage

項目名 設定する値

Command Name /usr/sbin/acct/fwtmp

Access Authorizations aix.system.config.acct

Innate Privileges PV_DAC_R

PV_DAC_X

PV_KER_WPAR

Security Flags FSF_EPS

項目名 設定する値

Command Name /usr/bin/df

Access Authorizations aix.fs.manage

Innate Privileges PV_DAC_R

PV_DAC_X

PV_KER_WPAR

Security Flags FSF_EPS

特権コマンド 必要な権限
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表 6-12　ITRM用のロールの設定

ロケールが異なる場合，項目名の表示が異なることがあります。

3. ITRM接続用アカウントにロールを設定する。
次のコマンドを実行して，ITRM接続用アカウントに手順 2で追加したロールの設定
と，ログイン時のデフォルトのロールを設定します。
# chuser roles=ITRM用ロール default_roles=ITRM用ロール JP1/ITRM接続
用アカウント

また，次のコマンドを実行して，設定を反映します。
# setkst

（i） OSの構成についての注意事項

OSの構成についての注意事項を次に示します。

• OSの標準的な構成を変更しないこと。
• 次に示すシステム標準のコマンドのパスが変更されていないこと。
/sbin, /bin, /usr/sbin, /usr/bin

• ルートパスワードを使った一般ユーザーを認証情報に指定している場合，パスワード
を入力しないで suコマンドの実行を許可する設定はない。

• /proc, /sysがあること。※

• 次に示す Linuxのディストリビューション情報ファイルが削除または変更されていな
いこと。※

/etc/redhat-release

• JP1/ITRMが OSから収集する情報に含まれる文字列や操作時に指定する文字列は，
次の条件を満たしている必要があります。条件を満たさない場合，収集した情報が正
しく表示されなかったり，操作が正しく実行されなかったりすることがあります。
• OS上にあるファイルシステムのマウントポイントおよびデバイスファイルの名称
は，ASCIIコードの 0x20～ 0x7eの範囲で指定すること。

• ユーザースクリプトは，ASCIIコードの制御文字以外の 0x20～ 0x7eの範囲で指定
すること。※

• WPAR上に構築した AIXは，管理対象にできません。
• AIX上でWPARを管理している場合，WPARを非稼働にしてから再収集してくださ
い。

項目名 設定する値

Role NAME 任意のロール名

AUTHORIZATIONS aix.system.config.dlpar

aix.system.stat

aix.system.boot.shutdown

aix.system.config.acct

aix.fs.manage
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• HDLMを使用した環境で AIXを管理する場合は，次のアカウントを使用してくださ
い。
• rootユーザー
• rootパスワードを使った一般ユーザー

このアカウントでないと，次の情報が取得できません。
• HDLMデバイスの性能情報と状態情報
• HDLMデバイスでマルチパスを構成しているディスクの情報

注※
Linuxの場合にだけ該当する注意事項です。HP-UXおよび AIXは該当しません。

（j） kudzuサービスの無効化

管理対象が仮想ホスト上の Red Hat Enterprise Linux 5の場合，次のコマンドを実行し
て，kudzuサービスを無効にしてください。この手順は root権限で実行してください。

/sbin/chkconfig --level 345 kudzu off

なお，管理対象とするホストの OSが次の場合，この手順は不要です。

• Red Hat Enterprise Linux 6
• HP-UX
• AIX

（k）ネットワーク設定を特定の NICに固定する指定の無効化

管理対象が仮想ホスト上の Linuxの場合，次の操作を実行して，ネットワーク設定を特
定の NICに固定する指定を無効にしてください。この手順は root権限で実行してくださ
い。

1. HWADDRの設定を解除するために，ネットワークの設定ファイル（etc/
sysconfig/network-scripts/ifcfg- ネットワークアダプタ名）の内容を確認

する。

2. 各ネットワークの設定ファイルで HWADDRが有効の場合，設定を解除する。

3. 管理対象が仮想ホスト上の Red Hat Enterprise Linux 6の場合，udev機能を無効にす
るために，次のファイルをほかのディレクトリに退避する。
• /lib/udev/rules.d/75-persistent-net-generator.rules

• /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules

4. 仮想ホストを再起動する。

5. ネットワーク設定が正しいかどうか確認する。
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6.2.5　VMwareを管理対象にするための設定
ここでは，JP1/ITRMで VMwareを管理するために必要な準備について説明します。
VMwareを管理対象として設定する前に，次の内容を実施してください。

（1） VMware ESXのドメイン名の設定

VMware ESXを管理するためには，ドメイン名の設定が必要です。VMware ESXの
［DNSおよびルーティング］のプロパティで，ドメイン名を設定してください。

なお，VMware ESXではドメイン名は必須項目のため，一度ドメイン名を設定すると，
空白に戻すことはできません。

（2） VMware ESXiのロックダウンモードの設定

管理対象の VMware ESXiのロックダウンモードを無効にしてください。ロックダウン
モードが有効になっていると，JP1/ITRMで VMwareを管理できません。

（3） VMware ESXのメンテナンスモードの設定

管理対象の VMware ESXがメンテナンスモードを無効にしてください。メンテナンス
モードが有効になっていると，JP1/ITRMで VMwareを管理できません。

（4） VMware ESXとの HTTPS接続の設定

JP1/ITRMが次に示す VMware ESXとHTTPS接続できるよう設定してください。

デプロイおよび復元を実施する場合
デプロイおよび復元先の VMware ESX

コールドマイグレーションを実施する場合
コールドマイグレーションの移動元と移動先の VMware ESX

退避および仮想イメージテンプレートの作成を実施する場合
退避および仮想イメージテンプレートの作成で指定した仮想ホストを実行している
VMware ESX

（5） 仮想マルチコア CPU構成の設定

VMware ESX 4.1以降の場合，ソケット当たりのコア数を設定できますが，JP1/ITRM
で VMware上の仮想ホストに対して，次に示す機能を使用するときは，該当する仮想ホ
ストのソケット当たりのコア数を 1に設定してください。

• 退避
• コールドマイグレーション
• ホットマイグレーション
• 仮想イメージテンプレート作成
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• 仮想ホストの設定変更（CPUコア数の変更）※

注※
VMware ESXi 5.0環境の場合は，エラーが出力されて設定変更できません。
VMware ESX 4.1環境の場合は，エラーは出力されませんが，仮想ホストが起動
できなくなるおそれがあります。

（6） 仮想ホストのゲスト OSの設定

VMwareを管理対象にするために必要なゲスト OSの情報を VMware ESXから取得させ
るため，仮想ホストのゲスト OSごとに VMware Toolsをインストールしてください。

インストールしなかった場合，次のような事象が発生します。

• 仮想ホストのゲスト OSが正常に起動しても，VMware ESXからはパワーオンの警告
状態になる。

•［システム］タブで仮想ホスト名が表示されない。

VMware Toolsのインストールは，仮想ホストのゲスト OSのインストール後に
VMware Infrastructure Clientなどの，VMware管理クライアントから実行します。

なお，VMware Toolsのインストーラーは，ISOイメージファイルとして VMware ESX
に組み込まれます。

また，1つの vCenterで管理する仮想化ソフトウェアのホスト名は，重複しないように
設定してください。

（7） ハードウェアの条件の確認

VMware ESXのシステム要件を満たしたハードウェア構成であるか，確認してくださ
い。

なお，VMwareを管理するために，独自に必要なハードウェア条件はありません。

（8） VMware上で仮想ホストをデプロイ，削除，復元，コールドマイグレー
ションする場合の設定

デプロイ時は，仮想スイッチを作成して，ネットワークを設定してください。デプロイ
先は，リソースプールおよび VMware ESXのどちらか，または両方を指定できます。

デプロイ，復元，およびコールドマイグレーションでは，仮想スイッチの名称の先頭に
「ITRM」が付いたポートグループを作成します。また，退避，削除およびコールドマイ
グレーションでは，名称の先頭に「ITRM」が付いたポートグループを削除します。その
ため，仮想スイッチのポートグループ名として，先頭に「ITRM」を指定しないでくださ
い。
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（9） VMware上で仮想ホストをホットマイグレーションする場合の設定

JP1/ITRMから VMware上の仮想ホストをホットマイグレーションするには，vCenter
の VMware vMotion機能を使用します。そのため JP1/ITRMからのホットマイグレー
ションを実行する前に，vCenterで操作対象となる仮想ホストに VMware vMotionを使
用するための設定が完了している必要があります。

6.2.6　Hyper-Vを管理対象にするための設定
ここでは，JP1/ITRMで Hyper-Vを管理するために必要な準備について説明します。
Hyper-VはWindows Server上で動作するため，アクセス方法は，Windows Serverへ
のWMIによる方法と同じです。Hyper-Vを管理対象として設定する前に，次の内容を
実施してください。

（1） WMIのインストール

Hyper-Vを管理するためには，WMIが必要です。Hyper-Vを動作させるWindows 
ServerにWMIが導入されていない場合，インストールしてください。

なお，WMIは，Hyper-Vのバージョンに依存しません。

（2） OSのセキュリティの設定

Windows ファイアウォールおよび DCOMを次のように設定してください。

• Windows ファイアウォールの設定
条件によって，Windowsのファイアウォールを有効にする必要があります。詳細につ
いては，「6.2.4(1)(b)　OSのセキュリティの設定」を参照してください。

• DCOMの設定
Hyper-Vを管理する際，Windowsの DCOMを設定します。そのため，ITリソース
管理サーバおよび管理対象ホストは，DCOMを有効に設定してください。設定手順に
ついては，「6.2.4(1)(b)　OSのセキュリティの設定」を参照してください。

（3） ドメインの設定

管理対象とする仮想化ソフトウェアに Hyper-Vがある場合，管理対象への DCOM接続
とWMI名前空間への接続のためHyper-VでWindows認証が行われる必要があります。
認証にはユーザー IDとパスワードが必要です。また，仮想化ソフトウェアに接続する
ユーザーのドメインによっては，ドメイン名（ホスト名）が必要な場合もあります。

ドメイン名（ホスト名）の指定の要否を次の表に示します。
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表 6-13　ドメイン名（ホスト名）の指定の要否

（凡例）
×：ドメイン名（ホスト名）の指定が不要である。
○：ドメイン名（ホスト名）の指定が必要である。

（4） Windows Server 2008の UAC機能の設定

仮想ホストにWindows VistaまたはWindows Server 2008をインストールした場合，
UACのリモート接続を許可する設定を実施する必要があります。設定方法については，
「6.2.4(1)(d)　UACを使用したWMIリモート接続の設定」を参照してください。

（5） Hyper-V上で仮想ホストをデプロイ，ホットマイグレーションする場合の
設定
• デプロイ前の設定
デプロイ先のHyper-Vで動作する仮想ホストに対して JP1/ITRMのホットマイグ
レーション操作を使用する場合は，デプロイ前にデプロイ先Hyper-Vをクラスタ構成
にしておき，クラスタ共有ボリューム（Cluster Shared Volume）を使用し，仮想ホ
ストを配備してください。

• デプロイ時の設定
デプロイ時は，仮想スイッチを作成して，ネットワークを設定してください。デプロ
イ先は，Hyper-Vホストを指定します。デプロイ時に，参加するドメインは設定でき
ません。JP1/ITRMからドメインの参加を選択した場合，ワークグループ
WORKGROUPが設定されます。

• デプロイ後の設定
JP1/ITRMから SCVMM上の仮想ホストをホットマイグレーションするには，
SCVMMのライブマイグレーション機能を使用します。そのため JP1/ITRMからの
ホットマイグレーションを実行する前に，SCVMMで操作対象となる仮想ホストにラ
イブマイグレーションを使用するための設定が完了している必要があります。

（6） Hyper-Vを管理対象にする準備の注意事項
• Hyper-Vの「バーチャルマシンパス」指定時の注意事項

Hyper-Vでは仮想ホストの保存先を「バーチャルマシンパス」として複数指定できま
すが，JP1/ITRM - Managerではそのうちの先頭の 1つだけを仮想ホストの保存先と
して使用します。十分な空き容量を持つ保存先がバーチャルマシンパスに指定されて
いないと，復元・コールドマイグレーション・デプロイなどの操作に失敗する原因と
なります。

• Hyper-Vで管理するゲスト OSの注意事項

ITリソース管理サーバログオ
ン

仮想化ソフトウェア接続 ドメイン指定

ローカル権限 ローカル権限 ×

ローカル権限 ネットワークドメイン権限 ○
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Hyper-Vで管理する仮想ホストのゲスト OSは，SCVMMおよびHyper-Vがサポー
トしている OSである必要があります。サポート対象のゲスト OS一覧については，
リリースノートを参照してください。

6.2.7　HVMを管理対象にするための設定
ここでは，JP1/ITRMで HVMを管理するために必要な準備について説明します。

HVMを管理対象とする場合，HVM上に仮想ホストをデプロイして起動，停止などの操
作をするかどうかによって，必要となる準備が異なります。ここでは，仮想ホストをデ
プロイして操作する場合とデプロイしない（構成情報と性能情報を管理するだけ）場合
に分けて，説明します。

（1） HVM上に仮想ホストをデプロイして操作する場合

HVMおよび HVM上の仮想ホストの構成情報と性能情報を管理したり，HVM上に仮想
ホストをデプロイして起動，停止などの操作をする場合，次の図に示すプログラムや
サーバを設定する必要があります。

図 6-1　HVM上に仮想ホストをデプロイして操作をする場合に設定が必要なプログラム
やサーバ

（a） ITリソース管理サーバの設定

次のとおり設定してください。

• HvmSh
HVMに対して，HVMおよび LPARの情報を取得するプログラムです。また，仮想
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ホストに対する各種操作を実行します。
ハードウェアに添付されているHVM Utility CDに格納されている HvmSh.exeファ

イルを，次のフォルダに格納してください。
ITRMパス ¥JP1ITRM¥system¥HVM¥bin

なお，対応するバージョンは 5.4以降です。最新版の HvmSh.exeファイルの入手方

法については，マニュアル「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参照してくださ
い。

• コマンドライン for DPM，イメージビルダー
OSの配布イメージの管理，LPARへの OSの配布などを実行する JP1/SC/DPMを構
成するプログラムです。ITリソース管理サーバにインストールしてください。なお，
HVM上の仮想ホストと JP1/SC/DPMは，同一のサブネットに属している必要があり
ます。JP1/ITRMと JP1/SC/DPMが同一のマシンにインストールされている場合，
イメージビルダーのインストールは不要です。詳細については，マニュアル「JP1/
ServerConductor/Deployment Manager」を参照してください。

また，デプロイ先として指定する DPプールが存在するストレージに対して，認証情報
のネームスペースに「root/smis/smis14」または「root/smis/smis15」を指定し

てください。そのあと探索を実行して，構成情報を取得しておいてください。ストレー
ジのネームスペースの設定については，「6.2.9(2)(d)　ノードの接続情報」を参照してく
ださい。

（b）管理サーバ for DPM，Webサーバ for DPMの設定

OSの配布イメージの管理，LPARへの OSの配布などを実行する JP1/SC/DPMを構成
するプログラムです。次のとおり設定してください。

• HVM上の仮想ホストに対して JP1/SC/DPMのディスク複製インストールを実行でき
るよう設定してください。

• 管理サーバ for DPMの詳細設定で［クライアントサービス for DPM を用いた運用を
行う］をチェックしてください。

• 次の属性でグループを作成してください。
• グループの種類：一般コンピュータ
• ネットワークの設定：管理サーバ for DPMと同一のサブネット
• コンピュータ新規登録時の自動更新：デフォルトのまま変更しない
• グループ名：jp1itrm

• 管理サーバ for DPMで，一般コンピュータの登録の際に，コンピュータの起動処理を
継続するよう設定してください。

詳細については，マニュアル「JP1/ServerConductor/Deployment Manager」を参照し
てください。

（c）複製用情報ファイル格納用フォルダの設定

デプロイ時の OSカスタマイズ情報を記述するファイルを格納するフォルダです。次の
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手順で管理サーバ for DPMと ITリソース管理サーバから共有できるよう設定してくだ
さい。

1. JP1/SC/DPMのWebコンソールのメインウィンドウ画面で，［設定］メニューから
［詳細設定 ]を選択します。
［詳細設定］画面が表示されます。

2.［全般］タブの［共有フォルダ］に指定されているフォルダを確認します。

3.［共有フォルダ］に指定されているフォルダに対して，Windowsからネットワーク共
有を設定して，さらに読み取りおよび書き込みを許可します。

（d）日立ストレージの設定

デプロイ時に LUが作成されます。次のとおり設定してください。

• SMI-S WBEMを使用して JP1/ITRMの管理対象に設定してください。ネームスペー
スは「/root/smis/smis14」または「root/smis/smis15」を指定してください。

• ストレージに複数のコントローラが搭載されている場合，各コントローラの管理用
LANポートからネットワーク接続ができるように設定してください。

• 仮想ホストとストレージを接続する FCスイッチを設定してください。また，必要に
応じてゾーニングを設定してください。

• Hitachi Storage Navigator Modular 2などのストレージ管理ソフトウェアで，あらか
じめ DPプールを作成してください。

なお，サポート対象のストレージについては，サポートサービスサイトの JP1/ITRMに
ついて説明しているページを参照してください。

（e）Hitachi Device Managerの設定

JP1/ITRMからの要求を基に，LPARに割り当てる LUとホストグループを作成します。
次のとおり設定してください。

• ストレージに接続されているコントローラの管理用 LANポートに設定したすべての
IPアドレスを，Hitachi Device Managerのストレージサブシステムプロパティに設
定してください。

• デプロイ先ストレージを Hitachi Device Managerの管理対象とするよう設定してく
ださい。

• View権限とModify権限を持つ，JP1/ITRM用のユーザーを作成してください。
• JP1/ITRM用ユーザーに対するリソースグループの割り当てに「All Resources」を設
定してください。

• Hitachi Device Managerのプロパティ server.cim.support.jobに「true」を指

定して，メソッドを非同期処理で実行するよう設定してください。
server.cim.support.jobは，デフォルトで「true」に設定されています。
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（f） DHCPサーバの設定

LPARで使用する PXEブート用の IPアドレスを配布できるよう設定してください。

（g）HVMの設定

HVMを管理対象とする場合，HVMは次のとおり設定してください。

注意事項
プロセッサグループの設定はしないでください。

● BSMx IP Addressまたは HVM CLIx IP Addressの設定

HVMの管理画面（System Configuration）から，HVMの BSMx IP Addressまたは
HVM CLIx IP Addressに ITリソース管理サーバの IPアドレスを指定してください。
BSMx IP Addressの設定方法の詳細については，マニュアル「BladeSymphonyユー
ザーズガイド」を参照してください。

● ネットワークトポロジーの設定

ITリソース管理サーバが複数のセグメントに接続されるネットワーク構成の場合，HVM
へ接続する方の NICポートを優先ルートとして，ルーティングテーブルに HVMの管理
IPを登録してください。また，ITリソース管理サーバが同一セグメントに複数の NIC
を接続するネットワーク構成の場合は，ITリソース管理サーバが HVMに優先的に接続
する NICの管理 IPを，BSM IP Addressまたは HVM CLI IP Addressに登録してくだ
さい。設定方法については，マニュアル「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参照し
てください。

● NICの設定

共有 NICは，それぞれの LPARに接続してください。また，LPARの管理 LANは，共
有 NICを指定してください。ただし，NICを占有させる場合，同じ LPARに占有させる
NICと共有 NICを混在できます。

なお，デプロイ時，NICの設定は 4つまで有効になります。5つ目以降の NICは，
DHCPによって自動的に IPアドレスが取得されます。

● クラスタ環境の設定

ITリソース管理サーバをクラスタ環境で運用している場合，実行系および待機系の IT
リソース管理サーバに HvmSh.exeを格納してください。また，BSM IP Addressまたは
HVM CLI IP Addressには，論理 IPアドレスではなく，実行系サーバおよび待機系サー
バの IPアドレスを，HVMに設定してください。

● LPARの設定

HVMのネットワークセグメントおよび各 LPARに振り分けるネットワークセグメント
を，同じネットワークセグメントに配置してください。HVMのネットワークセグメント
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とは，HVMシステムを構築するときに HVMの管理画面から設定する情報です。

（2） 構成情報と性能情報を管理するだけの場合

HVMおよび HVM上の仮想ホストの構成情報と性能情報を管理するだけの場合，次の内
容を実施してください。

（a）HvmSh.exeの設定

ハードウェアに添付されている HVM Utility CDに格納されている HvmSh.exeファイ

ルを，次のフォルダに格納してください。

ITRMパス ¥JP1ITRM¥system¥HVM¥bin 

なお，対応するバージョンは 4.1以降です。ただし，HVMの物理 NIC（共有時）の状態
および性能を取得する場合は，バージョン 5.4以降が必要です。最新版の HvmSh.exe

ファイルの入手方法については，マニュアル「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参
照してください。

（b）BSMx IP Addressまたは HVM CLIx IP Addressの設定

HVMの管理画面（System Configuration）から，HVMの BSMx IP Addressまたは
HVM CLIx IP Addressに ITリソース管理サーバの IPアドレスを指定してください。
BSMx IP Addressの設定方法の詳細については，マニュアル「BladeSymphonyユー
ザーズガイド」を参照してください。

（c）ネットワークトポロジーの設定

ITリソース管理サーバの IPアドレスを設定する必要があります。NICによって，ITリ
ソース管理サーバが複数の IPアドレスを所持している場合は，JP1/ITRMが使用する
IPアドレスを HVMに設定してください。設定方法については，マニュアル
「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参照してください。

（d）共有 NICの設定

それぞれの LPARに接続してください。また，LPARの管理 LANは，共有 NICを指定
してください。ただし，NICを占有させる場合，同じ LPARに占有させる NICと共有
NICを混在できます。

（e）クラスタ環境の設定

ITリソース管理サーバをクラスタ環境で運用している場合，実行系および待機系の IT
リソース管理サーバに HvmSh.exeを格納してください。また，論理 IPアドレスではな
く，実行系サーバおよび待機系サーバの IPアドレスを，HVMに設定してください。

（f） LPARの設定

HVMのネットワークセグメントおよび各 LPARに振り分けるネットワークセグメント
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を，同じネットワークセグメントに配置してください。HVMのネットワークセグメント
とは，HVMシステムを構築するときに HVMの管理画面から設定する情報です。

6.2.8　仮想化環境管理ソフトウェアの設定
ここでは，仮想化環境管理ソフトウェアの設定について説明します。

（1） vCenterの設定

vCenterで設定する内容について説明します。

（a）設定内容

vCenterはWindows Server上で動作するため，次の内容をWindowsが動作する物理ホ
ストと同じように設定にしてください。

• 前提バージョン
詳細については，「付録 E.3　仮想化環境管理ソフトウェア」を参照してください。

• WMIの動作環境の設定
詳細については，「6.2.4(1)(a)　Windows Serverの設定の概要」を参照してください。

• OSのセキュリティの設定
詳細については，「6.2.4(1)(b)　OSのセキュリティの設定」を参照してください。

• ドメインの設定
詳細については，「6.2.4(1)(c)　ドメインの設定」を参照してください。

• OSのバージョン情報の設定
仮想ホスト上で稼働する OSの種別に合った正しい OSのバージョン情報を，仮想ホ
ストに設定してください。

• sysprepファイルの格納

sysprepファイルを vCenterに事前に格納してください。vCenterを使用する場合
の，sysprepファイルの設定方法については，VMware社のホームページを参照し
てください。

作成したテンプレートを JP1/ITRMのライブラリ管理に追加する場合，vCenterをイン
ストールする物理ホストを JP1/ITRMと同じ管理 LAN上に配置してください。

（2） SCVMMの設定

SCVMMで設定する内容について説明します。

（a）設定内容

SCVMMはWindows Server上で動作するため，次の内容を Hyper-Vと同じように設定
にしてください。

• 前提バージョン
詳細については，「付録 E.3　仮想化環境管理ソフトウェア」を参照してください。
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• WMIの動作環境の設定
詳細については，「6.2.6(1)　WMIのインストール」を参照してください。

• OSのセキュリティの設定
詳細については，「6.2.6(2)　OSのセキュリティの設定」を参照してください。

• ドメインの設定
SCVMMの管理サーバが属するドメインおよび ITリソース管理サーバが属するドメ
インは，お互いドメイン認証できるようにしてください。設定例を次に示します。
1. 信頼関係を結ぶドメインが参照している DNSサーバで［DNS マネージャー］を
起動する。

2.［DNS マネージャー］のコンソールツリーの［条件付フォワーダー］（Windows 
2003の場合は［フォワーダ］）を右クリックして，［新規条件付フォワーダー］を
選択する。

3.［新規条件付フォワーダー］で［DNS ドメイン］および［マスター サーバーの IP 
アドレス］に信頼先ドメインの DNSサーバを設定する。

4. 信頼関係を結ぶドメインのドメインコントローラで［Active Directory ドメインと
信頼関係］を起動する。

5.［Active Directory ドメインと信頼関係］のコンソールツリーのドメイン名を右ク
リックして，［プロパティ］を選択する。

6.［信頼］タブの［新しい信頼］ボタンをクリックして，［新しい信頼ウィザード］を
起動して，ウィザードに従って，ドメインの信頼関係を結ぶ。

• メンテナンスモード
仮想化ソフトウェアがメンテナンスモードでないことを確認してください。

これらの条件，設定に加えて，SCVMMの VMMサーバと VMM管理者コンソールを同
じ物理ホストにインストールしてください。

また，次の名称にシングルクォーテーション（'），ダブルクォーテーション（"），バック
クォーテーション（`），およびドルマーク（$）の記号を使用しないでください。

• フォルダ名
• ファイル名
• ライブラリ共有名
• 仮想ホストの名称
• 仮想ネットワーク名
• 仮想 NIC名などの SCVMMやHyper-Vで設定できるすべての項目の名称
• SCVMM，SCVMMのライブラリサーバおよびHyper-Vのホスト名
• コンピュータ名
• ドメイン名

（b）Enable-PSRemotingの実行

SCVMMをインストールしたサーバが，JP1/ITRMからの要求を受け付けるようにする
ため，SCVMMをインストールしたサーバ上で次の操作を実施してください。
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1. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［PowerShell］を
選択する。

2. PowerShell上で Enable-PSRemotingを実行する。
Enable-PSRemotingの詳細については，Microsoftのホームページを参照してくださ
い。

（c）シェルの同時使用数を設定

管理対象の SCVMMサーバで，シェルの同時使用数を設定します。SCVMMをインス
トールしたサーバ上で次の操作を実施してください。

1. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［PowerShell］を
選択する。

2. PowerShell上で次のコマンドを実行する。

Set-Item WSMan:¥localhost¥Shell¥MaxShellsPerUser xxx※

注※
xxxは，JP1/ITRM - Managerで管理する VM数＋ JP1/ITRM - Manager以外で
PowerShellを利用する場合の同時利用数を示します。

シェルの同時使用数を 500件に設定する場合のコマンドの実行例を次に示します。

C:¥PS> Set-Item WSMan:¥localhost¥Shell¥MaxShellsPerUser 500

（d）ライブラリサーバ上の設定

ライブラリサーバを次のように設定してください。

• ライブラリサーバ上に FTPサーバを設置すること。
FTPの承認規則の設定では，次に示す内容を指定してください。

コンテンツのアクセス許可
「すべてのユーザー」を指定してください。

アクセス許可
読み取り属性および書き込み属性を与えてください。

FTPサーバのルートパス
FTPサーバのルート直下の「jp1itrm※」という名称の仮想ディレクトリに，ラ

イブラリサーバ上の共有フォルダ（ライブラリ共有）の物理パスを指定してくだ
さい。

注※
仮想ディレクトリの名称は，ユーザー設定プロパティファイルで変更できます。
指定キー名は，AD.FtpVirtualDirectoryName.Scvmmです。デフォルト値は， 
jp1itrmです。

• JP1/ITRM - Managerに使用させるライブラリ共有を指定すること。
ライブラリサーバ上の共有フォルダ（ライブラリ共有）の物理パスを，「jp1itrm※」
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という共有名で指定してください。

注※
共有名は，ユーザー設定プロパティファイルで変更できます。
指定キー名は，AD.libraryShareName.Scvmmです。デフォルト値は，jp1itrm
です。

（e）統合サービスをインストール

SCVMMおよび Hyper-Vで管理する仮想ホストをシャットダウンするには，ゲスト OS
上に Hyper-Vの統合サービスをインストールする必要があります。

（f） SCVMMの設定時の注意事項

管理対象の SCVMMサーバに SCVMMのセキュリティパッチ，ホットフィックス，
ロールアップパッケージを適用する場合，パッチ適用後に管理下のライブラリサーバ，
Hyper-Vサーバに対して SCVMM管理コンソールからエージェントの更新を実施してく
ださい。

エージェントの更新をしなかった場合，JP1/ITRM - Managerから該当する Hyper-V
サーバ，ライブラリサーバを管理できなくなります。

6.2.9　ストレージの設定
ここでは，ストレージの設定について説明します。

JP1/ITRMが管理できるストレージの種類は次のとおりです。

• Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズ
Hitachi Storageのプロトコルを使用します。ただし，Hitachi AMSシリーズをHVM
で使用する場合は，SMI-S WBEMのプロトコルを使用します。なお，Hitachi AMS
シリーズを HVMで使用する場合，SMI-Sプロバイダーに Hitachi Device Manager
を使用してください。詳細な設定については，「6.2.9(2)　SMI-Sストレージの場合」
を参照してください。

• SMI-Sストレージ
SMI-S WBEMのプロトコルを使用します。

なお，具体的な機種や型番などの詳細情報については，サポートサービスサイトの JP1/
ITRMについて説明しているページを参照してください。

（1） Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの場合

Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの場合に設定する内容について説明します。

（a）ノードの接続情報

Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズを管理対象とする場合に必要なノード接続情報を指定
します。指定する内容について，次の表に示します。
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表 6-14　Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの接続に必要な情報

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
Password Protectionは，複数のユーザーが同時にログインできません。例えば，ある管理者が
ストレージにログインすると，ログアウトするまでの間，ほかの管理者はストレージにログイ
ンできません。このため，JP1/ITRMで Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの認証機能を利用
する場合は，Account Authenticationをお勧めします。

Account Authenticationまたは Password Protectionのどちらかが有効になっている場
合，その認証機能のユーザー IDおよびパスワードを指定する必要があります。認証機能
が無効になっている場合は不要です。

それぞれの認証機能で必要なユーザー IDおよびパスワードの要件を次の表に示します。
なお，ユーザー ID，パスワードの文字列，およびロールの事前確認は実施しません。

表 6-15　Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズ認証機能の設定内容

（b）SSL接続

JP1/ITRMと Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズ間の接続は，非セキュアな通常接続お

必要な情報 説明 指定の
要否

IPアドレス Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズに接続するための IPアドレスを指定し
ます。

○

ユーザー ID Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの認証機能が有効になっていた場合に，
ストレージにログインするためのアカウントを指定します。認証機能の種
類を次に示します。
• Account Authentication

Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズに登録されたアカウントの情報によっ
て，アクセスするユーザーの認証と，リソースへのアクセス（参照およ
び設定）を制御します。

• Password Protection※
任意の日立ストレージに対して，アクセスを許可する Hitachi Storage 
Navigator Modularのユーザーに限定して，複数のユーザーからの同時
アクセスを防止します。

△

パスワード ユーザー IDのパスワードを指定します。 △

項目 Account Authentication Password Protection

ロール（操作権
限）

ユーザー IDのアカウントには，次のど
ちらかのロールが割り当てられている
ようにしてください。
• Storage Administrator（View Only）
• Storage Administrator（View and 

Modify）

なし
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よび SSL接続の両方をサポートします。JP1/ITRMがサポートしている接続方法を自動
で判断して，決定します。両方の接続をサポートしている場合は，SSL接続します。

なお，SSL接続の際，証明書の期限，証明機関などを確認しません。

（2） SMI-Sストレージの場合

SMI-Sストレージの場合に設定する内容について説明します。

（a）SMI-Sストレージを管理対象にするための条件

JP1/ITRMで SMI-Sストレージを管理する場合，SMI-Sに対応していて，かつ CIM
サービスが稼働していることが条件となります。

なお，SMI-Sには前提条件があります。SMI-Sのバージョンおよび使用する機能の詳細
について，次の表に示します。

表 6-16　SMI-Sのバージョンおよび機能

（b）SMI-S環境の構築

SMI-Sは，CIMサーバおよび CIMクライアントで構成されます。SMI-Sストレージを
管理するときは，JP1/ITRMは CIMクライアントとなり，クライアント APIを利用し
て CIMサーバからノード情報を取得します。このため，事前に CIMサーバの環境構築
が必要となります。

SMI-Sストレージ連携機能の機器構成を次の図に示します。

項目 説明

SMI-Sのバージョン 1.0～ 1.5

使用する機能 オブジェクト操作機能
CIMデータモデルを操作したり，参照したり
する機能です。
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図 6-2　SMI-Sストレージからの情報を取得するための SMI-S構成

図中で説明しているそれぞれのモデルについて，準備する内容を次に示します。

Embeddedモデル
ハードウェア内にあらかじめ CIMサーバが組み込まれたストレージです。SMI-Sイ
ンターフェースのプログラムが組み込まれているため，ハードウェアから直接情報
を取得できます。
ストレージのマニュアルを参照して，ベンダ専用の APIなどで CIMサーバの起動
や，HTTPまたはHTTPSのどちらで接続するかなどの設定を実施してください。

Proxyモデル
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SMI-Sプロバイダーをインストールした CIMサーバで管理することで，情報を取得
できるストレージです。SMI-Sプロバイダーは，SMI-Sに対応した機器のベンダが
提供します。
Proxyモデルでは，複数のノードを管理できる CIMOM（CIM Object Manager）お
よび単一のノードを管理できる Agentと呼ばれる 2種類の構成があります。これら
の区別は特になく，SMI-Sプロバイダーと呼ばれています。
それぞれのベンダは，SMI-S対応機種の SMI-Sプロバイダーおよびインストール手
順を用意しています。ベンダのホームページを参照したり，直接ベンダに問い合わ
せたりして，SMI-Sプロバイダーの入手，インストール，および設定を実施してく
ださい。

注意事項
• SMI-Sで接続する TCPポート番号は，デフォルトの場合 5988または 5989です。
同じホスト上に別々のノードを管理する SMI-Sプロバイダーをインストールする
場合，一方の SMI-Sプロバイダーはデフォルトのポート番号で問題ありません
が，もう一方の SMI-Sプロバイダーはほかのポート番号を指定する必要がありま
す。

• ホストとストレージを接続する FCスイッチをあらかじめ設定してください。
• ゾーニングの設定が必要な場合，あらかじめ設定してください。
• ストレージのすべてのコントローラをネットワークに接続し，Hitachi Storage 

Navigator Modularなどの管理ソフトウェアで，コントローラに IPアドレスを設
定してください。その上で，Hitachi Device Managerで管理しているストレージ
の，すべてのコントローラの IPアドレスを設定してください。

（c）前提ソフトウェア（SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，および Hitachi VSPの場合）

Hitachi Device Managerのサポートバージョンや管理できるストレージの種類について
は，サポートサービスサイトの JP1/ITRMについて説明しているページを参照してくだ
さい。

（d）ノードの接続情報

SMI-Sストレージを管理対象とする場合に必要なノード接続情報を指定します。指定す
る内容について，次の表に示します。

接続するノードは，SMI-Sストレージのノードまたは SMI-Sストレージを管理する
CIMサーバ（SMI-Sプロバイダー）です。これらをまとめて，ここでは CIMサーバと
表記します。
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表 6-17　SMI-Sストレージを管理対象にする場合のノード接続情報

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
SMI-Sプロバイダーによっては，アカウントが不要になるため，省略できる場合があります。

必要な情報 説明 指定の
要否

IPアドレス CIMサーバに接続するための IPアドレス（IPv4）を指定します。
例えば，SMI-Sプロバイダが Hitachi Device Managerの場合は，
Hitachi Device Managerの IPアドレスを指定します。

○

ネームスペース CIMサーバに接続するために必要なネームスペースを指定します。
ネームスペースとは，CIMクラスおよびインスタンス（オブジェク
ト）を分類するユニットです。
同名の CIMクラスが異なるネームスペースにある場合，別々の CIM
クラスとして管理されるため，ベンダとモデルから，適切なネームス
ペースを指定してください。なお，SMI-S1.0～ 1.5に対応するネー
ムスペースについては，SMI-Sストレージのドキュメントを参照し
てください。
ただし，HVM上で仮想ホストのデプロイや削除を実行するストレー
ジの場合は，「/root/smis/smis14」または「/root/smis/smis15」を指
定してください。対象のストレージについては，サポートサービスサ
イトの JP1/ITRMについて説明しているページを参照してください。

○

SSL有無 CIMサーバとの接続方法を trueまたは falseで指定します。
• trueを指定した場合

SSL通信となります。接続形式を次に示します。
https://IPアドレス /ネームスペース :ポート番号

• falseを指定した場合
非 SSL通信となります。接続形式を次に示します。
http://IPアドレス /ネームスペース :ポート番号

○

ポート番号 CIMサーバが CIMクライアントを待ち受けする TCPポート番号を
指定します。
省略した場合，SSL有無で指定した内容に応じて，次に示すポート
番号を使用します。
• trueを指定した場合

5989
• falseを指定した場合

5988

△

ユーザー ID※ CIMサーバに接続するためのユーザー IDを指定します。アカウント
には，SMI-Sプロバイダーで設定したユーザー IDなどが該当しま
す。
HVMを管理対象にする場合は，SMI-Sプロバイダーの管理者または
JP1/ITRM用のユーザーを指定してください。

△

パスワード※ ユーザー IDを指定した場合にパスワードを指定します。 △
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（e）Hitachi AMSシリーズまたは BRシリーズを HVMで使用する場合の注意事項

次のすべての条件に該当する場合，ホストグループと存在しない LUのマッピング情報
が削除されずに残ってしまう問題が発生します。

• JP1/ITRMで HVMのデプロイをサポート対象としている，AMSシリーズまたは BR
シリーズのストレージを使用している。

• Hitachi Device Managerと併用してHitachi Storage Navigator Modular 2でも対象
のストレージを管理している。または，Hitachi Device Managerから Link & Launch
機能で連携する Hitachi Storage Navigator Modular 2で，対象のストレージを管理し
ている。

• LUをホストグループからのマッピングを解除しないまま，Hitachi Storage 
Navigator Modular 2を使用して LUを削除する。

これらの条件を満たす場合，ホストグループと存在しない LUのマッピング情報が削除
されずに残ってしまう問題が発生します。マッピング情報に存在しない LUの情報が
残っていると，JP1/ITRMからデプロイを実行した場合に，JP1/ITRMが作成した LU
が意図しないホストグループからも参照できる状態となる場合があります。そのため，
管理対象にする前に，ストレージのホストグループに設定されている LUマッピングの
設定を解除しておく必要があります。JP1/ITRMで SMI-Sストレージを管理対象にする
場合，LUマッピングで存在しない LUがホストグループに設定されていないことを確認
してください。

なお，Hitachi Device Managerだけでストレージを管理している場合は，この注意事項
は該当しません。

ストレージの LUマッピングの状態を確認して，LUマッピングの設定を解除する手順を
次に示します。

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2がインストールされているマシンに，Hitachi 
Storage Navigator Modular 2 for Windows(CLI)をインストールする。

2. Hitachi Storage Navigator Modular 2 for Windows(CLI)で auunitaddauto.exeを実行し，
管理対象となっているストレージを Hitachi Storage Navigator Modular 2 for 
Windows(CLI)に登録してください。

実行例
auunitaddauto.exe -ip 192.168.xxx.xxx

auunitaddauto.exeを実行後，コマンドプロンプトの手順に従いアレイ装置を登録し
ます。

3. Hitachi Storage Navigator Modular 2 for Windows(CLI)で auhgmap.exeを実行し，ホ
ストグループとマッピング済みの LUの一覧を取得する。

実行例
auhgmap.exe -unit AMS2300_xxxxxxxx -refer
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4. Hitachi Storage Navigator Modular 2 for Windows(CLI)で aulurefコマンドを実行し，
LUの一覧を取得します。

実行例
auluref -unit AMS2300_xxxxxxxx

5. 手順 3で取得したホストグループの一覧にマッピング済みの LUの番号があり，手順
4で取得した LUの一覧に LUの番号がないものを検出する。
差分が検出された場合，ホストグループには存在しない LUが，設定されている状態
です。LUが生成された時点でホストグループに自動的にマッピングされます。

6. 手順 5で差分が検出されたホストグループから LUの設定を，Hitachi Storage 
Navigator Modular 2で解除する。

実行例（コントローラ番号が「1」，ポート番号が「A」，ホストグループ番号が
「000」，H-LUNが「0」，LUが「4094」の場合）
auhgmap -unit AMS2300_xxxxxxxx -rm 1 A 000 0 4094

7. 手順 5で差分が無くなるまで，手順 3，手順 5，手順 6を繰り返す。

この対処以降，Hitachi Storage Navigator Modular 2を使用して LUを削除する場合
は，ホストグループから LUのマッピングを解除したうえで，LUを削除してください。

また，この問題は，対象のストレージのファームウェアをアップデートすることで回避
できます。ファームウェアをアップデートすると，LUを削除する前に，ホストグループ
から LUのマッピングの削除が必要になり，この問題が発生しなくなります。なお，
ファームウェアのバージョンについては，リリースノートを参照してください。

6.2.10　ネットワークデバイスの設定
ここでは，ネットワークデバイスを管理対象とする場合の設定について説明します。
JP1/ITRMで管理できるネットワークデバイスの種類は，IPスイッチおよび FCスイッ
チの 2つです。

（1） IPスイッチの設定

IPスイッチを管理対象にする場合の設定について説明します。

（a） IPスイッチを使用する場合のリソース管理サーバの設定

トラップ受信機能を使用する場合，トラップ待ち受けで使用するポート（デフォルトは
162）をほかのプログラムで使用しないよう設定してください。

トラップ待ち受けで使用するポートは，ユーザー設定プロパティファイル
（jp1itrm.properties）の「AD.SnmpController.receiveTrapPort」で変更できます。

注意事項
SNMPトラップを用いて状態監視をする他製品と JP1/ITRMを同じサーバにインス
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トールした環境では，トラップ待ち受けで使用するポートが競合するおそれがあり
ます。送信先ポートを 1つだけ設定できる IPスイッチを使用している場合は，どち
らか一方の製品でだけトラップ受信をするように，ポート番号の競合を回避してく
ださい。
なお，送信先ポートを 1つだけ設定できる IPスイッチを使用して，他製品で
SNMPトラップを受信する場合は，JP1/ITRMのトラップ待ち受けで使用するポー
トを変更してください。ポートの変更によって，JP1/ITRMではトラップ受信を契
機とした状態監視ができなくなりますが，SNMPリクエストおよび SNMPレスポ
ンスを用いて，構成情報の収集と定期的な状態監視は続行できます。

（b）管理対象とする IPスイッチの設定

JP1/ITRMでは，次の表に示す条件をすべて満たす IPスイッチを管理対象とします。

表 6-18　管理対象とする IPスイッチの条件

これらの条件を満たせば，IPスイッチ以外の ITリソースも IPスイッチと判定され，管
理対象となります。

また，トラップ受信機能を使用する場合，次に示す条件を満たすように設定してくださ
い。

• トラップ送信を有効にする。
• トラップ送信先アドレスを JP1/ITRM動作マシンの IPアドレスに，送信先ポートを

JP1/ITRM動作マシンで待ち受けているポート（デフォルトは 162）に設定する。
• トラップの種別を SNMPv1にする。

（c）ノードの接続情報

IPスイッチを管理対象とする場合，次のノード情報が必要です。

• コミュニティ名
IPスイッチのMIBにアクセスするためのコミュニティ名です。コミュニティ名は必
ず設定してください。
IPスイッチを管理対象とするために必要なMIBの範囲にリード権限を持つコミュニ
ティを，IPスイッチ側に作成してください。

条件 説明

SNMPv1 SNMPのバージョン 1を実装して，SNMPが動作状態であることを示します。

MIB-II RFC1213で定義される system，interfacesなどのMIB情報を実装して，JP1/
ITRMで設定するコミュニティに Read権限があることを示します。

Bridge MIB RFC1493で定義されるMIB情報を実装して，JP1/ITRMで設定するコミュニ
ティに Read権限があることを示します。

ポート数 3以上 ifTypeが ethernet-csmacd(6)，iso88023-csmacd(7)，propVirtual(53)のどれ
かである ifEntryの数が 3つ以上あることを示します。
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コミュニティ名が誤っている場合，エラーではなくタイムアウトになるため，SNMP
を実装していない機器と区別されることはありません。その場合，Unknownノード
となります。規格による制限はないため，チェックしません。

• ポート番号
IPスイッチが SNMPの待ち受けをしているポート番号です。必要に応じて設定して
ください。デフォルトは 161です。

（2） FCスイッチの設定

FCスイッチを管理対象にする場合の設定について説明します。

（a）対応する SMI-Sのバージョンおよび機能

SMI-Sのバージョンおよび使用する機能について，次の表に示します。

表 6-19　SMI-Sのバージョンおよび使用する機能

（b）管理対象にするためのネットワーク構成

FCスイッチを管理対象にするためのネットワーク構成について，次の図に示します。

項目 説明

SMI-Sのバージョン 1.0以降

使用する機能 オブジェクト操作機能
CIMデータモデルを操作したり，参照したり
する機能です。
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図 6-3　FCスイッチを管理対象にするためのネットワーク構成

SMI-Sは，CIMサーバおよび CIMクライアントで構成されます。JP1/ITRMは CIMク
ライアントとなり，クライアント APIを利用して，CIMサーバからノードの情報を取得
します。このため，事前に CIMサーバの環境構築が必要になります。

それぞれの FCスイッチに必要な設定について説明します。

Embeddedモデル
CIMサーバそのものが標準で組み込まれている FCスイッチです。SMI-Sインター
フェースのプログラムが組み込まれているため，ハードウェアから直接情報を取得
できます。
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ベンダ専用の APIを利用して，CIMサーバの起動および接続方法（HTTP，
HTTPSのどちらで接続するかなど）を設定してください。

Proxyモデルに該当する FCスイッチ
SMI-Sプロバイダーをインストールした CIMサーバで管理することで，情報を取得
できる FCスイッチです。SMI-Sプロバイダーは，SMI-Sに対応した機器のベンダ
が提供します。
Proxyモデルでは，複数のノードを管理できる CIMOMおよび単一のノードを管理
できる Agentと呼ばれる 2種類の構成があります。これらの区別は特になく，
SMI-Sプロバイダーと呼ばれています。
それぞれのベンダは，SMI-S対応機種の SMI-Sプロバイダーおよびインストール手
順を用意しています。ベンダのホームページを参照したり，直接ベンダに問い合わ
せたりして，SMI-Sプロバイダーの入手，インストール，および設定を実施してく
ださい。

Brocade FCスイッチを管理する場合
SMI-Sプロバイダーの設定を次の手順に従って実施します。詳細については，
Brocade SMI Agentのドキュメントを参照してください。
1. BrocadeのWebサイトから Brocade SMI Agentをダウンロードする。
2. Brocade SMI Agentを任意のサーバにインストールする。
3. Brocade SMI Agent に，FCスイッチを登録する。
4. Proxyの設定画面で IPアドレス，ユーザー ID，および FCスイッチのパス
ワードを登録する。

注意事項
SMI-Sで接続する TCPポート番号は，デフォルトで 5988または 5989が設定され
ています。同じホスト上に別々のノードを管理する SMI-Sプロバイダーをインス
トールする場合，一方の SMI-Sプロバイダーはデフォルトのポート番号で問題あり
ませんが，もう一方の SMI-Sプロバイダーはほかのポート番号を指定する必要があ
ります。

（c）ノードの接続情報

FCスイッチを管理対象とする場合に必要なノード接続情報を指定します。指定する内容
について，次の表に示します。なお，ノード接続情報で接続するノードは，FCスイッチ
のノードそのもの，または FCスイッチを管理する CIMサーバをまとめて CIMサーバ
と定義しています。
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表 6-20　FCスイッチを管理対象にする場合に必要なノード接続情報

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
SMI-Sプロバイダーによっては，アカウントが不要になるため，省略できる場合があります。

必要な情報 説明 指定の
要否

IPアドレス CIMサーバに接続する IPアドレス（IPv4）を指定します。
例えば，Brocadeの FCスイッチを管理する場合は，Brocade SMI 
Agentがインストールされているサーバの IPアドレスを指定しま
す。

○

ネームスペース CIMサーバに接続するために必要なネームスペースを指定します。
ネームスペースとは，CIMクラスおよびインスタンス（オブジェク
ト）を分類するユニットです。
同じ名前の CIMクラスが，異なるネームスペースにある場合，それ
ぞれ別の CIMクラスとして管理されます。ベンダおよびモデルから，
適切なネームスペースを指定してください。
ネームスペースは，SMI-Sプロバイダーを入手したときに同梱され
ているドキュメントに記載されているものを指定してください。
例えば，Brocadeの FCスイッチを管理する場合は，固定で「root/
brocade1」を指定します。

○

SSL有無 CIMサーバとの接続方法を trueまたは falseで指定します。
• trueを指定した場合

SSL通信となります。接続形式を次に示します。
https://IPアドレス /ネームスペース :ポート番号

• falseを指定した場合
非 SSL通信となります。接続形式を次に示します。
http://IPアドレス /ネームスペース :ポート番号

○

ポート番号 CIMサーバが CIMクライアントを待ち受けるときの TCPポート番
号を指定します。
省略した場合，SSL有無で指定した内容に応じて，次に示すデフォ
ルトの TCPポート番号を使用します。
• trueを指定した場合

5989
• falseを指定した場合

5988

△

ユーザー ID CIMサーバに接続するためのアカウントを指定します。
アカウントには，FCスイッチの管理 API，または SMI-Sプロバイ
ダーで設定したユーザー IDが該当します。※

△

パスワード ユーザー IDを指定した場合に指定します。 △
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6.3　デフォルトユーザーのパスワード変更
ここでは，デフォルトユーザーのパスワードの変更について説明します。

JP1/ITRMの初期設定時には，デフォルトユーザーが登録されています。デフォルト
ユーザーは，すべての操作を実行できる権限を持つため，最初にデフォルトユーザーで
ログインしたあと，すぐにパスワードを変更してください。

デフォルトユーザーのユーザー IDとパスワードは次のとおりです。

ユーザー ID
jp1admin

パスワード
jp1itrm

ユーザーのパスワード変更は，ログイン後に表示される画面の右上にあるユーザー名の
アンカーから実行できます。

ユーザーのパスワードを変更する手順については，「7.3.4　ユーザーのパスワードの変
更」を参照してください。
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6.4　システムを構築するためのユーザーの追加
ここでは，JP1/ITRMのシステムを構築するためのユーザーに，デフォルトユーザー以
外のユーザーを追加する手順について説明します。

1. ユーザーを追加する。
デフォルトユーザー，または管理者ロールに所属するほかのユーザーでログインし
て，新しいユーザーを追加します。
ユーザーを追加する手順については，「7.3.1　ユーザーの追加」を参照してください。

2. ロールを設定する。
ユーザー管理するための管理者ロールと ITリソースやリソースグループを管理する
ためのリソース管理ロールに，新しく追加したユーザーを追加します。
ロールを設定する手順については，「7.4　ロールの設定」を参照してください。

3. デフォルトユーザーを削除する。
必要に応じて，管理者ロールに所属するユーザーでログインして，デフォルトユー
ザーを削除してください。
ユーザーを削除する手順については，「7.3.3　ユーザーの削除」を参照してください。
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6.5　仮想イメージテンプレートを使用するため
の設定

JP1/ITRMを使ってデプロイするには，JP1/ITRM上であらかじめ仮想イメージテンプ
レートを作成しておく必要があります。仮想イメージテンプレートを作成するためには，
事前に設定が必要です。

設定手順は，仮想化ソフトウェアごとに異なります。

ここでは，それぞれの設定手順について説明します。

なお，それぞれの作業に入る前に，次に示す設定を確認してください。

●仮想ホストの OSで，ネットワークアダプタなどのデバイスが「有効」に設定されて
いることを確認してください。

●仮想イメージテンプレートの基となる仮想ホストに，JP1/ITRMの管理対象にするた
めの設定をする必要があります。仮想ホストを JP1/ITRMの管理対象にするための設
定については，「6.2　ITリソースを管理対象にするために必要な設定」を参照してく
ださい。

●仮想イメージテンプレートの基となる仮想ホストの OSがWindowsの場合，仮想ホ
ストのドライブに，nodefaultdriveletter属性が設定されていないことを確認し

てください。nodefaultdriveletter属性は，diskpartコマンドで確認できま

す。nodefaultdriveletter属性の確認および解除手順を次に示します。

1. 仮想イメージテンプレートの基となる仮想ホストのコマンドプロンプトで，
diskpart.exeを実行する。

2. list volumeコマンドを実行し，コンピュータの各ボリュームの情報を表示す

る。
3. select volume nコマンドを実行し，指定したボリュームにフォーカスを設定す
る。
nには，手順 2で表示されたボリュームの番号を指定します。

4. detail volumeコマンドを実行し，現在フォーカスが置かれているボリュームの

詳細情報を確認する。
「既定のドライブ文字がありません」が「いいえ」の場合，
nodefaultdriveletter属性は設定されていません。

5. nodefaultdriveletter属性が設定されている場合，attributes volume 

clear nodefaultdriveletterコマンドを実行し，設定を解除する。

6.5.1　OSカスタマイズ用応答ファイルの作成（VMware・
Hyper-Vの場合）

仮想ホストの OSがWindows Server 2003またはWindows Server 2008の場合，OSカ
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スタマイズ用応答ファイルを作成する必要があります。

OSカスタマイズ用応答ファイルとは，仮想イメージテンプレートから仮想ホストをデプ
ロイするときに使用する設定ファイルです。デプロイ後の仮想ホストの OSに設定され
るパラメーターが記述されています。1つのWindows Server 2003またはWindows 
Server 2008の仮想イメージテンプレートに対して，1つの OSカスタマイズ用応答ファ
イルを作成してください。

仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの OSに対応する OSカスタマイズ用応答
ファイルを作成します。既存の OSカスタマイズ用応答ファイルを再編集する場合も，
ここで説明する手順で作成した OSカスタマイズ用応答ファイルを使用してください。

なお，Hyper-Vを使用する場合，仮想イメージテンプレートにする仮想ホストは
sysprepで初期化されてしまうため，仮想イメージテンプレート化後はその仮想ホスト

を継続して使用できません。仮想イメージテンプレート化後に引き続き使用する場合は，
あらかじめ退避しておいてください。

OSカスタマイズ用応答ファイルを作成する手順について次に示します。

（1） Windows Server 2003の場合

1. Windows Server 2003のセットアップで使用する setupmgr.exeを用意する。

setupmgr.exeは，セットアップに使用する媒体の，次のフォルダに格納されてい

ます。
SUPPORT¥TOOLS¥DEPLOY.CAB

2. setupmgr.exeを実行する。

セットアップマネージャーが起動します。

3. ウィザードに従って次の内容を設定して，OSカスタマイズ用応答ファイルを作成す
る。

表 6-21　ウィザードで設定する内容

項目 必須 /任意 作業内容

［新規または既存の応答ファイ
ル］

必須 目的に合わせて選択します。

［セットアップの種類］ 必須 ［Sysprepセットアップ］を選択します。

［製品］ 必須 Windows Server 2003のエディションを選択
します。

［使用許諾契約書］ 必須 ［はい、インストールを完全に自動化します］
を選択します。

［名前と組織名］ 必須（名前）
任意（組織名）

名前と組織名を入力します。

［ディスプレイの設定］ 任意 任意の内容を設定します。

［タイムゾーン］ 必須 一覧から選択します。
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［プロダクトキー］ 必須 Windowsのプロダクトキーを入力します。

［ライセンス　モード］ 必須 用途に合わせて選択します。

［コンピュータ名］ 必須 ［コンピュータ名を自動で生成する］を選択し
ます。ただし，ここでの設定は OSカスタマ
イズで変更されるため有効となりません。

［Administratorのパスワード］ 必須 次の 3点を確認および設定します。
•［次の Administratorパスワードを使う（最
大 127文字以内で、大文字と小文字の区別
が必要）］で，［パスワード］および［パス
ワードの確認入力］を空欄にする。

•［応答ファイルの Administratorパスワード
を暗号化する］のチェックを外す。

•［インストール先のコンピュータ起動時に、
Administratorとして自動的にログオンす
る］のチェックを外す。

［ネットワークコンポーネント］ 必須 ［標準的な設定］を選択します。

［ワークグループまたはドメイ
ン］

必須 用途に合わせてワークグループまたはドメイ
ンを選択・設定します。空には設定できませ
ん。
ドメインを選択・設定する場合，次の 2点を
確認してください。
•［ドメインにコンピュータ アカウントを作成
する］がチェックされていること。

•［ユーザー名］，［パスワード］，および［パ
スワードの確認入力］に，デプロイ後の仮
想ホストが参加するドメイン認証情報が入
力されていること。［パスワード］は空を指
定できない。

［テレフォニー］ 必須 次の 4点を設定します。
•［国または地域］に［指定されていません］
を選択する。

•［エリア コードまたは市外局番］を空欄にす
る。

•［外線発信番号］を空欄にする。
•［ダイヤル方法］に［指定されていません］
を選択する。

［地域の設定］ 必須 ［インストールするWindowsのバージョンに
対する既定の地域の設定を使用する］を選択
します。

［言語］ 必須 ［言語のグループ］の一覧で選択されているも
のがあれば選択を取り消します。

［プリンタのインストール］ 必須 次の 2点を設定します。
•［ネットワーク　プリンタ名］を空欄にす
る。

•［インストールするプリンタ］を空欄にす
る。

項目 必須 /任意 作業内容
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4. 作成した OSカスタマイズ用応答ファイルを任意の場所に保存して，ファイル名を
itrmsysp_任意の文字列 .infに変更する。

（2） Windows Server 2008の場合

1. Microsoftのホームページから，Windows自動インストールキット（Windows AIK）
をダウンロードしてインストールする。
Windows AIKバージョン 3.0以降をダウンロードします。

2. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［Windows システム イメージ マ
ネージャー］を選択する。
Windowsシステムイメージマネージャーが起動します。

3.［ファイル］－［Windows イメージの選択］を選択する。

4. 仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの OSに該当するエディションのカタロ
グファイルを選択する。
カタログファイルは，OSのセットアップに使用する媒体の，次のフォルダに格納さ
れています。
¥sources

5.［ファイル］－［新しい応答ファイル］を選択する。

6.［編集］－［検索］を選択する。
検索するためのウィンドウが表示されます。

7. 表 6-22の「検索に指定する文字列」を入力して検索する。
•「amd64（64bitOS）」と「x86（32bitOS）」の 2種類が表示された場合
仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの OSの種類に合わせて選択してくだ
さい。

•「amd64」と「wow64」の 2種類が表示された場合
「amd64」を選択してください。
•「WinPE」の記載あり，記載なしの 2種類が表示され場合
「WinPE」の記載がない方を選択してください。

8. 検索結果をダブルクリックで選択する。

［Run Once］ 必須 次の 2点を設定します。
•［追加するコマンド］を空欄にする。
•［次のコマンドを実行します］を空欄にす
る。

［追加のコマンド］ 必須 次の 2点を設定します。
•［追加するコマンド］を空欄にする。
•［次のコマンドを実行します］を空欄にす
る。

［ID文字列］ 必須 ［ID 文字列］を空欄にします。

項目 必須 /任意 作業内容
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選択した項目が［Windowsイメージ］エリアに表示されます。

9. 表示された項目から表 6-22の「［Windows イメージ］エリアで指定する項目」を選択
する。

10.右クリックして表示されるメニューから表 6-22の「［応答ファイル］エリアへの追加
先」を選択して，［応答ファイル］メニューに追加する。

11.［プロパティ］エリアで必要に応じてプロパティを入力する。

12.手順 6から手順 11の操作で，順番にプロパティを設定する。
表 6-22の「必ず入力するプロパティ」以外に追加する場合も，手順 6から手順 11の
操作で設定してください。

13.［ファイル］－［応答ファイルを保存］から OSカスタマイズ用応答ファイルを任意
の場所に保存して，ファイル名を itrmsysp_任意の文字列 .xmlに変更する。

表 6-22　必ず入力するプロパティ

検索に指定する文字列 ［Windows イメージ］エリア
で指定する項目※ 1

［応答
ファイ
ル］エリ
アへの追
加先

必ず入力するプロパティ

Microsoft-Windows-PnpS
ysprep

Microsoft-Windows-PnpSys
prep

generaliz
e

PersistAllDeviceInstalls=tru
e

Microsoft-Windows-Inter
national-Core

Microsoft-Windows-Interna
tional-Core

oobeSyst
em

InputLocale=任意のロケー
ル※ 2

SystemLocale=任意のロケー
ル※ 2

UILanguage=任意のロケー
ル※ 2

UserLocale=任意のロケール
※ 2

Microsoft-Windows-Shell
-Setup

Microsoft-Windows-Shell-S
etup
　　OOBE

oobeSyst
em

HideEULAPage=true
NetworkLocation=Work
ProtectYourPC=1
SkipUserOOBE=true

Microsoft-Windows-Shell-S
etup
　　UserAccounts
　　　　
AdministratorPassword

oobeSyst
em

Value=任意のパスワード
JP1/ITRMのデプロイ時にこ
の項目を再設定するため，指
定した値は有効になりませ
ん。

Microsoft-Windows-Shell-S
etup

oobeSyst
em

TimeZone = 任意のタイム
ゾーン※ 3
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注※ 1
下線の項目を選択します。

注※ 2
指定する値は，Windows AIKのヘルプで確認します。
日本のロケールを指定する場合は，「ja-JP」を指定します。

注※ 3

Microsoft-Windows-Shell-S
etup

specializ
e

RegisteredOwner=任意の使
用者名
RegisteredOrganization=任
意の組織名
ComputerName=任意のコン
ピュータ名
JP1/ITRMのデプロイ時にこ
の項目を再設定するため，指
定した値は有効になりませ
ん。
ProductKey=Windowsプロダ
クトキー

Microsoft-Windows-Unat
tendedJoin

Microsoft-Windows-Unatte
ndedJoin
　　Identification

specializ
e

JoinWorkgroup=任意のワー
クグループ名
または
JoinDomain=任意のドメイ
ン名

Microsoft-Windows-Unatte
ndedJoin
　　Identification
　　　　Credentials

specializ
e

Domain=JoinDomainで指定
したドメイン名※ 4

Password=ドメインアカウン
トのパスワード※ 4

Username=ドメインアカウ
ントのユーザー名※ 4

Microsoft-Windows-TCPI
P

Microsoft-Windows-TCPIP
　　Interfaces
　　　　Interface

specializ
e

Identifier=任意の数字
テンプレートの構成に関係な
く 1つの定義を作成します。
JP1/ITRMのデプロイ時にこ
の項目を再設定するため，指
定した値は有効になりませ
ん。

Microsoft-Windows-DNS
-Client

Microsoft-Windows-DNS-Cl
ient
　　Interfaces
　　　　Interface

specializ
e

Identifier=任意の数字
テンプレートの構成に関係な
く 1つの定義を作成します。
JP1/ITRMのデプロイ時にこ
の項目を再設定するため，指
定した値は有効になりませ
ん。

検索に指定する文字列 ［Windows イメージ］エリア
で指定する項目※ 1

［応答
ファイ
ル］エリ
アへの追
加先

必ず入力するプロパティ
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指定する値は，Windows AIKのヘルプ，または，コマンドプロンプトで次のコマンドを実行し
て，指定できる値を確認します。
tzutil /l

日本のタイムゾーンを指定する場合は，「Tokyo Standard Time」を指定します。

注※ 4
Microsoft-Windows-UnattendedJoin-Identificationで JoinDomainを指定した場合は必ず指定
してください。JoinWorkgroupを指定した場合は指定する必要はありません。ドメインアカウ
ントのパスワードは空を指定できません。

6.5.2　仮想イメージテンプレートを作成する仮想ホストのパ
スワードの設定（VMware・Hyper-V・HVM共通）

仮想ホストの OSがWindows Server 2003またはWindows Server 2008の場合，仮想イ
メージテンプレートにする仮想ホストの Administratorユーザーのパスワードを空にし
ます。

パスワードを空にする手順について次に示します。

（1） Windows Server 2003の場合

1. 仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの管理者権限（Administratorsグループ）
を持つユーザーでログインする。

2. スタートメニューから［管理ツール］－［コンピュータの管理］を選択する。

3.［コンピュータの管理 (ローカル )］－［ローカル ユーザーとグループ］－［ユー
ザー］を選択する。

4. ユーザーの Administratorを選択して，ポップアップメニューの［パスワードの設定］
を選択する。

5.［パスワードの設定の続行］ボタンをクリックする。

6.［新しいパスワード］と［パスワードの確認入力］に何も入力しないまま［OK］ボタ
ンをクリックする。

7.［パスワードは設定されました。］と表示されるので，［OK］ボタンをクリックする。

（2） Windows Server 2008の場合

1. 仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの管理者権限（Administratorsグループ）
を持つユーザーでログインする。

2. スタートメニューから［管理ツール］－［ローカル セキュリティ ポリシー］を選択
する。

3.［セキュリティの設定］－［アカウント ポリシー］－［パスワードのポリシー］を選
択して［パスワードは、複雑さの要件を満たす必要がある］を確認して，有効になっ
ていた場合は無効にする。
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4. スタートメニューから［管理ツール］－［コンピュータの管理］を選択する。

5.［コンピュータの管理 (ローカル )］－［ローカル ユーザーとグループ］－［ユー
ザー］を選択する。

6. Administratorを選択して，ポップアップメニューの［パスワードの設定］を選択す
る。

7.［パスワードの設定の続行］ボタンをクリックする。

8.［新しいパスワード］と［パスワードの確認入力］に何も入力しないまま［OK］ボタ
ンをクリックする。

9.［パスワードは設定されました。］と表示されるので，［OK］ボタンをクリックする。

10.手順 3で［パスワードは、複雑さの要件を満たす必要がある］を無効にした場合は，
有効に戻す。

6.5.3　VMwareの設定
仮想イメージテンプレートを使用するためには，次の条件を満たす必要があります。

• テンプレートの名称に，Windowsでパスに指定できる文字を使用していること。
• vAppエクスポート権限がある vCenterアカウントを引数にして，
jirmimageimportコマンドを実行すること。

• VMware ESX 4.1以降で，仮想ホストが USBデバイスを構成している場合は，設定
を解除すること。

• VMware ESX 4.1以降の場合，仮想ホストのソケット当たりのコア数が 1に設定され
ていること。

• NICの冗長化構成が設定されていないこと。NICの冗長化構成が設定されていた場合
は解除してください。

なお，RawDeviceMappingのデバイスを対象としてテンプレートを作成することはでき
ません。

仮想イメージテンプレートを使用するための，VMwareの設定手順について次に示しま
す。

1. ユーザースクリプトを，仮想ホスト上に配置する。

2. 仮想ホストの OSがWindows Server 2008の場合，SetupComplete.cmdファイル
を仮想ホスト上に配置する。
デプロイに使用する OSカスタマイズ用応答ファイルをデプロイ後に配置される仮想
ホストから削除するために，次の手順で仮想ホスト上に SetupComplete.cmdファ

イルを配置してください。
1.　「%WINDIR%¥Setup¥Scripts」フォルダを作成する。

2.　「%WINDIR%¥Setup¥Scripts¥SetupComplete.cmd」ファイル（拡張子の種

類：Windowsコマンドスクリプト）を作成する。
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3.　作成したファイルに，テキストエディタで次の内容を記載する。
　　DEL /Q /F c:¥sysprep¥sysprep.xml

3. 仮想ホストをシャットダウンする。

4. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択する。

5. jirmimageimportコマンドを実行する。

仮想ディスクイメージおよびデプロイに必要な情報を格納した付属ファイルが作成さ
れます。デプロイに必要な情報とは，仮想ホストの CPU，メモリ，ネットワークデ
バイスなどのスペック情報です。また，仮想イメージテンプレートは，仮想イメージ
テンプレート格納フォルダに格納されます。
jirmimageimportコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

6. 仮想ホストの OSがWindowsの場合，OSカスタマイズ用応答ファイルを配置する。
「6.5.1　OSカスタマイズ用応答ファイルの作成（VMware・Hyper-Vの場合）」で作
成した OSカスタマイズ用応答ファイルを，仮想イメージテンプレート格納フォルダ
に配置してください。

7.「6.5.2　仮想イメージテンプレートを作成する仮想ホストのパスワードの設定
（VMware・Hyper-V・HVM共通）」で仮想ホストの Administratorユーザーのパスワー
ドを空にした場合，パスワードを再設定する。

6.5.4　Hyper-Vの設定
仮想イメージテンプレートを使用するための，Hyper-Vの設定手順について次に示しま
す。

（1） ダイナミックメモリの設定

ダイナミックメモリを有効にした仮想ホストをデプロイするには，Hyper-Vおよび
SCVMMがダイナミックメモリに対応している必要があります。

また，仮想イメージテンプレートを作成する際は，テンプレートにする仮想ホストのダ
イナミックメモリを，有効に設定しておく必要があります。なお，ダイナミックメモリ
の設定変更は SCVMM上からしてください。Hyper-V上で設定変更すると，SCVMMと
の同期処理のタイミングによって設定に差が生じるおそれがあります。

参考
 

デプロイ後の仮想ホストのメモリ設定のうち，最大 RAM，メモリバッファ，およびメモリ
優先度は，仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの値が設定されます。スタートアッ
プ RAMについては，デプロイ時に［仮想イメージテンプレート詳細］画面で指定する値が
設定されます。
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（2） 仮想ホスト上のWindowsで必要な設定

仮想ホスト上のWindowsで必要な設定として，システム準備ツールの設定手順について
説明します。

システム準備ツールの設定手順は，Windows Server 2003またはWindows Server 2008
で異なります。なお，Administrator権限を持つユーザーが設定してください。

（a）Windows Server 2003の場合

1. ユーザースクリプトを，仮想ホスト上に配置する。
NICの冗長化構成が設定されていないことを確認してください。NICの冗長化構成
が設定されていた場合は解除してください。

2. 仮想ホスト上のシステムドライブのルートに，sysprepフォルダを作成する。

3. 次のファイルをエクスプローラ上でダブルクリックする。
CD-ROMドライブ ¥SUPPORT¥TOOLS¥DEPLOY.CAB

4. DEPLOY.CAB内のすべてのファイルを，手順 2で作成した sysprepフォルダにコ

ピーする。

5. Administrator権限を持つユーザーのパスワードを空にする。

6. sysprepフォルダから sysprep.exeを実行する。

［システム準備ツール 2.0］ダイアログボックスが表示されます。

7.［OK］ボタンをクリックする。

8.［オプション］の［Mini-Setupを使う］をチェックする。

9.［オプション］の［シャットダウン モード］プルダウンメニューから［シャットダウ
ン］を選択する。

10.［再シール］ボタンをクリックする。

11.［OK］ボタンをクリックする。

（b）Windows Server 2008の場合

1. ユーザースクリプトを，仮想ホスト上に配置する。
NICの冗長化構成が設定されていないことを確認してください。NICの冗長化構成
が設定されていた場合は解除してください。

2. Administrator権限を持つユーザーのパスワードを空にする。

3. スタートメニューの［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに
「%systemroot%¥system32¥sysprep¥sysprep」を入力し，［OK］ボタンをク
リックする。
［システム準備ツール 3.14］ダイアログボックスが表示されます。

4.［システム クリーンアップ アクション］プルダウンメニューから［システムの
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OOBE(Out-of-Box Experience)に入る］を選択する。

5.［一般化する］チェックボックスをチェックする。

6.［シャットダウン オプション］プルダウンメニューから［シャットダウン］を選択す
る。

7.［OK］ボタンをクリック。
仮想ホストがシャットダウンしないでリブートした場合は，SCVMMで仮想ホストを
停止してください。

（3） ITリソース管理サーバ上で必要な設定

ITリソース管理サーバ上で必要な設定として，仮想イメージテンプレートを JP1/ITRM
内の仮想イメージテンプレート格納フォルダに配置する手順について説明します。

1. SCVMMのライブラリを保管する操作を実施して，SCVMMのライブラリサーバ上に
仮想ホストが退避されていることを確認する。
このとき，すでに仮想ホストが SCVMMのライブラリサーバにある場合，同じ名前
で仮想ホストを退避しないようにしてください。

2. スタートメニューから［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択する。

3. jirmimageimportコマンドを実行する。

仮想イメージテンプレートが，JP1/ITRM内の仮想イメージテンプレート格納フォル
ダに配置されます。コマンド実行後，正しく配置されているか確認してください。
なお，jirmimageimportコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT 
Resource Management - Manager リファレンス」を参照してください。

4. 仮想イメージテンプレートにする仮想ホストの OSがWindowsの場合，OSカスタマ
イズ用応答ファイルを配置する。
「6.5.1　OSカスタマイズ用応答ファイルの作成（VMware・Hyper-Vの場合）」で作
成した OSカスタマイズ用応答ファイルを，JP1/ITRM内の仮想イメージテンプレー
ト格納フォルダに配置してください。

6.5.5　HVMの設定
仮想イメージテンプレートを使用するための，HVMの設定手順について次に示します。

なお，仮想イメージテンプレート化した仮想ホストは sysprep.exeで初期化されるた

め，テンプレート化したあと，継続して使用できません。テンプレート化したあとも継
続して使用する場合は，あらかじめ複製を作成しておいてください。また，テンプレー
ト作成時に，テンプレートにする LPARに割り当てられたシステムディスクの LUのサ
イズの情報が必要となります。
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（1） テンプレートを作成する準備

1. HVMの BSM IP Addressまたは HVM CLI IP Addressに ITリソース管理サーバの IP
アドレスを登録する。
詳細については，マニュアル「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参照してくだ
さい。

2. JP1/SC/DPMのディスク複製 OSインストール機能を使用するための前提条件を満た
していることを確認する。
詳細については，マニュアル「JP1/ServerConductor/Deployment Manager」を参照
してください。

3. 仮想イメージテンプレート化する仮想ホストが次の条件をすべて満たしているか確認
する。
• 共有ネットワークアダプタが 1つ以上接続されている
• 共有 FCアダプタが 1つ以上接続されている
• ハードディスクが 1つだけ接続されている
• 接続されているディスクはシステムディスクである
• 仮想ホストに占有ネットワークアダプタが割り当てられていない
• 仮想ホストに占有 FCアダプタが割り当てられていない

なお，仮想イメージテンプレート化する仮想ホストに接続されたアダプタのうち，
ネットワークアダプタおよび FCアダプタ以外は，仮想イメージテンプレートに反映
されません。

4. ユーザースクリプトを仮想ホスト上に配置する。

（2） ディスク複製の準備

マスタコンピュータのセットアップや Sysprepの実行など，ディスク複製の準備をしま
す。詳細は，マニュアル「JP1/ServerConductor/Deployment Manager」を参照してく
ださい。

（3） テンプレートにする仮想ホスト（マスタコンピュータ）のバックアップ
イメージファイル，リストアシナリオファイル，ディスク複製用情報
ファイルの作成

JP1/SC/DPMから，DPMディスク複製 OSインストール機能で使用するテンプレート
にする仮想ホスト（マスタコンピュータ）のバックアップイメージファイル，リストア
シナリオファイル，ディスク複製用情報ファイルを次のとおり作成します。

テンプレートにする仮想ホスト（マスタコンピュータ）のバックアップイメージファイ
ル

JP1/SC/DPMのバックアップ機能を用いて作成します。
ディスク単位で作成します。パーティション単位のイメージファイルには対応しま
せん。
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リストアシナリオファイル
［シナリオファイルの作成］画面で［バックアップ /リストア］タブを選択して，［リ
ストア開始条件］の［ユニキャストでデータを送信する］をチェックします。

ディスク複製用情報ファイル
次の表に示す項目を設定します。

表 6-23　ディスク複製用情報ファイルの設定項目

（凡例）
－：該当しないため非活性。

詳細については，マニュアル「JP1/ServerConductor/Deployment Manager」を参照し
てください。

画面 項目 設定値

［基本情報］画面 ［OS種別］ 仮想イメージテンプレートの OS種別を
選択する。

［対象マシン］ • Windows Server 2003の場合
［Auto Detect］
• Windows Server 2008の場合
－

［インストールパス］ • Windows Server 2003の場合
WINDOWS

• Windows Server 2008の場合
－

［パーティション］ ［新規パーティション］，および［全領域］
をチェックする。

［コンピュータの役割］
画面

［コンピュータ名］ デプロイ時に設定できるため任意で指定
する。

［Administratorのパスワード］ デプロイ時に設定できるため任意で指定
する。

［ドメイン］
［ワークグループ］

ドメイン指定の場合に，デプロイ時にデ
プロイ先仮想ホストが使うドメイン認証
のためのユーザー情報を入力する。

［ネットワーク設定］画
面

［MACアドレス］ デプロイ時に設定できるため任意で指定
する。
ただし，ディスク複製用情報ファイルの
ファイル名として使用するため，
FF-FF-FF-FF-FF-FFなど実際の LPAR
で使用するMACアドレスと重複しない
値を入力する。
このファイル名は jirmimageimportコ
マンドの引数に指定する。

［コンポーネント設定］
画面

［NICの設定］ デプロイ時に設定できるため任意で指定
する。
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（4） 仮想イメージテンプレート配置

jirmimageimportコマンドを実行して，仮想イメージテンプレートを JP1/ITRM内の
仮想イメージテンプレート格納フォルダに配置します。テンプレートとなる LPARの電
源が OFFであること確認して，jirmimageimportコマンドを実行してください。コ
マンド実行後，仮想イメージテンプレートが正しく配置されているか確認してください。
jirmimageimportコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

なお，仮想イメージテンプレート作成後に管理サーバ for DPMのパスワード，複製情報
ファイル格納用フォルダのファイル共有のユーザー名，またはパスワードを変更した場
合，そのテンプレートを使用するとデプロイに失敗します。この場合，「イメージ名」
（フォルダ名）を元の仮想イメージテンプレートと同じにして，仮想イメージテンプレー
トを作成し直してください。

また，Webサーバ for DPMが更新モードのときに，jirmimageimportコマンドを実
行するとエラーになります。更新モード以外のときに，jirmimageimportコマンドを

実行してください。

（5） 仮想イメージテンプレートの動作確認

仮想イメージテンプレート化する仮想ホストを削除する前に，作成した仮想イメージテ
ンプレートを使用してデプロイを実行し，デプロイが成功することを確認してください。
正常にデプロイできない場合，jirmimageimportコマンドで指定した LUのサイズと
実際の LUのサイズが一致しているかを確認して，一致していないときは仮想イメージ
テンプレートを作成し直してください。
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6.6　管理対象とする ITリソースの探索と設定

JP1/ITRMの探索機能を使用して ITリソースを発見して，管理対象に設定する手順につ
いて次に示します。

1. 探索条件を設定する。
探索ウィザードを使用して，探索機能を使用して探索する範囲，探索を自動で実行す
るかどうか，探索の周期などを設定します。
探索機能を設定する手順については，「7.5　探索機能の設定」を参照してください。

2. ITリソースを管理対象に設定する。
探索によって発見された ITリソースの情報は，設定画面の［発見したリソース一覧］
エリアに表示されます。発見された ITリソースは，［発見したリソース一覧］エリア
から JP1/ITRMの管理対象に追加します。
ITリソースを管理対象に設定する手順については，「7.6.1　管理対象への追加」を参
照してください。
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6.7　リソースグループの作成と ITリソースの
追加

管理対象に設定された ITリソースをリソースグループに追加する手順について次に示し
ます。

1. リソースグループを作成する。
リソース管理画面で新しいリソースグループを作成します。
リソースグループを作成する手順については，「7.7.1　リソースグループの作成」を
参照してください。

2. リソースグループに ITリソースを追加する。
作成したリソースグループに ITリソースを追加します。管理対象に設定された直後
の ITリソースは，［_Default］リソースグループに追加されています。
作成したリソースグループに ITリソースを追加する手順については，「7.7.2　リソー
スグループへの ITリソースの追加」を参照してください。
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6.8　リソースグループの業務グループへの関連
づけ

業務グループを作成してリソースグループを関連づける手順について次に示します。

1. 業務グループを作成する。
リソース管理画面で新しい業務グループを作成します。
業務グループを作成する手順については，「7.8.1　業務グループの作成」を参照して
ください。

2. リソースグループを作成した業務グループに関連づける。
［リソースグループ関連付け］画面でリソースグループを作成した業務グループに関
連づけます。
リソースグループを業務グループに関連づける手順については，「7.8.2　業務グルー
プへのリソースグループの関連づけ」を参照してください。
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6.9　ユーザー作成ロールの作成とユーザーの登
録

ユーザー作成ロールを作成して，作成したユーザー作成ロールにユーザーを登録する手
順について次に示します。

ユーザー作成ロールは必要に応じて作成してください。

1. ユーザー作成ロールを作成する。
［ロール管理］エリアで新しいユーザー作成ロールを作成して，権限などを設定しま
す。ユーザー作成ロールを作成する手順については，「7.4.1　ユーザー作成ロールの
作成」を参照してください。

2. ユーザー作成ロールにユーザーを登録する。
ユーザー作成ロールにユーザーを登録します。ユーザー作成ロールにユーザーを登録
する手順については，「7.4.2　ロールへのユーザーの登録」を参照してください。
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6.10　構築時のトラブルシューティング
ここでは，JP1/ITRMの構築時に想定されるトラブルの対処方法を説明します。

（1） ポート番号重複のエラーメッセージ（KNAR04292-E，KNAR04402-E）
が出力される

要因
指定したポート番号が，ほかで使用しているポート番号と重複しています。

対処
次のポート番号が，ほかで使用しているポート番号と重複していないかどうかを確
認してください。
• インストーラーで指定したポート番号
• セットアップで指定したポート番号
• Servicesファイルに記載されている JP1/ITRMのポート番号
• JP1/ITRMのデフォルトのポート番号

確認後，アンセットアップを実行して，重複しないポート番号を指定して再度セッ
トアップを実行してください。

（2） セットアップ時またはアンセットアップ時に，ファイアウォールの例外
リストの登録または解除に失敗する

要因
Windowsのファイアウォールのサービスが起動していません。

対処
Windowsのファイアウォールのサービスが起動しているかを確認してください。
セットアップの場合は，アンセットアップを実行して，再度セットアップを実行し
てください。
アンセットアップの場合は，再度アンセットアップを実行してください。

（3） ディスク容量不足のエラーメッセージ（KNAR04281-E，KNAR04293-E）
が出力される

要因
データベースディレクトリのディスクの空き容量が不足しています。

対処
指定したデータベースの規模に必要なディスクの容量を確保してください。
そのあと，アンセットアップを実行して，再度セットアップを実行してください。
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（4） コマンド同時実行のエラーメッセージ（KNAR04400-E，KNAR04409-E）
が出力される

要因
同時に実行できない JP1/ITRMのコマンドが実行されています。

対処
実行中の JP1/ITRMのコマンドの実行完了を確認してください。
確認後，アンセットアップを実行して，再度セットアップを実行してください。

（5） セットアップ時またはアンセットアップ時に，プロパティ値取得失敗の
エラーメッセージ（KNAR04285-E）が出力される

要因
プロパティ名に対応するプロパティが設定されていません。または，ユーザー設定
プロパティファイルにアクセスできません。

対処
ユーザー設定プロパティファイルにメッセージに出力されたプロパティ名が設定さ
れているか，またはユーザー設定プロパティファイルにアクセスできるかを確認し
てください。プロパティ名が設定されていない場合は，設定してからコマンドを再
実行してください。
セットアップの場合は，アンセットアップを実行して，再度セットアップを実行し
てください。
アンセットアップの場合は，再度アンセットアップを実行してください。
クラスタ環境でセットアップする場合は，共有フォルダにユーザー設定プロパティ
ファイルが格納されます。

（6） UUID重複のメッセージ（KNAR55060-E）が出力される

要因
仮想ホストの UUIDが重複しています。

対処
次の手順を実行してください。
1. vCenterから，重複した仮想ホストの設定情報（vmxファイル）を削除する。
2. 重複した仮想ホストのディスク情報（vmdkファイル）を使用して，仮想ホスト

を再度構築する。
3. JP1/ITRMから，仮想ホストの情報を再収集する。

（7） HVMまたは HVM上の LPARの探索が失敗する，または HVMへのデプロ
イ時に DPMがタイムアウトで失敗する

要因
JP1/ITRMから BladeSymphonyへのネットワーク構成に，問題があるおそれがあ
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ります。

対処
• pingコマンドを実行して，JP1/ITRMから BladeSymphonyに接続できるかを確
認し，通信に支障がある場合は問題を解消してください。

• HVMの BSMx IP Addressまたは HVM CLIx IP Addressに，JP1/ITRMの IPア
ドレスを登録してください。

BladeSymphony BS2000の場合
HVMおよび LPARのそれぞれの通信が，次に示す LANポートへ，LAN配線
で接続していることを確認してください。
• JP1/ITRMから HVMへの通信

JP1/ITRMから，BladeSymphony BS2000のマネージメントモジュールの管
理 LANポートへ接続されている。

• JP1/ITRMから LPARへの通信
JP1/ITRMから，BladeSymphony BS2000の LANスイッチモジュールの
LANポートへ接続されている。

BladeSymphony BS2000のシステム構成の詳細は，マニュアル
「BladeSymphonyユーザーズガイド」を参照してください。

BladeSymphony BS320の場合
HVMおよび LPARのどちらの通信も，JP1/ITRMから BladeSymphony 
BS320の LANスイッチモジュールの LANポートへ，LAN配線で接続してい
ることを確認してください。
BladeSymphony BS320システム構成の詳細は，マニュアル「BladeSymphony
ユーザーズガイド」を参照してください。

（8） HVM上の LPARに割り当てた FCアダプタでリンクアップ /リンクダウ
ンを繰り返し，LUへの読み書き性能が低下しデプロイが失敗する

要因
デプロイに指定したストレージの FCポートのコネクションタイプが，Loopに設定
されているおそれがあります。

対処
デプロイに指定したストレージの FCポートのコネクションタイプを，Autoまたは
Point-to-Pointに設定してください。ストレージの FCポートに対するコネクション
タイプの設定については，ストレージのマニュアルを参照してください。

（9） HVM上の LPAR起動時に，LPARに割り当てた FCアダプタが LUNセ
キュリティについてのエラーを出力する

要因
FCスイッチで，LPARの FCポートに対して，ストレージの FCポートを 2つ以上
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含めたゾーニングを設定しているおそれがあります。

対処
HVMへのデプロイでは，デプロイ対象の LPARに割り当てる LUに対して，LUN
セキュリティを設定します。そのため，LUNセキュリティのエラーを抑止するため
に，FCスイッチで LPARの FCポートに対して，ストレージの FCポートが 1つに
なるようゾーニング設定を見直してください。
FCアダプタのエラーの詳細については，マニュアル「HITACHI Gigabit Fibre 
Channel アダプタ ユーザーズガイド」を参照してください。

（10） jirmimageimportコマンドで仮想イメージテンプレートを作成したとき
に，メッセージ KNAR83037-Eが出力される

要因
HVMと HvmShのバージョンが，サポートされていない組み合わせになっているお
それがあります。

対処
HVMと HvmShを組み合わせた各バージョンのサポート状況については，
BladeSymphonyサポートサービスへお問い合わせください。

（11） デプロイ時に，メッセージ KNAR55705-E「HVM操作処理中に HvmSh
コマンドでエラーが発生しました。(HVM IPアドレス＝ {0}，LPAR番号
＝ {1}，LPAR名＝ {2}，HVMインターフェース＝ set LPARSFC lpar=16 
slotno=0 portno=0 vfcid=7，終了コード＝ 0x01040000，エラー詳細情報
＝ The combination of parameters is invalid.)」が出力されて，デプロイが
失敗する

要因
メッセージ KNAR55705-EのHVMインターフェースに slotno=0が表示された場
合，HVMと HvmShのバージョンがサポートされていない組み合わせになっている
おそれがあります。

対処
HVMと HvmShを組み合わせた各バージョンのサポート状況については，
BladeSymphonyサポートサービスへお問い合わせください。

（12） 管理対象の ITリソースが Linuxで，DISKマルチパスを
Device-Mapper-Multipathで構成している場合に，［パフォーマンス］タブ
に DISKマルチパスを構成するディスクの性能が表示されない

要因
［ドライブ］タブには DISKマルチパスを構成するディスクに作成したファイルシス
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テム使用の状況が表示されるが，［パフォーマンス］タブに DISKマルチパスを構成
するディスクの性能が表示されない場合は，Device-Mapper-Multipathのオプショ
ン user_friendly_namesに yesが設定されていないおそれがあります。

対処
管理対象となる Linuxの Device-Mapper-Multipathの設定ファイルである /etc/

multipath.confを参照して，user_friendly_namesに yesが設定されている

ことを確認してください。user_friendly_namesに yesが設定されていない場

合は，yesを設定してください。

また，設定項目がない場合，次に示す定義を追加してください。
defaults {
user_friendly_names yes
}

（13） AIXの構成情報にファイルシステムの情報が表示されない

要因
管理対象の AIXがWPARのため，情報を取得できていないおそれがあります。

対処
WPARを管理対象にすることはできません。JP1/ITRMの管理対象から削除してく
ださい。

（14） JP1/ITRM Serviceまたは JP1/ITRM Web Serviceが起動できない

要因
上書きインストール後に，-rオプションを指定した jirmsetupコマンドを実行し

ていない。

対処
-rオプションを指定して jirmsetupコマンドを実行する。

（15） AIXの管理対象ホストに対して一般ユーザーで認証していて，認証情報
に指定したユーザーにファイルシステムのマウントポイントに対する権
限がない場合，［ドライブ］タブのファイルシステムおよび［パフォーマ
ンス］タブのディスク空き容量に該当するファイルシステムが表示され
ない

要因
/usr/bin/dfコマンドに対する RBACの設定が正しくないおそれがあります。

対処
RBACの設定が正しいか確認してください。AIXの RBACの設定については，
「6.2.4(2)(h)　必要なコマンドの登録（AIXの場合）」を参照してください。
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7　 運用開始後の設定
この章では，運用開始後に設定する内容について説明します。

7.1　運用開始後に設定できる内容

7.2　JP1/ITRMへのログイン手順

7.3　ユーザーの設定

7.4　ロールの設定

7.5　探索機能の設定

7.6　管理対象の追加・変更・削除

7.7　リソースグループの設定

7.8　業務グループの設定

7.9　HAクラスタグループの設定
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7.1　運用開始後に設定できる内容
運用開始後に設定できる内容について，次の表に示します。

7.3以降に記載されている設定手順については，JP1/ITRMへログインした直後の状態か
ら操作することを前提に説明しています。JP1/ITRMへログインする手順については，
「7.2　JP1/ITRMへのログイン手順」を参照してください。

JP1/ITRMにログインしたユーザーが所属しているロールによって，操作できる項目が
異なります。

表 7-1　設定できる内容およびできる操作

設定できる内容 参照先 参照先で説明している内容 管理者
ロール

リソー
ス管理
ロール

ユー
ザー作
成ロー
ル

JP1/ITRMへのログ
イン

7.2 JP1/ITRMへログインする手
順について説明します。

○ ○ ○

ユーザーの設定 7.3 JP1/ITRMにログインできる
ユーザーの設定について説明
します。
• ユーザーの追加
• ユーザー情報の編集
• ユーザーの削除
• ユーザーのパスワードの変
更

○ ×※ ×※

ロールの設定 7.4 ユーザー作成ロールの設定に
ついて説明します。
• ユーザー作成ロールの作成
• ロールへのユーザーの登録
• ユーザー作成ロールの編集
• ユーザー作成ロールの削除

○ × ×

探索機能の設定 7.5 探索機能を使用するために必
要な設定および方法について
説明します。
• 探索ウィザードを使用した
一括設定

• 項目ごとの設定

× ○ ×
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（凡例）
○：操作できる。
×：操作できない。

注※
現在ログインしているユーザーのユーザー情報については，所属しているロールに関係なく変
更できます。

管理対象の追加・変
更・削除

7.6 管理対象となる ITリソースを
設定する手順について説明し
ます。
• 管理対象への追加
• 管理対象外の設定
• 管理対象外から管理対象へ
の変更

• 管理対象外から再度探索対
象にする手順

• 管理対象の削除待ちリソー
スへの変更と削除

• ITリソースのユーザー定義
名の変更

• 仮想ホストのスペックの変
更

• 管理対象の情報の更新

× ○ ×

リソースグループの
設定

7.7 リソースグループの設定につ
いて説明します。
• リソースグループの作成
• リソースグループへの ITリ
ソースの追加

• リソースグループのフォル
ダの作成

• リソースグループの設定変
更

• リソースグループのフォル
ダ名の変更

• リソースグループの削除
• 別のリソースグループへの

ITリソースの移動
• リソースグループのフォル
ダの削除

× ○ ×

業務グループの設定 7.8 業務グループの設定について
説明します。
• 業務グループの作成
• 業務グループへのリソース
グループの関連づけ

• 業務グループ名の変更
• 業務グループへのリソース
グループの関連づけの解除

• 業務グループの削除

× ○ ×

設定できる内容 参照先 参照先で説明している内容 管理者
ロール

リソー
ス管理
ロール

ユー
ザー作
成ロー
ル
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7.2　JP1/ITRMへのログイン手順

ここでは，JP1/ITRMにログインする手順について説明します。

1. Webブラウザーを起動して，次に示す URLを指定する。
http://ITリソース管理サーバのホスト名 :HTTPポート番号 /jp1itrm/jp1itrm.jsp
ITリソース管理サーバのホスト名には，JP1/ITRMがインストールされたサーバのホ
スト名を，HTTPポート番号には，HTTPポート番号を指定してください。
例：ITリソース管理サーバのホスト名が jp1itrm01，HTTPポート番号が 23500の
場合
http://jp1itrm01:23500/jp1itrm/jp1itrm.jsp

2.［ログイン］画面で，ユーザー名およびパスワードを入力する。

3.［ログイン］ボタンをクリックする。
JP1/ITRMへログインします。

通信が発生していない場合，セッションがタイムアウトされます。セッションの有効期
間はデフォルトで 20分です。セッションの有効期間は，ユーザー設定プロパティファイ
ル（jp1itrm.properties）の「SE.UserManage.SessionTimeout」で変更できま

す。詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレ
ンス」を参照してください。
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7.3　ユーザーの設定
ここでは，JP1/ITRMにログインできるユーザーの設定について説明します。

7.3.1　ユーザーの追加
ユーザーを追加する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ユーザー管理］をクリックする。
［ユーザー管理］エリアが表示されます。

3.［追加］ボタンをクリックする。
［新規ユーザーの追加］画面が表示されます。

4. 登録するユーザーの ID，パスワードなどの情報を入力して［OK］ボタンをクリック
する。
ユーザーの追加が完了します。

7.3.2　ユーザー情報の編集
ユーザーの設定情報を編集する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ユーザー管理］をクリックする。
［ユーザー管理］エリアが表示されます。

3. 設定情報を編集するユーザーの［アクション］列にある［編集］ボタンをクリックす
る。
［ユーザー設定］画面が表示されます。

4. 名称などの情報を編集して［OK］ボタンをクリックする。
ユーザーの設定情報の編集が完了します。

7.3.3　ユーザーの削除
ユーザーを削除する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ユーザー管理］をクリックする。
［ユーザー管理］エリアが表示されます。

3. 削除するユーザーの［アクション］列にある［削除］ボタンをクリックする。
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ユーザーを削除してよいかを確認するメッセージダイアログボックスが表示されま
す。

4.［OK］ボタンをクリックする。
ユーザーの削除が完了します。

7.3.4　ユーザーのパスワードの変更
ユーザーのパスワードを変更する手順を次に示します。

（1） 自分のパスワードを変更する場合

ログインしたユーザーのパスワードを変更する手順を次に示します。

1. 画面の右上のユーザー名をクリックする。または，メニューの［実行］から［ユー
ザー情報変更］を選択する。
［ユーザー設定］画面が表示されます。

2.［パスワードを変更する場合はチェックしてください］をチェックして，［新しいパス
ワード］テキストボックスおよび［パスワード確認］テキストボックスに変更後のパ
スワードを入力する。

3.［OK］ボタンをクリックする。
［権限確認］画面が表示されます。

4.［現在のパスワード］テキストボックスに変更前のパスワードを入力して，［OK］ボ
タンをクリックする。
パスワードの変更が完了します。

（2） ほかのユーザーのパスワードを変更する場合

ログインしたユーザーとは別のユーザーのパスワードを変更する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ユーザー管理］をクリックする。
［ユーザー管理］エリアが表示されます。

3. 設定情報を編集するユーザーの［アクション］列にある［編集］ボタンをクリックす
る。
［ユーザー設定］画面が表示されます。

4.［パスワードを変更する場合はチェックしてください］をチェックして，［新しいパス
ワード］テキストボックスおよび［パスワード確認］テキストボックスに変更後のパ
スワードを入力する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
［権限確認］画面が表示されます。

6.［現在のパスワード］テキストボックスにログインしたユーザーのパスワードを入力
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して，［OK］ボタンをクリックする。
パスワードの変更が完了します。
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7.4　ロールの設定
ここでは，ロールの設定について説明します。

7.4.1　ユーザー作成ロールの作成
ユーザー作成ロールを作成する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ロール管理］をクリックする。
［ロール管理］エリアが表示されます。

3.［追加］ボタンをクリックする。
［ロール設定］画面が表示されます。

4. 作成するユーザー作成ロールのロール ID，およびコメントを入力する。

5.［操作対象リソースグループ］タブをクリックして，このロールで操作を許可するリ
ソースグループをチェックする。

6.［参照対象リソースグループ］タブをクリックして，このロールで参照を許可するリ
ソースグループをチェックする。

7.［OK］ボタンをクリックする。
ユーザー作成ロールの作成が完了します。

7.4.2　ロールへのユーザーの登録
ロールへユーザーを登録する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ロール管理］をクリックする。
［ロール管理］エリアが表示されます。

3. ユーザーを登録するロールの［アクション］列にある［ユーザー選択］ボタンをク
リックする。
［ユーザー選択］画面が表示されます。

4. ロールに登録するユーザーをチェックする。または，ロールから削除するユーザーの
チェックを外す。

5.［OK］ボタンをクリックする。
ロールに登録されているユーザーの選択が完了します。
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7.4.3　ユーザー作成ロールの編集
ユーザー作成ロールを編集する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ロール管理］をクリックする。
［ロール管理］エリアが表示されます。

3. 編集するユーザー作成ロールの［アクション］列にある［編集］ボタンをクリックす
る。
［ロール設定］画面が表示されます。

4. 必要に応じて，コメントおよび権限を変更する。

5.［OK］ボタンをクリックする。
ユーザー作成ロールの編集が完了します。

7.4.4　ユーザー作成ロールの削除
ユーザー作成ロールを削除する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［ロール管理］をクリックする。
［ロール管理］エリアが表示されます。

3. 削除するユーザー作成ロールの［アクション］列にある［削除］ボタンをクリックす
る。
ユーザー作成ロールを削除してよいかを確認するメッセージダイアログボックスが表
示されます。

4.［OK］ボタンをクリックする。
ユーザー作成ロールの削除が完了します。
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7.5　探索機能の設定
ここでは，探索機能の設定について説明します。

探索機能を使用するためには，事前に設定が必要です。探索機能を使用できるようにす
る設定方法には，次の 2つがあります。

• 探索ウィザードを使用して，一括で設定する方法
• 探索ウィザードを使用しないで，項目ごとに設定する方法

ここでは，それぞれの設定手順について説明します。

7.5.1　探索ウィザードを使用した一括設定
探索機能の設定には，探索ウィザードを使用します。探索ウィザードの案内に沿って，
次の項目を設定してください。

• 探索対象とする ITリソースの IPアドレスの範囲※

• 管理対象にする ITリソースに接続するための認証情報
• 設定したそれぞれの IPアドレスの範囲ごとの，接続に使用する認証情報
• 自動探索を実施するか
• 探索開始時刻と繰り返し単位
• 探索結果を通知するユーザー ID，メールアドレス，SMTPサーバ

注※
次に示す IPアドレスは指定しないでください。
• 0.0.0.0
• 255.255.255.255
• マルチキャストアドレス
• ブロードキャストアドレス

探索ウィザードを表示する方法は次のとおりです。

管理対象となる ITリソースがない場合
ログイン直後の画面の上部に表示される［はじめに，リソースを探索しましょう。］，
または［探索条件の設定へ］をクリックする。

管理対象となる ITリソースがある場合
メニューの［実行］から［探索ウィザード開始］をクリックする。

7.5.2　項目ごとの設定
探索ウィザードを使用しない場合，探索条件を個別に設定します。また，探索ウィザー
ドで設定した内容を変更する場合も，同様の方法で設定します。

個別に設定できる項目を次に示します。
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7.　運用開始後の設定
• 探索スケジュール
探索が自動実行される時間や間隔を指定します。

• 探索完了の通知
探索の結果を通知するメールを送信するユーザーを指定します。

• 認証情報
探索対象の ITリソースから情報を入手するための，サーバアクセスプロトコルおよび
ユーザー認証情報を指定します。

• 探索範囲
探索対象にする IPアドレスの範囲を指定します。複数の IPアドレスの範囲を指定で
きます。

項目ごとに設定する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［探索条件設定］をクリックする。
［探索条件設定］エリアが表示されます。

3. 変更する項目の［編集］ボタンをクリックする。または，新規で認証情報または探索
範囲を設定する場合は，それぞれの項目の追加ボタンをクリックする。
それぞれの項目を設定するための画面が表示されます。

4. 設定または変更する項目の内容を指定して，［OK］ボタンをクリックする。

手順 3で設定する項目について，次に示します。

（1） 探索スケジュール

探索スケジュールは，［探索時刻設定］画面で設定します。［探索スケジュール］に
チェックを入れて，次の項目を設定してください。

表 7-2　［探索時刻設定］画面で設定する項目

（2） 探索完了の通知

探索完了の通知先は，［探索完了の通知設定］画面で設定します。設定後，［テストメー
ル送信］ボタンをクリックすると，探索結果が正常に通知されるかどうか，テストメー
ルを送信して確認できます。

設定する項目 説明

［開始時刻］ 探索を開始する時刻を指定します。

［繰り返し単位］ 探索する頻度として，次のうちどれかを指定します。
•［日単位］
•［週単位］
•［月単位］

［繰り返し内容］ 探索する内容を指定します。指定できる内容は，［繰り返し単位］で選択した項目
ごとに異なります。
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7.　運用開始後の設定
表 7-3　［探索完了の通知設定］画面で設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

（3） 認証情報

認証情報は，［認証情報の編集］画面，または新規で認証情報を追加する場合は［認証情
報の追加］画面で設定します。認証情報が使用されている場合，認証情報を削除できま
せん。認証情報で設定する項目は，プロトコルで指定した内容によって異なります。

管理対象とする ITリソースと指定するプロトコルの対応は次の表のとおりです。

表 7-4　管理対象とする ITリソースと指定するプロトコルの対応

設定する項目 説明 設定の
要否

［探索完了の通知先］ 探索結果の通知先を指定します。該当するユーザー IDを
チェックして，メールアドレスを入力してください。

○

［通知元］ ［通知元アド
レス］

通知元のアドレスを指定します。 △

［メールサー
バ（SMTP
サーバ）の
設定］

［ホスト名］ SMTPサーバのホスト名を指定します。 ○

［ポート番号］ SMTPサーバのポート番号を指定します。 ○

［セキュリ
ティ保護の接
続］

接続方法として，次のうちどれかを指定します。
•［指定なし］
•［SSL］
•［TSL］

△

［SMTP認証
を使用する］

SMTPサーバ管理者のユーザー認証を使用する場合，
チェックを入れます。

△

［ユーザー名］ SMTPサーバ管理者の認証で要求されるユーザー名を入力
します。［SMTP認証を使用する］にチェックが入ってい
る場合は，必ず指定してください。

△

［パスワード
を変更する場
合はチェック
してくださ
い］

ユーザー名のパスワードを変更する場合，チェックを入れ
ます。

△

［パスワード］ パスワードを入力します。［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］にチェックが入っている場合は，
必ず指定してください。

△

［パスワード
確認］

パスワードを再入力します。［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］にチェックが入っている場合は，
必ず指定してください。

△

管理対象とする ITリ
ソース

指定するプロトコル 備考

Windows WMI －
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7.　運用開始後の設定
（凡例）
－：特になし。

なお，JP1/ITRMは，それぞれのプロトコルで複数の IPアドレスに順次接続を試みま
す。そのため，ファイアウォールなどのセキュリティシステムから，ポートスキャンを
受けたと見なされることがあります。このとき，次の内容を確認してください。

• ポートスキャンを受けたアクセス元の IPアドレスが，ITリソース管理サーバである
こと。

• ポートスキャンを受けた時刻と，JP1/ITRMが探索した時刻が一致していること。

これらの内容を満たしていれば，問題ありません。

プロトコルごとに設定する項目について，次に示します。

Linux SSH －

HP-UX SSH －

AIX SSH －

Hyper-V WMI －

SCVMM WMI －

VMware VMware －

vCenter VMware －

HVM HVM －

Hitachi AMS／
WMS／ SMSシ
リーズ

Hitachi Storageまたは
SMI-S WBEM

HVMで使用する Hitachi AMSシリーズの場合
は SMI-Sを，それ以外の場合は Hitachi 
Storageを指定してください。
また，HVMで使用する Hitachi AMSシリーズ
の場合，接続先はストレージの管理 IPアドレ
スではなく，Hitachi Device Managerの IPア
ドレスを指定してください。

SANRISE9500V SMI-S WBEM 接続先はストレージの管理 IPアドレスではな
く，Hitachi Device Managerの IPアドレスを
指定してください。

Hitachi USP V/VM SMI-S WBEM

Hitachi VSP SMI-S WBEM

他社製ストレージ SMI-S WBEM 接続先は，管理対象とするストレージ用の CIM
サーバです。詳細は，それぞれの管理対象とな
るストレージのドキュメントを参照してくださ
い。

FCスイッチ SMI-S WBEM －

IPスイッチ SNMP －

管理対象とする ITリ
ソース

指定するプロトコル 備考
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WMIを指定した場合に設定する項目
プロトコルでWMIを指定した場合に設定する項目について，次の表に示します。

表 7-5　WMIを指定した場合に設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※ 1
ローカルまたはドメインの管理者権限を持つユーザーを入力します。

注※ 2
［認証情報の追加］画面では表示されません。

参考
 

JP1/ITRMが SCVMMを認証するためには，SCVMMがインストールされているWindows
およびWMIが，JP1/ITRMのアクセスを認証する必要があります。どちらの認証も成功し
た場合，JP1/ITRMは SCVMMを認証します。

SSHを指定した場合に設定する項目
プロトコルで SSHを指定した場合に設定する項目について，次の表に示します。

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ユーザー ID］※ 1 ホストへログインする管理者のユーザー IDを入力し
ます。

○

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※ 2

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △

［空のパスワードを指定する場合は
チェックしてください］

認証情報でパスワードを指定しない場合は，チェッ
クを入れます。

△

［パスワード］ ホストへログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを入力します。［空のパスワードを指定する場
合はチェックしてください］のチェックが外れてい
る場合は，必ず指定してください。

△

［パスワード確認］ ホストへログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを再入力します。［空のパスワードを指定する
場合はチェックしてください］のチェックが外れて
いる場合は，必ず指定してください。

△

［ドメイン名］ 所属するドメイン名を指定します。
SCVMMを探索する場合は，ドメイン名を必ず指定
します。ドメイン名の指定がない場合，その認証情
報は SCVMMの探索には使用されません。また，指
定する際は FQDNドメイン名（例：SCVMMの
FQDNが scvmm.scvmmdomain.comの場合，
scvmmdomain.com）を指定してください。

△
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表 7-6　SSHを指定した場合に設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
［認証情報の追加］画面では表示されません。

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ユーザー ID］ OSへログインする管理者のユーザー IDを入力しま
す。

○

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △

［空のパスワードを指定する場合は
チェックしてください］

認証情報でパスワードを指定しない場合は，チェッ
クを入れます。

△

［パスワード］ OSへログインする管理者のユーザー IDのパスワー
ドを入力します。［空のパスワードを指定する場合は
チェックしてください］のチェックが外れている場
合は，必ず指定してください。

△

［パスワード確認］ OSへログインする管理者のユーザー IDのパスワー
ドを再入力します。［空のパスワードを指定する場合
はチェックしてください］のチェックが外れている
場合は，必ず指定してください。

△

ポート番号 OSのポート番号を指定します。 ○

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △

［ルートパスワード］ root権限を持っている管理者のパスワードを入力し
ます。

△

［ルートパスワード確認］ root権限を持っている管理者のパスワードを再入力
します。

△
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参考
 

SSHを使用する ITリソースは，JP1/ITRMからの接続をユーザー IDおよびパスワードを
使用して認証します。SSHの認証情報の設定には，次の 3とおりがあります。

一般ユーザーで認証する場合
認証後の情報取得で，一部のコマンドの実行に root権限が必要です。そのため，管理
対象となる物理ホストに対して，事前に設定を実施する必要があります。詳細について
は，「6.2.4(2)　Linux，HP-UX，AIXの設定」を参照してください。
なお，ユーザー IDには，rootユーザー以外を指定してください。

rootユーザーで認証する場合
root権限で情報が取得されるため，管理対象となる物理ホストに対して，事前に設定は
不要です。
なお，ユーザー IDには，rootユーザーを指定してください。

一般ユーザーの認証情報および［ルートパスワード］を指定して認証する場合
［ルートパスワード］を指定する場合，ユーザー認証後に［ルートパスワード］を使っ
て，rootユーザーに昇格します。root権限で情報が取得されるため，管理対象となる物
理ホストに対して，事前に設定は不要です。
なお，ユーザー IDでは，rootユーザー以外を指定してください。また，［ルートパス
ワード］および［ルートパスワードの確認］についても指定してください。

Hitachi Storageを指定した場合に設定する項目
プロトコルで Hitachi Storageを指定した場合に設定する項目について，次の表に示
します。Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの認証情報を設定する場合に選択しま
す。ただし，HVMで使用するHitachi AMSシリーズの場合は，Hitachi Storageで
はなく SMI-S WBEMを指定してください。

表 7-7　Hitachi Storageを指定した場合に設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ユーザー ID］ ストレージへログインする管理者のユーザー IDを入
力します。

△※ 2

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※ 1

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △※ 2

［パスワード］ ストレージへログインする管理者のユーザー IDのパ
スワードを入力します。

△※ 2

［パスワード確認］ ストレージへログインする管理者のユーザー IDのパ
スワードを再入力します。

△※ 2
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注※ 1
［認証情報の追加］画面では表示されません。

注※ 2
Hitachi AMS/WMS/SMSシリーズの認証機能が設定されている場合は，必ず指定してくださ
い。認証機能が設定されていない場合は，指定しないでください。

SMI-S WBEMを指定した場合に設定する項目
プロトコルで SMI-S WBEMを指定した場合に設定する項目について，次の表に示
します。FCスイッチや SMI-Sストレージの認証情報を設定する場合に選択します。
また，HVMで使用するHitachi AMSシリーズの場合に選択します。

表 7-8　SMI-S WBEMを指定した場合に設定する項目

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ユーザー ID］※ 1 SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，Hitachi VSPの
場合

Hitachi Device Managerの管理者の IDを入力
します。

Hitachi AMSシリーズの場合
Hitachi Device Managerの管理者の IDまたは
JP1/ITRM用のユーザー IDを入力します。※ 3

他社製ストレージの場合
機器へログインする管理者のユーザー IDを入力
します。

△※ 4

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※ 2

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △※ 4

［パスワード］※ 1 SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，Hitachi VSPの
場合

Hitachi Device Managerの管理者のパスワード
を入力します。

Hitachi AMSシリーズの場合
Hitachi Device Managerの管理者または JP1/
ITRM用のユーザーのパスワードを入力します。
※ 3

他社製ストレージの場合
機器へログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを入力します。

△※ 4
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（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※ 1
入力する文字列については，それぞれの管理対象となる ITリソースのドキュメントを参照して
ください。ただし，管理対象となる ITリソースの設定によっては，設定が不要な場合がありま
す。

注※ 2
［認証情報の追加］画面では表示されません。

注※ 3
JP1/ITRM用のユーザーは，Hitachi Device Manager上に作成しておく必要があります。JP1/
ITRM用のユーザーの作成については，「6.2.7(1)(e)　Hitachi Device Managerの設定」を参照
してください。

注※ 4
SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，Hitachi VSP，Hitachi AMSシリーズの認証情報を設
定する場合，必ず設定してください。

［パスワード確認］※ 1 SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，Hitachi VSPの
場合

Hitachi Device Managerの管理者のパスワード
を再入力します。

Hitachi AMSシリーズの場合
Hitachi Device Managerの管理者または JP1/
ITRM用のユーザーのパスワードを入力します。
※ 3

他社製ストレージの場合
機器へログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを再入力します。

△※ 4

［SSL］ プロトコルの送信種別について，次のうちどちらか
を指定します。
•［https］
•［http］

○

［ポート番号］ ［SSL］で指定した項目によって，機器のポート番号
が自動で入力されます。ポート番号が異なる場合は，
手動で入力し直してください。

○

［ネームスペース］※ 5 SANRISE9500V，Hitachi USP V/VM，Hitachi VSPシ
リーズの場合
「root/smis/smis13」，「root/smis/smis14」，また
は「root/smis/smis15」を指定します。

Hitachi AMSシリーズの場合
「root/smis/smis14」または「root/smis/smis15」
を指定します。

他社製ストレージの場合※ 6

SMI-S WBEM認証用の名前空間を指定します。

○

設定する項目 説明 設定の
要否
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注※ 5
同一の Hitachi Device Managerでは，異なるネームスペースを設定しないでください。

注※ 6
SMI-Sのプロトコルバージョン 1.5に対応しています。管理対象の CIMサーバに SMI-Sで接
続するためのネームスペースについては，管理対象となる ITリソースのドキュメントを参照し
てください。

SNMPを指定した場合に設定する項目
プロトコルで SNMPを指定した場合に設定する項目について，次の表に示します。

表 7-9　SNMPを指定した場合に設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。

参考
 

SNMPのバージョン 1を実装して，SNMPが動作していることを確認してください。

VMwareを指定した場合に設定する項目
プロトコルで VMwareを指定した場合に設定する項目について，次の表に示しま
す。

表 7-10　VMwareを指定した場合に設定する項目

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ポート番号］ IPスイッチのポート番号が自動で入力されます。
ポート番号が異なる場合は，手動で入力し直してく
ださい。

○

［コミュニティ名］ SNMPコミュニティ名を指定します。 ○

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

［ユーザー ID］ VMwareへログインする管理者のユーザー IDを入力
します。
ドメインユーザーを使用する場合は「ドメイン名 ¥

ユーザー ID」の書式で指定します。

○

［パスワードを変更する場合は
チェックしてください］※

パスワードを変更する場合はチェックを入れます。 △

［パスワード］ VMwareへログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを入力します。

△
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（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
［認証情報の追加］画面では表示されません。

参考
 

vCenterとの認証の場合，vCenterがインストールされているWindowsに対して JP1/
ITRMから認証したあと，vCenterと認証をします。そのため，探索する前に，vCenterが
インストールされているWindowsのWMIおよび VMwareが認証されるように設定してく
ださい。

HVMを指定した場合に設定する項目
プロトコルで HVMを指定した場合に設定する項目について，次の表に示します。

表 7-11　HVMを指定した場合に設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。

参考
 

HVMは，IPアドレスで JP1/ITRMからのアクセスを認証します。ITリソース管理サーバ
の IPアドレスを HVMに登録して，HVMに登録された IPアドレスと，ITリソース管理
サーバの IPアドレスが一致するように設定してください。
［ポート番号］には，あらかじめ 623が指定されています。任意で変更できません。

［パスワード確認］ VMwareへログインする管理者のユーザー IDのパス
ワードを再入力します。

△

［SSL］ プロトコルの送信種別について，次のうちどちらか
を指定します。
•［http］
•［https］

○

［ポート番号］ ［SSL］で指定した項目によって，機器のポート番号
が自動で入力されます。ポート番号が異なる場合は，
手動で入力し直してください。

○

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ 認証情報の名称を指定します。 ○

設定する項目 説明 設定の
要否
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（4） 探索範囲

探索範囲は，［探索範囲の編集］画面，または新規で探索範囲を設定する場合は［探索範
囲の追加］画面で設定します。

表 7-12　［探索範囲の編集］画面または［探索範囲の追加］画面で設定する項目

（凡例）
○：必ず指定する。
△：必要に応じて指定する。

注※
0.0.0.0，255.255.255.255，マルチキャストアドレス，およびブロードキャストアドレスは指定
しないでください。

設定する項目 説明 設定の
要否

［名称］ IPアドレスの範囲設定の名称を指定します。 ○

［開始 IPアドレス］※ 探索する範囲の開始となる IPアドレスを指定します。 ○

［終了 IPアドレス］※ 探索する範囲の終了となる IPアドレスを指定します。 ○

［Pingによる探索］ 探索中に探索先のホストからの返信の有無や，返信にどのくら
い時間が掛かっているかなどを調べる手段として，Pingを使用
するかどうか，次のうちどちらかを指定します。
•［有効］
•［無効］

△

［認証情報］ 探索対象にする認証情報の種類について，次のうちどちらかを
指定します。
•［すべて］
すべての認証情報を探索対象にします。

•［選択］
選択した認証情報を探索対象にします。

△
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7.6　管理対象の追加・変更・削除
ここでは，管理対象となる ITリソースを追加したり，変更したり，削除したりする手順
について説明します。

7.6.1　管理対象への追加
ITリソースを，JP1/ITRMの管理対象として設定する手順は，次の 3つがあります。

• 探索によって発見された ITリソースを設定する。
• 未導入または電源が入っていない ITリソースを手動で設定する。
• デプロイ時に自動で設定する。

ここでは，それぞれの手順について，説明します。

（1） 探索によって発見された ITリソースの設定

探索によって発見された ITリソースを管理対象に設定する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［発見したリソース一覧］をクリックする。
［発見したリソース一覧］エリアが表示されます。

3. 管理対象にする ITリソースの左側にチェックを入れて，［管理対象］ボタンをクリッ
クする。
チェックした ITリソースが JP1/ITRMの管理対象に設定されます。

（2） 未導入または電源が入っていない ITリソースの手動設定

未導入または電源が入っていない ITリソースを手動で管理対象に設定する手順を次に示
します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定］エリアの［管理リソース一覧］をクリックする。
［管理リソース一覧］エリアが表示されます。

3.［手動追加リソース設定］ボタンをクリックする。
［手動追加リソース設定］画面が表示されます。

4. 設定項目を指定して，［OK］ボタンをクリックする。
指定した ITリソースが JP1/ITRMの管理対象に設定されます。

（3） デプロイ時の仮想ホストの設定

仮想ホストがデプロイされると，自動で JP1/ITRMの管理対象に設定されます。
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デプロイした仮想ホストは，自動で管理対象として設定されます。登録されるリソース
グループは，デプロイ先の仮想化ソフトウェアと同じです。

7.6.2　管理対象外の設定
探索によって発見された ITリソースを，JP1/ITRMの管理対象外として設定する手順を
次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［発見したリソース一覧］をクリックする。
［発見したリソース一覧］エリアが表示されます。

3. 管理対象にする ITリソースの左側にチェックを入れて，［管理対象外］ボタンをク
リックする。
チェックした ITリソースが JP1/ITRMの管理対象外に設定されます。

7.6.3　管理対象外から管理対象への変更
JP1/ITRMの管理対象外として設定された ITリソースを，管理対象に変更する手順を次
に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［管理対象外リソース一覧］をクリックする。
［管理対象外リソース一覧］エリアが表示されます。

3. 管理対象にする ITリソースの左側にチェックを入れて，［管理対象］ボタンをクリッ
クする。
チェックした ITリソースが JP1/ITRMの管理対象に設定されます。

7.6.4　管理対象外から再度探索対象にする手順
管理対象外に設定された ITリソースは，以降探索機能で発見されません。再度，探索機
能で発見の対象とする場合，管理対象外に設定されている ITリソースを削除してくださ
い。

管理対象外に設定されている ITリソースを削除する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［管理対象外リソース一覧］をクリックする。
［管理対象外リソース一覧］エリアが表示されます。

3. 管理対象にする ITリソースの左側にチェックを入れて，［削除］ボタンをクリックす
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る。
チェックした ITリソースが削除されます。

7.6.5　管理対象の削除待ちリソースへの変更と削除
管理対象として設定されている ITリソースを削除する場合は，一度 ITリソースを［削
除待ちリソース一覧］エリアに追加する必要があります。削除する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［管理リソース一覧］をクリックする。
［管理リソース一覧］エリアが表示されます。

3. 削除する ITリソースの左側にチェックを入れて，［削除待ち］ボタンをクリックす
る。
チェックした ITリソースが［削除待ちリソース一覧］エリアに追加されます。

4.［設定項目一覧］エリアの［削除待ちリソース一覧］をクリックする。
［削除待ちリソース一覧］エリアに，手順 3で追加した ITリソースが表示されます。

5. 削除する ITリソースの左側にチェックを入れて，［削除］ボタンをクリックする。
管理対象として設定されていた ITリソースが削除されます。

参考
 

［削除待ちリソース一覧］エリアに追加された ITリソースは，一定時間経過すると自動的に
削除されます。管理対象に戻したい場合は，［削除待ちリソース一覧］エリアに表示されて
いる ITリソースの左側にチェックを入れて，［管理対象］ボタンをクリックしてください。

注意事項
• ITリソースを削除する場合は予約をすべて完了させ，関連するタスクをすべて受
諾する必要があります。次に示す条件に一致する場合は，ITリソースを削除でき
ません。
・共有のリソースグループに所属する仮想ホストまたは物理ホストに対して，未完
了の予約が存在する。
・未受諾のタスクが存在する。
• 仮想化環境管理ソフトウェアがインストールされているリソースを削除した場合，
仮想化環境管理ソフトウェアで管理されている仮想化ソフトウェア上の仮想ホス
トに対するタスクが実行できなくなります。

7.6.6　ITリソースのユーザー定義名の変更
管理対象として設定されている ITリソースのユーザー定義名を手動で変更できます。変
更の手順を次に示します。
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1.［設定項目一覧］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［管理リソース一覧］をクリックする。
［管理リソース一覧］エリアが表示されます。

3. 変更する ITリソースの［編集］ボタンをクリックする。
［リソース編集］画面が表示されます。

4. ユーザー定義名を編集して，［OK］ボタンをクリックする。
ユーザー定義名が変更されます。

7.6.7　仮想ホストのスペックの変更
管理対象として設定されている仮想ホストのスペックを変更できます。変更の手順を次
に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2. リソース一覧エリアから，変更する仮想ホストを選択して，［アクション］メニュー
の［リソース操作］－［設定変更］をクリックする。
［サーバの設定変更］画面が表示されます。

3. 次の表に示す項目を編集して，［OK］ボタンをクリックする。
スペックを変更してもよいかを確認するメッセージダイアログボックスが表示されま
す。

表 7-13　手動によるホストの設定項目

4.［はい］ボタンをクリックする。
仮想ホストのスペックが変更されます。

7.6.8　管理対象の情報の更新
JP1/ITRMの管理対象として設定されている ITリソースの情報を更新する手順について
説明します。更新する手順は，次の 3つがあります。

• 自動で情報を収集して，情報を更新する。
• 任意の ITリソースに対して手動で情報を収集して，情報を更新する。

設定項目 説明

［CPU］ CPUの周波数および CPUのコア数を設定します。
周波数の単位はギガヘルツです。小数点第 2位まで指定してください。

［CPU占有種別］ CPUの占有または共有を設定します。

［メモリ］ メモリを指定します。単位はギガバイトです。小数点第 2位まで指定して
ください。
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• すべての ITリソースに対して手動で情報を収集して，情報を更新する。

ここでは，それぞれの手順について，説明します。

（1） 自動での情報収集による更新

JP1/ITRMでは，変更された ITリソースの情報を自動で収集できます。情報を収集する
間隔と開始時刻を指定すると，変更された ITリソースの情報を定期的に収集して，JP1/
ITRMが管理している ITリソースの情報を更新します。

変更された情報を自動で収集する設定手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアで［監視間隔設定］をクリックする。
［監視間隔設定］エリアが表示されます。

3. 次の表に示す項目を入力して，［適用］ボタンをクリックする。
ITリソースの情報が更新されます。

表 7-14　手動によるホストの設定項目

性能監視の間隔については，デフォルト値（20分）での運用を推奨します。ただし，管
理対象サーバの数やサーバの構成，ネットワークの負荷によってはメッセージ
（KNAR20194-W）が出力される場合があります。この場合，5分間隔程度で監視間隔を
長くし，メッセージが出力されないようにして運用してください。

設定項目 デフォル
ト値

下限値 上限値 説明

［構成情報の収
集］

［開始時刻 (時 )］ 00 00 23 構成情報の監視を開始する
時間を指定します。

［開始時刻 (分 )］ 45 00 59

［間隔 (日 )］ 1 1 60 構成情報を監視する間隔を
指定します。

［状態監視］ ［間隔 (分 )］ 15 1 60 稼働情報を監視する間隔を
指定します。

［性能監視］ ［間隔 (分 )］ 20 20 60 性能情報を監視する間隔を
指定します。

［予約監視］ ［開始時刻 (時 )］ 04 00 23 予約情報の監視を開始する
時刻を指定します。

［開始時刻 (分 )］ 00 00 59

［間隔 (日 )］ 1 － － 予約情報を 1日間隔で監視
します。変更できません。
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（2） 任意の ITリソースに対する手動での情報収集による更新

変更された情報を手動で収集して変更する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2. リソース一覧エリアから，情報を収集する ITリソースを選択する。

3.［再収集］ボタンをクリックする。
選択した ITリソースの情報が再収集されます。

（3） すべての ITリソースに対する手動での情報収集による更新

変更された情報を手動で収集して変更する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアで［監視間隔設定］をクリックする。
［監視間隔設定］エリアが表示されます。

3.［すべてを再収集］ボタンをクリックする。
JP1/ITRMで管理しているすべての ITリソースの情報が再収集されます。
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7.7　リソースグループの設定
ここでは，リソースグループの設定について説明します。

7.7.1　リソースグループの作成
リソースグループを作成する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］を右クリックして，［リソースグ
ループ追加］を選択する。
［リソースグループ設定］画面が表示されます。

3. グループ名および割り当て種別を指定して，［OK］ボタンをクリックする。
リソースグループが作成されます。

7.7.2　リソースグループへの ITリソースの追加
ITリソースをリソースグループへ追加する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［_Default］リソースグループにある ITリソースを，作成済みのリソースグループへ
ドラッグ &ドロップする。または，［アクション］メニューの［リソースグループ選
択］から追加させるリソースグループを選択する。
作成済みのリソースグループに，ITリソースが追加されます。リソースグループを作
成する手順については，「7.7.1　リソースグループの作成」を参照してください。

7.7.3　リソースグループのフォルダの作成
リソースグループのフォルダを作成する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］を右クリックして，［フォルダ追
加］を選択する。
［フォルダ設定］画面が表示されます。

3. フォルダ名を指定して，［OK］ボタンをクリックする。
［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］にフォルダが作成されます。
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7.7.4　リソースグループの設定変更
リソースグループの設定を変更する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］で，設定を変更するリソースグループを右クリックして，
［リソースグループ編集］を選択する。
［リソースグループ設定］画面が表示されます。

3. グループ名および割り当て種別を変更して，［OK］ボタンをクリックする。
リソースグループの設定が変更されます。

7.7.5　リソースグループのフォルダ名の変更
リソースグループのフォルダ名を変更する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］から名前を変更するフォルダを右
クリックして，［フォルダ編集］を選択する。
［フォルダ設定］画面が表示されます。

3. フォルダ名を指定して，［OK］ボタンをクリックする。
フォルダ名が変更されます。

7.7.6　リソースグループの削除
リソースグループを削除する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］から削除するリソースグループを
右クリックして，［リソースグループ削除］を選択する。
削除するかどうか確認するダイアログボックスが表示されます。

3.［OK］ボタンをクリックする。
リソースグループが削除されます。

注意事項
割り当て種別が共有に設定されていて，かつ予約があるリソースグループは削除で
きません。削除する場合，先にリソースグループの予約をキャンセルしてください。
また，リソースグループを削除すると，フォルダを含むリソースグループ名の表示
はリソースグループ名だけとなります。
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7.7.7　別のリソースグループへの ITリソースの移動
リソースグループに追加されている ITリソースを，別のリソースグループに移動する手
順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］で，移動元のリソースグループを
クリックする。
テーブルビューエリアに ITリソースが表示されます。

3. 移動する ITリソースを，［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］にある移
動先のリソースグループにドラッグ &ドロップする。または，［アクション］メ
ニューの［リソースグループ選択］から移動先のリソースグループを選択する。
ITリソースが移動先のリソースグループに移動されます。

7.7.8　リソースグループのフォルダの削除
リソースグループのフォルダを削除する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［リソースグループ］から削除するフォルダを右クリッ
クして，［フォルダ削除］を選択する。
削除するかどうか確認するダイアログボックスが表示されます。

3.［OK］ボタンをクリックする。
フォルダが削除されます。
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7.8　業務グループの設定
ここでは，業務グループの設定について説明します。

7.8.1　業務グループの作成
業務グループを作成する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［業務グループ］を右クリックして，［業務グループ追
加］を選択する。
［業務グループ設定］画面が表示されます。

3. グループ名を指定して，［OK］ボタンをクリックする。
業務グループが作成されます。

7.8.2　業務グループへのリソースグループの関連づけ
リソースグループを業務グループに関連づける手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］で，リソースグループを関連づける業務グループを右ク
リックして，［リソースグループ関連付け］を選択する。
［リソースグループ関連付け］画面が表示されます。

3.［リソースグループ関連付け］画面で，業務グループに関連づけるリソースグループ
をチェックして，［OK］ボタンをクリックする。
選択したリソースグループが業務グループに関連づけられます。

注意事項
リソースグループの関連づけ種別に占有が設定されていて，すでにほかの業務グ
ループに関連づけられている場合は，選択できません。また，関連づけ種別が割り
当て不可のリソースグループは表示されません。

7.8.3　業務グループ名の変更
業務グループ名を変更する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］で，名前を変更する業務グループを右クリックして，［業務
グループ編集］を選択する。
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［業務グループ設定］画面が表示されます。

3. グループ名を変更して，［OK］ボタンをクリックする。
業務グループ名が変更されます。

7.8.4　業務グループへのリソースグループの関連づけの解除
業務グループに関連づけられているリソースグループの関連づけを解除する手順を次に
示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］で，リソースグループとの関連づけを解除する業務グルー
プを右クリックして，［リソースグループ関連付け］を選択する。
［リソースグループ関連付け］画面が表示されます。

3.［リソースグループ関連付け］画面で，関連づけを解除するリソースグループの
チェックを外して，［OK］ボタンをクリックする。
選択したリソースグループの関連づけが解除されます。

7.8.5　業務グループの削除
業務グループを削除する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2.［リソース管理メニュー］の［業務グループ］から削除する業務グループを右クリッ
クして，［業務グループ削除］を選択する。
削除するかどうか確認するダイアログボックスが表示されます。

3.［OK］ボタンをクリックする。
業務グループが削除されます。

注意事項
リソースグループの割り当て種別に共有が設定されていて，業務グループに関連づ
けられているリソースの予約がある場合は，削除できません。削除する場合，先に
業務グループに割り当てられている予約をキャンセルしてください。
また，リソースグループを削除すると，フォルダを含むリソースグループ名の表示
はリソースグループ名だけとなります。
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7.9　HAクラスタグループの設定

ここでは，HAクラスタグループの設定について説明します。

7.9.1　HAクラスタグループの作成
HAクラスタグループを作成する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブをクリックする。
リソース管理画面が表示されます。

2. HAクラスタグループとして扱うホストを 2台以上選択し，［アクション］メニューか
ら［HAクラスタグループ設定］を選択する。
［HAクラスタグループ設定］画面が表示されます。

3.［HAクラスタグループ名］テキストボックスに HAクラスタグループ名を指定して，
［OK］ボタンをクリックする。
HAクラスタグループが作成されます。

7.9.2　HAクラスタグループ名の変更
HAクラスタグループ名を変更する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。

2.［設定メニュー］から［リソース管理］－［HAクラスタグループ］を選択する。

3.［HAクラスタグループ］画面で，編集したい HAクラスタグループをチェックする。

4.［アクション］メニューから［編集］を選択する。
［HAクラスタグループ設定］画面が表示されます。

5. HAクラスタグループ名を変更して，［OK］ボタンをクリックする。
HAクラスタグループ名が変更されます。

7.9.3　HAクラスタグループの削除
HAクラスタグループを削除する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。

2.［設定メニュー］から［リソース管理］－［HAクラスタグループ］を選択する。

3.［HAクラスタグループ］画面で，削除したい HAクラスタグループをチェックする。

4.［アクション］メニューから［削除］を選択する。
削除するかどうか確認するダイアログボックスが表示されます。
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5.［OK］ボタンをクリックする。
HAクラスタグループが削除されます。
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8　 クラスタシステムでの運用
と環境構築
JP1/ITRMは，クラスタシステムでの運用に対応しています。
JP1/ITRMをクラスタ運用にすると，サーバ障害などが発生し
ても実行系サーバから待機系サーバに処理を引き継ぎ，JP1/
ITRMによる運用を継続できます。
この章では，JP1/ITRMのクラスタシステムでの運用および
セットアップ方法について説明します。

8.1　クラスタ運用の概要

8.2　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定

8.3　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定（新規インストールからの環境
構築）

8.4　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定（物理ホストからの移行）

8.5　クラスタ環境からの論理ホスト削除

8.6　クラスタ環境での JP1イベントの発行

8.7　クラスタ運用でのバージョンアップ

8.8　クラスタ運用時の注意事項
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8.1　クラスタ運用の概要
ここでは，JP1/ITRMのクラスタ運用の概要について説明します。

なお，ここでは高可用性（HA：High Availability）の実現を目的としたクラスタシステ
ムについて説明します。負荷分散などを目的としたクラスタシステムについては説明し
ません。

8.1.1　クラスタシステムの概要
クラスタシステムは，高可用性（HA：High Availability）の実現を目的としたシステム
です。処理を実行する実行系サーバと，実行系サーバに障害などが発生した場合に処理
を引き継げるように待機している待機系サーバで構成します。障害発生時は，実行系
サーバから待機系サーバに処理を引き継いで業務の停止を防ぎ，可用性を向上させられ
ます。実行系サーバから待機系サーバに処理を引き継ぐ場合，データベースの情報，お
よび運用に必要なユーザー設定プロパティファイルの情報がすべて移行されます。

この障害時に処理を引き継ぐことをフェールオーバーといいます。

クラスタシステム全体を制御するために，Windows Server 2008に搭載されているクラ
スタリング機能であるWSFCを使用します。WSFCは，システムが正常に動作している
かを監視し，異常を検知した場合にはフェールオーバーして業務が停止することを防ぎ
ます。

図 8-1　正常時，フェールオーバー後のアクセス

JP1/ITRMのようなアプリケーションがフェールオーバーできるようにするには，論理
ホストで運用します。論理ホストとは，WSFCが制御する論理的なサーバのことで，論
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理ホストはフェールオーバーする場合の単位となります。論理ホストには，ホスト名と
して論理ホスト名を使い，実行系サーバから待機系サーバに引き継げる共有ディスクと
論理 IPアドレスを所持します。論理ホストで実行するアプリケーションは，共有ディス
クにデータを格納し，論理 IPアドレスで通信することで，物理的なサーバに依存しない
で，フェールオーバーして実行できます。

クラスタシステムの論理ホスト環境で JP1/ITRMを運用することを，クラスタ運用とい
います。

参考
 

• 論理ホストという用語について
このマニュアルでは，フェールオーバーの単位を意味する用語として論理ホストを使いま
す。
また，フェールオーバーの単位となる論理的なサーバを論理ホストというのに対して，物
理的なサーバを物理ホストといいます。物理ホストが使うホスト名（hostnameコマンド

を実行したときに表示されるホスト名）を物理ホスト名，物理ホスト名に対応した IPア
ドレスを物理 IPアドレスといいます。また，ディスクは，ローカルディスクを使います。
これらはサーバ固有のものであり，ほかのサーバには引き継げません。

•「～系」という用語について
このマニュアルでは，業務を処理しているサーバを実行系サーバ，障害に備えて待機して
いるサーバを待機系サーバと呼びます。実行系サーバと待機系サーバは，フェールオー
バーが発生するたびに入れ替わります。
また，システム構築時や環境設定時に 2つの系を区別するため，最初に実行系サーバとし
て起動する系を現用系，待機系サーバとして起動する系を予備系と呼びます。運用開始
後，障害発生などによって実行系サーバ，待機系サーバは交代を繰り返しますが，現用系
と予備系の関係は変わりません。

8.1.2　クラスタ運用の前提条件
JP1/ITRMは，クラスタシステムでは論理ホスト環境で動作し，フェールオーバーに対
応します。論理ホスト環境で実行する場合の JP1/ITRMの前提条件は，共有ディスクや
論理 IPアドレスの割り当て，削除，および動作監視が，WSFCによって正常に制御され
ていることです。

注意事項
JP1/ITRMに対応しているWSFCの場合でも，システム構成や環境設定によって，
ここで説明する前提条件に満たないことがあります。前提条件を満たすようにシス
テム構成や環境設定を検討してください。

（1） 論理ホスト環境の前提条件

JP1/ITRMを論理ホスト環境で実行する場合，共有ディスクと論理 IPアドレスについ
て，次の表に示す前提条件があります。
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表 8-1　論理ホスト環境の前提条件

この前提条件を満たしていない場合，JP1/ITRMの動作に問題が起きることがあります。
例えば，次に示す問題などが発生します。

• 実行系サーバで書き込んだデータが，フェールオーバーしたときに壊れてしまう
この場合，JP1/ITRMでエラー，データ消失，起動失敗などの問題が発生し，正常に
動作できません。

• LANボード障害が発生しても回復処理がされない
この場合，WSFCの制御によって，LANボードが切り替えられるか，または他サー
バへフェールオーバーするまで通信エラーが発生し，JP1/ITRMは正常に動作できま

論理ホストの構成要素 前提条件

共有ディスク • 実行系サーバから待機系サーバへ引き継げる共有ディスク
が使用できること。

• JP1/ITRMの起動前に，共有ディスクが割り当てられるこ
と。

• JP1/ITRMの実行中に，共有ディスクの割り当てが解除さ
れないこと。

• JP1/ITRMの停止後に，共有ディスクの割り当てが解除さ
れること。

• 共有ディスクが，不当に複数のノードから使用されないよ
う制御されていること。

• システムダウンなどでファイルが消えないように，ジャー
ナル機能を持つファイルシステムなどでファイルを保護す
ること。

• フェールオーバーしても，ファイルに書き込んだ内容が保
証されて引き継がれること。

• フェールオーバー時に共有ディスクを使用中のプロセスが
あっても，強制的にフェールオーバーできること。

• 共有ディスクの障害を検知した場合の回復処置は，WSFC
が制御し，回復処置を JP1/ITRMが意識する必要がないこ
と。また，回復処置の延長で JP1/ITRMの起動や停止が必
要なときは，WSFCから JP1/ITRMに起動や停止の実行
を要求すること。

論理 IPアドレス • 引き継げる論理 IPアドレスを使って通信できること。
• 論理ホスト名から論理 IPアドレスが一意に求められるこ
と。

• JP1/ITRMの起動前に，論理 IPアドレスが割り当てられ
ること。

• JP1/ITRMの実行中に，論理 IPアドレスが削除されない
こと。

• JP1/ITRMの実行中に，論理ホスト名と論理 IPアドレス
の対応が変更されないこと。

• JP1/ITRMの停止後に，論理 IPアドレスが削除されるこ
と。

• ネットワーク障害を検知した場合の回復処置は，WSFCが
制御し，JP1/ITRMが回復処理を意識する必要がないこ
と。また，回復処置の延長で JP1/ITRMの起動や停止が必
要なときは，WSFCから JP1/ITRMに起動や停止の実行
要求をすること。
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せん。

（2） 物理ホスト環境の前提条件

JP1/ITRMを論理ホストで運用するクラスタシステムでは，各サーバの物理ホスト環境
が，次の表に示す前提条件を満たしている必要があります。

表 8-2　物理ホスト環境の前提条件

（3） JP1/ITRMがサポートする範囲

クラスタシステムで論理ホストの JP1/ITRMを運用する場合，JP1/ITRMが制御する範
囲は，JP1/ITRM自身の動作だけです。論理ホスト環境（共有ディスクおよび論理 IPア
ドレス）の制御，および JP1/ITRMの起動や停止の契機は，WSFCの制御に依存しま
す。

前述の論理ホスト環境および物理ホスト環境の前提条件が満たされていないときや，論
理ホスト環境の制御に問題があるときは，JP1/ITRMの動作に発生した問題であっても，
サポートの対象外となります。このときは，論理ホスト環境を制御しているWSFCや
OSで問題を対処してください。

物理ホストの構成要素 前提条件

サーバ本体 • 2台のサーバ機によるクラスタ構成になっていること。
• 実行する処理に対応した CPU性能があること。
例えば，論理ホストを多重起動する場合，対応できる CPU
性能がある。

• 実行する処理に対応した実メモリ容量があること。
例えば，論理ホストを多重起動する場合，対応できる実メ
モリ容量がある。

ディスク システムダウンなどでファイルが消えないように，ジャーナ
ル機能を持つファイルシステムなどでファイルを保護するこ
と。

ネットワーク • 物理ホスト名（hostnameコマンドの結果）に対応する IP
アドレスで通信できること（WSFCによって通信できない
状態に変更されないこと）。

• JP1/ITRMの動作中に，ホスト名と IPアドレスの対応が
変更されないこと（WSFCやネームサーバなどによって変
更されないこと）。

• ホスト名に対応した LANボードが，ネットワークのバイ
ンド設定で最優先になっていること（ハートビート用など
ほかの LANボードが優先になっていないこと）。

OS，WSFC • JP1/ITRMおよびWSFCが前提とするパッチやサービス
パックが適用済みであること。

• フェールオーバーしても同じ処理ができるように各サーバ
の環境が適切に設定されていること。
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8.2　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定

クラスタ運用に対応するための JP1/ITRMの環境設定について説明します。

8.2.1　クラスタ運用での JP1/ITRMの構成
クラスタシステムで JP1/ITRMを運用するには，WSFCの制御によって論理ホストの
JP1/ITRMを実行し，フェールオーバーに対応します。このときの JP1/ITRMの構成は
次のようになります。

• 論理ホスト環境で動作できます。
• WSFCに登録することで，フェールオーバーに対応します。なお，WSFCに登録する
場合は，前提リソースとして論理 IPアドレスおよび共有ディスクが必要です。

• 共有ディスクに定義情報を格納し，フェールオーバー時に引き継ぎます。

8.2.2　共有ディスク上のファイル構成
論理ホスト環境の JP1/ITRMをセットアップすると，共有ディスク上に次の表に示す
ファイルが作成されます。物理ディスクに作成されるファイルについては，「付録 A　
ファイル一覧」を参照してください。

表 8-3　共有ディスク上のファイル構成

注意事項
クラスタ運用時には，共有ディスク上の定義ファイルが有効になります。
このため，定義ファイルを変更する場合，共有ディスク上の定義ファイルを編集す
る必要があります。

8.2.3　JP1/ITRMのサービス
JP1/ITRMの場合，ほかの JP1製品（JP1/IM - Manager，JP1/AJS，JP1/Baseなど）
と異なり，クラスタ用の環境設定をしても論理ホスト専用のサービスは作成されません。
インストール時に作成されたサービスをそのまま利用します。サービスは，クラスタ環
境用に JP1/ITRMをセットアップすることで，クラスタ環境用のサービスとして利用で
きるようになります。

クラスタ運用で使う JP1/ITRMのサービスを次の表に示します。

共有ファイルの種別 フォルダ名

定義ファイル 共有フォルダ ¥JP1ITRM¥conf¥

ログファイル 共有フォルダ ¥JP1ITRM¥logs¥

データベース 共有フォルダ ¥JP1ITRM¥database¥
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表 8-4　JP1/ITRMのサービス

注※ 1
［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］で表示される名称です。
WSFCから netコマンド（net startや net stop）でサービスを制御する場合，サービス

表示名を指定します。

注※ 2
WSFCに登録する場合の名称です。WSFCの「サービス名」の設定項目には，サービス名を指
定します。

8.2.4　クラスタ環境での JP1/ITRMの起動
クラスタ環境で JP1/ITRMを起動する場合，WSFCでサービスをオンラインにする必要
があります。次の順番で JP1/ITRMのサービスを起動して，オンラインにしてください。

1. JP1/ITRM DB Serviceを起動する。

2. JP1/ITRM DB Cluster Serviceを起動する。

3. JP1/ITRM Serviceを起動する。

4. JP1/ITRM Web Serviceを起動する。

8.2.5　クラスタ環境での JP1/ITRMの停止
クラスタ環境で JP1/ITRMを終了する場合，WSFCでサービスをオフラインにする必要
があります。次の順番で JP1/ITRMのサービスを停止して，オフラインにしてください。

1. JP1/ITRM Web Serviceを停止する。

2. JP1/ITRM Serviceを停止する。

3. JP1/ITRM DB Cluster Serviceを停止する。

4. JP1/ITRM DB Serviceを停止する。

サービス表示名※ 1 サービス名※ 2

JP1/ITRM Service JP1_ITRMService

JP1/ITRM Web Service JP1_ITRMWebService

JP1/ITRM DB Service HiRDBEmbeddedEdition_JR0

JP1/ITRM DB Cluster Service HiRDBClusterService_JR0
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8.3　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定
（新規インストールからの環境構築）

ここでは，JP1/ITRMを新規にインストールしたあと，クラスタ運用するための環境を
構築する場合の環境設定を説明します。また，クラスタ運用での JP1/ITRMに HTML
マニュアルを組み込む方法についても説明します。

8.3.1　環境設定前に必要な作業
ここでは，クラスタ運用の環境を設定する前に必要な作業を説明します。

（1） 共有ディスクの準備

JP1/ITRMをクラスタ運用する場合，実行系サーバから待機系サーバへの切り替え時に
情報を共有するため，共有ディスクが必要です。また，環境を設定する前に実行系サー
バおよび待機系サーバから共有ディスクにアクセスできるように設定しておく必要があ
ります。

（2） ホスト名および IPアドレスの登録

DNSサーバを利用しない場合，物理ホストおよび論理ホストのホスト名と IPアドレス
を，現用系と予備系の hostsファイルに登録する必要があります。

8.3.2　環境設定の流れ（クラスタシステムで新規に環境構築
する場合）

クラスタシステムで JP1/ITRMを新規に環境構築する場合の環境設定の流れを次の図に
示します。なお，環境設定するときには，Administrators権限が必要です。
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図 8-2　環境設定の流れ（クラスタシステムで新規に環境構築する場合）

8.3.3　JP1/ITRMのインストール
現用系と予備系のローカルディスク上に同一バージョンの JP1/ITRMをインストールし
ます。インストール時の注意事項を次に示します。

• 共有ディスクにはインストールしないでください。
• 現用系，予備系ともに同じ名称のドライブおよびフォルダに JP1/ITRMをインストー
ルしてください。例えば，現用系で JP1/ITRMを D:¥Program Files 

(x86)¥Hitachi¥にインストールした場合，予備系でも同様に D:¥Program Files 

(x86)¥Hitachi¥にインストールしてください。

• インストール時に設定する項目は，現用系と予備系ですべて同じ値にしてください。
• 仮想イメージテンプレート格納フォルダと退避先フォルダは，共有ディスクのパスを
指定してください。

• インストール時に指定したメール送信元識別名は，ユーザー設定プロパティファイル
の CO.IDNameに設定されます。必要に応じてユーザー設定プロパティファイルの
CO.IDNameキーを変更してください。

8.3.4　WSFCへのリソースの登録
WSFCに次の表に示す内容を登録します。なお，すでに登録されているものを再利用す
る場合は，新たに登録する必要はありません。
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表 8-5　WSFCへのリソース登録

（凡例）
－：該当しない。

項番 2～項番 3の登録内容を「リソースの種類」で登録します。

8.3.5　論理ホストのセットアップ（現用系）
論理ホスト（現用系）のセットアップ手順を次に示します。

なお，手順中で実行するコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

1. 次に示すサービスが停止していることを確認する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

2. JP1/ITRMをセットアップする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmsetupコマンドを
実行して JP1/ITRMをセットアップします。

3. WSFCを使って，現用系から予備系に切り替える。

8.3.6　論理ホストのセットアップ（予備系）
論理ホスト（予備系）のセットアップ手順を次に示します。

なお，手順中で実行するコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

1. 次に示すサービスが停止していることを確認する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

項番 表示名 登録内容 リソースの種類

1 任意 サービス名またはアプリケーショ
ンの名称

－

2 任意 共有ディスク 物理ディスク

3 任意 論理 IPアドレス IPアドレス
290



8.　クラスタシステムでの運用と環境構築
2. JP1/ITRMをセットアップする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmsetupコマンドを

実行して JP1/ITRMをセットアップします。ホスト種別以外のオプションには，現用
系の論理ホストをセットアップした場合と同じ引数を指定してください。

8.3.7　WSFCへのサービスの登録
WSFCに次の表に示すように JP1/ITRMのサービスを登録します。

表 8-6　WSFCへのサービスの登録

注※
論理ホスト名とは，JP1/Baseで設定する論理ホスト名のことを示します。JP1/IM - Manager
連携機能を使用する場合は，「8.3.4　WSFCへのリソースの登録」の表の項番 3で設定した論
理 IPアドレスに対応する論理ホスト名を設定してください。

ここで登録する場合の「リソースの種類」は「汎用サービス」です。また，項番 1，項番
2については，サービスが停止したとき，リトライしないですぐにフェールオーバーする
設定にしてください。項番 3，項番 4については，WSFCの設定のままでかまいません。

作業完了後，WSFCを使って，予備系から現用系に系の切り替えを実施してください。
系の切り替え手順を次に示します。

1. Administrators権限でコマンドプロンプトを起動し，次のコマンドを実行する。
Cluster res "JP1/ITRM Web Service" /priv StartupParameters=""

項番 サービス表示名 サービス名 依存関係

1 JP1/ITRM DB 
Service

HiRDBEmbeddedEdition_J
R0

JP1/IM - Managerと連携する場合
• 項番 5のリソース

JP1/IM - Managerと連携しない場
合

• IPアドレスリソース
• 物理ディスクリソース

2 JP1/ITRM DB 
Cluster Service

HiRDBClusterService_JR0 項番 1のリソース

3 JP1/ITRM Service JP1_ITRMService 項番 2のリソース

4 JP1/ITRM Web 
Service

JP1_ITRMWebService 項番 3のリソース

5 JP1/Base Event 論理
ホスト名※

JP1_Base_Event 論理ホスト
名※

• IPアドレスリソース
• 物理ディスクリソース
• ネットワーク名リソース

6 JP1/Base 論理ホスト
名※

JP1_Base_論理ホスト名※ 項番 5のリソース
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2. JP1/ITRM Web Serviceの［プロパティ］ダイアログボックスを表示し，［全般］タブ
のスタートアップパラメータの値が空白になっていることを確認する。

サービスを起動する場合は，次の操作を実施してください。

1. WSFCを使って，実行系サーバを現用系に切り替える。
すでに現用系が実行系サーバになっている場合，この操作は不要です。

2. 現用系で，WSFCを使って次に示す順序でサービスを起動する。
• JP1/ITRM DB Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM Web Service

8.3.8　クラスタ環境での HTMLマニュアルの組み込み
所定のフォルダに HTMLマニュアルをコピーすることで，画面右上の［ヘルプ］ボタン
から HTMLマニュアルを参照できます。

HTMLマニュアルの組み込み手順については，「5.6　HTMLマニュアルの組み込み手
順」を参照してください。クラスタ環境で HTMLマニュアルを組み込む場合は，現用系
と予備系の両方で同じ HTMLマニュアルを組み込んでください。
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8.4　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定
（物理ホストからの移行）

既存の物理ホスト環境からクラスタ環境に移行する場合の手順を次に示します。

なお，ここでは，現用系に物理ホスト環境があると仮定して説明しています。手順中で
実行するコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager リファレンス」を参照してください。

1. 次に示す順序でサービスを停止する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service

JP1/ITRM DB Serviceは起動したままとしてください。

2. データをエクスポートする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmexportコマンド

を実行して，データをエクスポートします。

3. 次に示すサービスを停止する。
• JP1/ITRM DB Service

4. JP1/ITRMをアンセットアップする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmunsetupコマンド

を実行して，JP1/ITRMをアンセットアップします。

5. クラスタ環境をセットアップする。
クラスタ環境のセットアップする手順は，新規環境を構築する場合と同じです。「8.3
　クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定（新規インストールからの環境構築）」を
参照してください。

6. WSFCを使って，実行系サーバを現用系に切り替える。
すでに現用系が実行系サーバになっている場合，この操作は不要です。

7. 現用系で，WSFCを使って次に示す順序でサービスを起動する。
• JP1/ITRM DB Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service

JP1/ITRM Web Serviceおよび JP1/ITRM Serviceは，停止したままとしてください。

8. 現用系で，データをインポートする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmimportコマンド

を実行し，エクスポートしたデータをインポートします。なお，JP1/ITRMが使用す
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るポート番号は，エクスポート実行時に使用していたポート番号に変更されます。

9. 現用系で JP1/ITRMの使用ポート番号を確認する。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmsetportnoコマ
ンドを実行して，現在の JP1/ITRMの使用ポート番号を確認してください。

10.現用系で，WSFCを使って次に示す順序でサービスを停止する。
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

11. WSFCを使って，実行系サーバを予備系に切り替える。
すでに予備系が実行系サーバになっている場合，この操作は不要です。

12.予備系の JP1/ITRM使用ポート番号を現用系に合わせる。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmsetportnoコマ
ンドを実行して，手順 9で確認したポート番号を設定してください。データのイン
ポート前後でポート番号の設定を変更していない場合，この操作は不要です。
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8.5　クラスタ環境からの論理ホスト削除
クラスタ環境から JP1/ITRMの論理ホストを削除する手順を次に示します。

なお，手順中で実行するコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource 
Management - Manager リファレンス」を参照してください。

1. WSFCを使って，現用系から予備系に切り替える。

2. 予備系で，WSFCから登録サービスを削除する。

3. 予備系で，論理ホストをアンセットアップする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmunsetupコマンド

を実行して，JP1/ITRMをアンセットアップします。

4. WSFCを使って，予備系から現用系に切り替える。

5. 現用系で，論理ホストをアンセットアップする。
スタートメニューの［すべてのプログラム］－［JP1_IT Resource Management - 
Manager］－［JP1_ITRM コマンドプロンプト］を選択し，jirmunsetupコマンド

を実行して，JP1/ITRMをアンセットアップします。

6. WSFCから登録リソースを削除する。
リソースを再利用する場合には，この手順は不要です。
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8.6　クラスタ環境での JP1イベントの発行

JP1イベントは，必ず JP1/Baseを経由して JP1/ITRMから発行されます。このため，
クラスタシステムで論理ホストの JP1/ITRMを運用する場合は，JP1/Baseと同じ論理ホ
スト上に構築する必要があります。JP1/ITRMと JP1/Baseを別々のホスト上に構築する
と，JP1/Baseの論理ホストだけのフェールオーバーが発生したときに，JP1/ITRMから
JP1イベントを発行できなくなります。

クラスタ運用時の現用系での JP1イベントの発行の流れを次の図に示します。

図 8-3　クラスタ運用時の JP1イベントの発行の流れ（現用系）

この図では，物理ホストの現用系（host01）が稼働中であることを仮定しています。こ
の場合は，論理ホスト（hostA）で管理対象ノードを追加すると，現用系で稼働中の
JP1/Baseを経由して JP1イベントが発行されます。

クラスタ運用時の予備系での JP1イベントの発行の流れを次の図に示します。
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図 8-4　クラスタ運用時の JP1イベントの発行の流れ（予備系）

この図では，物理ホストの予備系（host02）が稼働中であることを仮定しています。こ
の場合は，論理ホスト（hostA）で管理対象ノードを追加すると，予備系で稼働中の
JP1/Baseを経由して JP1イベントが発行されます。
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8.7　クラスタ運用でのバージョンアップ
クラスタ運用で JP1/ITRMをバージョンアップする手順について説明します。なお，こ
こでは，現用系が実行系として動作している場合を想定して説明します。予備系が実行
系として動作している場合は，あらかじめ系を切り替えておいてください。なお，手順
中で実行するコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager リファレンス」を参照してください。

1. jirmexportコマンドを実行してユーザー設定プロパティファイルや JP1/ITRMの使
用ポート番号の情報およびデータベースに格納されているデータをエクスポートす
る。

2. 現用系で，WSFCを使って次に示す順序でサービスを停止する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

3. jirmcontrolserviceコマンドを実行して現用系の JP1/ITRMサービスを起動した
あと，再度 jirmcontrolserviceコマンドを実行して JP1/ITRMサービスを停止し
て，データベースを停止する。
この手順は，必ずWSFCに登録した JP1/ITRMのリソースがオフラインで，かつ共
有ディスクと論理 IPアドレスがオンラインの状態で実行してください。

4. WSFCを使って，現用系から予備系に切り替える。

5. jirmcontrolserviceコマンドを実行して予備系の JP1/ITRMサービスを起動した
あと，再度 jirmcontrolserviceコマンドを実行して JP1/ITRMサービスを停止し
て，データベースを停止する。
この手順は，必ずWSFCに登録した JP1/ITRMのリソースがオフラインで，かつ共
有ディスクと論理 IPアドレスがオンラインの状態で実行してください。

6. WSFCを使って，予備系から現用系に切り替える。

7. 現用系で JP1/ITRMを上書きインストールする。
新規インストールのときに入力した情報は，上書きインストール時に引き継がれま
す。また，インストールが完了したらシステムを再起動してください。

8. WSFCを使って，現用系から予備系に切り替える。
すでに予備系が実行系になっている場合はこの操作は不要です。

9. 予備系で JP1/ITRMを上書きインストールする。
新規インストールのときに入力した情報は，上書きインストール時に引き継がれま
す。また，インストールが完了したらシステムを再起動してください。

10.WSFCを使って，予備系から現用系に切り替える。
298



8.　クラスタシステムでの運用と環境構築
すでに現用系が実行系になっている場合はこの操作は不要です。

11.現用系で jirmbackupコマンドを実行してバックアップデータを取得する。

コマンド実行前に次のサービスを起動し，コマンド実行後に停止してください。
• JP1/ITRM DB Service

12.現用系で次のサービスが停止していることを確認する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

13.現用系で jirmsetupコマンドを実行して JP1/ITRMをセットアップする。
jirmsetupコマンドは -rオプションを指定して実行してください。

バージョンアップのセットアップに失敗した場合，エクスポートデータかバックアッ
プデータを使用してデータを復旧してください。データを復旧したあとに
jirmsetupコマンドを -rオプションを指定して実行してください。

14.現用系で HTMLマニュアルを上書きする。
HTMLマニュアルの組み込み手順については，「5.6　HTMLマニュアルの組み込み
手順」を参照してください。

15.WSFCを使って，現用系から予備系に切り替える。

16.予備系で次のサービスが停止していることを確認する。
• JP1/ITRM Web Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM DB Service

17.予備系で jirmsetupコマンドを実行して JP1/ITRMをセットアップする。
jirmsetupコマンドは -rオプションを指定して実行してください。

18.予備系で HTMLマニュアルを上書きする。
HTMLマニュアルの組み込み手順については，「5.6　HTMLマニュアルの組み込み
手順」を参照してください。

19.WSFCを使って，予備系から現用系に切り替える。

20.現用系で，WSFCを使って次に示す順序でサービスを起動する。
• JP1/ITRM DB Service
• JP1/ITRM DB Cluster Service
• JP1/ITRM Service
• JP1/ITRM Web Service

21.新規インストールをする場合，ITリソースを管理対象に設定する。
ITリソースを管理対象に設定する方法については，「6.2　ITリソースを管理対象に
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8.　クラスタシステムでの運用と環境構築
するために必要な設定」を参照してください。

22.バージョンアップする場合，現用系と予備系で ITリソースを管理対象にする設定が
すべて完了しているか，「6.2　ITリソースを管理対象にするために必要な設定」を参
照して再度確認する。

23.次のどちらかの方法で ITリソースの情報を再収集する。
• 設定画面の［監視間隔設定］エリアで，［すべてを再収集］ボタンをクリックする。
• jirminfocollectコマンドを -allオプションと -dオプションを指定して実行

する
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8.　クラスタシステムでの運用と環境構築
8.8　クラスタ運用時の注意事項
• クラスタ環境で JP1/ITRMを構築する場合，物理ホストで稼働している JP1/ITRMを
必ず停止させてください。物理ホストの JP1/ITRMを停止しないままクラスタ環境を
構築すると，論理ホストのサービスが正常に動作しなくなります。

• セットアップの段階で，JP1/ITRMを物理ホスト環境で動作させるか論理ホスト環境
で動作させるかが決まります。同時に物理ホスト環境，論理ホスト環境で動作させる
ことはできません。また，JP1/ITRMは，論理ホストの多重起動にも対応していませ
ん。これらに留意した上で JP1/ITRMをクラスタ環境で運用してください。

• クラスタ環境をアンセットアップした場合，共有ディスクにデータベース関連のファ
イルが残る場合があります。不要な場合は，手動で削除してください。

• クラスタ環境で，現用系としてセットアップしたホストを予備系に，予備系として
セットアップしたホストを現用系にセットアップする場合は，必ずアンセットアップ
したあとでセットアップし直してください。

• クラスタ環境で JP1/ITRMを構築する場合は，現用系と予備系でホスト種別以外の引
数指定値を同一に設定してください。

• JP1/ITRMをクラスタ環境で運用している場合は，JP1/Baseのサービス起動順序を設
定しないでください。クラスタ環境で JP1/ITRMと JP1/Baseのサービス起動・停止
の順序を設定する場合は，WindowsのWSFCを使用してサービスの起動順序を設定
してください。
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9　 他製品連携に必要な設定
この章では，他製品との連携に必要な設定について説明しま
す。

9.1　Link&Launch機能を利用した他製品との連携に必要な設定

9.2　JP1/IM - Managerとの連携に必要な設定

9.3　JP1/NETM/Auditとの連携に必要な設定
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9.　他製品連携に必要な設定
9.1　Link&Launch機能を利用した他製品との連
携に必要な設定

ここでは，Link&Launch機能を利用して，他製品と連携するために必要な設定について
説明します。

9.1.1　Link&Launchテンプレートの追加
Link&Launchテンプレートを追加する手順を次に示します。

1.［設定］タブをクリックする。
設定画面が表示されます。

2.［設定項目一覧］エリアの［Link&Launchテンプレート管理］をクリックする。

3.［Link&Launchテンプレート追加］ボタンをクリックする。

4. 設定する項目の内容を指定して，［OK］ボタンをクリックする。

なお，URLの文字列に変数「$ipaddress$」を指定することで，Link&Launchテンプ
レートを関連づけたリソースの IPアドレスを変数として埋め込むことができます。
Hitachi Command Suiteやネットワークプロビジョニングソフトウェアと連携する場合
の変数の設定例を，次に示します。

Hitachi Command Suiteと連携する場合
管理対象のストレージ機器から，Hitachi Command Suiteのメイン画面を呼び出し
て，仮想化ソフトウェアに対してストレージを割り当てたり，ストレージの詳細情
報を参照したりしたい場合，Hitachi Command Suiteのメイン画面の URLを設定
します。
Hitachi Command Suiteのメイン画面の URLおよび画面の操作などについては，
マニュアル「Hitachi Command Suite Software ユーザーズガイド」を参照してくだ
さい。

ネットワークプロビジョニングソフトウェアと連携する場合
管理対象の仮想化ソフトウェアやネットワークスイッチから，ネットワークプロビ
ジョニングソフトウェアの画面を開いて，ネットワーク構成を変更したり，詳細な
情報を参照したりしたい場合，次のように URLを設定します。

表 9-1　ネットワークプロビジョニングソフトウェアの URL

項番 呼び出す画面 指定する URL

1 ウィザード画面 http://ネットワークプロビジョニングソフトウェアのホスト名 :

ポート番号 /htcprov/
collabo.html?ip=$ipaddress$&mode=wiz
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9.　他製品連携に必要な設定
URLの詳細および各画面の操作については，ネットワークプロビジョニングソフト
ウェアのマニュアルを参照してください。

9.1.2　Link&Launchテンプレートのリソースへの関連づけ
設定した Link&Launchテンプレートを，リソースに関連づける手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブを選択する。

2.［リソース管理メニュー］から，［すべてのリソース］を選択する。

3. リソース一覧エリアで，Link&Launch機能を設定するリソースを選択する。

4.［アクション］メニューから，［Link&Launch関連づけ］を選択する。

5. 設定するテンプレートを選択し，［OK］ボタンをクリックする。

9.1.3　Link&Launchの起動
設定した Link&Launchを起動する手順を次に示します。

1.［リソース管理］タブを選択する。

2.［リソース管理メニュー］から，［すべてのリソース］を選択する。

3. リソース一覧エリアで，Link&Launchを起動するリソースを選択する。

4.［アクション］メニューから，［Link&Launch］を選択する。

5. 起動したいリンク名を選択し，［起動］ボタンをクリックする。
選択した URLが，別の画面で開きます。

2 ネットワーク情報詳
細画面

http://ネットワークプロビジョニングソフトウェアのホスト名 :

ポート番号 /htcprov/
collabo.html?ip=$ipaddress$&mode=view

項番 呼び出す画面 指定する URL
305



9.　他製品連携に必要な設定
9.2　JP1/IM - Managerとの連携に必要な設定

ここでは，JP1/IM - Managerとの連携に必要な JP1/ITRMでの設定について説明しま
す。

JP1/IM - Managerでの設定方法については，JP1/IM - Managerのマニュアルを参照し
てください。

9.2.1　JP1/IM - Managerと連携するための作業
JP1/IM - Managerと連携するには，次の手順が必要になります。

1. JP1/ITRMのインストール時に作成される定義ファイルを必要に応じて編集する。

2. ユーザー設定プロパティファイルで，SE.JP1Eventキーに 1を指定して，JP1イベ
ント連携機能を有効に設定する。
SE.JP1Eventキーについては，マニュアル「JP1/IT Resource Management - 
Manager リファレンス」を参照してください。

3. JP1/IM - Managerの特定のフォルダまたはディレクトリにコピーする。

4. JP1/Baseでサービスの起動順序を設定する。

5. JP1/IM - Managerをリブートする。

以降で，定義ファイルの種類やコピー先などについて説明します。

9.2.2　連携するための条件
JP1/IM - Managerと連携するための条件を次に示します。

JP1/ITRMと同一の装置内での前提条件
• JP1/ITRMと同一のホストに JP1/Baseがインストールされていること。
• JP1/ITRMホストが，JP1/IM - Managerの管理対象として構成されていること。

管理システム内での前提条件
• JP1/IM - Managerのバージョンが 08-00以降であること。
• JP1/IM - Viewのバージョンが 08-00以降であること。
• JP1/Baseのバージョンが 09-00以降であること。
• JP1/ITRMの定義ファイルを JP1/IM - Managerと同じホストに配置すること。

9.2.3　JP1/IM - Managerとの連携に必要な定義ファイル
JP1/IM - Managerおよび JP1/IM - Viewとの連携に必要な定義ファイルは次のフォルダ
に格納されています。
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9.　他製品連携に必要な設定
定義ファイルの格納フォルダ
ITRMパス ¥JP1ITRM¥conf¥event

論理ホストの場合は，共有フォルダ ¥JP1ITRM¥conf¥eventとなります。

定義ファイルの名称および用途を次の表に示します。

表 9-2　定義ファイルの名称および用途

注※
統合機能メニュー定義ファイルは，格納するディレクトリ先が異なるため，同じファイル名と
なっています。
統合機能メニュー定義ファイルは，ITリソース管理者が定義内容を編集できます。統合機能メ
ニュー定義ファイルの記述例については，「9.2.5　統合機能メニュー定義ファイルの記述例」を
参照してください。

9.2.4　定義ファイルのコピー
定義ファイルは，次の表に示す場所にコピーします。

コピーが完了したら，JP1/IM - Managerをリブートしてください。

項
番

定義ファイル論理名 定義ファイル名 用途

1 オブジェクトタイプ定
義ファイル

日本語環境用
hitachi_jp1_itrm_obj.
ja

英語環境用
hitachi_jp1_itrm_obj.
en

JP1/IM - Viewの画面（［重要イベ
ント定義］画面や［イベント取得
条件設定］画面など）の［オブ
ジェクトタイプ］および［登録名
タイプ］に表示される項目が定義
されています。

2 イベント拡張属性定義
ファイル

日本語環境用
hitachi_jp1_itrm_attr
_sys_ja.conf

英語環境用
hitachi_jp1_itrm_attr
_sys_en.conf

［イベント詳細］画面に表示する
イベント属性の並び順や表示する
属性名が定義されています。
この定義ファイルでは，イベント
拡張属性の固有情報が定義されて
います。

3 統合機能メニュー定義
ファイル

日本語環境用および英語環境用※

hitachi_jp1_itrm_tree
.conf

JP1/IM - Viewの［統合機能メ
ニュー］画面で使用するツリー表
示するための定義です。

4 モニター画面呼び出し
定義ファイル

日本語環境用
hitachi_jp1_itrm_mon_
sys_alarm_ja.conf

英語環境用
hitachi_jp1_itrm_mon_
sys_alarm_en.conf

JP1/IM - Viewの［イベントコン
ソール］画面から，イベント発行
元などのモニター画面を呼び出す
ための情報が定義されています。
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9.　他製品連携に必要な設定
表 9-3　定義ファイルのコピー先（Windowsの場合）

注
クラスタ環境の場合は，IM-Managerパスを共有フォルダ ¥jp1consに読み替えてください。

なお，クラスタ環境では論理ホストごとにコピーが必要です。

表 9-4　定義ファイルのコピー先（UNIXの場合）

（凡例）
－：該当しない。

注
クラスタ環境の場合は，IM-Managerパスを共有フォルダ /jp1consに読み替えてください。

注意事項
JP1/ITRMで提供する JP1/IM - Managerの定義ファイルをコピーする際，定義
ファイルのコピー元とコピー先で OSが異なる場合は，ファイルの文字コードの変
換が必要になる場合があります。Windows環境の JP1/ITRMから，Linux環境の
JP1/IMに定義ファイルをコピーする場合は，テキストエディタや nkfコマンドな

どを使用して，文字コードを UTF-8に変換してからコピーしてください。

9.2.5　統合機能メニュー定義ファイルの記述例
統合機能メニュー定義ファイルの記述例を日本語環境用と英語環境用に分けて記載しま
す。

記述例にある「設定値」の列は，構文の内容が固定値か，ITリソース管理者が任意に設
定できるかを表します。

項番 定義ファイル論理名 コピー先

1 オブジェクトタイプ定義ファイル IM-Managerパス
¥conf¥console¥object_type¥

2 イベント拡張属性定義ファイル IM-Managerパス
¥conf¥console¥attribute¥

3 統合機能メニュー定義ファイル IM-Viewパス ¥conf¥function¥ja

4 モニター画面呼び出し定義ファイル IM-Managerパス ¥conf¥console¥monitor¥

項番 定義ファイル論理名 コピー先

1 オブジェクトタイプ定義ファイル IM-Managerパス /conf/console/
object_type/

2 イベント拡張属性定義ファイル IM-Managerパス /conf/console/
attribute/

3 統合機能メニュー定義ファイル －

4 モニター画面呼び出し定義ファイル IM-Managerパス /conf/console/monitor/
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9.　他製品連携に必要な設定
（1） 日本語環境用（hitachi_jp1_itrm_tree.conf）

（凡例）
○：該当する。
－：該当しない。

記述例について説明します。

項番 1～項番 2（ヘッダー）
使用するファイルの形式バージョンを定義します。

項番 3～項番 8（機能ツリーメニュー（フォルダ））
統合機能メニューのルートフォルダを定義します。

項番 9～項番 16（機能ツリーメニュー（階層））
ルートフォルダの "parent_id"を指定し，ルートフォルダにぶら下げる定義をしま
す。このブロックには，JP1/ITRMの画面アドレスを定義します。定義する階層の
数だけ記述してください。

項番 構文 設定値

固定 任意

1 #Comment 定義ファイルが統合機能メニュー定義ファイルであることを宣
言

－ －

2 @file type="function-definition", version="0300"; ○ －

3 #Comment 機能ツリーメニュー定義ブロック -フォルダ － －

4 @define-block type="function-tree-def"; ○ －

5 id="jco_folder_ITResourceManager"; － ○

6 parent_id="root"; － ○

7 name="ITリソース管理 "; － ○

8 @define-block-end; ○ －

9 #Comment 機能ツリーメニュー定義ブロック -階層 1 － －

10 @define-block type="function-tree-def"; ○ －

11 id="jco_JP1_ITRM"; － ○

12 parent_id="jco_folder_ITResourceManager"; － ○

13 name="ITリソース管理基盤 "; － ○

14 execute_id="default_browser"; － －

15 arguments="http://<JP1_ITRM_HOST>:<PORT_NO>/jp1itrm/
jp1itrm.jsp";

－ ○

16 @define-block-end; ○ －
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（2） 英語環境用（hitachi_jp1_itrm_tree.conf）

（凡例）
○：該当する。
－：該当しない。

記述例について説明します。

項番 1～項番 2（ヘッダー）
使用するファイルの形式バージョンを定義します。

項番 3～項番 8（機能ツリーメニュー（フォルダ））
統合機能メニューのルートフォルダを定義します。

項番 9～項番 16（機能ツリーメニュー（階層））
ルートフォルダの "parent_id"を指定し，ルートフォルダにぶら下げる定義をしま
す。このブロックには，JP1/ITRMの画面アドレスを定義します。定義する階層の
数だけ記述してください。

項番 構文 設定値

固定 任意

1 # Declares that this is a definition file for the Tool 
Launcher window.

－ －

2 @file type="function-definition", version="0300"; ○ －

3 # Menu tree definition block - folder － －

4 @define-block type="function-tree-def"; ○ －

5 id="jco_folder_ITResourceManager"; － ○

6 parent_id="root"; － ○

7 name="ITResourceManagement"; － ○

8 @define-block-end; ○ －

9 # Menu tree definition block-hierarchical - level1 － －

10 @define-block type="function-tree-def"; ○ －

11 id="jco_JP1_ITRM"; － ○

12 parent_id="jco_folder_ITResourceManager"; － ○

13 name="ITResourceManagement -Manager"; － ○

14 execute_id="default_browser"; － －

15 arguments="http://<JP1_ITRM_HOST>:<PORT_NO>/jp1itrm/
jp1itrm.jsp";

－ ○

16 @define-block-end; ○ －
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9.2.6　JP1/Baseでのサービスの起動順序の設定
JP1/ITRMから JP1イベントを発行するには，同じホストに存在する JP1/Baseのサー
ビスを JP1/ITRMのサービスより先に起動させる必要があります。JP1/Baseのサービス
が起動する前に JP1イベントの発行を要求された場合，JP1/Baseに登録できません。

OSを起動するタイミングで，JP1/ITRMのサービスより先に JP1/Baseのサービスを起
動させるための手順を次に示します。

1. JP1/ITRMのすべてのサービスの設定を自動から手動に変更する。

2. JP1/Baseの起動順序定義ファイル（JP1SVPRM.DAT）でサービスの起動順序を設定
する。
定義は，[Jp1BaseEvent]以降の行に記述してください。

起動順序定義ファイルの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照し
てください。

JP1/Baseの起動順序定義ファイル（JP1SVPRM.DAT）の設定例を次に示します。

[Jp1ITRM-Manager DB]
Name=JP1/ITRM DB Service
ServiceName=HiRDBEmbeddedEdition_JR0
 
[Jp1ITRM-Manager]
Name=JP1/ITRM Service
ServiceName=JP1_ITRMService
 
[Jp1ITRM-Manager Web]
Name=JP1/ITRM Web Service
ServiceName=JP1_ITRMWebService
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9.3　JP1/NETM/Auditとの連携に必要な設定

JP1/ITRMが出力した監査ログを，JP1/NETM/Auditで一元管理するための設定手順に
ついて説明します。

JP1/NETM/Auditでの設定方法については，JP1/NETM/Auditのマニュアルを参照して
ください。

9.3.1　JP1/NETM/Auditと連携するための作業
JP1/NETM/Auditと連携するには，次の手順が必要になります。

なお，JP1/ITRMから出力される監査ログの内容や出力形式については，「付録H　監査
ログの出力」を参照してください。

1. 収集対象となる監査ログの種類を確認する。
監査ログの種類には，ログファイルに出力される監査ログ，Windowsイベントログ
（セキュリティに関する情報，セキュリティに関する情報以外）があります。

2. JP1/NETM/Auditで監査ログの正規化ルールを定義する。
定義方法には，GUIで定義する方法と定義ファイルを作成して定義する方法の 2種類
があります。

3. JP1/ITRMで監査ログの出力を設定する。
監査ログの出力設定については，「付録H.4　監査ログを出力するための設定」を参
照してください。

4. JP1/NETM/Auditで監査ログの収集対象を設定する。

9.3.2　連携するための条件
JP1/NETM/Auditと連携するための条件を次に示します。

JP1/ITRMと同一の装置内での前提条件
• JP1/ITRMと同一のホストに，JP1/Baseがインストールされていること。

管理システム内での前提条件
• JP1/NETM/Audit - Managerおよび JP1/Baseが同一のホストにインストールさ
れていること。
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付録 A　ファイル一覧
付録 A　ファイル一覧
JP1/ITRMで使用するフォルダの一覧を次の表に示します。

表 A-1　JP1/ITRMのフォルダ一覧

注※
論理ホストの場合は，共有フォルダの下に JP1ITRM¥conf，JP1ITRM¥logsフォルダが作成

されます。

フォルダに格納されているファイルのうち，システム管理者が参照・編集できるファイ
ルを次の表に示します。

フォルダ名 内容

ITRMパス ¥JP1ITRM JP1/ITRMファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥bin 実行ファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥conf※ 定義ファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥conf¥event※ JP1/IM連携定義ファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥etc JP1/ITRMシステム内部ファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥lib ライブラリ格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥logs※ ログフォルダ

ITRM パス ¥JP1ITRM¥user タスクとして実行するコマンドの作業フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥system JP1/ITRMシステムファイル格納フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥system¥HVM HVM用データフォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥work コマンド実行時の作業フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥tmp インストールおよびアンインストールの一時作業
フォルダ

ITRMパス ¥JP1ITRM¥imageStore 退避イメージ格納フォルダ
（任意のフォルダへ変更できます。）

ITRMパス ¥JP1ITRM¥template 仮想イメージテンプレート格納フォルダ
（任意のフォルダへ変更できます。）

ITRMパス ¥JP1ITRM¥patch_backup_dir 修正パッチバックアップフォルダ以下で修正パッチ
の RELEASE.TXTに記載されているパッチユーティ
リティ以外のファイル・フォルダ
（このフォルダは修正パッチ適用時にだけ作成され
ます。）

システムドライブ :¥Program Files 
(x86)¥jp1common¥

製品情報格納フォルダ
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付録 A　ファイル一覧
表 A-2　システム管理者が参照・編集できるファイル一覧

（凡例）
○：参照または編集できる。
×：参照または編集できない。

ファイル名 内容 参
照

編
集

¥JP1ITRM¥Readme.txt Readmeファイル ○ ×

¥JP1ITRM¥PATCHLOG.txt 修正パッチログファイル ○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥jp1itrm.properties ユーザー設定プロパティファイル ○ ○

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥ja¥hitach
i_jp1_itrm_obj.ja

オブジェクトタイプ定義ファイル
（日本語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥ja¥hitach
i_jp1_itrm_attr_sys_ja.conf

イベント拡張属性定義ファイル
（日本語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥ja¥hitach
i_jp1_itrm_mon_sys_alarm_ja.conf

モニター画面呼び出し定義ファイル
（日本語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥en¥hitach
i_jp1_itrm_obj.en

オブジェクトタイプ定義ファイル
（英語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥en¥hitach
i_jp1_itrm_attr_sys_en.conf

イベント拡張属性定義ファイル
（英語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imm¥en¥hitach
i_jp1_itrm_mon_sys_alarm_en.conf

モニター画面呼び出し定義ファイル
（英語環境用）

○ ×

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imview¥ja¥hit
achi_jp1_itrm_tree.conf

統合機能メニュー定義ファイル
（日本語環境用）

○ ○

¥JP1ITRM¥conf¥event¥jp1imview¥en¥hit
achi_jp1_itrm_tree.conf

統合機能メニュー定義ファイル
（英語環境用）

○ ○
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付録 B　プロセス一覧
付録 B　プロセス一覧
JP1/ITRMのプロセスを次に示します。なお，表内の括弧 (　)内の数値は同時に実行す
るプロセス数です。

表 B-1　JP1/ITRMのプロセス

親プロセス名 機能 子プロセス名 機能

jirmcontrolservi
ce.exe(1)

JP1/ITRMのサービス制
御

－ －

jirmprocesscontr
oller.exe(1)

JP1/ITRMのプロセス管
理

jirmservice.exe(
1)

サービスプロセス

jirmadapter.exe(
1)

アダプタプロセス

jirmRMI.exe(1) RMIプロセス

cjstartweb.exe(1) Webコンテナプロセス

cprfd.exe(1) Webコンテナサーバのト
レース情報をファイルに
出力するプロセス

－ －

httpsd.exe(2) Webサーバのサービス用
プロセス

－ －

rotatelogs2.exe(2
)

Webサーバのログ出力用
プロセス

－ －

pdservice.exe(1) データベースのサービス
制御

－ －

pdprcd.exe(1) データベースのプロセス
管理

pdrsvre.exe(3) 後処理プロセス
プロセス異常終了
時の後処理をしま
す。

pdmlgd.exe(1) メッセージログサーバ
プロセス

メッセージ出力を
制御します。

pdrdmd.exe(1) システムマネージャプ
ロセス

ユニット起動・停
止の制御および接
続している ITリ
ソース管理者を管
理します。

pdstsd.exe(1) ステータスサーバプロ
セス

ユニット用ステー
タスファイルの入
出力を制御します。
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付録 B　プロセス一覧
（凡例）
－：なし。

注※ 1

pdscdd.exe(1) スケジューラープロセ
ス

シングルサーバプ
ロセスへのトラン
ザクションを割り
当てます。

pdtrnd.exe(1) トランザクションサー
バプロセス

トランザクション
を制御します。

pdtrnrvd.exe(1～
128)※ 1※ 2

トランザクション回復
プロセス

トランザクション
の決着・回復を制
御します。

pdlogd.exe(1) ログサーバプロセス
システムログ取得
およびログ関連プ
ロセスを制御しま
す。

pd_buf_dfw.exe(1) デファードライトプロ
セス

データベース格納
ディスクへのバッ
クグラウンドライ
トを制御します。

pdlogswd.exe(1) ログスワッパプロセス
システムログ関連
ファイルの割り当
て，解放，I/Oの管
理，およびシンク
ポイントダンプを
取得します。

pdsds.exe(10～
128)※ 2※ 3

シングルサーバプロセ
ス

SQLを処理します。

pdsha.exe(1) クラスタ用の組み込み
データベースのサービス

－ －

hntr2srv.exe(1) 統合トレース
（HNTRLib2）のサービス
制御

－ －

hntr2mon.exe(1) 統合トレース
（HNTRLib2）のプロセス
管理

－ －

親プロセス名 機能 子プロセス名 機能
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付録 B　プロセス一覧
開始時は 1個，pdsds.exeプロセスが異常終了するたびに一時的に増加します。

注※ 2
システム共通定義ファイル（pdsys）に設定されている pd_max_usersオペランドの値を変更

した場合，変更後の値が起動されるプロセス数の上限になります。

注※ 3
開始時は 10個，データベースへのアクセス要求数に応じて，最大 128個起動します。
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付録 C　ポート番号一覧
付録 C　ポート番号一覧
JP1/ITRMのポート番号を次に示します。使用するプロトコルは，TCP/IPです。

各ポート番号は，製品のインストール時に設定されます。

付録 C.1　JP1/ITRMのポート番号

表 C-1　JP1/ITRMのポート番号

注※
JP1/ITRMのデータベースとの通信用に使用するポート番号は，servicesファイルには記述
しません。

メールの送信には，次のポート番号を使用します。

付録 C.2　ファイアウォールの通過方向
ファイアウォールの通過方向を次の表に示します。ポート番号は標準のポート番号です。
ポート番号を変更した場合は，変更後のポート番号に合わせてファイアウォールを設定
してください。各ノードとの接続で使用するポート番号やポート番号変更時に必要な操
作については，「付録 C.4　ノード接続でのポート番号」を参照してください。

なお，JP1/ITRMは，パケットフィルタリング型，NAT（スタティックモード）型の
ファイアウォールに対応しています。

表 C-2　ファイアウォールの通過方向

ポート番号 説明

23500/tcp Webサーバとの通信用に使用します。また，Webブラウザーとの通信用に使用しま
す。

23501/tcp WebコンテナサーバとWebサーバの連携用に使用します。

23502/tcp Webコンテナサーバとの通信をシャットダウンするときに使用します。

23503/tcp※ JP1/ITRMのデータベースとの通信用に使用します。

23504/tcp JP1/ITRMの内部処理で使用します。

23505/tcp Webサーバとの通信用に使用します。また，APIクライアントから JP1/ITRMにア
クセスするときに使用します。

ポート番号 説明

25/tcp SMTPサーバとの通信用に使用します。

ポート番号 ファイアウォールの通過方向

23500/tcp Webブラウザー→ JP1/ITRM
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付録 C　ポート番号一覧
（凡例）
→：コネクション確立時の接続方向を示す。

注※
WMIは DCOMを使用していて，かつ DCOMは動的ポート割り当てを使用しているため，
DCOMで使用するポートをファイアウォールで通過させるように設定してください。
OSによって割り当てられるポート番号の標準的な範囲を次に示します。
・Windows Server 2003：1025～ 5000
・Windows Server 2008：49152～ 65535

付録 C.3　コネクションの接続状態
表 C-3　コネクションの接続状態

23505/tcp APIクライアント→ JP1/ITRM

20/tcp（ftp） JP1/ITRM→ SCVMMライブラリサーバ

21/tcp（ftp） JP1/ITRM→ SCVMMライブラリサーバ

22/tcp（ssh） JP1/ITRM→ Linux/HP-UX/AIX

25/tcp（smtp） JP1/ITRM→ SMTPサーバ

80/tcp（http） JP1/ITRM→ VMware ESX/vCenterサーバ /SCVMMサーバ

443/tcp（https）

161/udp（snmp） JP1/ITRM→ IPスイッチ

162/udp（snmpトラップ） JP1/ITRM← IPスイッチ

623/udp（HVM） JP1/ITRM→ HVMサーバ

135/tcp（WMI） JP1/ITRM→Windowsサーバ /Hyper-Vサーバ /SCVMMサーバ

動的ポート /tcp（WMI※） JP1/ITRM→Windowsサーバ /Hyper-Vサーバ /SCVMMサーバ

2000/tcp（SNM2） JP1/ITRM→ Hitachi AMS/WMS/SMSストレージ

5988/tcp（SMI-S nonSSL） JP1/ITRM→ SMI-Sストレージ /FCスイッチ

5989/tcp（SMI-S SSL）

8080/tcp JP1/ITRM→Webサーバ for DPM

56023/tcp JP1/ITRM→管理サーバ for DPM

ポート番号 コネクションの接続状態

23500/tcp JP1/ITRMにログインするときにコネクションを接続し，ログアウトするまでの間コ
ネクションを維持します。

23501/tcp JP1/ITRMサービスの起動時にコネクションを確立し，停止時までコネクションを維
持します。23502/tcp

ポート番号 ファイアウォールの通過方向
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付録 C　ポート番号一覧
付録 C.4　ノード接続でのポート番号
JP1/ITRMが管理対象とする各ノードとの接続で使用するポート番号，およびポート番
号を変更した場合に必要な操作を次の表に示します。

表 C-4　各ノードとの接続で使用するポートの一覧およびポート番号変更時に必要な操
作

23503/tcp JP1/ITRM DB Serverが起動されている状態で，JP1/ITRMサービスの起動時にコネ
クションを確立し，停止時までコネクションを維持します。

23504/tcp JP1/ITRMサービスの起動時にコネクションを確立し，停止時までコネクションを維
持します。

23505/tcp APIのリクエストを受信したときにコネクションを確立し，レスポンスを返すまでコ
ネクションを維持します。

用途 ポート番号 接続先ノード プロトコル ポート番号
を変更した
場合に必要
な操作

ftp • 20※ 1

• 21※ 1
• Windows
• SCVMMライブラ
リサーバ※ 2

TCP • なし

ssh 22※ 1 • Linux
• HP-UX
• AIX

TCP • 認証情報
の変更

smtp 25※ 1 • SMTPサーバ TCP • なし

http 80※ 1 • vCenter
• VMware ESX
• SCVMM※ 2

TCP • 認証情報
の変更

5988※ 1 • SMI-S WBEM

8080※ 3 • Webサーバ for 
DPM

• 仮想イ
メージテ
ンプレー
トの再作
成

snmp 161※ 1 • IP-SW UDP • 認証情報
の変更

snmp(trap) 162※ 1 • IP-SW UDP • プロパ
ティ変更

• JP1/ITRM
のサービ
スの再起
動※ 4

ポート番号 コネクションの接続状態
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付録 C　ポート番号一覧
（凡例）
－：変更できない。

注※ 1
標準のポート番号を示します。OSの設定でポート番号は変更できます。変更した場合，JP1/
ITRMは変更後のポート番号を使用します。ただし，snmp(trap)のポート番号は，プロパティ
（AD.SnmpController.receiveTrapPort）を変更する必要があります。

注※ 2
SCVMMおよび SCVMMのライブラリサーバのポート番号は変更することはできません。ポー
ト番号を変更した場合，SCVMMと接続することができなくなります。

注※ 3
デフォルトのポート番号を示します。ポート番号は変更できます。

注※ 4
JP1/ITRM Web Serviceおよび JP1/ITRM Serviceを次に示す順序で再起動してください。
1. JP1/ITRM Web Serviceを停止する。
2. JP1/ITRM Service停止する。
3. JP1/ITRM Service起動する。
4. JP1/ITRM Web Serviceを起動する。

注※ 5
OSによって動的に設定されるポート番号のため，ポート 135をあわせて使用します。
Windows Server 2003では 1025～ 5000，Windows Server 2008では 49152～ 65535が，OS
によって設定されるポート番号の標準的な範囲です。

https 443※ 1 • vCenter
• VMware ESX

TCP • 認証情報
の変更

5989※ 1 • SMI-S WBEM

HVM 623 • HVM UDP －

WMI 135
動的ポート※ 5

• Windows
• SCVMM
• Hyper-V

TCP －

snm2 2000※ 1 • AMS/WMS/SMS
ストレージ

TCP • 認証情報
の変更

イメージビルダー（リ
モートコンソール）

56023 • 管理サーバ for 
DPM

TCP • なし

用途 ポート番号 接続先ノード プロトコル ポート番号
を変更した
場合に必要
な操作
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付録 D　制限値一覧
付録 D　制限値一覧
JP1/ITRMの各種の制限値を次の表に示します。

表 D-1　JP1/ITRMの制限値一覧

項目 制限値

予約登録数 データベースの容量の制限によります。
予約情報がデータベースの容量の制限に
近づくと，ITリソース管理者に予約情報
の削除を促す警告メッセージを出力しま
す。

予約情報の保存期間 完了から 5年

予約できるホスト数 200

1つの予約に設定できる利用・保守期間（間隔） 1時間から 2年間

1つの予約に設定できる利用・保守期間の数 10

1つの保守期間に設定できるタスク数 10

仮想イメージテンプレート数 500

退避イメージ数 500

1ホストに対して退避できる退避イメージ数 1

ロール数 1,000

ロールに登録できるユーザー数 1,000

ユーザー数（jp1adminユーザーを含む） 1,000

リソースグループ数（システムロールを含む） 1,000

リソースグループに登録できるリソース数 －

リソースグループフォルダ数 1,000

リソースグループフォルダの階層化の上限数 10

リソースグループフォルダ配下に追加できるリソースグ
ループ数

1,000

作成できる業務グループ数 2,000

マッピングできるリソースグループ数 －

業務グループフォルダ数 2,000

配下に設定できる業務グループフォルダ数 10

業務グループフォルダ配下に追加できるリソースグループ
数

1,000

HAクラスタグループのグループ数 1,000

HAクラスタグループに登録できるホスト数 5

認証情報数 1,024

追加できる探索範囲の数 1,024
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付録 D　制限値一覧
（凡例）
－：なし。

監視テンプレート数 －

Link&Launchテンプレート数 －

Link&Launchテンプレートに登録できる URLまたはコマ
ンド数

－

イベント通知の通知先に設定できるユーザー数 ユーザー数の最大値と同じ値

未受諾イベント通知の通知先に設定できるユーザー数 ユーザー数の最大値と同じ値

レポート通知の通知先に設定できるユーザー数 ユーザー数の最大値と同じ値

探索完了通知の通知先に設定できるユーザー数 ユーザー数の最大値と同じ値

項目 制限値
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
付録 E　管理対象の ITリソース一覧
JP1/ITRMで管理対象にできる ITリソースを，リソース種別ごとに示します。

なお，次の情報については，サポートサービスサイトの JP1/ITRMについて説明してい
るページを参照してください。

• 管理対象となる FCスイッチ，IPスイッチ，およびストレージの種類について
• Windowsのサービスパックおよび Linuxのバージョンについて
• デプロイできる OSについて
• デプロイする OSと仮想化ソフトウェアおよび仮想化環境管理ソフトウェアの組み合
わせについて

• DISKマルチパス，HBAドライバ，HBAファームウェア，および NICマルチパスの
サポートバージョンについて

• SCVMMおよび Hyper-Vのサービスパックおよびロールアップパッケージのバー
ジョンについて

• vCenterおよび VMwareのアップデートのバージョンについて

付録 E.1　OS関連
管理対象に設定できる OS，および OSごとにサポートする DISKマルチパス，HBAド
ライバ，NICマルチパスについて説明します。

（1） OS

管理対象に設定できる OSを次の表に示します。

表 E-1　管理対象に設定できる OS

OS名 エディション

Windows※
1

Windows Server 2003※ 2 Standard Edition，
Enterprise Edition，
Datacenter Edition

Standard x64 Edition，
Enterprise x64 Edition，
Datacenter x64 Edition

R2 Standard Edition，
R2 Enterprise Edition，
R2 Datacenter Edition

R2 Standard x64 Edition，
R2 Enterprise x64 Edition，
R2 Datacenter x64 Edition
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
（凡例）
－：該当しない。

注※ 1
物理ホスト，または VMware，Hyper-V，および HVM上の仮想ホストの場合だけ，管理対象
に設定できます。

注※ 2
Hyper-V上の仮想ホストでWindows Server 2003を管理するには，SP2以降のバージョンが必
要です。

注※ 3
Server Coreインストール環境には対応していません。

注※ 4
物理ホスト，または VMwareおよび HVM上の仮想ホストの場合だけ，管理対象に設定できま
す。

注※ 5
物理ホストの場合だけ，管理対象に設定できます。

注※ 6
Virtual I/O Serverは管理対象外です。

（2） DISKマルチパス

サポートする DISKマルチパスについて，OSごとに示します。

Windows Server 2008※ 3 Standard，
Enterprise，
Datacenter，
Standard without Hyper-V，
Enterprise without Hyper-V，
Datacenter without Hyper-V

R2 Standard，
R2 Enterprise，
R2 Datacenter，
R2 Standard without Hyper-V，
R2 Enterprise without Hyper-V，
R2 Datacenter without Hyper-V

Linux※ 4 Red Hat Enterprise Linux 5 x86，
AMD/Intel 64

Red Hat Enterprise Linux 6 32-bit x86，
64-bit x86_64

HP-UX※ 5 HP-UX 11i v2 (IPF)，
11i v3 (IPF)

AIX※ 5，※

6
AIX AIX V6.1，

AIX V7.1

OS名 エディション
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
表 E-2　Windowsでサポートする DISKマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

表 E-3　Linuxでサポートする DISKマルチパス

（凡例）
○：サポートする。
－：サポートしない。

注※
［パフォーマンス］タブでマルチパスデバイスの性能を表示するには，
Device-Mapper-Multipathのオプション user_friendly_namesに yesを設定している必要

があります。

表 E-4　HP-UXでサポートする DISKマルチパス

（凡例）
○：サポートする。
－：サポートしない。

OS名 DISKマルチパス機能

HDLM MPIO（multipath I/O）

Windows Server 2003 ○ ○

Windows Server 2008

OS名 DISKマルチパス機能

HDLM HFC-PCM Device-Mapper 
Multipath

md（multiple 
devices）

Red Hat Enterprise 
Linux 5

○ ○ ○※ －

Red Hat Enterprise 
Linux 6

OS名 DISKマルチパス機能

HDLM PV-Link Native Multipath

HP-UX 11i v2 (IPF) － － －

HP-UX 11i v3 (IPF) ○
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
表 E-5　AIXでサポートする DISKマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

（3） HBAドライバ

サポートする HBAドライバについて，OSごとに示します。

• Windows
HFCドライバ，QLogic社製の HBAドライバ，および Emulex社製の HBAドライバ
をサポートしています。

• Linux
HFCドライバ，HFC-PCM，HFC-PCM-PE，および HFC-PCM-EEをサポートして
います。

• HP-UXおよび AIX
OSに対応しているすべてのドライバをサポートしています。

ただし，ファームウェアにも依存します。詳細はサポートサービスサイトの JP1/ITRM
について説明しているページを参照してください。サポートサービスサイトにない組み
合わせでは情報が採取できないこともあります。

（4） NICマルチパス

サポートする NICマルチパスのバージョンについて，OSごとに示します。

表 E-6　Windowsでサポートする NICマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

OS名 DISKマルチパス機能

HDLM MPIO（multipath I/O）

AIX V6.1 ○ ○

AIX V7.1

OS名 NICマルチパス機能

Intel(R) PROSet

Windows Server 2003 ○

Windows Server 2008
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
表 E-7　Linuxでサポートする NICマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

注※
Linux環境強化サポートオプションで提供する高信頼ネットワーク二重化機能です。

表 E-8　HP-UXでサポートする NICマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

表 E-9　AIXでサポートする NICマルチパス

（凡例）
○：サポートする。

付録 E.2　仮想化ソフトウェア
管理対象に設定できる仮想化ソフトウェアを次の表に示します。

表 E-10　管理対象に設定できる仮想化ソフトウェア

OS名 NICマルチパス機能

Ethernet Channel Bonding Driver HA Network Driver for Linux※

Red Hat Enterprise 
Linux 5

○ ○

Red Hat Enterprise 
Linux 6

OS名 NICマルチパス機能

APA（Auto Port Aggregation）

HP-UX 11i v2 (IPF) ○

HP-UX 11i v3 (IPF)

OS名 NICマルチパス機能

EtherChannel

AIX V6.1 ○

AIX V7.1

製品名称 バージョン※ ハードウェア

VMware VMware ESX Edition 3.5，4.0，または
4.1

－
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付録 E　管理対象の ITリソース一覧
（凡例）
－：該当しない。

注※
HVMの場合はファームウェアバージョンを示しています。

付録 E.3　仮想化環境管理ソフトウェア
管理対象に設定できる仮想化環境管理ソフトウェアを次の表に示します。

表 E-11　管理対象に設定できる仮想化環境管理ソフトウェア

注※ 1
VMware vCenter Server Applianceはサポートしていません。

注※ 2
SCVMM 2008での VMware ESXの管理はサポートしていません。

VMware ESXi Edition 4.1または 5.0 －

Hyper-V Hyper-V 2.0 －

HVM HVM 58-10以降 BladeSymphony 
BS2000 標準サー
バブレード

78-10以降 BladeSymphony 
BS2000 高性能
サーバブレード

17-40以降 BladeSymphony 
BS320

製品名称 バージョン

vCenter 4.0，4.1，または 5.0※ 1

SCVMM 2008※ 2 R2

製品名称 バージョン※ ハードウェア
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付録 F　画面遷移
付録 F　画面遷移
JP1/ITRMの画面遷移を機能ごとに示します。

付録 F.1　ログイン・ログアウト・バージョン情報
ログイン，ログアウト，およびバージョン情報の画面遷移を次の図に示します。メイン
画面とは，ログイン後に表示される画面で，タブの選択によってホーム画面や設定画面
などの各画面が表示されます。

（1） ログイン，ログアウト，およびバージョン情報の画面遷移

付録 F.2　探索
探索についての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） 探索ウィザードの画面遷移
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付録 F　画面遷移
（2） 探索条件の設定の画面遷移

（3） 探索の状況と結果の表示の画面遷移
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付録 F　画面遷移
（4） リソースの管理の画面遷移

付録 F.3　構成管理
構成管理についての画面遷移を次の図に示します。

（1） グループとリソースの設定の画面遷移
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付録 F　画面遷移
（2） リソースの表示の画面遷移
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付録 F　画面遷移
（3） ツリーとネットワークの表示の画面遷移

付録 F.4　ITリソース管理
ITリソースについての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） ホストの操作の画面遷移

付録 F.5　予約管理
予約管理についての画面遷移を次の図に示します。
337



付録 F　画面遷移
（1） 予約管理の画面遷移

付録 F.6　タスク管理
タスク管理についての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） タスク管理の画面遷移

付録 F.7　仮想ホストのイメージ管理
仮想ホストについての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） 仮想ホストのイメージ管理の画面遷移

付録 F.8　稼働状態
稼働状態についての画面遷移を次の図に示します。

（1） 稼働状態の画面遷移

付録 F.9　性能管理
性能管理についての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） 性能管理の画面遷移

付録 F.10　レポート
レポートについての画面遷移を次の図に示します。

（1） レポートの画面遷移

付録 F.11　通知
通知についての画面遷移を次の図に示します。
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付録 F　画面遷移
（1） 通知の画面遷移

付録 F.12　ユーザー管理
ユーザー管理についての画面遷移を次の図に示します。

（1） ユーザー管理の画面遷移
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付録 F　画面遷移
付録 F.13　他製品との連携
他製品との連携についての画面遷移を次の図に示します。

（1） 他製品との連携の画面遷移
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
JP1/ITRMは，ITリソースの性能情報を監視し，画面に表示します。ここでは，JP1/
ITRMが収集する性能情報と，デフォルトの監視テンプレートに設定されているしきい
値について説明します。

付録 G.1　収集する性能情報と計算式
JP1/ITRMが収集する性能情報と計算式を，次の表に示します。

表 G-1　収集する性能情報と計算式

表示され
るリソー
ス

性能情報 単位 説明（計算式）

Windows
ホスト /仮
想化ソフ
トウェア
（Hyper-V）

CPU使用率（全コアの平
均）※ 1※ 2

パーセント (
％)

（1.0－（CPUアイドル時間÷全時間）÷
コア数）× 100

管理 OSの仮想 CPU使用
率※ 1※ 3

パーセント (
％)

（1.0－（管理 OSの仮想 CPUアイドル時
間÷全時間））× 100

仮想ホスト CPU使用率※
3

パーセント (
％)

（1.0－（仮想ホスト CPUアイドル時間÷
全時間））× 100

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時のメモリ使用率

仮想ホストメモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時の仮想ホストのメモリ使用率で
す。仮想化ソフトウェアの全メモリに対し
て，選択した仮想ホストが使用した割合を
示します。

ディスク読み込み転送速度
※ 1

メガバイト /
秒

読み込みバイト数

ディスク書き込み転送速度
※ 1

メガバイト /
秒

書み込みバイト数

ディスク転送処理の平均時
間※ 1

ミリ秒 /転送 転送時間÷転送回数

ネットワーク平均パケット
送信量※ 1

パケット /秒 送信パケット数

ネットワーク平均パケット
受信量※ 1

パケット /秒 受信パケット数

FC-HBAの平均フレーム
送信量※ 1

フレーム /秒 送信フレーム数

FC-HBAの平均フレーム
受信量※ 1

フレーム /秒 受信フレーム数

ディスク空き容量※ 4 メガバイト 情報収集時のディスク空き容量
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
Linuxホス
ト

CPU使用率（全コアの平
均）※ 1※ 2

パーセント (
％)

（（CPUユーザー時間＋ CPUの Nice時間
＋ CPUシステム時間）÷（CPUユーザー
時間＋ CPUの Nice時間＋ CPUシステム
時間＋ CPUアイドル時間＋ iowait時間＋
steal時間※ 5）÷コア数）× 100

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時のメモリ使用率

1セクタ当たりのディスク
平均転送時間※ 1

ミリ秒 /セク
タ

（読み込み時間＋書き込み時間）÷（読み
込みセクタ数＋書き込みセクタ数）

ディスク読み込み転送速度
※ 1

メガバイト /
秒

読み込みバイト数

ディスク書き込み転送速度
※ 1

メガバイト /
秒

書き込みバイト数

ネットワーク平均パケット
送信量※ 1

パケット /秒 送信パケット数

ネットワーク平均パケット
受信量※ 1

パケット /秒 受信パケット数

FC-HBAの平均フレーム
送信量※ 1

フレーム /秒 送信フレーム数

FC-HBAの平均フレーム
受信量※ 1

フレーム /秒 受信フレーム数

ディスク空き容量※ 4※ 6 メガバイト 情報収集時のディスク空き容量

HP-UXホ
スト

CPU使用率（全コアの平
均）※ 7

パーセント (
％)

100－（コアごとの CPUアイドルの割合
(%)の合計値＋コアごとの IO待ちの割合
(%)の合計値）÷コア数
情報収集時 3秒間の平均値です。

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時のメモリ使用率

ディスク転送処理の平均時
間

ミリ秒 /転送 avwait＋ avserv
avwait：転送要求がデバイスの待ち行
列上でアイドル状態で待機させられる
平均時間です。
avserv：デバイスへの転送要求に対応
する平均時間です。

情報収集時 1秒間の平均値です。

ネットワーク平均パケット
送信量※ 1

パケット /秒 送信パケット数

ネットワーク平均パケット
受信量※ 1

パケット /秒 受信パケット数

ディスク空き容量※ 4※ 6 メガバイト 情報収集時のディスク空き容量

表示され
るリソー
ス

性能情報 単位 説明（計算式）
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
AIXホス
ト

CPU使用率（全コアの平
均）※ 7

パーセント (
％)

100－（コアごとの CPUアイドルの割合
(%)の合計値＋コアごとの IO待ちの割合
(%)の合計値）÷コア数
情報収集時 3秒間の平均値です。

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時のメモリ使用率

ディスク転送処理の平均時
間

ミリ秒 /転送 avwait＋ avserv
avwait：転送要求がデバイスの待ち行
列上でアイドル状態で待機させられる
平均時間です。
avserv：デバイスへの転送要求に対応
する平均時間です。

情報収集時 1秒間の平均値です。
Hitachi Disk Array Driver for AIXを適用
している場合は取得できません。

ネットワーク平均パケット
送信量※ 1

パケット /秒 送信パケット数

ネットワーク平均パケット
受信量※ 1

パケット /秒 受信パケット数

ディスク空き容量※ 4※ 6 メガバイト 情報収集時のディスク空き容量

仮想化ソ
フトウェ
ア
（VMware 
ESX）

CPU使用率 パーセント (
％)

情報収集時の仮想化ソフトウェアの CPU
使用率です。
仮想化ソフトウェアの CPU使用率とは，
ホスト OSと仮想ホストが使用した使用率
を示します。

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時の仮想化ソフトウェアのメモリ
使用率です。

ディスク空き容量※ 4 メガバイト 情報収集時の仮想化ソフトウェアのディス
ク空き容量です。

仮想ホスト CPU使用率
（仮想ホスト単位）

パーセント (
％)

情報収集時の仮想ホストの CPU使用率で
す。仮想化ソフトウェアの全 CPUリソー
スに対して，選択した仮想ホストが使用し
た割合を示します。

仮想ホストメモリ使用率
（仮想ホスト単位）

パーセント (
％)

情報収集時の仮想ホストのメモリ使用率で
す。仮想化ソフトウェアの全メモリに対し
て，選択した仮想ホストが使用した割合を
示します。

ネットワーク平均パケット
送信量

パケット /秒 送信パケット数

ネットワーク平均パケット
受信量

パケット /秒 受信パケット数

ネットワーク平均データ送
信量

メガバイト /
秒

送信データ量

表示され
るリソー
ス

性能情報 単位 説明（計算式）
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
注※ 1

ネットワーク平均データ受
信量

メガバイト /
秒

受信データ量

FC-HBA平均フレーム送
信量

フレーム /秒 送信フレーム数

FC-HBA平均フレーム受
信量

フレーム /秒 受信フレーム数

ディスク読み込み転送速度 メガバイト /
秒

読み込みバイト数

ディスク書き込み転送速度 メガバイト /
秒

書き込みバイト数

仮想化ソ
フトウェ
ア
（HVM）

CPU使用率 パーセント (
％)

情報収集時 5秒間平均のシステムの CPU
使用率です。

メモリ使用率 パーセント (
％)

情報収集時 5秒間平均のシステムのメモリ
使用率です。

ネットワーク平均パケット
送信量※ 8

パケット /秒 情報収集時 5秒間平均の物理 NICの送信
パケット数です。

ネットワーク平均パケット
受信量※ 8

パケット /秒 情報収集時 5秒間平均の物理 NICの受信
パケット数です。

ネットワーク平均データ送
信量※ 8

メガバイト /
秒

情報収集時 5秒間平均の物理 NICの送信
データ量です。

ネットワーク平均データ受
信量※ 8

メガバイト /
秒

情報収集時 5秒間平均の物理 NICの受信
データ量です。

LPARCPU使用率（LPAR
単位）

パーセント (
％)

情報収集時 5秒間平均の LPARの CPU使
用率です。仮想化ソフトウェアの全 CPU
リソースに対して，選択した仮想ホストが
使用した割合を示します。

VMクラス
タ
（vCenter）

VMクラスタ CPU使用率
（VMクラスタ）

パーセント (
％)

情報収集時の VMクラスタの CPU使用率
の平均値です。

VMクラスタメモリ使用率
（VMクラスタ）

パーセント (
％)

情報収集時の VMクラスタのメモリ使用率
の平均値です。

プール※ 9 プール CPU使用率（プー
ル※ 9）

パーセント (
％)

情報収集時のプール※ 9の CPU使用率で
す。

プールメモリ使用率（プー
ル※ 9）

パーセント (
％)

情報収集時のプール※ 9のメモリ使用率で
す。

vApp vAppCPU使用率（プール
※ 9）

パーセント (
％)

情報収集時のプール※ 9の CPU使用率で
す。

vAppメモリ使用率（プー
ル※ 9）

パーセント (
％)

情報収集時のプール※ 9のメモリ使用率で
す。

表示され
るリソー
ス

性能情報 単位 説明（計算式）
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
収集間隔当たりの値を表示します。

注※ 2
OSから取得する情報のため，仮想環境の場合，誤差が大きくなることがあります。

注※ 3
管理 OSの仮想 CPU使用率および仮想ホスト CPU使用率は，Hyper-Vのときだけ表示されま
す。

注※ 4
ディスク空き容量のしきい値判定では，警告のしきい値よりもディスクの総容量が小さい場合，
性能状態が不明で表示されます。ディスク空き容量を監視しない場合は，そのディスクの監視
を監視停止に設定してください。監視する場合には，監視テンプレートの設定を見直してくだ
さい。
例えば，警告のしきい値が 1,000メガバイトに設定されている監視テンプレートを使用して
Windows Server 2008 R2など，システム領域が 100メガバイト程度のホストに対して性能情報
を監視すると性能状態が不明になります。

注※ 5
仮想化環境での動作時に，ほかの OSによって消費された時間です。この時間が大きい場合，
OSに割り当てられた CPUの使用率は小さくなります。

注※ 6
UNIX系 OSのディスク空き容量の性能情報は，監視対象のマウントポイントが読み込みおよ
び書き込みできる状態でマウントされているものだけ表示されます。読み込みだけできる状態
でマウントされているディスク空き容量は，性能のアイコンが不明（ ）の状態となり，性能

情報は表示されません。

注※ 7
HP-UXおよび AIXでは，稼働情報を取得する機能がないため，収集間隔の期間中に情報収集
するタイミングで，サーバから 3秒間の CPU使用率の平均値を収集します。そのため，一時的
に CPU使用率が高い期間があった場合，CPU使用率の平均値が高くなることがあります。
CPU使用率は，監視テンプレートの設定で有効となっています。警告や異常が発生する場合
は，環境に合わせて設定を見直してください。

注※ 8
HVMでは，「Management path」と物理 NICの占有時の性能情報は，取得できません。その
ため，測定対象の一覧に「Management path」と占有 NICは表示されますが，性能のアイコ
ンが不明（ ）の状態となり，性能情報のグラフにデータは表示されません。

注※ 9
プールは，vCenter上でのリソースプールを示します。

付録 G.2　監視テンプレート
JP1/ITRMが提供する監視テンプレートのしきい値を，次の表に示します。この値はカ
スタマイズできます。
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
表 G-2　監視テンプレートのしきい値一覧

ノード 種別 単位 デフォ
ルトの
監視

異常しき
い値

警告しき
い値

Windows CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ディスク読み込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ディスク書き込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ディスク転送処理の平均時間 ミリ秒 /転
送

× 200.0 150.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

FC-HBA平均フレーム送信量 フレーム /
秒

× 50,000.0 40,000.0

FC-HBA平均フレーム受信量 フレーム /
秒

× 50,000.0 40,000.0

ディスク空き容量 メガバイト ○ 500.0 1,000.0

管理 OSの仮想 CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

仮想ホスト CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

仮想ホストメモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

Linux CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

1セクタ当たりたりのディスク平
均転送時間

ミリ秒 /セ
クタ

× 10.0 9.0

ディスク読み込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ディスク書き込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0
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付録 G　JP1/ITRMが収集する性能情報
FC-HBA平均フレーム送信量 フレーム /
秒

× 50,000.0 40,000.0

FC-HBA平均フレーム受信量 フレーム /
秒

× 50,000.0 40,000.0

ディスク空き容量 メガバイト ○ 500.0 1,000.0

HP-UX CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ディスク転送処理の平均時間 ミリ秒 /転
送

× 200.0 150.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ディスク空き容量 メガバイト ○ 500.0 1,000.0

AIX CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ディスク転送処理の平均時間 ミリ秒 /転
送

× 200.0 150.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ディスク空き容量 メガバイト ○ 500.0 1,000.0

仮想化ソフト
ウェア
（VMware 
ESX）

CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均データ送信量 メガバイト
/秒

× 26.0 23.0

ネットワーク平均データ受信量 メガバイト
/秒

× 26.0 23.0

ノード 種別 単位 デフォ
ルトの
監視

異常しき
い値

警告しき
い値
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（凡例）
○：デフォルトで監視する。
×：デフォルトで監視しない。

ディスク読み込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ディスク書き込み転送速度 メガバイト
/秒

× 100.0 90.0

ディスク空き容量 メガバイト ○ 500.0 1,000.0

仮想ホスト CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

仮想ホストメモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

仮想化ソフト
ウェア
（HVM）

CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

メモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ネットワーク平均パケット送信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均パケット受信量 パケット /
秒

× 30,000.0 25,000.0

ネットワーク平均データ送信量 メガバイト
/秒

× 26.0 23.0

ネットワーク平均データ受信量 メガバイト
/秒

× 26.0 23.0

LPARCPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

VMクラスタ
（vCenter）

VMクラスタ CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

VMクラスタメモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

プール プール CPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

プールメモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

vApp vAppCPU使用率 パーセント
(％)

○ 90.0 80.0

vAppメモリ使用率 パーセント
(％)

○ 95.0 90.0

ノード 種別 単位 デフォ
ルトの
監視

異常しき
い値

警告しき
い値
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付録 H　監査ログの出力
付録 H　監査ログの出力
JP1/ITRMの監査ログとは，セキュリティ対策のために「いつ」「だれが」「何に対して」
「どのような操作をしたか」を記録し，出力するログ情報です。

監査ログは RASログとは異なり，操作結果の正常 /異常，あるいは機能実行の成功 /失
敗などのメッセージも重要となります。

監査ログを出力するかどうか，およびログの出力量は設定できます。

監査ログは，CSV形式で出力されるテキストファイルです。表計算ソフトなどで加工す
ることで，分析資料として利用できます。

なお，出力された監査ログは，JP1/NETM/Audit - Managerを使用して収集すると，一
元管理できます。JP1/NETM/Audit - Managerで監査ログを収集する方法については，
マニュアル「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」を参照してください。

付録 H.1　監査ログに出力される事象の種別
監査ログに出力される事象の種別および JP1/ITRMが監査ログを出力する契機を次の表
に示します。事象の種別とは，監査ログに出力する事象を分類するための監査ログ内で
の識別子です。

表 H-1　事象の種別

事象の種別 説明 JP1/ITRMが出力する契機

StartStop ソフトウェアの起動と停止を示す事象で
す。

サービスの起動・停止

Authentication システム管理者や ITリソース管理者が接
続または認証を試みて，成功または失敗
したことを示す事象です。

ログイン /ログアウト，ユー
ザーアカウントのロック /ロッ
クの解除など

AccessControl システム管理者や ITリソース管理者が管
理リソースおよびセキュリティリソース
へのアクセスを試みて，成功または失敗
したことを示す事象です。

アクセス制御

ConfigurationAccess システム管理者が許可された運用操作を
実行し，操作が正常終了または失敗した
ことを示す事象です。

運用管理に関する事象（ユー
ザー登録，削除，パスワード変
更，構成情報の参照・変更・削
除など）

Failure ソフトウェアの異常を示す事象です。 メモリ不足など異常の発生

LinkStatus 機器間のリンク状態を示す事象です。 イーサネットのリンク状態

ExternalService 日立ミドルウェア製品と外部サービスと
の通信結果を示す事象です。

外部サービス（データベース，
アプリケーションサーバとの通
信結果など）

ContentAccess 重要なデータへのアクセスを試みて成功
または失敗したことを示す事象です。

重要なデータ参照，変更など
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付録 H　監査ログの出力
付録 H.2　監査ログの保存形式
監査ログは，ログ出力ディレクトリの auditlog[n].logファイルに CSV形式で出力
されます。nはログファイルの面数を表します。

ログ出力方式は「ラウンドロビン方式」で，複数のログファイルを順番に使用し，書き
込み中のファイルが満杯になると，次のファイルに情報を書き込みます。すべてのファ
イルを使い切ると，いちばん古いファイルにあるトレース情報に上書きされます。

付録 H.3　監査ログの出力形式
JP1/ITRMが出力する監査ログの，出力形式，出力先，および出力項目について説明し
ます。

（1） 出力形式

監査ログの出力形式を次に示します。

（2） 出力先

監査ログの出力先を次に示します。

●出力先フォルダ

物理ホストの場合
インストール先フォルダ ¥logs

クラスタの場合
共有フォルダ ¥JP1ITRM¥logs

●出力ファイル名

Maintainance システム管理者が保守操作を実行し，操
作が正常終了または失敗したことを示す
事象です。

保守に関する事象（インストー
ル，アンインストール，アップ
デート，バックアップなど）

AnomalyEvent しきい値のオーバーなどの異常が発生し
たことを示す事象，または異常な通信の
発生を示す事象です。

異常事象の発生

ManagementAction プログラムの重要なアクションの実行を
示す事象です。

管理操作（ITリソース管理者へ
のメール通知，イベント通知，
監査ログファイルのラップアラ
ウンドなど）

ほかの監査事象を契機として実行するア
クションを示す事象です。

 
CALFHM x.x,出力項目1=値1,出力項目2=値2,…,出力項目n=値n
 

事象の種別 説明 JP1/ITRMが出力する契機
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auditlog[n].log
nはログファイルの面数を表す 1～ 16の数値です。

（3） 出力項目

出力項目は，共通出力項目と固有出力項目の 2種類あります。それぞれについて説明し
ます。

●共通出力項目
監査ログを出力する JP1製品で共通して出力される項目です。

●固有出力項目
監査ログを出力する JP1製品ごとに出力される項目です。

次に，共通出力項目および固有出力項目の詳細を示します。

（a）共通出力項目

共通出力項目に出力される値および内容を次の表に示します。

表 H-2　共通出力項目

項
番

出力項目 値 備考

項目名 出力される
属性名

1 共通仕様識
別子

－ CALFHM 監査ログ共通フォーマット識別子

2 共通仕様リ
ビジョン番
号

－ X.X 監査ログ共通フォーマット管理リビ
ジョン

3 通番 seqnum 通番 監査ログ共通メッセージの通番

4 メッセージ
ID

msgid KNARppmmm-z 製品のメッセージ ID

5 日付・時刻 date YYYY-MM-DDThh:mm:ss.s
ssTZD※

監査ログ共通メッセージを出力した
日時およびタイムゾーン

6 プログラム
名

progid JP1ITRM
（固定値）

監査事象が発生したプログラムの名
称
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（凡例）
－：属性名は出力されない。

注※

7 コンポーネ
ント名

compid • View（GUI操作による
事象）

• Service（探索実行，構成
情報取得，性能情報取
得，状態情報取得，JP1
イベント発行などによる
事象）

• Adapter（タスク実行に
よる事象）

• Command（コマンド実
行による事象）

• API（APIクライアント
による事象）

監査事象が発生したコンポーネント
の名称

8 プロセス ID pid プロセス ID 監査事象が発生したプロセスのプロ
セス ID

9 発生場所 ocp:host ホスト名 監査事象が発生した場所情報

ocp:ipv4 IPv4アドレス

ocp:ipv6 IPv6アドレス

10 監査事象の
種別

ctgry • StartStop
• Authentication
• AccessControl
• ConfigurationAccess
• Failure
• LinkStatus
• ExternalService
• ContentAccess
• Maintainance
• AnomalyEvent
• ManagementAction

監査事象のカテゴリ名

11 監査事象の
結果

result • Success（成功）
• Failure（失敗）
• Occurrence（成功または
失敗の分類がない事象の
発生）

監査事象の結果

12 サブジェク
ト識別情報

subj:uid

subj:euid

ユーザー名 利用者に関連づく場合
監査事象を発生させた利用者情
報，利用者に 1：1で対応づけ
られた識別情報，または利用者
を代行するプロセス情報

利用者に関連づかない場合
プロセス情報

subj:pid プロセス ID

項
番

出力項目 値 備考

項目名 出力される
属性名
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Tは日付と時刻の区切りです。ZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。
＋ hh:mm：UTCから hh:mmだけ進んでいることを示す。
－ hh:mm：UTCから hh:mmだけ遅れていることを示す。
Z：UTCと同じであることを示す。

（b）固有出力項目

固有出力項目に出力される値および内容を次の表に示します。

表 H-3　固有出力項目

項
番

出力項目 値 備考

項目名 出力され
る属性名

1 オブジェクト情報 obj 該当事象の対象 操作の対象

2 動作情報 op • Start
• Stop
• Login
• Logout
• Refer
• Add
• Update
• Delete

など

サブジェクトが指示したオブジェク
トに対する行為

3 オブジェクトロ
ケーション情報

objloc 位置情報 オブジェクト情報を特定するための
位置情報

4 変更前情報 before 変更前の値 変更前情報

5 変更後情報 after 変更後の値 変更後情報

6 権限情報 auth 権限（ITRMのユー
ザー権限，OSの権限な
ど）

監査事象を発生させたサブジェクト
がアクションをとったときの権限

7 リクエスト送信元
ホスト

from:ho
st

ホスト名 リクエスト送信元ホスト名

from:ip
v4

IPv4アドレス

from:ip
v6

IPv6アドレス

8 リクエスト送信元
ポート番号

from:po
rt

ポート番号 リクエスト送信元ポート番号

9 エージェント情報 agent:h
ost

ホスト名 エージェント型プログラムが動作し
ているホストの場所情報

agent:i
pv4

IPv4アドレス

agent:i
pv6

IPv6アドレス
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付録 H.4　監査ログを出力するための設定
監査ログは，デフォルトの設定では出力されません。監査ログを出力するための設定は，
ユーザー設定プロパティファイル（jp1itrm.properties）で定義します。

必要に応じて次のキーを設定してください。

• CO.logger.auditEnable
監査ログの切り替えフラグを指定します。無効にする場合は「0」を，有効にする場合
は「1」を指定してください。

• CO.logger.auditFilePath
監査ログの出力先を指定します。
CO.logger.auditFilePathに設定する監査ログファイルの出力先パスに指定できる文字
列については，マニュアル「JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド」を参照してくださ
い。

• CO.logger.auditFileCount
監査ログの面数を指定します。

• CO.logger.auditMaxFileSize
監査ログの最大サイズをバイトで指定します。

ユーザー設定プロパティファイル（jp1itrm.properties）の詳細については，マニュ

アル「JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス」を参照してください。

10 自由記述 msg 文字列 監査事象の内容を示すメッセージな
ど，自由に記述する文字列

項
番

出力項目 値 備考

項目名 出力され
る属性名
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付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割
り当てられているとして扱う ITリソースの条
件

ここでは，割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てられているとして扱う
ITリソースの条件について説明します。

JP1/ITRMでの ITリソースの割り当てとは，管理対象としている ITリソースが予約ま
たは占有されている状態を指します。割り当て率とは，割り当てできる ITリソース量に
対して，現在割り当てられている ITリソース量の割合を指します。

ITリソース管理者が把握できる割り当ては，操作権限または参照権限がある ITリソー
スと，その ITリソースの直下にある仮想ホストの割り当てだけです。

ITリソースの割り当てを把握することで，現在ユーザーが利用できる ITリソースを把
握したり，マシンの増設を計画したりして，所有している ITリソース全体を有効活用で
きるようになります。

ホーム画面およびリソース管理画面は，現在利用できる ITリソースを把握することを目
的としています。このため，操作権限または参照権限があり，かつ現時点で割り当てで
きる ITリソースが対象となります。

一方，レポート画面および jirmreportコマンドでは，システム管理者が ITリソース
の割り当て実績や割り当て予定を把握し，システム全体での ITリソースの利用状況を把
握することを目的としています。このため，割り当て種別や参照権限に関係なく，割り
当てできるすべての ITリソースが対象となります。

割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てられているとして扱う ITリソース
の条件を次に示します。

表 I-1　割り当てが可能である ITリソースの条件

条件 ホーム画面・リ
ソース管理画面

レポート・
jirmreportコ

マンド

割り当て種別 占有 ○ －

共有 ○ －

割り当て不可 × －

導入期間 期間内 ○ ○

期間外 × ×

管理状態 発見 × ×

未処理 × ×

監視 ○ ○
358



付録 I　割り当てできる ITリソースの条件，および割り当てられているとして扱う ITリソースの条件
（凡例）
○：割り当てできる。
×：割り当てできない。
－：考慮しない。

注※ 1
物理ホストに仮想化ソフトウェアがインストールされている場合，物理ホストとしてはカウン
トされません。常にリソースプールの総性能としてカウントされます。

注※ 2
プール，vAppとして利用されている領域，および VMクラスタを構築している仮想化ソフト
ウェアはカウントされません。

表 I-2　割り当てられているとして扱う ITリソースの条件

（凡例）
○：割り当てられている。
×：割り当てられていない。

監視停止 ○ ○

管理対象外 × ×

削除待ち ○ ○

参照権限 あり ○ －

なし × －

リソース種別 物理ホスト 既存 ○ ○

手動追加 ○ ○

仮想ホスト 既存 ○ ○

手動追加 × ×

新規 × ×

リソースプー
ル

VMクラスタ ○ ×

仮想化ソフトウェア
※ 1

○ ○※ 2

プール ○ ×

vApp ○ ×

予約 ホーム画面・リソース管理画面 レポート・jirmreportコマンド

あり ○ ○

なし × ×

共有 ○ ○

条件 ホーム画面・リ
ソース管理画面

レポート・
jirmreportコ

マンド
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注意事項
ITリソースの予約後に導入期間を変更して，予約を導入期間外に再設定したり，仮
想ホストを手動追加して，導入予定日以降も，探索で発見・管理しないままにした
場合，割り当てられている ITリソースとしてカウントされ，割り当てできる ITリ
ソースにはカウントされません。このため，割り当て率が 100%を超えて表示され
ることがあります。
また，割り当てできる ITリソース量が 0であり，かつ割り当てられているとして扱
う ITリソース量が 0より大きい場合は，割り当て率にハイフン（-）が表示されま
す。この場合，手動追加した仮想化ホストに相当する仮想化ソフトウェアを発見し，
置き換えることで正常な状態に戻すことができます。
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付録 J　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 J.1　関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1/ITRM関連
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager 運用ガイド
（3020-3-S42）
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager リファレンス
（3020-3-S43）
• JP1 Version 9 JP1/IT Resource Management - Manager メッセージ
（3020-3-S44）

JP1/IM - Manager関連
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド
（3020-3-R76）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド（3020-3-R77）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリ
ファレンス（3020-3-R80）

JP1/NETM/Audit関連
• JP1 Version 9 JP1/NETM/Audit 構築・運用ガイド（3020-3-S90）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/Audit 正規化ルール定義ガイド（3020-3-S91）

JP1関連
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1 (Windows(R)用 )（3020-3-S81）
• JP1 Version 9 JP1/ServerConductor/Deployment Manager（3020-3-T77）

その他
• BladeSymphonyユーザーズガイド
• Hitachi Command Suite Software ユーザーズガイド（3020-3-W02）
• Hitachi Command Suite Software メッセージガイド（3020-3-W05）
• Hitachi Command Suite Software システム構成ガイド（3020-3-W08）
• Hitachi Device Manager and Provisioning Manager Software システム構成ガイ
ド（3020-3-P13）

• Hitachi Gigabit Fibre Channel アダプタ ユーザーズガイド
• HVM管理コマンド (HvmSh)ユーザーズガイド※

注※　このマニュアルでは，「HvmSh コマンド ユーザーズガイド」と呼びます。
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付録 J.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。

このマニュアルでの表記 正式名称

AIX AIX V6.1

AIX V7.1

Hitachi USP V/VM Hitachi Universal Storage Platform V/VM

Hitachi VSP Hitachi Virtual Storage Platform

HNTRLib Hitachi Network Objectplaza Trace Library

HNTRLib2 Hitachi Network Objectplaza Trace Library 2

HP-UX HP-UX (IPF) HP-UX 11i v2(IPF)

HP-UX 11i v3(IPF)

JP1/AJS JP1/AJS2 - Advanced Manager JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Advanced Manager

JP1/AJS - Agent JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Agent

JP1/Automatic Job Management System 3 - 
Agent

JP1/AJS - Manager JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Manager

JP1/Automatic Job Management System 3 - 
Manager

JP1/AJS - View JP1/Automatic Job Management System 2 - 
View

JP1/Automatic Job Management System 3 - 
View

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/ITRM JP1/IT Resource Management - Manager

JP1/SC/DPM JP1/ServerConductor/Deployment Manager

Linux Red Hat Enterprise Linux 5 Red Hat Enterprise Linux 5 (AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5 (x86)

Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform (AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform (x86)

Red Hat Enterprise Linux 6 Red Hat Enterprise Linux Server 6 (32-bit 
x86)

Red Hat Enterprise Linux Server 6 (64-bit 
x86_64)
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付録 J.3　このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

vCenter VMware vCenter Server

VMwareまたは
VMware ESX

VMware ESX 3.5 VMware ESX Edition 3.5

VMware ESX 4.0 VMware ESX Edition 4.0

VMware ESX 4.1 VMware ESX Edition 4.1

VMware ESXi 5.0 VMware ESXi Edition 5.0

VMware VMotion VMware(R) VMotion(TM)

英略語 正式名称

AMS Adapter Modular Storage

CIM Computer Integrated Manufacturing

COM Component Object Model

DCOM Distributed Component Object Model

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DLL Dynamic-Link Library

DNS Domain Name System

FC Fibre Channel

fcinfo Fibre Channel Information Tool

FDB Forwarding DataBase

FQDN Fully Qualified Domain Name

HBA Host Bus Adapter

HDP Hitachi Dynamic Provisioning

HVM Hitachi Virtualization Manager

LPAR Logical Partitioning

LU Logical Unit 

LUN Logical Unit Number

MAC Media Access Control

MIB Management Information Base

NAT Network Address Translator

NIC Network Interface Card

nkf Network Kanji Filter

OVF Open Virtualization Format

QoS Quality of Service

このマニュアルでの表記 正式名称
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付録 J　このマニュアルの参考情報
付録 J.4　このマニュアルで使用する用語
このマニュアルで使用する用語を次に示します。

付録 J.5　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

RAS Remote Access Service

RBAC Role Based Access Control

RMI Remote Method Invocation

SMI-S Storage Management Initiative Specification 

SMS Simple Modular Storage

SNMP Simple Network Management Protocol

SSH Secure Shell

SSL Secure Socket Layer

TLS Transport Layer Security

UAC User Access Control

UDP User Datagram Protocol

UTC Universal Time Coordinated

UTF UCS Transformation Format

UUID Universally Unique Identifier

WMI Windows Management Instrumentation

WMS Workgroup Modular Storage

WWPN World Wide Port Name

用語 意味

HVM 日立サーバ仮想化機構「Virtage」のことを示します。

英略語 正式名称
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付録 K　用語解説
付録 K　用語解説

（英字）

APIクライアント
JP1/ITRMが提供している APIを使用するセルフサービスポータルなどのユーザープログラムの総
称です。

CPUの Nice時間
優先度（Nice値）に従って実行されたユーザーアプリケーションによる CPU使用時間です。

DPプール
HDPを使用するときにホストからライトされたデータが格納されるための記憶領域です。DPプー
ルには仮想 LUを作成できます。

FC-HBA
FCのホストバスアダプタ（HBA）のポートです。

FileServer
ネットワーク経由でファイルを共有する機能を持つマシンのことです。

HAクラスタ
高可用性の実現を目的としたクラスタシステムです。実行系と待機系のマシンを用意することで，
実行系に障害が発生した際には待機系にフェールオーバーし，業務を止めることなく運用できます。

HAクラスタグループ
HAクラスタソフトウェアで構成される，HAクラスタを定義するためのグループです。

HDLM
Hitachi Dynamic Link Manager Softwareの略称です。ストレージシステムとホストとを結ぶ経路
を管理するソフトウェアです。経路に掛かる負荷を分散したり，障害発生時に経路を切り替えたり
できます。

HDP
Hitachi Dynamic Provisioningの略称です。ホストに仮想 LUを提供し，ホストからのデータ書き
込みに対して，必要最小限の物理ボリュームを割り当てる機能です。

HDT
Hitachi Dynamic Tieringの略称です。コストパフォーマンスが異なる複数のメディア（SSD，
SAS，SATA，外部ボリューム）を組み合わせてボリュームを階層化し，データのアクセス頻度に応
じて，アクセス頻度の高いデータを高速なメディアに，アクセス頻度の低いデータを低速なメディ
アに自動で配置する機能です。

Hitachi VSP
Hitachi Virtual Storage Platformの略称です。ストレージ階層の仮想化（HDT機能）や性能および
365



付録 K　用語解説
容量を柔軟に拡張できる大規模システムに対応したディスクアレイシステムです。

HVM
Hitachi Virtualization Managerの略称です。日立製作所のサーバ仮想化機構 Virtageのことです。

Hyper-V
Microsoft社の仮想化ソフトウェアです。

iSCSI
Internet Small Computer System Interfaceの略称です。IPネットワーク経由で記憶装置とコン
ピュータを通信するためのプロトコルです。

ITリソース
サーバ，ストレージ，ネットワークデバイスなどの IT機器のことです。

ITリソース管理サーバ
JP1/ITRMをインストールした，またはしようとするサーバのことです。

ITリソース管理者
JP1/ITRMを使って ITリソースを管理する人のことです。

ITリソース利用者
ITリソース管理者から ITリソースを提供してもらう人のことです。

JP1/Base
JP1のジョブ管理，統合管理の基盤となる機能を提供する製品です。JP1イベントの送受信や起動
の制御などをします。

JP1/IM - Manager
システムで発生した事象を一元管理する統合管理製品です。JP1イベントを集中監視するセントラ
ルコンソール機能や，システムを業務視点で監視するセントラルスコープ機能などがあります。

JP1/IM - View
JP1/IM - Managerへ接続して操作・管理するためのビューを提供する製品です。

JP1/NETM/Audit - Manager
企業システムの証跡記録を収集・一元管理し，長期間にわたる保存を実現するための製品です。

JP1/NETM/DM
ネットワークを利用してソフトウェアの配布，クライアントを資産管理する製品です。

JP1/SC
JP1/ServerConductorの略称です。物理ホスト，仮想ホストを運用管理するソフトウェアです。

JP1イベント
システムで発生した事象を JP1で管理するための情報です。JP1/Baseと連携すると，JP1/ITRM
から JP1イベントを発行できます。
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Link&Launchテンプレート
外部ツールを起動するURLを指定したテンプレートです。

LPAR
HVM上で論理的に分割された仮想ホストのことです。

LU
ストレージを論理的に分割した単位です。

LUN
ホストコンピュータに認識されるデバイス（アレイ装置）の論理ユニット番号です。

OVF
Open Virtualization Formatの略称です。仮想ホストのメタデータを格納するためのフォーマット
です。

RAID
Redundant Arrays of Inexpensive Disksの略称です。複数のハードディスクをまとめて仮想的な 1
台のディスクとして扱う技術です。複数のレベルに分かれていて，使用目的がそれぞれ異なります。

RDエリア
データベースのデータを格納する領域のことです。

SMI-S
Storage Management Initiative - Specificationの略称です。WBEMに基づいた異機種混在システ
ムを管理するためのインターフェースです。

SMT
Simultaneous Multithreadingの略称です。単一 CPUで，複数の実行スレッドを同時実行する
CPUの機能です。

SMTPサーバ
電子メールを送信するためのサーバです。

SNMP
Simple Network Management Protocolの略称です。ネットワークデバイスを監視するための標準
仕様です。

SSH
Secure Shellの略称です。暗号化通信を利用してリモート操作を実現するプロトコルです。

SSL
Secure Sockets Layerの略称です。セキュリティを確保した通信に使用されるプロトコルです。

VHD
Virtual Hard Diskの略称です。Hyper-Vで利用されている仮想ディスクの形式です。
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付録 K　用語解説
VLAN
ネットワークデバイスの内部で仮想的にネットワークを分割する技術です。

VMDK
Virtual Machine Disk Formatの略称です。VMwareで利用されている仮想ディスクの形式です。

VMware
VMware社の仮想化ソフトウェアです。

VMware ESX
VMware社の仮想化ソフトウェアです。

VMware FT
VMware Fault Toleranceの略称です。2台の VMware ESX上で仮想ホストに同じ動作をさせて，
ホストの障害時に瞬間的に切り替えることで可容性を確保するための機能です。

VMware HA
VMware High Availabilityの略称です。複数の VMware ESXでクラスタ構成を組み，障害があっ
た VMware ESX上で動作する仮想ホストを別の VMware ESX上で起動することで，可容性を確保
する機能です。

VMware VMotion
VMware ESX上でホットマイグレーションする機能です。

VMクラスタ
複数の仮想化ソフトウェアをまとめるためのグループです。同一のネットワークとストレージアレ
イを共有する物理ホストのグループの，コンピューティングリソースおよびメモリリソースを統合
したものです。VMware HA，DRSクラスタ，Windows Server 2008 R2のフェールオーバークラス
タリングが該当します。

WBEM
Web-Based Enterprise Managementの略称です。Webを通じて機器を管理する標準仕様です。

WMI
Windows Management Instrumentationの略称です。システムの構成要素の情報を取得するための
インターフェースです。

WPAR
Workload partitionsの略称です。AIXの仮想化機能の一つで，AIXの OS上に作成された仮想化さ
れた AIX環境です。

WSFC
Windows Server Failover Clusteringの略称です。Microsoftが提供するクラスタソフトです。

WWN
World Wide Nameの略称です。ストレージエリアネットワークでの一意の識別子であり，FCス
イッチなどのハードに固定的に割り当てられている 64ビットのアドレスです。
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付録 K　用語解説
（カ行）

仮想 LU
仮想容量ボリュームです。データが格納されると物理的な記憶領域と関連づけが定義されます。
HDPが提供する LUは，すべて仮想 LUです。

仮想イメージテンプレート
仮想ホストのデプロイの基となるデータです。ライブラリで管理されます。

仮想化環境管理ソフトウェア
仮想化ソフトウェア環境を管理する統合管理ソフトウェアです。

仮想化ソフトウェア
ハードウェア上でサーバの仮想化を実現するためのソフトウェア，またはハードウェアの機構の総
称です。

仮想化超過率
DPプール容量に対する，DPプールに作成した仮想 LU容量の総和の割合です。

仮想ネットワークデバイス名
VMware，Hyper-Vでの「仮想スイッチ」，またはHVMでの「ネットワークセグメント」のことで
す。

仮想ホスト
仮想化ソフトウェア上で動作する，仮想的に構築したホストです。1台の仮想化ソフトウェア上で複
数のホストを構築できます。

監視テンプレート
ITリソースの性能監視時のしきい値を記載したデータです。

管理 IPアドレス
JP1/ITRMが管理する ITリソースに割り当てる，管理用の IPアドレスです。

キャパシティプランニング
JP1/ITRMが管理する性能情報を利用することで，システムの拡張計画を立てることです。

業務 IPアドレス
エンドユーザーが各業務で使用する IPアドレスです。管理 IPアドレスと重複して割り当てないよ
うにする必要があります。

業務グループ
組織や業務で利用できる ITリソースをまとめるためのグループです。

コールドマイグレーション
停止した状態の仮想ホストを，別のリソースプール（仮想化ソフトウェア，VMクラスタ，プール /
vApp）にマイグレーションすることです。
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付録 K　用語解説
コンポーネント
装置の構成要素（ネットワークアダプタなど）を示します。

（サ行）

サポートサービスサイト
日立のサポートサービスを提供するWebサイトです。インターネットを介して接続し，JP1/ITRM
に関する情報を取得できます。

収集
JP1/ITRMが管理している ITリソースの情報を取得することです。

（タ行）

退避イメージ
仮想ホストの構成情報（CPU，メモリ，IPアドレスなど）も含めたテンプレートです。JP1/ITRM
で仮想ホストを退避することによって，退避イメージ格納フォルダに作成されます。

タスク
ITリソースに対してするアクションの単位です。

タスクグループ ID
タスクをグループ化するときの識別子です。再実行したタスクと再実行元のタスクは，同じタスク
グループとして分類されます。タスクグループ IDが 0の場合，再実行されていないタスクのグルー
プを示します。

探索
指定した IPアドレスの範囲の ITリソースの情報を取得し，JP1/ITRMで管理するかどうかを選択
できる状態にすることです。

データストア
仮想ホストのデータや OSの媒体イメージなど，仮想化ソフトウェアが使用するデータを保存する
場所を指します。

デバイス
サーバ，ネットワークデバイス，ストレージなどの，ITリソースの種類です。

デプロイ
仮想化ソフトウェア上に仮想ホストを構築する操作のことです。

統合トレース機能（HNTRLib2）
日立製作所が提供するソフトウェアで統一したトレースログ情報を出力するための機能です。
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（ナ行）

ネットワーク名
仮想ホストのネットワークを一意に識別するために，仮想化ソフトウェアが設定する名称です。
VMware，Hyper-Vでは「仮想ネットワークアダプタ名」，HVMでは「仮想 NIC番号」などと呼ば
れます。

ノード
JP1/ITRMが管理する対象を指します。

（ハ行）

物理装置数
管理対象の物理ホスト数と仮想化ソフトウェア数の合計値です。ライセンスの対象となります。

物理ホスト
物理的なホストです。

保守期間
ITリソース管理者がホストの構築や破棄など，ホストを保守する期間です。

ホストグループ
ストレージシステムの同じポートに接続されて，同じプラットフォーム上で稼働しているホストの
集まりです。あるホストからストレージシステムに接続する場合，そのホストをホストグループに
登録し，ホストグループを LUに結び付けます。

ホットマイグレーション
仮想ホストが動作したままの状態で，マイグレーションすることです。

（マ行）

マイグレーション
仮想ホストを異なるリソースプール（仮想化ソフトウェア，VMクラスタ，プール /vApp）上に移
動する操作のことです。

（ヤ行）

予約
JP1/ITRMで管理するホストを貸し出すことです。

予約期間
1回の予約中の，最も早い割り当て期間から最も遅い割り当て期間までの間の期間です。
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予約スペック
予約時に，予約対象ホストに対して設定する予約したいリソース量，または，割り当て種別が占有
のリソースグループにホストを所属させたときの，ホスト自身のリソース量です。

（ラ行）

ライブラリ
テンプレートおよび退避イメージを管理するための機能です。

リソースグループ
複数の ITリソースをまとめるためのグループです。

リソース値
予約または占有リソースグループのホストが使用する，リソース量の値です。

リソースプール
仮想ホストの構築用に共有している，CPUやメモリなどのリソースのまとまりのことです。

リソース量
CPU，メモリ容量，およびディスク容量をまとめた言葉です。
• CPU：CPUのクロック数×コア数
• メモリ容量：搭載物理メモリ容量
• ディスク容量：ディスクのサイズ

利用期間
ITリソース利用者が実際に利用する期間です。

ロール
権限の集まりのことです。ユーザーの ITリソースに対する操作権限を制限します。

（ワ行）

割り当て
ホストに対して指定した期間を予約する，または割り当て種別が占有のリソースグループに所属さ
せることです。

割り当て期間
ITリソースを確保する期間を指します。保守期間と利用期間の 2種類があります。

割り当て率
割り当てできる ITリソースの総数および総性能に対する，現在割り当てられているリソースの台
数，性能の割合のことです。
372



索引

A

APIクライアント〔用語解説〕 365

C

CPUのNice時間〔用語解説〕 365

D

DPプール〔用語解説〕 365

F

FC-HBA〔用語解説〕 365
FileServer〔用語解説〕 365

H

HAクラスタ〔用語解説〕 365
HAクラスタグループ〔用語解説〕 365
HAクラスタグループの管理 36
HAクラスタグループの削除 279
HAクラスタグループの作成 279
HAクラスタグループの設定 279
HAクラスタグループ名の変更 279
HDLM〔用語解説〕 365
HDP〔用語解説〕 365
HDT〔用語解説〕 365
Hitachi VSP〔用語解説〕 365
HTMLマニュアルの組み込み手順 175
HVM〔用語解説〕 366
HVMの設定 233
Hyper-V〔用語解説〕 366
Hyper-Vの設定 231

I

iSCSI〔用語解説〕 366
ITリソース〔用語解説〕 366
ITリソース管理サーバ〔用語解説〕 366
ITリソース管理者〔用語解説〕 366
ITリソースの一覧表示 54

ITリソースのグループ管理 31
ITリソースのグループの検討 160
ITリソースの構成情報一覧の出力 65
ITリソースの詳細情報の表示 58
ITリソースの状態管理 50
ITリソースの情報の表示・出力 53
ITリソースの探索 25
ITリソースの探索完了 135
ITリソースの探索と収集のタイミングの検
討 160

ITリソースの滅却 48
ITリソースのユーザー定義名の変更 270
ITリソース利用者〔用語解説〕 366
ITリソースを管理対象にするために必要な
設定 181

J

JP1/Base〔用語解説〕 366
JP1/Baseでのサービスの起動順序の設定 

311
JP1/IM - Manager〔用語解説〕 366
JP1/IM - Managerとの連携 147,163
JP1/IM - Managerとの連携に必要な設定 

306
JP1/IM - Managerとの連携に必要な定義
ファイル 306

JP1/IM - Managerと連携するための作業 
306

JP1/IM - View〔用語解説〕 366
JP1/ITRMが発行したイベント 135
JP1/ITRMと仮想化ソフトウェアでのスペッ
ク値の計算方法 98

JP1/ITRMのインストール 289
JP1/ITRMの概要 1
JP1/ITRMの画面 13
JP1/ITRMの機能 21
JP1/ITRMの構成 11
JP1/ITRMのサービス 286
JP1/ITRMの障害に備えた設定 173
JP1/ITRMの導入設計 151
373



索引
JP1/ITRMの特長 4
JP1/ITRMの目的 2
JP1/NETM/Audit - Manager〔用語解説〕 

366
JP1/NETM/Auditとの連携 149
JP1/NETM/Auditとの連携に必要な設定 

312
JP1/NETM/Auditとの連携の検討 164
JP1/NETM/Auditと連携するための作業 

312
JP1/NETM/DM〔用語解説〕 366
JP1/SC〔用語解説〕 366
jp1admin 141
JP1イベント〔用語解説〕 366
JP1イベントでの通知 140
JP1イベントの属性 147
JP1イベントの属性の概要 147
JP1イベント連携 147

L

Link&Launch機能 146
Link&Launch機能を使用して URLを呼び
出す例 146

Link&Launch機能を利用した他製品との連
携に必要な設定 304

Link&Launchテンプレート〔用語解説〕 
367

Link&Launchテンプレートの追加 304
Link&Launchテンプレートのリソースへの
関連づけ 305

Link&Launchの起動 305
LPAR〔用語解説〕 367
LU〔用語解説〕 367
LUN〔用語解説〕 367

O

OS環境の構築 167
OVF〔用語解説〕 367

R

RAID〔用語解説〕 367
RDエリア〔用語解説〕 367

S

SMI-S〔用語解説〕 367
SMT〔用語解説〕 367
SMTPサーバ〔用語解説〕 367
SNMP〔用語解説〕 367
SSH〔用語解説〕 367
SSL〔用語解説〕 367

V

VHD〔用語解説〕 367
VLAN〔用語解説〕 368
VMDK〔用語解説〕 368
VMware〔用語解説〕 368
VMware ESX〔用語解説〕 368
VMware FT〔用語解説〕 368
VMware HA〔用語解説〕 368
VMware VMotion〔用語解説〕 368
VMwareの設定 230
VMクラスタ〔用語解説〕 368

W

WBEM〔用語解説〕 368
WMI〔用語解説〕 368
WPAR〔用語解説〕 368
WSFC〔用語解説〕 368
WSFCへのサービスの登録 291
WSFCへのリソースの登録 289
WWN〔用語解説〕 368

あ

アンインストール 178
アンセットアップ 177
アンセットアップとアンインストール 177

い

イベント画面 17,134
イベント管理の検討 161
[イベント詳細 ]ダイアログボックス 134
[イベント ]タブ 59
イベントでの通知 134
イベント発生状況 123
374



索引
イベント発生ランキング 124
イベントレポート 123
インストーラーで指定するサーバアクセス情
報 169
インストール 168
インストール時の注意事項 170
インストールする前に必要な作業 167
インストールとセットアップ 165
インストールとセットアップ（環境設定項
目）の検討 156
インストールとセットアップの流れ 166

う

運用開始後に設定できる内容 248
運用開始後の設定 247
運用の設計 160

え

英語環境用（hitachi_jp1_itrm_tree.conf） 
310

か

仮想 LU〔用語解説〕 369
仮想イメージテンプレート〔用語解説〕 369
仮想イメージテンプレートの管理 82
仮想イメージテンプレートの削除 86
仮想イメージテンプレートの追加 83
仮想イメージテンプレートの編集 86
仮想イメージテンプレートを使用するための
設定 223
仮想化環境管理ソフトウェア〔用語解説〕 

369
仮想化環境管理ソフトウェアの設定 205
仮想化ソフトウェア〔用語解説〕 369
仮想化ソフトウェア CPU使用率ランキング 

131
仮想化ソフトウェアメモリ使用率ランキング 

131
仮想化ソフトウェア割り当て実績 128
仮想化ソフトウェア割り当て予定 129
仮想化超過率〔用語解説〕 369
仮想構成の管理 39

仮想ネットワークデバイス名〔用語解説〕 
369
仮想ホスト〔用語解説〕 369
仮想ホストの構成変更 72
仮想ホストの削除 77
仮想ホストのスペックの変更 271
仮想ホストの退避 78
仮想ホストの退避・復元 78
仮想ホストのトポロジー表示 58
仮想ホストの復元 80
稼働状態の監視 117
環境構築 179
環境構築の流れ 180
環境設定の流れ（クラスタシステムで新規に
環境構築する場合） 288
環境設定前に必要な作業 288
環境を構築するネットワークの条件 182
監視状態 50
監視テンプレート 119
監視テンプレート〔用語解説〕 369
監視テンプレートの検討 161
管理 IPアドレス〔用語解説〕 369
管理者ロール 142
管理状態 50
管理対象外から管理対象への変更 269
管理対象外から再度探索対象にする手順 269
管理対象外に設定した ITリソースの管理対
象への設定 48

管理対象外の設定 269
管理対象とする ITリソースの探索と設定 

237
管理対象となる ITリソースの種類 181
管理対象となる ITリソースの設定 44
管理対象となる ITリソースのホスト名の条
件 182

管理対象となるホストの設定 183
管理対象の ITリソースの検討 160
管理対象の構成情報の収集・更新 46
管理対象の削除 48
管理対象の削除待ちリソースへの変更と削除 

270
管理対象の情報の更新 271
管理対象の設定 44
375



索引
管理対象の追加・変更・削除 268
管理対象への追加 268
[完了 ]タブ 108

き

[期間中 ]タブ 109
期間中の性能状態 125
期間中のリソース状態 123
[期限切れ ]タブ 108
機能一覧 22
キャパシティプランニング〔用語解説〕 369
業務 IPアドレス〔用語解説〕 369
業務グループ〔用語解説〕 369
業務グループの管理 33
業務グループの削除 278
業務グループの作成 277
業務グループの設定 277
業務グループへのリソースグループの関連づ
け 277
業務グループへのリソースグループの関連づ
けの解除 278
業務グループ名の変更 277
共有 34
共有ディスク上のファイル構成 286

く

クラスタ運用 283
クラスタ運用時の注意事項 301
クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定 

286
クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定
（新規インストールからの環境構築） 288
クラスタ運用での JP1/ITRMの環境設定
（物理ホストからの移行） 293
クラスタ運用での JP1/ITRMの構成 286
クラスタ運用でのバージョンアップ 298
クラスタ運用の概要 282
クラスタ運用の前提条件 283
クラスタ環境からの論理ホスト削除 295
クラスタ環境でのHTMLマニュアルの組み
込み 292
クラスタ環境での JP1/ITRMの起動 287

クラスタ環境での JP1/ITRMの停止 287
クラスタ環境での JP1イベントの発行 296
クラスタシステムでの運用と環境構築 281
クラスタシステムの概要 282
グループ管理 31

け

現在の性能状態 124
現在のリソース状態 122
検索による絞り込み表示 42
現用系 283

こ

構築時のトラブルシューティング 241
項目ごとの設定 256
コールドマイグレーション 69
コールドマイグレーション〔用語解説〕 369
コンポーネント〔用語解説〕 370

さ

サポートサービスサイト〔用語解説〕 370
さまざまな角度からのレポート表示による

ITリソースの使用量の確認，最適化 8

し

システム構成 11
システム構成の検討 154
[システム ]タブ 59
システムの設計 154
システムを構築するためのユーザーの追加 

222
実行系サーバ 282,283
自動検出による ITリソースの現状把握 4
収集〔用語解説〕 370
手動追加リソース 45
障害対策の検討 159
詳細情報エリア 58

す

スケジュール画面 16
376



索引
スケジュール管理による ITリソースの割り
当て 5

[スケジュール ]タブ 63
ストレージの設定 208
[すべて ]タブ 108

せ

性能情報の管理 119
性能情報のしきい値監視 119
性能情報の収集 119
性能ランキング 125
性能レポート 124
設定画面 20
セットアップ 172
セットアップの手順 172
前提 OS 12
前提プログラム 12
占有 34

た

待機系サーバ 282,283
退避イメージ〔用語解説〕 370
タスク 88
タスク〔用語解説〕 370
タスク画面 16
タスク管理 105
タスクグループ ID〔用語解説〕 370
[タスク ]タブ 64
タスクとして実行できる操作と実行方法 105
タスクに対して実行できる操作 111
タスクのキャンセル 113
タスクの再実行 112
タスクの削除 115
タスクの受諾管理 115
タスクの手動実行 111
タスクの状態管理 109
タスクの追加 114
タスクの登録 107
タスクの変更 114
他製品との連携 145
他製品との連携の検討 163
他製品連携に必要な設定 303

探索 25
探索〔用語解説〕 370
探索ウィザード 25
探索ウィザードを使用した一括設定 256
探索機能の設定 256
[探索条件設定 ]エリア 26
探索条件の設定 25
探索によって発見された ITリソースの設定 

268
探索の実行 27

て

定義ファイルの格納フォルダ 307
定義ファイルのコピー 307
定義ファイルのコピー先（UNIXの場合） 

308
定義ファイルのコピー先（Windowsの場合） 

308
定義ファイルの名称および用途 307
提供媒体を使ったインストール 168
データストア〔用語解説〕 370
データの移行 144
データのバックアップとリストア 144
データベースの再編成 144
データベース領域の見積もり 157
テーブルビューエリア 56
デバイス〔用語解説〕 370
デバイスの管理 41
デフォルトユーザーのパスワード変更 221
デプロイ 72
デプロイ〔用語解説〕 370
デプロイ後の仮想ホストの設定変更 76
デプロイ時の仮想ホストの設定 268

と

統計レポート 135
統合機能メニュー定義ファイルの記述例 308
統合機能メニュー連携 147
統合トレース機能（HNTRLib2）〔用語解説〕 

370
動作環境の確認 154
導入設計の概要 152
377



索引
導入のための検討項目 152
導入の流れ 152
登録されているタスクの確認 108
トポロジービューエリア 57
トポロジー表示 5
[ドライブ ]タブ 60

に

日本語環境用（hitachi_jp1_itrm_tree.conf） 
309

ね

ネットワーク構成の検討 156
ネットワークデバイスの設定 215
ネットワークの管理 42
ネットワーク名〔用語解説〕 371

の

ノード〔用語解説〕 371

は

バージョンアップ 166
バージョンアップ前のデータのエクスポート 

167
バックアップ 144
バックアップデータの取得 171
発見された ITリソースの表示と設定 27
[発見したリソース一覧 ]エリア 27
[パフォーマンス ]タブ 61

ふ

フェールオーバー 282
物理装置数〔用語解説〕 371
物理ホスト 283
物理ホスト〔用語解説〕 371
物理ホスト CPU使用率ランキング 130
物理ホストメモリ使用率ランキング 130
物理ホスト割り当て実績 126
物理ホスト割り当て予定 127

へ

別のリソースグループへの ITリソースの移
動 276

ほ

ホーム画面 13
ほかのリソースグループへの ITリソースの
移動 37
保守期間 87
保守期間〔用語解説〕 371
ホストグループ〔用語解説〕 371
ホストの起動，停止，リブート 67
ホストのメンテナンス 66
ホットマイグレーション 70
ホットマイグレーション〔用語解説〕 371
[本日 ]タブ 109

ま

マイグレーション 68
マイグレーション〔用語解説〕 371

み

[未完了 ]タブ 108
未受諾レポート 135
見積もり〔ディスク占有量〕 157
見積もり〔データベース領域〕 157
見積もり〔メモリ所要量〕 157
未導入または電源が入っていない ITリソー
スの手動設定 268

め

命名規則 38
メールでの通知 134
メモリ所要量およびディスク占有量の見積も
り 157
メンテナンスの検討 159

も

モニター起動連携 147
378



索引
ゆ

ユーザー管理 141
[ユーザー管理 ]エリア 141
ユーザー管理の検討 161
ユーザー作成ロール 142
ユーザー作成ロールの削除 255
ユーザー作成ロールの作成 254
ユーザー作成ロールの作成とユーザーの登録 

240
ユーザー作成ロールの編集 255
ユーザー情報の編集 251
ユーザーとロールの管理 141
ユーザーの削除 251
ユーザーの設定 251
ユーザーの追加 251
ユーザーのパスワードの変更 252
ユーザーへの通知 134

よ

予備系 283
予約〔用語解説〕 371
予約 ID 88
予約期間 88
予約期間〔用語解説〕 371
予約状況・予約実績一覧レポート 133
予約スペック〔用語解説〕 372
予約の運用方法の検討 160

ら

ライフサイクル 2
ライブラリ〔用語解説〕 372

り

リストア 144
リソース管理画面 14,119
リソース管理サーバの運用管理 144
[リソース管理メニュー ] 31
リソース管理ロール 142
リソースグループ・業務グループ・フォルダ
の削除 38

リソースグループ・業務グループ・フォルダ
の命名規則 38
リソースグループ〔用語解説〕 372
[リソースグループ関連付け ]画面 34
リソースグループと業務グループの管理 33
リソースグループと業務グループの関連づけ
とその種別 34
リソースグループの管理 33
リソースグループの業務グループへの関連づ
け 239
リソースグループの削除 275
リソースグループの作成 274
リソースグループの作成と ITリソースの追
加 238
リソースグループの設定 274
リソースグループの設定変更 275
リソースグループのフォルダの削除 276
リソースグループのフォルダの作成 274
リソースグループのフォルダ名の変更 275
リソースグループへの ITリソースの追加 

274
リソース状態一覧エリア 56
リソース状態ランキング 123
リソース状態レポート 122
リソース使用量（時間推移）レポート 133
リソース使用量レポート 133
リソース値〔用語解説〕 372
リソースプール〔用語解説〕 372
リソース量〔用語解説〕 372
利用期間 87
利用期間〔用語解説〕 372

れ

レポート画面 18
レポート出力 121
レポートの印刷 133
レポートの種類 121
連携機能の種類〔JP1/IM - Managerとの連
携〕 147
連携するための条件〔JP1/IM - Managerと
の連携〕 306
連携するための条件〔JP1/NETM/Auditと
の連携〕 312
379



索引
ろ

ロール 142
ロール〔用語解説〕 372
ロール管理 142
[ロール管理 ]エリア 142
ロールの設定 254
ロールへのユーザーの登録 254
ログイン手順 250
論理ホスト 282
論理ホストのセットアップ（現用系） 290
論理ホストのセットアップ（予備系） 290

わ

割り当て〔用語解説〕 372
割り当て期間 87
割り当て期間〔用語解説〕 372
割り当て種別 34
割り当て不可 34
割り当て予約 87
割り当て予約の確認 95
割り当て予約の実行確認 98
割り当て予約のスケジュール表示 6
割り当て予約の設定 93
割り当て予約の対象となる ITリソースの検
索 88
割り当て予約の対象となる ITリソースの検
索条件 90
割り当て予約の注意事項 103
割り当て予約の変更 96
割り当て率〔用語解説〕 372
割り当てレポート 126
380


	JP1/IT Resource Management - Manager 設計・構築ガイド
	変更内容
	はじめに
	第1編　 概要編
	1　 JP1/ITRMの概要
	1.1　 JP1/ITRMの目的
	1.2　 JP1/ITRMの特長
	1.2.1　 自動検出によるITリソースの現状把握
	1.2.2　 スケジュール管理によるITリソースの割り当て
	1.2.3　 さまざまな角度からのレポート表示によるITリソース の使用量の確認，最適化

	1.3　 JP1/ITRMの構成
	1.3.1　 JP1/ITRMのシステム構成
	1.3.2　 JP1/ITRMの前提OSおよび前提プログラム

	1.4　 JP1/ITRMの画面
	1.4.1　 ホーム画面
	1.4.2　 リソース管理画面
	1.4.3　 スケジュール画面
	1.4.4　 タスク画面
	1.4.5　 イベント画面
	1.4.6　 レポート画面
	1.4.7　 設定画面



	第2編　 機能編
	2　 JP1/ITRMの機能
	2.1　 機能一覧
	2.2　 ITリソースの探索
	2.2.1　 ITリソースの探索条件の設定
	2.2.2　 ITリソースの探索の実行
	2.2.3　 発見されたITリソースの表示と設定

	2.3　 ITリソースのグループ管理
	2.3.1　 リソースグループと業務グループの管理
	2.3.2　 仮想構成の管理
	2.3.3　 デバイスの管理
	2.3.4　 ネットワークの管理
	2.3.5　 検索による絞り込み表示

	2.4　 管理対象となるITリソースの設定
	2.4.1　 管理対象の設定
	2.4.2　 管理対象の構成情報の収集・更新
	2.4.3　 管理対象の削除
	2.4.4　 管理対象外に設定したITリソースの管理対象への設定
	2.4.5　 ITリソースの滅却
	2.4.6　 管理対象となるITリソースの注意事項

	2.5　 ITリソースの状態管理
	2.6　 ITリソースの情報の表示・出力
	2.6.1　 ITリソースの一覧表示
	2.6.2　 ITリソースの詳細情報の表示
	2.6.3　 ITリソースの構成情報一覧の出力

	2.7　 ホストのメンテナンス
	2.7.1　 ホストの起動，停止，リブート
	2.7.2　 マイグレーション
	2.7.3　 仮想ホストの構成変更
	2.7.4　 仮想ホストの退避・復元
	2.7.5　 仮想イメージテンプレートの管理

	2.8　 ITリソースの割り当て予約
	2.8.1　 割り当て期間と予約期間
	2.8.2　 割り当て予約の対象となるITリソースの検索
	2.8.3　 割り当て予約の対象となるITリソースの検索条件
	2.8.4　 割り当て予約の設定
	2.8.5　 割り当て予約の確認
	2.8.6　 割り当て予約の変更
	2.8.7　 割り当て予約の実行確認
	2.8.8　 JP1/ITRMと仮想化ソフトウェアでのスペック値の計 算方法
	2.8.9　 割り当て予約の注意事項

	2.9　 タスク管理
	2.9.1　 タスクとして実行できる操作と実行方法
	2.9.2　 タスクの登録
	2.9.3　 登録されているタスクの確認
	2.9.4　 タスクの状態管理
	2.9.5　 タスクに対して実行できる操作

	2.10　 稼働状態の監視
	2.11　 性能情報の管理
	2.11.1　 性能情報の収集
	2.11.2　 性能情報のしきい値監視

	2.12　 レポート出力
	2.12.1　 レポートの種類
	2.12.2　 レポートの印刷

	2.13　 ユーザーへの通知
	2.13.1　 イベントでの通知
	2.13.2　 メールでの通知
	2.13.3　 JP1イベントでの通知

	2.14　 ユーザーとロールの管理
	2.14.1　 ユーザー管理
	2.14.2　 ロール管理

	2.15　 ITリソース管理サーバの運用管理
	2.15.1　 データのバックアップとリストア
	2.15.2　 データの移行
	2.15.3　 データベースの再編成


	3　 他製品との連携
	3.1　 Link&Launch機能
	3.2　 JP1/IM - Managerとの連携
	3.2.1　 連携機能の種類
	3.2.2　 JP1イベントの属性

	3.3　 JP1/NETM/Auditとの連携


	第3編　 設計編
	4　 JP1/ITRMの導入設計
	4.1　 導入設計の概要
	4.1.1　 導入の流れ
	4.1.2　 導入のための検討項目

	4.2　 システムの設計
	4.2.1　 動作環境の確認
	4.2.2　 システム構成の検討
	4.2.3　 ネットワーク構成の検討
	4.2.4　 インストールとセットアップ（環境設定項目）の検討
	4.2.5　 メモリ所要量およびディスク占有量の見積もり
	4.2.6　 データベース領域の見積もり
	4.2.7　 障害対策の検討
	4.2.8　 メンテナンスの検討

	4.3　 運用の設計
	4.3.1　 管理対象のITリソースの検討
	4.3.2　 ITリソースの探索と収集のタイミングの検討
	4.3.3　 ITリソースのグループの検討
	4.3.4　 予約の運用方法の検討
	4.3.5　 監視テンプレートの検討
	4.3.6　 イベント管理の検討
	4.3.7　 ユーザー管理の検討
	4.3.8　 監査ログの検討

	4.4　 他製品との連携の検討
	4.4.1　 JP1/IM - Managerとの連携
	4.4.2　 JP1/NETM/Auditとの連携の検討



	第4編　 構築編
	5　 インストールとセットアッ プ
	5.1　 インストールとセットアップの流れ
	5.2　 インストールする前に必要な作業
	5.2.1　 OS環境の構築
	5.2.2　 バージョンアップ前のデータのエクスポート

	5.3　 JP1/ITRMのインストール
	5.3.1　 提供媒体を使ったインストール
	5.3.2　 インストール時の注意事項

	5.4　 バックアップデータの取得
	5.5　 JP1/ITRMのセットアップ
	5.5.1　 セットアップの手順
	5.5.2　 JP1/ITRMの障害に備えた設定

	5.6　 HTMLマニュアルの組み込み手順
	5.7　 アンセットアップとアンインストール
	5.7.1　 JP1/ITRMのアンセットアップ
	5.7.2　 JP1/ITRMのアンインストール


	6　 JP1/ITRMの環境構築
	6.1　 JP1/ITRMの環境構築の流れ
	6.2　 ITリソースを管理対象にするために必要 な設定
	6.2.1　 管理対象となるITリソースの種類
	6.2.2　 JP1/ITRMの環境を構築するネットワークの条件
	6.2.3　 管理対象となるITリソースのホスト名の条件
	6.2.4　 管理対象となるホストの設定
	6.2.5　 VMwareを管理対象にするための設定
	6.2.6　 Hyper-Vを管理対象にするための設定
	6.2.7　 HVMを管理対象にするための設定
	6.2.8　 仮想化環境管理ソフトウェアの設定
	6.2.9　 ストレージの設定
	6.2.10　 ネットワークデバイスの設定

	6.3　 デフォルトユーザーのパスワード変更
	6.4　 システムを構築するためのユーザーの追加
	6.5　 仮想イメージテンプレートを使用するため の設定
	6.5.1　 OSカスタマイズ用応答ファイルの作成（VMware・ Hyper-Vの場合）
	6.5.2　 仮想イメージテンプレートを作成する仮想ホストのパ スワードの設定（VMware・Hy
	6.5.3　 VMwareの設定
	6.5.4　 Hyper-Vの設定
	6.5.5　 HVMの設定

	6.6　 管理対象とするITリソースの探索と設定
	6.7　 リソースグループの作成とITリソースの 追加
	6.8　 リソースグループの業務グループへの関連 づけ
	6.9　 ユーザー作成ロールの作成とユーザーの登 録
	6.10　 構築時のトラブルシューティング

	7　 運用開始後の設定
	7.1　 運用開始後に設定できる内容
	7.2　 JP1/ITRMへのログイン手順
	7.3　 ユーザーの設定
	7.3.1　 ユーザーの追加
	7.3.2　 ユーザー情報の編集
	7.3.3　 ユーザーの削除
	7.3.4　 ユーザーのパスワードの変更

	7.4　 ロールの設定
	7.4.1　 ユーザー作成ロールの作成
	7.4.2　 ロールへのユーザーの登録
	7.4.3　 ユーザー作成ロールの編集
	7.4.4　 ユーザー作成ロールの削除

	7.5　 探索機能の設定
	7.5.1　 探索ウィザードを使用した一括設定
	7.5.2　 項目ごとの設定

	7.6　 管理対象の追加・変更・削除
	7.6.1　 管理対象への追加
	7.6.2　 管理対象外の設定
	7.6.3　 管理対象外から管理対象への変更
	7.6.4　 管理対象外から再度探索対象にする手順
	7.6.5　 管理対象の削除待ちリソースへの変更と削除
	7.6.6　 ITリソースのユーザー定義名の変更
	7.6.7　 仮想ホストのスペックの変更
	7.6.8　 管理対象の情報の更新

	7.7　 リソースグループの設定
	7.7.1　 リソースグループの作成
	7.7.2　 リソースグループへのITリソースの追加
	7.7.3　 リソースグループのフォルダの作成
	7.7.4　 リソースグループの設定変更
	7.7.5　 リソースグループのフォルダ名の変更
	7.7.6　 リソースグループの削除
	7.7.7　 別のリソースグループへのITリソースの移動
	7.7.8　 リソースグループのフォルダの削除

	7.8　 業務グループの設定
	7.8.1　 業務グループの作成
	7.8.2　 業務グループへのリソースグループの関連づけ
	7.8.3　 業務グループ名の変更
	7.8.4　 業務グループへのリソースグループの関連づけの解除
	7.8.5　 業務グループの削除

	7.9　 HAクラスタグループの設定
	7.9.1　 HAクラスタグループの作成
	7.9.2　 HAクラスタグループ名の変更
	7.9.3　 HAクラスタグループの削除


	8　 クラスタシステムでの運用 と環境構築
	8.1　 クラスタ運用の概要
	8.1.1　 クラスタシステムの概要
	8.1.2　 クラスタ運用の前提条件

	8.2　 クラスタ運用でのJP1/ITRMの環境設定
	8.2.1　 クラスタ運用でのJP1/ITRMの構成
	8.2.2　 共有ディスク上のファイル構成
	8.2.3　 JP1/ITRMのサービス
	8.2.4　 クラスタ環境でのJP1/ITRMの起動
	8.2.5　 クラスタ環境でのJP1/ITRMの停止

	8.3　 クラスタ運用でのJP1/ITRMの環境設定 （新規インストールからの環境構築）
	8.3.1　 環境設定前に必要な作業
	8.3.2　 環境設定の流れ（クラスタシステムで新規に環境構築 する場合）
	8.3.3　 JP1/ITRMのインストール
	8.3.4　 WSFCへのリソースの登録
	8.3.5　 論理ホストのセットアップ（現用系）
	8.3.6　 論理ホストのセットアップ（予備系）
	8.3.7　 WSFCへのサービスの登録
	8.3.8　 クラスタ環境でのHTMLマニュアルの組み込み

	8.4　 クラスタ運用でのJP1/ITRMの環境設定 （物理ホストからの移行）
	8.5　 クラスタ環境からの論理ホスト削除
	8.6　 クラスタ環境でのJP1イベントの発行
	8.7　 クラスタ運用でのバージョンアップ
	8.8　 クラスタ運用時の注意事項

	9　 他製品連携に必要な設定
	9.1　 Link&Launch機能を利用した他製品との連 携に必要な設定
	9.1.1　 Link&Launchテンプレートの追加
	9.1.2　 Link&Launchテンプレートのリソースへの関連づけ
	9.1.3　 Link&Launchの起動

	9.2　 JP1/IM - Managerとの連携に必要な設定
	9.2.1　 JP1/IM - Managerと連携するための作業
	9.2.2　 連携するための条件
	9.2.3　 JP1/IM - Managerとの連携に必要な定義ファイル
	9.2.4　 定義ファイルのコピー
	9.2.5　 統合機能メニュー定義ファイルの記述例
	9.2.6　 JP1/Baseでのサービスの起動順序の設定

	9.3　 JP1/NETM/Auditとの連携に必要な設定
	9.3.1　 JP1/NETM/Auditと連携するための作業
	9.3.2　 連携するための条件



	付録
	付録A　 ファイル一覧
	付録B　 プロセス一覧
	付録C　 ポート番号一覧
	付録C.1　 JP1/ITRMのポート番号
	付録C.2　 ファイアウォールの通過方向
	付録C.3　 コネクションの接続状態
	付録C.4　 ノード接続でのポート番号

	付録D　 制限値一覧
	付録E　 管理対象のITリソース一覧
	付録E.1　 OS関連
	付録E.2　 仮想化ソフトウェア
	付録E.3　 仮想化環境管理ソフトウェア

	付録F　 画面遷移
	付録F.1　 ログイン・ログアウト・バージョン情報
	付録F.2　 探索
	付録F.3　 構成管理
	付録F.4　 ITリソース管理
	付録F.5　 予約管理
	付録F.6　 タスク管理
	付録F.7　 仮想ホストのイメージ管理
	付録F.8　 稼働状態
	付録F.9　 性能管理
	付録F.10　 レポート
	付録F.11　 通知
	付録F.12　 ユーザー管理
	付録F.13　 他製品との連携

	付録G　 JP1/ITRMが収集する性能情報
	付録G.1　 収集する性能情報と計算式
	付録G.2　 監視テンプレート

	付録H　 監査ログの出力
	付録H.1　 監査ログに出力される事象の種別
	付録H.2　 監査ログの保存形式
	付録H.3　 監査ログの出力形式
	付録H.4　 監査ログを出力するための設定

	付録I　 割り当てできるITリソースの条件，および割 り当てられているとして扱うITリソースの条 
	付録J　 このマニュアルの参考情報
	付録J.1　 関連マニュアル
	付録J.2　 このマニュアルでの表記
	付録J.3　 このマニュアルで使用する英略語
	付録J.4　 このマニュアルで使用する用語
	付録J.5　 KB（キロバイト）などの単位表記について

	付録K　 用語解説

	索引
	A
	C
	D
	F
	H
	I
	J
	L
	O
	R
	S
	V
	W
	あ
	い
	う
	え
	か
	き
	く
	け
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	た
	て
	と
	に
	ね
	の
	は
	ふ
	へ
	ほ
	ま
	み
	め
	も
	ゆ
	よ
	ら
	り
	れ
	ろ
	わ


